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(54) 【 発 明 の 名 称 ] 手動 関節 接 台 可能 な 逆転 シス テム を 備え た ロボ ッ ト 動 力 式 の 外科 用 デバ イス 


(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 

オペ レー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 出力 運動 を ロボ ッ ト 制御 で 発生 させ る 
よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され た ツー ル 駆 動 
アセ ン ブ リ を 含む 、 前 記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル で あっ て 、 

前 記 ロ ボッ トシ ステ ム の 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 対応 する 部 分 と イン ター フェ ー ス 

接続 し て 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 を そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 され た 
、 駆 動 シ ステ ム と 、 
前 記 駆 動 シ ステ ム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 駆動 還 ア セン ブリ で あっ て 、 
前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 を 前 記 駆 動 シ ステ ム か ら 受 け 入 れる と 共に 、 前 記 駆 
動 軸 アセンブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 制御 運 
動 を 加え る よう に 構成 され た 、 駆動 還 アセ ン ブ リ と 、 
前 記 駆 動 還 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 手 動 で 発生 し た 制御 運 
動 を 前記 駆動 還 ア セン ブリ に 選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可 能 な 制御 シス テム と 、 を 備え 、 
前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ 上 で 支持 され た 対応 する 回 転 可能 な 本 
体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 を 
そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 され 、 前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 

前 記 対 応 す る 回 転 可能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 回 転 』 
жу. 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 、 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 、 
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前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し 、 ま た その 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 


うに 、 


前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 移動 可能 ( 


こ 装 着 さ れ た 第 2 の 回 転 被 動 歯車 で あっ て 、 前 記 


手動 作 


あっ て 
に 移動 


動作 動 可 能 な 制御 シス テム が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 選択 的 に 動作 可能 に 係 合 可 能 で 


. 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる よう 
させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 に 加え る 、 第 2 の 回 


転 被 動 


歯車 と 、 を 備え る 、 外 科 用 ツー ル 。 


【 請求 

前 記 
动 轴 了 
の を 第 


た 出 


し 

リ に よ 
る よう 
2 の 方 
【 請求 


项 2 】 


駆動 シス テム が 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 の うち 第 1 の も の を 前 記 駆 
セン ブリ に 伝達 し て 、 前 記 駆 動 軸 アセ ンプ ブリ に よっ て 前 記 制 御 運動 の うち 第 1 の も 


1 の 方 向 に 加え る よう に 構成 され 、 


前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 


力 運 動 の うち 第 2 の も の を 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ に 伝達 し て 、 前 記 駆 動 軸 ア セン ブ 
っ て 前 記 制 御 運動 の うち 第 2 の も の を 前 記 第 1 の 方 向 と は 反対 の 第 2 の 方 向 に 加え 
に 更に 構成 され 、 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 が 、 前 記 駆 動 軸 アセ ン ブ リ に 前 記 第 
向 に 加え られ る 、 請 求 項 1 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


项 3 】 


前 記 


手動 作動 可能 な 制御 シス テム が 、 


前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 逆転 歯車 と 、 


前 記 
== 
うに 
請求 
前 記 
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旋回 移動 する よう に 装着 され 、 そ れ に より 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 非 作動 位置 か ら 前 記 作動 


位置 へ 
前 記 第 
【 請求 
前 ñu 
接続 す 
可能 に 
| 請 ヨ 


前 記 


逆転 歯 
УҺ 


H 
E 


EE と 選択 的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯車 で あっ て 、 前 記 
E ほ の 手動 作動 に よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 逆転 歯車 に 加え る 


な っ て いる 、 ラ チェ ッ ト 歯 車 と 、 を 備え る 、 請 求 項 1 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


項 4 】 


ラチ ェ ッ ト 歯車 が 、 作 動 位置 と 非 作動 位置 と の 間 で 前 記 逆 転 歯車 に 対し て 選択 的 に 


と 旋回 され る と 、 前 記 逆 転 歯 車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 軸線 方 向 に 付 勢 し て 、 
1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 す 、 請 求 項 3 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


项 5 | 


外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 


る と 共に 、 前 記 駆 動 還 アセ ンプ ブリ ( 


ЖІ 及び 第 2 の 制御 運動 を 前 記 駆 』 


こ 加 えら れる 前 記 第 1 及び 第 2 の 制御 運動 に 移動 


反応 する 発射 要素 を 備え る 、 請 求 項 2 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
项 6 | 


助 還 アセン ブリ に 加え る と 、 前 記 発 射 要 素 が 、 開 


始 位置 と 終了 位置 と の 間 で 移動 可能 で ある 、 請 求 項 5 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


【 請求 
前 記 
開放 
前 記 

鎖 シ ス 

っ て 前 

ル 閉鎖 


前 記 


組織 
ステ 
[ 請求 
前 記 
ら 前 


172 


7 


j7— 
| 請求 
前 記 


項 7 】 
外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 


位置 と 閉鎖 位置 と の 間 で 選択 的 に 移動 可能 な アン ビル と 、 


アン ビル 及び ロボ ッ ト シ ステ ム と 


動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する アン ビル 人 閉 


テム で あっ て 、 他 の ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 が 前 記 ロ ボッ トシ ステ ム に よ 
記 ア ン ビ ル 閉 鎖 シ ステ ム に 加え られ る と 、 開 放 及 び 閉 鎖 制 御 運 動 を 加え る 、 ア ン ビ 


シス テム と 、 


アン ビル に 隣接 し て 動作 可能 に 支持 され 、 複 数 の 外科 用 ステ ー プ ブル を 中 で 支持 する 
外科 用 ステ ー プ ブル カー トリ ッ ジ と 、 を 備え 、 前 記 発 射 部 材 が 、 


切断 部 分 と 、 
ー プ ル 駆 動 ス レッ ド と 、 を 備え る 、 
项 8 】 


請求 項 6 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


ЖІ の 制御 運動 を 前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 加え る と 、 前 記 発 射 部 材 が 前 記 開 始 位置 
記 終 了 位置 へ と 駆動 され 、 前 記 第 2 の 制御 運動 を 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ に 加え る と 
. 前 記 発 射 部 材 が 前 記 終了 位置 か ら 前 記 開 始 位置 へ と 駆動 され る 、 請 求 項 7 に 記載 の 外科 


ル 。 
項 9 】 


ЖІ の 制御 運動 を 前 記 駆動 還 ア セン ブリ に 加え る こと に より 、 前 記 発 射 部 材 が 前 記 
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開始 位置 か ら 前 記 終 了 位置 に 向かっ て 第 1 の 軸線 方 向 に 移動 し 、 
ブリ に 加え る こと に より 、 
前 記 第 1 の 方 向 と は 反対 の 第 2 の 方 向 に 移 』 
記 駆 動 還 ア セン ブリ に 
求 項 7 に 記載 の 外科 用 


記 


N 


ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 、 


タ 
分 
D 


駆動 軸 ア セン 
と どき 


請求 項 1 0 】 


(3) 


加え る こと に より 、 
ツー ル 。 


オペ レー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 、 


選 
で あ 
に 加 


UC. 


的 に 移動 可能 で ある 少な く と も 1 90% 
前 記 少 な く と も 1 つの 構成 要素 部 分 が 、 
えら れる 制御 運動 に 応じ て 、 


前 記 発 射 部 材 が 前 記 
BU, 
ШЫН SRM 38 u$5205mcAÓ32 325.3 
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前 記 第 2 の 1 


終了 位置 か ら 前 


胃 御 運動 を 前 
ñu 開始 位置 


前 記 手動 で 発生 し た 1 


ツー ル 駆 動 ア セン ブリ 上 で 支持 さ 
た 少な く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 に 対し て 少な く と も 1 つの 回 転出 力 運動 を 提 人 
る よう に 構成 され た 、 


成 要 素 部 分 に 対し て 第 1 及び 第 2 の 位置 の 間 で 選 


I 


も 


る 


つ 


フェ クタ と 、 


前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 動作 可能 に 連結 され 、 
記 少 な く と も 1 つの 選択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 部 分 と 
H ア セン ブリ と 、 
前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ に 連結 さ 
ツー ル 装 着 部 分 で あ 


1 つの 歯車 被 


前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ に 動 
と それ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され た 、 


ЦЭР" 


前 記 ツ ー ル 装着 部 分 上 で 回 転 可能 に 支持 され 、 


МШ 26 НА 5. 59 


作 可 能 に 連結 さ 


れ 、 


i АНДИ 


れ 
す 


ロボ ッ ト シ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され た 前 記 ツ ー 


前 記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル で あっ て 


成 要素 部 分 を 備え る 外科 用 エン ド エ フ ェ ク 


前 記 選 択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 部 


前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 少な く と も 1 つの 他 の 
的 に 移動 可能 で ある 、 外 科 用 エン ド 


前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 前 
動作 可能 に 連通 し て いる 少な く と 


れ 


前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 前 記 少 な 


く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 の うち 対応 する 1 つと 駆動 係 合 し て 、 そ こ か ら 対 応 す る 


回 


動 


と も 1 つの 制御 運動 を 前 記 選 択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 部 分 に 加え る 、 


運動 を 加え て 、 


転出 力 運動 を 受け 入れ る よう に 構成 され た 、 
前 記 被 駆動 要素 と 動作 可能 に 係 合 し て お り 、 


前 記 少 な く と も 1 ОФ 


被 駆 動 要 素 と 、 
それ に 対し て ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 作 
車 被 動 部 分 の うち 対応 する 1 つ に よっ て 少な く 


駆動 シス テム と 、 


を 備え る 、 ツ ー ル 装着 部 分 と 、 を 備え 、 

前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 そ れ に 対し て 手動 で 
発生 し た 制御 運動 を 選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可 能 な 逆転 シス テム を 更に 備え 、 

前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 

前 記 被 駆動 要素 と 駆動 係 合 し て いる 回 転 駆動 歯車 と 、 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 、 

前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し 、 ま た その 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 
うに 、 前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ に 移動 可能 に 装着 され た 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 で あっ て 、 前 
記 手 動作 動 可 能 な 逆転 シス テム が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 選択 的 に 動作 可能 に 係 合 可能 
で あっ て 、 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる よ 
うに 移動 させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 に 加え る 、 第 2 の 


回 


転 被 動 歯車 と 、 


を 備え る 、 外 科 用 ツー ル 。 


[ 
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請求 項 1 1 】 


前 記 手 動 


作動 可能 な 逆転 シス テム が 、 
前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 噛合 係 合 し て いる 逆 』 


前 記 逆 転 歯 


うに な っ て いる 、 


請求 項 1 2 ] 


前 記 ラ チェ ッ ト Ë 
旋回 移動 する よう に 
位置 へ と 旋回 され る と 、 


НОО 


ラチ ェ ッ ト 歯車 と 、 


が 、 
され 、 そ れ に 
前 記 逆 転 


车 
x 
E 


B. 


を 備え る 、 請 求 項 1 0 に 記載 の 外科 


作動 位置 と 非 作動 位置 と の 間 で 前 記 逆 1 


区 歯車 と 、 
С 的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯車 で あっ て 、 
チェ ッ ト 歯車 の 手動 作動 に よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 逆 転 


前 記 
歯車 に 加え る 
JY =, 


阪 歯 車 に 対し て 選択 的 に 
前 記 逆 転 歯車 が 前 記 非 作動 位置 か ら Bil ñu TE šJ 
歯車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 軸線 方 向 に 付 勢 し て 、 
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ІШ 


前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 
【 請求 項 1 3 】 

オペ レー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 回 転出 力 運動 を ロボ ッ ト 制御 で 発生 さ 
せる よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され た ツー ル 
駆動 アセ ン ブ リ を 含む 、 前 記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル で あっ て 、 
前 記 ロ ボッ トシ ステ ム の 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 対応 する 部 分 と イン ター フェ ー ス 
接続 し て 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 さ 
れ た 、 回 転 駆動 シス テム と 、 

前 記 回 転 駆動 シス テム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 回 転 駆動 還 アセンブリ で 
あっ て 、 前記 ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を 前 記 回 転 駆動 シス テム か ら 受 け 入 れ 
る と 共に 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 外科 用 エン 
ドド エフェクタ に 回 転 駆動 運動 を 加え る よう に 構成 され た 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ と 、 

前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 手 動 で 発生 し た 回 
転 駆動 運動 を 前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に 選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可能 な 逆転 シス テム 
と 、 を 備え 、 

前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ 上 で 支持 され た 対応 する 回 転 可能 
な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 前 記 回 転出 力 運動 を そこ か ら 受 け 入 
れる よう に 構成 され 、 前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 

前 記 対 応 す る 回 転 可能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 回 転 駆動 
ШУ, 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 、 

前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し 、 ま た その 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 
うに 、 前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に 移動 可能 に 装着 され た 第 2 の 回 転 被 動 歯車 で あっ て 、 
前 記 手 動作 動 可能 な 逆転 シス テム が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 選択 的 に 動作 可能 に 係 合 可 
能 で あっ て 、 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる 
よう に 移動 させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 回 転 駆動 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 に 加え る 、 
第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 、 を 備え る 、 外 科 用 ツー ル 。 

【 請求 項 1 4 】 

前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 の うち 第 1 の も の 
を 前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 伝 達 し て 、 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ に よっ て 前 記 回 転 駆動 運動 の 
うち 第 1 の も の を 第 1 の 回 転 方 向 に 加え る よう に 構成 され 、 前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 前 記 ロ 
ЖУ 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 の うち 第 2 の も の を 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 伝達 
し て 、 前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に よっ て 前 記 回 転 駆動 運動 の うち 第 2 の も の を 、 前 記 第 
1 の 回 転 方 向 と は 反対 の 第 2 の 回 転 方 向 に 加え る よう に 更に 構成 され 、 前 記 手 動 で 発 】 
た 制御 運動 が 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 前 記 第 2 OI JJ Ae. kr 
3 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 

[ 請求 項 1 5 】 

前 記 手 動作 動 可能 な 逆転 シス テム が 、 

前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 噛合 係 合 し て いる 逆転 歯車 と 、 

前 記 逆 転 歯車 と 選択 的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯 車 で あっ て 、 前 記 
チェ ッ ト 歯車 の 手動 作動 に よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 回 転 駆動 運動 を 前記 逆 転 歯車 に 加 
る よう に な っ て いる 、 ラ チェ ッ ト 歯 車 と 、 を 備え る 、 請 求 項 1 3 に 記載 の 外科 用 ツー ル 


E OW О0600 6994, КІТ に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


E 


pum 


Nr NI 


pm © 


請求 項 1 6 | 


前 記 ラ チェ ッ ト 歯車 が 、 作 動 位置 と 非 作動 位置 と の 間 で 前 記 逆 転 歯 車 に 対し て 選択 的 に 
旋回 移動 する よう に 装着 され 、 そ れ に より 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 非 作動 位置 か ら 前 記 作 動 
位置 へ と 旋回 され る と 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 軸線 方 向 に 付 勢 し て 、 

歯 


mL. ^ 


前 記 第 1 の 回 転 被 』 
| 請求 項 1 7 ] 
前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 前 記 回 転 駆 動 軸 アセン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ 


En 


车 上 DM A 6 D Ат. REALS に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
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ー ス 接続 する と 共に 、 前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に 加え られ る 前 記 第 1 及び 第 2 の 回 転 駆 
動 運動 に 移動 可能 に 反応 する 発射 要素 を 備え る 、 請 求 項 1 4 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 

[ 発明 の 詳細 な 説明 】 

背景 技術 】 

[0001] 

外科 的 な 巧 紋 性 を 向上 させ る た め だ け で な く 、 外 科 医 が 直感 的 な 方 式 で 患者 に 手術 で き 
る よう に する た め に 、 長 年 に わた っ て 、 様 々 な 低 侵襲 性 ロボ ッ ト ( 又は 「 遠隔 手術 (tele 
surgical) 1) シス テム が 開発 され て きた 。 か か る シス テム の 多く が 、 そ れ ぞ れ の 全 内 容 


< 


を 参照 に より 本 明細 書 に それ ぞ れ 援用 する 、 発 明 の 名 称 が 「 Articulated S 
urgical Instrument For Performing Mi ni ma 
1 1 y Invasive Surgery Wi t h Enhanced Dexte 
rity and Sensitiyvi t y」 で ある 米国 特許 第 5, 792,1358, 
発明 の 名 称 が 「 Robotic Arm DLUS For Performing 65 
ur gical Tasks 」 で ある 米国 特許 第 6 , 231, 565 号 、 発 明 の 名 称 が 「 
Robotic Surgical Tool With Ultrasound Ca 
uterizing and Cutting Instrument 」 で ある 米国 特許 
第 6 , 78 3, 524 号 、 発 明 の 名 称 が 「Al i gnment o f Master a 
nd Slave I n a Mi ni mal 1 y Invasive Surgica 
1 Apparatus 」 で ある 米国 特許 第 6, 364, 888 号 、 発 明 の 名 称 が 「 Me 
chani cal Actuator Interface System For R 
obotic Surgical Tool s] で ある 米国 特許 第 7 524, 320 5 
、 発 明 の 名 称 が 「Pl at for m Link Wrist Mechanism」 で あ 
る 米国 特許 第 7 , 6 9 1 , 098 号 、 発 明 の 名 称 が 「Repositioning an 
d Reorientation of Master/Slave Relation 
ship in Mi ni mall y Invasi ve Tel esurgery」 で 
ある 米国 特許 第 7 , 8 0 6 , 891 号 、 及 び 発 明 の 名 称 が 「Surgical Tool 
Wi t h Wri sted Monopol ar Electrosurgical 
End Effector s 」 で ある 米国 特許 第 7 , 824, 401 号 に 開示 され て いる 


。 しかしながら 、 か か る シス テム の 多く は これ まで 、 組 織 を 効果 的 に 切断 し 締結 する の に 
必要 な 大 き さ の 力 を 発生 させ る こと が で き な か っ た 。 それに 加え て 、 既 存 の ワウ の ロ ボッ ト 手 術 
シス テム は 、 動作 させ る こと が で きる 異な る タイ プ の 外科 用 デバ イス の 数 に 限り が あっ た 
[ 図面 の 簡単 な 説明 】 

[0002] 

本 発明 の 特徴 及び 利点 、 並 びに それ ら を 実現 する 方 法 は 、 本 発明 の 例示 的 実施 形態 の 以 
下 の 説 明 を 添付 図面 と 併せ て 参照 する こと に よっ て 、 よ り 明 白 と な り 、 ま た 発明 自体 の よ 
Ü 深い 理解 が 得 ら れる で あろ う 。 

[0003] 

様々 な 例示 的 実施 形態 に つい て 、 以 下 の 図 面 と 共に 例 と し て 本 明細 書 に 記載 する 。 

【 図 1】 ロ ボッ トコ ント ロー ラ の 一 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 

| 図 2 ] 外科 用 ツー ル の 複数 の 実施 形態 を 動作 可能 に 支持 する ロボ ッ ト シ ステ ム の 1 つの 
ロボ ッ ト 手 術 ア ー ム カー トブ プ マニ ピュ レー タ を 示す 斜視 図 で ある 。 

【 図 3 】 図 2 に 示さ れる ロロ ボット 手術 アー ムカ ー ト プ マ ニ ピ ュ レ ー タ を 示す 側面 図 で ある 


< 


В 


Й 


BE 


【 図 4 】 外科 用 ツー ル の 実施 形態 と 共に 使用 され て も よい ロボ ッ ト マ ニ ビ ピュ レー タ を 動作 
可能 に 支持 する た め の 位 置 決 め リ ンク 機構 を 有する カー ト 構造 を 示す 斜視 図 で ある 。 
MS | 外科 用 ツー ル の 実施 形態 及び 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で 


Bl6 】 外科 用 ツー ル の 様々 な 実施 形態 を ロボ ッ ト シ ステ ム に 取り 付け る た め の ア ダ プ タ 
及び ツー ル ホ ル ダ 構 成 を 示す 分 解 組 立 図 で ある 。 


図 7 ] Bd 


6 に 示さ れる ア 


図 8 】 図 


6 に 示さ れる ア 


図 9 ] Bd 
図 1 0] 
図 1 1 】 
正面 斜視 
図 1 2] 
図 1 3] 
図 1 4 】 
形態 を 示 
加 1 5 】 


6 及び 7 の アダ 
外科 用 ツー ル の 
НН (224740 
図 で ある 。 

図 1 1 の 外科 用 
図 1 1 及び 1 2 
手動 作動 可能 な 
す 部 分 上 面 図 で 
手動 作動 可能 な 


図 1 6 】 
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ME c жаты 
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таг ёс Ээ 


Р! T デー eaa ° 
Š 
ex 


ып と ーー тэ тэ テー テー omo テー 


| 


Мат 


LAS ча 
жщ 
= 


態 を 示す 
図 1 7 】 
図 1 8 】 
図 1 9 】 


図 2 1 】 


手動 作動 可能 な 
別 の 部 分 上 面 図 
外科 用 ツー ル の 
図 1 7 の 外科 用 
ンド エフ ェ ク 
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ダ プ タ の 側面 図 で ある 。 
ダ プ タ の 底面 図 で ある 。 
プ タ を 示す 上 面 図 で ある 。 
実施 形態 を 示す 部 分 底面 斜視 図 で ある 。 


に 一 部 の 要素 を 省略 し た 外科 用 ツー ル の 実施 形態 の 一 部 分 を 示 


ツー ル の 実施 形態 を 示す 後面 斜視 図 で ある 。 
の 外科 用 ツー ル の 実施 形態 を 示す 上 面 図 で ある 。 


駆動 歯車 が 非 作 動 位置 に ある 図 1 1 ~1 3 の 外科 用 ツー ル の 実 


ある 。 


駆動 歯車 が 初期 の 作動 位置 に ある 図 1 1 ~1 4 の 外科 用 ツー ル 


実施 形態 を 示す 別 の 部 分 上 面 図 で ある 。 


駆動 歯車 が 作動 位置 に ある 図 1 1 ~1 5 の 外科 用 ツー ル の 実施 


で ある 。 
別 の 実施 形態 を 示す 後面 斜視 図 で ある 。 
ツー ル の 実施 形態 を 示す 側面 立 面 図 で ある 。 


タ が 外科 用 ツー ル の 近 位 軸 部 分 か ら 分 離さ れ て いる 図 5 の 外科 


ンド エフ ェ ク 


2: 
図 2 2 ] 
の 実施 形 
図 2 2 A 
示す 断面 
図 2 3 ] 


Ж 


を 示す 断面 図 で 
遠 位 軸 部 分 が 最 
態 を 示す 別 の 断 
】 遠 位 軸 部 分 が 
図 で ある 。 

遠 位 軸 部 分 が 近 


T 


2 
加 2 3 A 
施 形態 を 
図 2 3 B 
形態 を 示 
図 2 4 】 


й 


図 2 5 】 
図 2 6 】 
図 2 7 | 


Ed 2 
図 2 
図 3 
54 3 
54 3 
54 3 
図 3 4 】 
の 図 で あ 
図 3 4 A 
で ある 。 
図 3 4 B 
図 で あ 
図 3 5 】 


о SS о <Ө 00 


ЕҢ 


を 示す 別 の 断面 
】 遠 位 軸 部 分 が 
示す 別 の 断面 図 
】 遠 位 軸 部 分 が 
す 別 の 断面 図 で 
図 2 1 の 線 2 4 


H ツ ー ル の 実施 形態 を 示す 断面 図 で ある 。 
図 2 0 】 相互 接続 され た 急速 脱着 継手 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 側面 斜視 図 で ある 。 


タ の 遠 位 軸 部 分 が 近 位 軸 部 分 か ら 分 離さ れ て いる 急速 脱着 
ある 。 


KT 


初 に 近 位 軸 部 分 と 係 合 さ れ て いる 、 図 1 9 ~21 の 急速 脱着 継 


面 図 で ある 。 


最初 に 近 位 軸 部 分 と 係 合 さ れ て いる 、 人 急速 脱着 継手 の 実施 形態 


議 軸 部 分 に 取り 付け られ て いる 、 図 1 9 ~2 2 OAREN 
図 で ある 。 


で ある 


近 位 軸 部 分 に 取り 付け られ て いる 、 図 2 2 A の 急速 脱着 継手 


k 手 


I 
9 


近 位 軸 部 分 か ら 係 脱 され て いる 、 図 2 2 A の 急速 脱着 継手 の 実 


ある 。 


-2 4 で 取っ た 図 1 9 ~2 3 の 遠 位 軸 部 分 を 示す 断面 図 で ある 


関節 継手 及び 


ンド エフェクタ の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 断面 図 で ある 。 


図 2 5 の 関節 継 
図 2 6 に 示さ れ 


ンド エフ ェ ク 
駆動 還 ア セン ブ 
駆動 還 ア セン ブ 
図 3 0 の 駆動 軸 
複合 駆動 軸 ア ヤセ 
図 3 2 の 複合 駆 


手 及び エン ド エフ ェ ク タ の 一 部 分 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 


る 関節 継手 及び エン ド エフ ェ ク タ の 部 分 を 示す 部 分 断面 斜視 


М 


タ 及 び 駆 動 還 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 部 分 斜視 図 で ある 。 


リ の 実施 形態 を 示す 部 分 側面 図 で ある 。 
リ の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 

アセ ン ブ リ を 示す 側面 図 で ある 。 
ン ブ リ の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 


ERX! 屈曲 
る 。 


】 弓 状 又は 「 屈曲 」 形態 を と っ て いる 駆動 軸 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 側面 


動 還 アセンブリ を 示す 側面 図 で ある 。 


月 態 を と っ て いる 図 3 0 及び 3 1 の 駆動 還 ア セン ブリ を 示す 


】 弓 状 又は 「 ЮМ! 形態 を と っ て いる 駆動 軸 ア セン ブリ の 別 の 実施 形態 を 示す 


る 。 
駆動 還 ア セン ブ 


リ の 別 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 
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示す 部 分 断面 


[ 


別 の 横断 面 


[ 


部 分 を 示す 


[ 
[ 
[ 
[ 8451 
Ж 
[ 
[ 


manm mE ar айа еа 


— ып тэ ци - 


[ 
зе 
[ 


】 アンビル が 閉鎖 位置 に ある 図 4 
分 断面 斜視 図 で ある 。 

図 5 2 】 図 51 の エン ドド エフェクタ の 実 
531 アンビル が 一 部 閉鎖 位置 に ある 
図 で ある 。 

アン ビル が 閉 針 位置 に ある 図 5 
図 で ある 。 

ンド エフェクタ の 別 の 実施 形 
断面 斜視 図 で ある 。 

図 5 6 】 閉鎖 シス テム の 実施 形態 を 示す 
加 5 7 】 ア ン ビ ル が 開放 位置 に ある 図 5 


図 5 4] 


図 5 5 】 


[ 図 3 6 】 図 3 5 の 駆動 軸 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 上 面 図 で ある 。 
【 図 3 7 】 弓 状 形 態 で ある 図 3 5 及び 3 6 の 駆動 還 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 別 の 斜視 
図 で ある 。 
【 図 3 8 】 図 3 7 に 示さ れる 駆動 軸 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 上 面 図 で ある 。 
(5139 ] 駆動 還 ア セン ブリ の 別 の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 
【 図 4 0 】 弓 状 形 態 で ある 図 3 9 の 駆動 還 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 別 の 斜視 図 で ある 
【 41] 39 及び 4 0 の 駆動 軸 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 上 面 図 で ある 。 
【 図 4 2 】 図 4 1 の 駆動 軸 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 断面 図 で ある 。 
[ 図 4 3 】 駆動 軸 ア セン ブリ の 別 の 実施 形態 を 示す 部 分 断面 図 で ある 。 
【 044] 43 の 駆動 還 ア セン ブリ の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
[ 図 4 5 】 駆動 軸 ア セン ブリ の 別 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
【 図 4 6 】 図 4 5 の 駆動 還 ア セン ブリ を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
[ 図 4 7 】 ア ン ビ ル が 開放 位置 に ある エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 部 分 断面 斜視 図 
で ある 。 
図 4 8 】 図 47 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 別 の 部 分 断面 斜視 図 で ある 。 
図 4 9 】 図 47 及び 4 8 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 横断 面 図 で ある 。 
図 5 0 】 図 47 て 49 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 別 の 横断 面 図 で ある 。 


7 ~5 0 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 


施 形 態 を 示す 別 の 部 分 断面 斜視 図 で ある 。 
図 51 て 52 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 


NS 


ы 
B 
ёл 


1 ~5 3 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 


態 及 び 細 長い 軸 ア セン ブリ の 別 の 実施 形態 の 一 


分 解 斜視 図 で ある 。 
6 の 閉鎖 シス テム の 実施 形態 を 示す 側面 図 で あ 


図 5 8 】 アン ビル が 開放 位置 に ある 、 


ンド エフ ェ ク タ の 実施 形態 内 に ある 図 5 6 及び 


7 の 閉鎖 シス テム の 実施 形態 を 示す 横断 
加 5 9 】 アンビル が 閉鎖 位置 に ある 、 図 
形態 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 

図 59A】 明 瞭 に する た め に 作動 ソレ ノ 
施 形態 を 用 いる 外科 用 ツー ル の 別 の 実施 
図 6 0 】 エ ンド エフ ェ ク タ の 別 の 実施 形 
図 6 1 】 駆動 シス テム の 実施 形態 を 示す 
図 6 2] Bd6 1 の 駆動 シス テム の 実施 形 
図 6 3 】 図 6 1 及び 6 2 の 駆動 シス テム 


図 6 4 】 第 1 の 軸線 方 向 駆動 位置 に ある 
分 断面 側面 図 で ある 。 
図 6 5 】 第 2 の 軸線 方 向 駆動 位置 に ある 
の 部 分 断面 側面 図 で ある 。 

図 6 6 】 駆動 シス テム が 発射 部 材 を 発射 
K 動 シス テム の 実施 形態 を 示す 断面 図 で あ 
46 7 】 駆動 シ ステ ム が エン ド エ フ ェ ク 
フェ クタ 及び 駆動 シス テム の 実施 形態 を 
図 6 8 】 エ ンド エフ ェ ク タ の 実施 形態 及 


男 図 で ある 。 
5 8 の 閉鎖 シス テム 及び エン ド エフェクタ の 実 


イド を 省略 し た 図 56~ て 59 の 閉鎖 シス テム の 
形態 の 一 部 分 を 示す 正面 斜視 図 で ある 。 

態 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 

部 分 斜視 図 で ある 。 

態 の 一 部 分 を 示す 部 分 正面 斜視 図 で ある 。 

の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 部 分 後面 斜視 図 で あ 


M61 —6 3 の 駆動 シス テム の 実施 形態 を 示す 


B]6 1 ~6 4 の 駆動 シス テム の 実施 形態 を 示す 


する よう に 本 
る 。 

タ 全 体 を 回 転 さ せる よう に 構成 され た 、 
示す 別 の 断面 図 で ある 。 
び 関 節 継 手 の 実施 形態 の 


成 さ れ た 、 エ ンド エフ ェ ク タ 及び 


エン ド 


部 分 を 示す 断面 斜視 
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図 で ある 。 
691868 に 示さ れる エン ド エ フ ェ ク タ 及び 関節 継手 の 実施 形態 を 示す 断面 側面 


X 


S 
ex 


図 7 0] 駆動 シス テム が エン ド エ フ ェ ク タ 全体 を 回 転 さ せる よう に 構成 され た 、 エ ンド 
フェ クタ 及び 駆動 シス テム の 別 の 実施 形態 を 示す 断面 図 で ある 。 
図 7 1 】 駆動 シス テム が エン ド エ フ ェ ク タ の 発射 部 材 を 発射 する よう に 構成 され た 、 図 
0 の エン ド エフェクタ 及び 駆動 シス テム の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 

図 7 2 】 エ ンド エフ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 断面 側面 図 で ある 。 
図 7 3 】 図 7 2 の エン ド エフ ェ ク タ の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 拡大 断面 図 で ある 。 

図 7 4] 発射 部 材 が 発射 行程 を 通し て 部 分 的 に 駆動 され て いる 、 エ ンド エフ ェ ク タ の 別 
実施 形態 を 示す 断面 側面 図 で ある 。 

図 7 5 】 発射 部 材 が その 発射 行程 の 端 部 まで 
の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 側面 図 で ある 。 
図 7 6 】 発射 部 材 が 撤回 され て いる 、 図 7 4 及び 7 5 の エン ド エフェクタ の 実施 
す 別 の 断面 側面 図 で ある 。 

図 7 7 】 発射 部 材 が その 発射 行程 を 通し て 部 分 的 に 駆動 され て いる 、 エ ンド エフ ェ ク タ 
別 の 実施 形態 を 示す 断面 側面 図 で ある 。 

加 7 8 ] 器具 駆動 軸 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 

図 7 9 】 発 射 部 材 が その 発射 行程 の 端 部 に ある 、 図 7 7 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 
面 側面 図 で ある 。 

図 8 0 】 発射 部 材 が 撤回 され て いる 、 図 7 7 及び 7 8 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 断 
則 面 図 で ある 。 

図 8 1 】 発射 部 材 が その 発射 行程 の 端 部 に ある 、 エ ンド エフ ェ ク タ の 別 の 実施 形態 を 示 
断面 側面 図 で ある 。 

図 8 1 A] 器具 駆動 軸 及 び 軸 受 セ グ メ ント の 実施 形態 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 

図 8 1 B] 器具 駆動 軸 及 び 軸 受 セ グ メ ント の 別 の 実施 形態 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 
図 8 2 】 発射 部 材 の 実施 形態 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 

図 8 3] K8 2 の 発射 部 材 を 示す 斜視 図 で ある 。 

図 8 4 】 器具 駆動 還 の 例示 的 実施 形態 の 一 部 分 に 設置 され た 図 8 2 及び 8 3 の 発射 部 材 
示す 断面 図 で ある 。 

図 8 5 】 発射 部 材 の 別 の 実施 形態 を 示す 分 解 組立 図 で ある 。 

図 8 6 】 発射 部 材 の 別 の 実施 形態 を 示す 後面 斜視 図 で ある 。 

図 8 7 】 M8 6 の 発射 部 材 の 実施 形態 を 示す 正面 斜視 図 で ある 。 

加 8 8 】 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 発射 部 材 、 БЕНЕН, ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ 
、 及 び 整 列 部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 

図 8 9 】 図 8 8 の 発射 部 材 、 器 具 駆 動 還 、 ウェッジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 、 及 び 整 列 部 分 
示す 側面 立 面 図 で ある 。 

BI9 0] 】 ス テー プル カー トリ ッ ジ が 中 に 設置 され て いな い 閉 鎖 形 態 に ある 図 6 0 の 外科 
H エ ンド エフ ェ ク タ を 示す 断面 立 面 図 で ある 。 

[ 図 9 1 】 本 開示 の 様々 な 例示 的 実施 形態 に よる 、 発 射 ロ コック ア ウト 部 を 有する 外科 用 エ 
ンド エフ ェ ク タ を 示す 底面 図 で ある 。 

【 加 9 2 】 閉鎖 され た 動作 不能 な 形態 に ある 図 9 1 の 外科 用 エン ドド エフェクタ の 底部 の 一 
部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 

[ 図 9 3 ] 閉鎖 され た 動作 不能 な 形態 に ある 図 9 1 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 断面 


Ж 


Ра 


動 さ れ て いる 、 図 7 4 の エン ド エ フ ェ ク 
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Б 
RE 
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立 面 図 で ある 。 
[ 図 9 4 】 開放 され た 動作 不能 な 形態 に ある 図 9 1 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 端面 
立 面 図 で ある 。 
[ 図 9 5 ] 閉鎖 され た 動作 不能 な 形態 に ある 図 9 1 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 端面 
立 面 図 で ある 。 

[ 図 9 6 ] ウェッ ジス レッ ドア セン ブリ 及び 整列 部 分 が 内 部 に お ける 第 1 の 組 の 位置 に あ 


à 


Жо y 


E A ADT ES GET EG GES ST E SG 


軸 


рт mco NO Th YRO と で で 


SE д Ф 
Š 
の 


面 立 面 図 で ある 。 


1011 
示す 断面 立 面 図 で ある 。 
|41021 動作 不能 位置 に ある 器具 駆 


4 


閉鎖 され た 動作 可能 な 形態 に ある 、 図 9 1 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 立 面 断 四 


一 部 分 を 示す 断面 図 で ある 。 


一 部 分 を 示す 断面 図 で ある 。 


ШЕ (ЙІ 


図 1 0 3] ЖІ の 組 の 位置 に ある 付 勢 要素 を 例 
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図 


図 9 7 | 閉鎖 され た 動作 可能 な 形態 に ある 図 9 1 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 


図 9 8 】 一 部 の 構成 要素 が 断面 で 示さ れ 、 他 の 構成 要素 が 明瞭 に する た め に 省略 され て 
る 、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 分 解 斜視 図 で ある 。 

図 9 9 】 図 9 8 に 示さ れる 付 勢 要素 の 斜視 図 で ある 。 

図 1 0 0 】 図 9 8 に 示さ れる エン ド エ フ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ の 斜視 図 で ある 。 

第 2 の 組 の 位置 に ある 付 勢 要素 を 例証 する 図 9 8 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 


F Z МЭЗ の 外科 


(шин! 


ンド エフェクタ 


nul 


E す る 図 9 8 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 


nul 


図 1 0 4 】 第 1 の 組 の 位置 に ある 付 勢 要素 及び 動作 可能 位置 に ある 器具 駆動 軸 を 例証 す 
図 9 8 の 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 一 部 分 を 示す 断面 図 で ある 。 
図 1 0 5 】 エ ンド エフ ェ ク タ の 発射 部 材 を 駆動 する よう に 構成 され た 駆動 ね じ を 備え る 


で ある 。 


科 用 器具 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 断 直 
図 106A】 第 1 の 長 さ を 備え る エン ド エ フ ェ ク タ 用 の 第 1 の 駆動 ね じ で あっ て 、 一 条 
ね じ 山 を 含む 第 1 の 駆動 ね じ の 一 部 分 を 示す 側面 図 で ある 。 

図 106B】 図 106A の 第 1 の 駆動 ね じ を 示す 断面 端面 図 で ある 。 

図 1 07 A] 第 2 の 長 さ を 備え る エン ド エ フ ェ ク タ 用 の 第 2 の 駆動 ね じ で あっ て 、2 2 
AL 山 を 含む 第 2 の 駆動 ね じ の 一 部 分 を 示す 側面 図 で ある 。 

図 107B】 図 107A の 第 2 の 駆動 ね じ を 示す 断面 端面 図 で ある 。 

図 1 08 A】 第 3 の 長 さ を 備え る エン ド エ フ ェ ク タ 用 の 第 3 の 駆動 ね じ で あっ て 、3 2 
ね じ 山 を 含む 第 3 の 駆動 ね じ の 一 部 分 を 示す 側面 図 で ある 。 

図 108B】 図 108A の 第 3 の 駆動 ね じ を 示す 断面 端面 図 で ある 。 

図 109Aj】 第 4 の 長 さ を 備え る エン ド エ フ ェ ク タ 用 の 第 4 の 駆動 ね じ で あっ て 、4 つ 
ね じ 山 を 含む 第 4 の 駆動 ね じ の 一 部 分 を 示す 側面 図 で ある 。 

図 109B】 図 109A の 第 4 の 駆動 ね じ を 示す 断面 端面 図 で ある 。 

図 1 1 0 】 駆動 ね じ を 有する エン ド エ フ ェ ク タ と 共に 使用 され る 切れ 刃 を 示す 分 解 斜視 


加 1 1 1 】 例証 の 目的 で 歯車 装置 構成 が その 一 部 を 除去 し た 状態 で 示さ れ て いる 、 駆 動 


斜視 図 で ある 。 


か ら エ ンド エフ ェ ク タ の 駆動 ね じ へ と 回 転 を 伝達 する 歯車 装置 構成 を 示す 斜視 図 で ある 


示す 分 解 組立 図 で ある 。 
図 1 1 4 】 図 1 1 2 及び 1 1 3 の 細長 


図 で ある 。 
図 1 1 6 】 
示す 側面 立 


HB] C$. 


別 の 側面 立 面 図 で ある 。 


図 1 1 2 】 外科 用 ツー ル の 別 の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 
112 АЈ E112 の 外科 用 ツー ル の エン ド エ フ ェ ク タ 構成 を 示す 斜視 図 で ある 。 
11318112 に 示さ れる 細長 い 還 アセ ン ブ リ 及び 急速 脱着 連結 具 の 構成 の 一 部 分 


\ 軸 アセ ン ブ リ の 一 部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 


図 115】 図 112~ー114 に 示さ れる 例示 的 な 急速 脱着 連結 具 構 成 を 示す 拡大 分 解 斜 


係 止 カラ ー が 係 止 解除 位置 に ある 、 図 112~-1 15 の 急速 脱着 連結 具 構成 


\ 
図 1 1 7 】 係 止 カ ラー が 係 止 位置 に ある 、 図 1 1 2 —1 1 6 の 急速 脱着 連結 具 構 成 を 示 


図 1 1 8 


外科 用 ツー ル の 別 の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 


図 120】 図 118 及 び 119 の 外科 


1』 ツ ー ル の 実施 形態 を 示す 断面 斜視 図 で ある 。 


図 1 2 1 


Y 
] 
図 1 1 9 】 図 1 1 8 OË Jj: — )v O SE f E ЕР RT 3I O SED C d 5, 
] 
] 


関節 接合 シス テム の 一 部 分 を 示す 断面 斜視 図 で ある 。 
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図 1 2 2 】 中 立 位置 に ある 図 1 2 1 の 関節 接合 シス テム を 示す 断面 図 で ある 。 

図 1 2 3 】 関節 接合 位置 に ある 図 1 2 1 及び 1 2 2 の 関節 接合 シス テム を 示す 別 の 断面 
で ある 。 

図 1 2 4] 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し た 図 1 18~12 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 
一 部 分 を 示す 側面 立 面 図 で ある 。 

図 1 2 5 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し た 図 1 18 ~120 の 外科 用 器具 の 実施 形態 
一 部 分 を 示す 後面 斜視 図 で ある 。 

図 1 2 6 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し た 図 1 18~120 の 外科 用 器具 の 実施 形態 
一 部 分 を 示す 後面 立 面 図 で ある 。 

図 1 27 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し た 図 1 18-12 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 
一 部 分 を 示す 正面 斜視 図 で ある 。 

図 1 2 8 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し た 図 1 18-12 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 
一 部 分 を 示す 側面 立 面 図 で ある 。 

129] B]1 1 8 —1 2 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 の 逆転 シス テム の 例示 的 実施 形態 
示す 分 解 組立 図 で ある 。 

図 1 3 0 】 図 1 2 9 の 逆転 シス テム の レバ ー ア ー ム の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 
図 1 3 1 】 図 1 2 9 の 逆転 シス テム の ナイ フリ トラ クタ ボタ ン を 示す 斜視 図 で ある 。 
図 1 32 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し 、 レ バー アー ム が 逆転 装置 と 作動 可能 に 係 合 
て いる 、 図 118 —1 2 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 

図 1 3 3 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し 、 レ バー アー ム が 非 作動 位置 に ある 、 図 1 1 
~1 2 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 斜視 図 で ある 。 

図 1 3 4 】 明瞭 に する た め に 一 部 を 省略 し 、 レ バー アー ム が 逆転 装置 と 作動 可能 に 係 合 
て いる 、 図 118 —1 2 0 の 外科 用 器具 の 実施 形態 の 一 部 分 を 示す 別 の 斜視 図 で ある 。 
図 1 3 5 】 駆動 軸 ア セン ブリ を 作動 させ た と き に エン ド エ フ ェ ク タ の 回 転 を も た ら す 位 
置 へ と シフ ター ボタ ン ア セン ブリ が 移動 し て いる 、 図 1 18~120 の 外科 用 器具 の 実施 


РИ 
乡 


| 


外 

[ 137] 

分 を 示す 断面 図 で ある 。 

[ 138] 

面 図 で ある 。 

[ 139] 

す 別 の 断面 図 で ある 。 

[ 140] K1 37 の 線 1 
の 実施 形態 を 示す 断面 図 で ある 。 
【 図 1 4 1 】 図 1 4 0 の 線 1 
面 図 で ある 。 

[ М1 42] МІ 3 7 の 線 1 
す 断 面 図 で ある 。 

【 図 143】 図 1 8 (< ffl îl 


され て いる と き に 、 
イヤ の 位置 を 示す 


[ 


され て いる と き に 、 


区 1 3 6 ] 


態 の ハン ドル アセ ン ブ リ 部 分 の 一 部 分 を 示す 側面 立 面 図 で ある 。 
駆動 還 ア セン ブリ を 作動 させ た と き に エン 
を も た ら す 別 の 位置 へ と シフ ター ボタ ン ア セン ブリ が 移動 し て いる 、 図 
科 用 器具 の 実施 形態 の ハン ドル アセ ンプ ブリ 部 分 の 一 部 分 を 示す 別 の 側面 立 面 図 
係 止 可能 な 関節 継手 の 実施 形態 を 備え た 別 の 外科 


1 つの 形態 で 関節 接合 され た 


別 の 形態 で 関節 接合 され た 図 


144) 


* エ フェ クタ 内 の 発射 部 材 の 発射 
118~120 の 
で ある 。 
1 ツー ル の 実施 形態 の 一 部 


M1 3 7 の 外科 用 ツー ル の 一 部 分 を 示す 別 の 断 


137 及び 1 38 の 外科 用 ツー ル の 一 部 分 を 示 


40-1 40 で 取っ た 図 1 37 に 示さ れる 関節 係 止 シ ステ ム 


41-141 で 取っ た 図 1 4 0 の 関節 係 止 シ ステ ム を 示す 断 


42- 1 42 で 取っ た 図 1 37 の 外科 用 ツー ル の 一 部 分 を 示 


E さ れる 第 1 の 関節 接合 位置 へ と エン ド エ フ ェ ク タ が 関節 接合 


図 で ある 。 
図 1 8 (< B si 


第 1 及び 第 2 の 係 止 リ ング が 締 


けけ 又は 係 止 形態 に ある と き の 係 止 ワ 


E さ れる 第 1 の 関節 接合 位置 へ と エン ド エ フ ェ ク タ が 関節 接合 


第 1 及び 第 2 の 係 止 リ ング が 反っ て それ ら 個 々 の 締付け 解除 又は 係 止 


解除 位置 に 至っ て いる と き の 係 止 ワ イヤ の 位置 を 示す 図 で ある 。 


[ 


され て いる と き に 、 
イヤ の 位置 を 示す 


図 1 4 5 】 


区 1 3 9 (< i si 


図 で ある 。 


E さ れる 第 2 の 関節 接合 位置 へ と エン ド エ フ ェ ク タ が 関節 接合 


第 1 及び 第 2 の 係 止 リ ング が 締付け 又は 係 止 形態 に ある と き の 係 止 ワ 
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【 図 1 46] K1 39 に 例証 され る 第 1 の 関節 接合 位置 へ と エン ド エフ 
され て いる と き に 、 第 1 及び 第 2 の 係 止 リン グ が 反っ て それ ら 個 々 の 締 
解除 位置 に 至っ て いる と き の 係 止 ワ イヤ の 位置 を 示す 図 で ある 。 

【 МІ 47 】 細長 い 還 ア セン ブリ に 対し て エン ド エ フ ェ ク タ が 関節 接合 
係 止 ワイ ヤ を 示す 別 の 図 で ある 。 

図 1 48 】 アン ビル アセ ンプ ブリ が 閉鎖 位置 に ある エン ド エフ ェ ク タ の 
断面 図 で ある 。 

図 1 49 】 図 1 48 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 図 
図 1 50 】 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ が 閉鎖 位置 に ある 図 1 48 及び 1 49 
の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 

図 1 5 1 】 発 射 部材 を 駆動 する よう に 構成 され た 駆動 伝達 装置 を 例証 


図 1 52 ] 駆動 伝達 装置 が 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 を 中 心 に し て エン ド 


ェ ク タ が 関節 接合 
付け 解除 又は 係 止 


され て いる と き の 


別 の 実施 形態 を 示 


で ある 。 
の エン ド エフ ェ ク 


する 図 1 48 ~1 


フェ クタ 全体 を 回 


させ る よう に 構成 され た 、 図 1 48 て 1 5 1 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実 
断面 図 で ある 。 

図 1 5 3 】 駆動 伝達 装置 が アン ビル アセ ン ブ リ を 作動 させ る よう に 構 
の 線 1 53-153 で 取っ た 図 148 て 152 の エン ド エ フ ェ ク タ を 


[ 
+ 
[ 
[ 
2 
[ 
5 0 の エン ド エフ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
[ 
LIS 
断 
[ 
8 


° 


一 一 


図 1 5 4 】 駆動 伝達 装置 が 発射 部 材 を 発射 する よう に 構成 され た 、 図 
1 5 4 で 取っ た 図 1 48~ て 153 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 断面 図 で 
図 1 5 5 】 駆 動 伝達 装置 が アン ビル アセ ン ブ リ を 作動 させ る よう に 構 
の 線 1 55-155 で 取っ た 図 148 て 154 の エン ド エ フ ェ ク タ を 


Qo or. 


M1 56] KM1 46 の 線 156 -156 で 取っ た 図 1 48 ~155 の 
示す 断面 図 で ある 。 

図 1 5 7 】 エ ンド エフ ェ ク タ の 別 の 実施 形態 を 示す 断面 斜視 図 で ある 
図 1 58 】 図 1 57 の エン ドド エフェクタ の 細長 い チ ャ ネル を 示す 斜視 
図 1 59 】 ア ン ビ ル ば ね の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 

図 1 6 0 】 発 射 部 材 を その 最 遠 位 位置 まで 駆動 させ た 後 で アン ビル が 
157 の エン ドド エフェクタ を 示す 側面 断面 図 で ある 。 


施 形態 を 示す 別 の 


成 さ れ た 、 図 1 4 
示す 断面 図 で ある 


1 48 DRI 5 4 
d$, 

成 さ れ た 、 図 1 4 
示す 断面 図 で ある 


ンド エフ ェ エク タ 


o 


図 で ある 。 


閉鎖 位置 に ある 、 


図 1 6 1 】 図 1 6 0 の 線 1 6 1 - 1 6 1 で 取っ た 図 16 0 の エン ド 
示す 断面 図 で ある 。 

図 1 6 2 】 発 射 部 材 が 撤回 され て いる 、 図 1 57 、160、 及 び 16 
タ を 示す 別 の 側面 断面 図 で ある 。 

図 163】 線 163-163 で 取っ た 図 162 の エン ド エ フ ェ ク タ の 
で ある 。 

図 1 6 4 】 発 射 部 材 が その 最近 位 位 置 に ある 、 図 1 57 及び 160~ 
ェ ク タ を 示す 別 の 側面 断面 図 で ある 。 

図 1 65】 図 164 の 線 165-165 で 取っ た 図 157 及 び 160 
フェ クタ を 示す 断面 図 で ある 。 
図 1 6 6 】 ソ レノ イド が 閉鎖 管 を その 最近 位 位置 まで 引っ 張っ た 後 の 
~1 6 5 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 側面 断面 図 で ある 。 

図 1 67 】 図 1 66 の 線 167-167 で 取っ た 図 157 及 び 160 
フェ クタ を 示す 断面 図 で ある 。 
図 1 6 8 】 アンビル が 開放 位置 に あり 、 ソ レノ イド が 閉鎖 管 を その 最 
張っ た 後 の 、 図 1 57 及び 1 6 0 —1 6 7 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 
る 。 

【 図 169 】 発 射 部 材 が その 開始 位置 まで 移動 し た 後 の 、 図 1 5 7 及び 
エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 側面 断面 図 で ある 。 

[ 図 17 0 】 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ が 閉鎖 され 、 発 射 部 材 が 発射 で きる 状 


OR ENR TN SRE OE и 


フェ クタ の 一 部 分 


1 の エン ド エフ ェ 


一 部 分 を 示す 断面 


1 6 3 の エン ド 


~1 6 4 の エン ド 


図 1 5 7 及び 1 6 


~1 6 6 の エン ド 


近 位 位置 まで 引っ 
の 側面 断面 図 で あ 


160-1680 


態 で ある 、 図 1 5 
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7 及び 1 6 0 ~1 6 9 の エン ド エ フ ェ ク タ を 示す 別 の 側面 断面 図 で ある 。 

【 図 1 7 1 】」 エ ンド エフ ェ ク タ に 取り 付け られ て も よい 遠 位 軸 部 分 を 、 ロ ボッ トシ ステ ム 
の ツー ル 装 着 部 分 又は ハン ドル アセ ン ブ リ に 連結 され て も よい 近 位 軸 部 分 に 連結 する た め 
の 、 別 の 急速 脱着 構成 を 示す 部 分 断面 図 で ある 。 

[ 172] KM1 7 1 の 急速 脱着 構成 を 示す 別 の 部 分 断面 図 で ある 。 

【 173] 図 1 7 1 及び 1 7 2 の 急速 脱着 構成 の 近 位 軸 部 分 を 示す 端面 図 で ある 。 

【 図 174】 図 171 及び 172 の 急速 脱着 構成 の 軸線 方 向 に 移動 可能 な 係 止 カ ラー の 実 


施 形態 を 示す 断面 図 で ある 。 


図 1 7 4A] KM1 7 4 の 係 止 カ ラー の 実施 形態 を 示す 斜視 図 で ある 。 


動 軸 部 分 の 最初 の 連結 を 例証 する 、 図 17 1 及び 1 7 2 


Pal 


図 1 7 5 ] жжот 


急速 脱着 構成 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 


[ 

[ 

の 

[ 176] 対応 する 関節 接合 ケー ブル セグ メン ト の 最初 の 連結 を 例証 する 、 図 17 1 、 
172, KO1 7 5 の 急速 脱着 構成 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
[ 
成 
[ 


図 1 7 7 ] 遠 位 側 駆動 軸 部 分 を 近 位 側 駆動 軸 部 分 に 係 止 し た 後 の 図 1 7 5 の 急速 脱着 構 
を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
|4178) 対応 する 関節 接合 ケー ブル セグ メン ト を 共に 係 止 し た 後 の 図 1 7 6 の 急速 脱 
着 構成 を 示す 別 の 断面 図 で ある 。 
| 発明 を 実施 する た め の 形 態 】 
[0004] 

本 願 の 出願 和信 は また 、 本 願 と 同日 付け で 出願 され て お り 、 そ れ ぞ れ の 全 内 容 を 参照 に よ 
り 本 明細 書 に それ ぞ れ 援用 する 、 以 下 の 特許 出願 を 所 有 し て いる 。 


1 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「F1 exible Dri 
ve Member], 代理 人 整理 番号 第 END7131U8SNP ン ノン 120135) 。 
2 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Mul ti -Functi 


onal Powered Surgi cal Device with Extern 
al Dissection Features |, ( 代理 人 整理 番号 第 END71 32 
USNP Z12013 36). 

3 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Coupl ing Arr 
angements for Attaching Surgical End Eff 
ectors to Dri ve Systems Therefor]. ( 代理 人 整理 
番号 第 END7133USNP ン 120137)。 

4 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Rot ar y Actua 
table Closure Arrangement for Surgical E 

8 


nd Effector], 代理 人 整理 番号 第 END7134USNP ン 120138 
) ° 


5 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Surgi cal End 
Effectors Having Angled Tissue-Contac 
ng Surfaces], (ЖНЛЕНЖБВЕМрТІ 35USNP/120139 
ET 

6 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 I nt er changea 
ble End Effector Coupling Arrangement |, ( 
代理 人 整理 番号 第 END7136USNP/120140)。 


ек 
- 


7. 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Surgical n 

Effector Jaw and Electrode Confi urati 
ns |, 代理 人 整理 番号 第 END7137U8SNP ン 120141)。 

8 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Mul ti - Axis А 
rt i cul ating and Rotating Surgical Tools | 
、( 代理 人 整理 番号 第 END7138USNP/120142)。 

9 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Differential 

Locking Arrangements for Rotary Powered 
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Surgical Instruments」、( 代理 人 整理 番号 第 END7139U 
SNP グ 120143) 。 

1 0 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Int erchange 
able Clip Applier」、( 代理 人 整理 番号 第 END71 40USNP / 
120144). 

1 1. 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Firing Syst 
em Lockout Arrangements for Surgical I S 
truments」、( KS K 32 R S SEE ND7 141 USNP XZ12 014 445). 

1 2 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Rotary Dri v 
e Shaft Assemblies for Surgical Instrume 
nts with Articulatable End Effectors」 ( 代 
理 人 整理 番号 第 END7142USNP120146) 。 

1 3 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Rotary ri v 
e Arrangements for Surgical Instruments] 

( 代理 人 整理 番号 第 END7143USNP /120147)。 

1 4 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Repl aceable 

Clip Cartridge for a Cli p Applier 」、( 代理 人 
整理 番号 第 END7145USNP ン 120149)。 

1 5 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Empty Clip 
Cartridge Lockout], ( 代理 人 整理 番号 第 END7146USNP ン 
120150), 

16. 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「Surgical In 
strument System Including Replaceable En 
d _ Effectors」、( 代理 人 整理 番号 第 END7147USNP プ 120151 
た 

1 7 . 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「 Rotary Supp 
ort Joint Assemblies for Couping a First 

Portion o f a Surgical Instrument t a S 
econd Portion of a Surgical Instrument J ( 
代理 人 整理 番号 第 END7148USNP/120152)。 

18. 米国 特許 出願 第 号 、 発 明 の 名 称 「E1 ectrode 
onnections for Rotary Driven Surgical T o 
ol s 」、 代理 人 整理 番号 第 END7149USNP プ 120153)。 

[0005] 

出願 信 は また 、 そ れ ぞ れ の 全体 を 参照 に より 本 明細 書 に それ ぞ れ 援用 する 、 以 下 の 特 許 
出願 を 所 有 し て いる 。 

- 米国 特許 出願 第 1 3 Z1 18,259 号 、 発 明 の 名 称 「Surgical Inst 
rument With Wireless Communication Bet we 
en a& Control Unit o f a Robotic System an 
d Remote Sensor 」、 米 国 特許 出願 公開 第 2011-0295270 А 
1 号 。 

- 米国 特許 出願 第 13 ノ 118,210 号 、 発 明 の 名 称 「 Robotically-C 
ontrol 1 ed Disposable Motor Dri ven Loadin 

Unit 」、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 2 011 -0290855 АІ 5. 

ー 米国 特許 出願 第 13 プ 118, 194 号 、 発 明 の 名 称 「 Roboti cal ly-C 
ontrol I ed Endoscopic Accessory Channel 」、 
米国 特許 出願 公開 第 2011-0295242 号 。 

- 米国 特許 出願 第 13 プ 118,.253 号 、 発 明 の 名 称 「Robotically-C 
O Ty t 4 61-21 64 Motorized Surgical Ins rument | 

米国 特許 出願 公開 第 2011-0295269 Al 号 。 
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- 米国 特許 出願 第 13 ノ 118,278 号 、 発 明 の 名 称 「Robotically-C 
ontrol I ed Surgical Stapling Devices Tha 
Different 

Al 号 。 
ti cal l1 yーC 


Produce For med Staples Having 
Lengths」、 米 国 特許 出願 公開 第 2011-029085 
- 米国 特許 出願 第 1 3 7118, 190 号 、 発 明 の 名 称 「Rob 
ontrol led Motorized Cutting an 
Instrument 」、 米 国 特許 出願 公開 第 2011-0O2 
b 
D 
米 


1 

[o 

d Fastenin 
88573 Al 号 
O 

Ê 


- 米国 特許 出願 第 1 3 71 ‚ 223 号 、 発 明 の 名 称 「 Ro tically-C 
Based Rotary ive Syste 
Instruments」、 米 国 特許 出願 公開 第 20 


1 

ntrol 1l ed Shaf 

ms For Surgica 
1-0290854 Al 号 

1 

g 

1 


— wc o 


— 


- 米国 特許 出願 第 1 3 71 


ntrol 1l ed Sur 
or ding Capa bi 
5 Al 号 。 

- 米国 特許 出願 第 1 3 1 18，272 明 の 名 称 「 Robot ii ca llyーC 
ntrol 1 ed Surgical Instrument With Force 
Feedback Capabi1ities」、 米 国 特許 出願 公開 第 2011-02 
0856 Al 号 。 


nstrument Having R 
、 米 国 特許 出願 公開 第 2011-02952 


Ф 
о 


8, 263 号 、 発 明 の 名 称 「 Roboti cal lyーC 
1 I 
] 


4 
E 


ec 


- 米国 特許 出願 第 13 プ 118, 2 
ri ven Surgi cal I n 
iver」、 米 国 特許 出願 公開 第 2 0 

- 米国 特許 出願 第 13 7118, 2 


ling Instruments 


6 号 、 発 明 の 名 称 「 Robot ical1lyーD 
trument Wi t h E-Beam Dr 
1 
1 


-0290853 АІ 5, MOC, 

号 、 発 明 の 名 称 「Sur gi cal Stap 
ith Rotatable Staple D 
e n t.S Js 


eployment Arrange 
[0006] 

本 明細 書 に 開示 する 装置 及び 方 法 の 構造 、 機 能 、 製 造 、 並 びに 用 途 の 原理 が 総括 的 に 理 
解 さ れる よう に 、 特定 の 例示 的 実施 形態 に つい て 以下 に 記載 する 。 こ れ ら の 例示 的 実施 形 
態 の 1 つ 以 上 の 実施 例 を 添付 図面 に 例証 する 。 本 明細 書 に て 具体 的 に 記載 し 添付 図面 に て 
例証 する デバ イス 及び 方 法 は 、 非 限定 的 な 例示 的 実施 形態 で あり 、 本 発明 の 様々 な 例示 的 
実施 形態 の 範囲 は 請求 項 に よっ て の み 定 義 さ れる こと が 、 当 業者 に は 理解 され る で あろ う 
。 あ る 例示 的 実施 形態 と 関連 し て 例証 又は 記載 する 特徴 は 、 他 の 例示 的 実施 形態 の 特徴 と 
組み 合わ され て も よい 。 か か る 修正 及び 変形 は 本 発明 の 範囲 内 に 含ま れる も の と する 。 
[0007] 

図 1 は 、 図 2 に 示さ れる タイ プ の ロボ ッ ト ア ー ム スレ ー ブ カ ー ト 2 0 と 関連 し て 使用 さ 
れる マス ター コン トロ ー ラ 1 2 を 示す 。 マ スタ ー コ ント ロー ラ 1 2 及び ロボ ッ ト ア ー ム ス 
レー ブ カ ー ト 2 0 、 並 びに それ ら 個 々 の 構成 要素 及び 制御 シス テム を 、 本 明細 書 で は ま と 
め て ロボ ッ ト シ ステ ム 1 0 と 呼ぶ よぶ 、 か か る シス テム 及び デバ イス の 例 は 、 参 照 に より 本 明 
細 書 に 援用 され て いる 米国 特許 第 7 , 5 2 4 , 320 号 に 開示 され て いる 。 し た が っ て 、 
か か る デバ イス の 様々 な 詳細 に つい て は 、 本 明細 書 に 開示 する 様々 な 例示 的 実施 形態 を 理 
解す る の に 必要 な こと が ある 範囲 を 越え て は 、 本 明細 書 で は 詳細 に 記載 し な いこ と と する 
。 周知 の よう に 、 マ スタ ー コ ント ロー ラ 1 2 は 一 般 に 、 外 科 医 が 立体 ディ スプ レイ 1 6 を 
介し て 処置 を 観察 する 間 、 外 科 医 に よっ て 把持 され 空間 を 介し て 操作 され る 、 マ スタ ー コ 
ント ロー ラ ( 図 1 で は 全体 的 に 1 4 と し て 表 さ れる ) を 含む お 。 マ スタ ー コ ント ロー ラ 1 2 
は 、 一 般 に 、 好 まし く は 複数 の 自由 度 で 移動 し 、 ツ ー ル を 作動 させ る ( ИА І. ША 
閉じ る 、 電位 を 電極 に 印加 する 、 な ど を 行う ) た め の 作 動 可 能 な ハン ドル を 更に 有する 場 
合 が 多い 、 手動 入力 デバ イス を 備え る 。 

[0008] 

図 2 に 見 られ る よう に 、 ロ ボッ ト ア ー ム カー ト 2 0 は 、 全体 的 に 3 0 と し て 指定 され る 
複数 の 外科 用 ツー ル を 作動 させ る よう に 構成 され る 。 マ スタ ー コ ント ロー ラ 及 び ロ ボッ ト 
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アー ムカ ー ト の 構成 を 用 いる 様々 な ロボ ッ ト 手術 の シス テム 及び 方 法 が 、 そ の 開示 内 容 の 
全体 を 参照 に より 本 明細 書 に 援用 する 、 米 国 特許 第 6, 132,.368 号 、 発 明 の 名 称 「 
Multi -Component Telepresence System and 
method」 に 開示 され て いる 。 図示 され る よう に 、 ロ ボッ ト ア ー ム カー ト 2 0 は 基部 
2 2 を 含み 、 図 示さ れる 実施 形態 で は 、 そ こ か ら 3 つの 外科 用 ツー ル 3 0 が 支持 され て い 
る 。 外科 用 ツー ル 3 0 は それ ぞ れ 、 一般に セッ ト ア ッ プ 継手 3 2 と 呼ば れる 一 連 の 手動 関 
節 接合 可能 な リン ク 機 構 と を ロボット マニ ピュ レー タ 3 4 と に よっ て 支持 され る 。 本 明細 
書 で は 、 こ れ ら の 構造 は 、 ロ ボッ トリ ンク 機構 の 大 部 分 を 覆 っ て 延 在 する 保護 カバ ー と 共 
に 示さ れ て いる 。 こ れ ら の 保護 カバ ー は 任意 の も の で あっ て も よく 、 ま た 、 か か る デバ イ 
ス を 操作 する の に 使用 され る サー ボ 機 構 が 受け る 慣性 を 最小 限 に 抑え 、 可 動 構成 要素 の 体 
積 を 限定 する こと で 衝突 を 回 避 し 、 か つ カ ー ト 2 0 全体 の 重量 を 制限 する た め 、 サ イズ が 
限定 され る か 又は 完全 に 排除 され て も よい 。 カー ト 2 0 は 、 一 般 に 手术 室 間 で カー ト 2 

を 運搬 する の に 適し た 寸法 を 有する 。 カー ト 2 0 は 、 еже. іш? 準 的 な 手術 室 шоо 
を 通り 抜け 、 標 準 的 な 病院 の エレ ベー タ に 載せ られ る よう に 構成 され る 。 カ ー ト 2 0 1 
好ま し く は 一 定 の 重量 を 有 し 、 一 人 の 係員 が カー ト 2 0 を 手術 台 に 1. 
と を 可能 に する 、 ホ イー ル ( 又は 他 の 運搬 ) シス テム を 含む 。 

[0009] 

次 に 図 3 を 参照 する と 、 図 示さ れる ロボ ッ ト マ ニ ピ ュ レ ー タ 3 4 は 、 外 科 用 ツー ル 3 0 
の 移動 を 拘束 する リン Bo リン ク 機 構 38 は 、 そ の 開示 全体 を 参照 に より 
本 明細 書 に 援用 する 米国 特許 第 5, 8 1 7 , 084 号 に より 詳細 に 記載 され て いる よう に 
、 外 科 用 ツー ル 3 0 が 空間 内 の 点 40 を 中 心 に し て 回 転 す る よう に し て 、 平 行 四辺 形 の 構 
成 で 回 転 継手 に よっ て 共に ОИ ク を 含む 。 こ の 平行 四辺 形 の 構成 に より 

回 転 は 、 ピ ッ チ 軸 と 呼ば れる 場合 が ある 軸線 40a を 中 心 と し た 旋回 に 拘束 され る 。 平 
行 四辺 形 の リン ク 機 構 を 支持 する リン ク は 、 セ ッ ト ア ッ プ 継手 3 2 ( 図 2 ) に 旋回 可能 に 
装着 され る の で 、 外 科 用 ツー ル 3 0 は 、 ヨ ー 軸 と 呼ば れる 場合 が ある 軸線 40b を 中 心 と 
し て 更に 回 転 す る 。 ピ ビッチ 軸 及 び ヨ ー 軸 408a、40b は 、 外 科 用 ツー ル 30 の 軸 44 に 
沿っ て 整列 され た リモ ー ト セン ター42 で 交差 する 。 外科 用 ツー ル 3 0 は 、 長 手 方 向 ツ ー 
ル 軸 線 「 工 エーLT」 に 沿っ た 外科 用 ツー ル 3 0 ОШ» @@ jp =V a L — 25 0 に 
より 支持 され る 更 な る 被 駆動 自由 度 を 有 し て も よい 。 外科 用 ツー ル 3 0 が ツー ル の 軸線 
エー エ LT に 沿っ て マニ ピュ レー タ 5 0 に 対し て 摺 動 す る 際 ( 矢印 40 c ) 、 リ モー ト セン 
ター42 は マニ ピュ レー タ 5 0 の 基部 5 2 に 対し て 固定 され た まま で ある 。 し た が っ て 、 
マニ ピュ レー タ 全 体 は 、 概 し て 、 リ モー ト セ ンタ ー42 を 再 位 置 決め する よう に 移動 する 
o マニピュレータ 5 0 の リン ク 機 構 5 4 は 一 連 の モー タ 5 6 に よっ て 駆動 され る 。 こ れ ら 
の モー タ は 、 制 御 シ ステ ム の プロ セッ サ か ら の コマ ンド に 応じ て リン ク 機 構 5 4 を 能動 的 
に 移動 させ る 。 モ ー タ 5 6 は また 、 外 科 用 ツー ル 3 0 を 操作 する の に 用 いら れる 。 代替 の 
セッ ト アップ 継手 構造 を 図 4 に 示す 。 こ の 実施 形態 で は 、 外 科 用 ツー ル 3 0 は 、2 つの 組 
織 操 作 ツ ー ル 間 に あ る 代替 の マニ ピュ レー タ 構 造 50 "に よっ て 支持 され る 。 
[0010] 

他 の 実施 形態 は 、 そ の 開示 全体 を 参照 に より 本 明細 書 に 援用 する 米国 特許 第 5, 878 
, 193 号 、 発 明 の 名 称 「 Automated Endoscope System F 
or Optimal Positioning」 に 記載 され て いる も の を 含む 種々 様々 
な 代替 の ロボ ッ ト 構造 を 組み 込ん で も よい 。 そ れ に 加え て 、 ロ ボッ ト 構成 要素 と ロボ ッ ト 
手術 シス テム の プロ セッ サ と の 間 の デー タ 通 信 に つい て は 、 外 科 用 ツー ル 30 と マス ター 
コン トロ ー ラ 1 2 と の 間 の 通信 に 関連 し て 記載 し て いる が 、 マ ニ ビ ピュ レー タ 、 セ ッ ト ア ッ 
プ 継 手 、 内 視 鏡 又は 他 の 画像 撮影 デバ イス な どの 回 路 機構 と 、 構 成 要素 の 適合 性 評価 、 構 
成 要 素 の 種類 の 識別 、 構 成 要 素 の 校正 ( オフ セッ ト RE) の 通信 、 ロ ボッ ト 手術 シス テム 
に 対す る 構成 要素 の 連結 の 確認 な ど を 行う ロボ ッ ト 手術 シス テム の プロ セッ サ と の 間 で 、 
同様 の 通信 が 行わ れ て も よい 。 

[0011] 
ロボ ッ ト シ ステ ム 1 0 と 共に 使用 する の に 良く 適合 され た 外科 用 ツー ル 100 を 図 5 に 


示す 。 そ の 


図面 に 見 られ る よう 


ンド 
し て 指定 さ 
長い 軸 ア セ 


フェ クタ 1 0 0 0 を 含む 。 
れる ツー ル 装 着 部 分 に 
ン ブ リ 2 0 0 を 含む 。 


外 


に 、 外科 


(16) 


外科 用 ツー ル 1 0 0 は 、 


科 


よっ て マニ ピュ レー タ 5 0 に 
qH ツ ー ル 1 0 0 は 、 
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一 般 


連結 


H ツ ー ル 1 0 0 は 、 エ ンド カッ ター を 備え る 外科 
に 、 全 体 的 に 
動作 可能 に 
ツー ル 装 着 部 分 30 0 を マニ ピ 


300 と 
され る 、 細 


ュ ユ レ ー タ に 機械 的 及び 


電気 的 に 連結 する イン ター フェ ー ス 3 0 2 を 更に 含む 。 


1 つの イン 


ター フェ ー ス 302 が 図 6 て 1 0 に 示さ れ て いる 
ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 は 、 複 数 ( 図 1 1 
駆動 要素 3 0 6 DR 
要素 30 6 を 動作 可能 に 支持 する 、 
ik. 同じ 被 駆動 要素 830 6 上 の 他方 の ピン 308 よ 
転 還 に 近く 、 そ の こと が 、 被 駆動 要素 3 0 6 DIED 
な っ て いる 。 AU < 

4 を 装着 可能 に 係 合 する よう に 
2... 


構成 され た 、 ア ダ プ 
ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 


e t ges қаза ШЕНГЕЛ ЖЕШ. 
Em»5idZkfp4$-—»x0C67»308 を それ ぞ れ 含む 被 駆 動 デ ィ ス ク 又 は 
ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 を 含む 。 


以下 で 更に 考察 2 2- 


加 6 —1 0 に 示さ れる 実施 形態 で は 、 
被 


一 方 の ピン 3 0 8 
4... 
j Ey 2 4 X 2 > F ж Hg ШЕ 
着 プ レー ト 30 
タ 部 分 3 1 0 を 含ん で も よい 。 図示 さ 
内 の 回 路 基 板 に よっ て メモ リ 構 造 に 連 


結 さ 
2 に 


る が 、 


れ て も よい 、 


電気 的 接続 ビン 


つい て 、 本 明細 書 で は 、 機 


3 1 2 の アレ イ ( 


図 8 ) を 


械 的 、 電 気 的 、 及 び 磁 気 的 連 


含む 。 


結 要 素 に 


イン ター フェ ー ス 3 0 
関連 し て 記載 し て い 


他 の 実施 形態 で は 、 赤 外線 、 


誘導 


LES 


な ど を 含む 種 


之 様々 な 達 隔 測 定 の 様式 が 使用 


され て も よい こと を 理 


[0012] 


図 6 ~9 に 
ル ダ 側 面 3 1 6 
て 垂直 な 周 
に 装着 され る 。 


見 られ る よう に 
を 含む 。 
囲 の アダ プ タ 構 造 に 対す る 限定 され た 移動 範囲 を 有する 、 
浮動 プレ ー ト 31 8 の 軸線 方 向 移動 は 、 
な し ) の 側面 に 沿っ て レバ ー 又 
0 を ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 か ら 切 り 離す 助け と な る 。 


00 を アダ プ タ 3106 
~] 0 の 実施 形態 で は 、 


Шш 6 
され る 。 


か う ) で 配 設 さ 


複数 の 


に 解除 可能 
Ша da Me cu dA MN A M ELE A 
内 へ と 延 在 する 弾性 の 
2... 
に 対し て 軸線 方 向 に 移動 する こと が で きる 。 
れる と 、 


回 転 可能 な 本 体 3 2 0 は 角度 の 制 


E 解 され た い 。 


、 ア ダ プ タ 部 分 3 1 0 は 、 一 般 に 、 ツ ー ル 側面 3 
回 転 可能 な 本 体 32 0 は 、 ア ダ プ タ 3 1 0 の 主 


浮動 ブレ 


ツー ル 装 
造 を 作動 させ た と き 、 
他 の 実施 形態 は 
に 連結 する た め の 他 の 機構 構成 を 


13: 025951 


回 転 可 能 
、 ツ ー ル 装 
JOTE 


径 方 向 部 材 に よっ て 、 浮動 プ レー ト 318 に 弾 
— C ud 2002-2045 
第 1 の 軸線 方 向 位置 (ツール 側面 
限 な く 自 由 に 回 転 す 


起 着 部 分 ハウ ジン 


1 4 及び ホ 
表面 に 対し 
ー ト 31 8 
グ ( 図示 
な 本 体 3 2 
大 着 部 分 3 

よい 。 図 6 


性 的 に 装着 
ー ト 31 8 
3 1 4 に 向 
る こと が で 


きる 。 し か し な が ら 、 


回 転 可能 な 本 体 32 0 が ツー ル 側 面 31 4 に 


向かっ て 軸線 方 向 に 移 


動 す る に つれ て 、 タ ブ 32 2 ( 


線 を 


14 х 2 


回 転 可 能 な 本 体 32 0 PD EF 
ー ト 上 の 移動 止め を 横 方 向 で 係 合 す る こと に よっ て 、 回 転 可 能 
し た 角度 回 転 が 制 限 さ れる 。 こ の よう な 制限 され た 


向 で 延 在 する ) 
な 本 体 3 2 0 の 


回 転 を 使用 する こ 


ン 332 が 開口 部 334" 


回 転 可能 な 本 体 32 0 を 


と 整列 され る ( 且つ その 
制限 され た 回 転位 置 へ と 押し 


に 滑り 込む ) まで 駆動 ピン 


込む よう に な る の で 、 回 


..... ES CE A 


が 浮動 プレ 
< + b ОЎ 
GS E 
3 2 2 が 
転 可能 な 本 
3 3 2 k 


8 


K d] ну ВЕ 


こ 係 合 す る 助け と する こと が で きる 。 


回 転 可能 


な 本 体 3 2 0 の ツー ル 側 面 3 1 4 


2... 
300 0 被 驱动 要 素 306 ( K1 0 
列 す る よう に 構成 され る 。 被 駆 
よう に 、 開 口 部 334、334′ は 、 そ れ ら 個々 の 
異な る 距離 に ある の で 、 整列 が その 意図 
る 。 そ れ に 加え て 、 開 
よう に 、 わ ず か に 径 方 
21. 


316 上 に ある 開口 部 3 3 4° 
を ツー ル ホ ル ダ 3 3 0 DEF 
動 要 素 306 の 内 側 及び 外側 ピン 


する 位置 か ら 1 8 0 度 に 
口 部 3 3 4 は それ ぞ れ 、 円 周 方 向 で ピン 

向 で 細長 く な っ て いて も よい 。 こ れ に より 、 ピ ン 
、 ツ ー ル 1 0 0 と ッ ツール ホ ル ダ 3 3 0 


は 、 ツ ー ル 装着 部 分 
HARI 3 6 と 正確 に 整 
308 に 関し て 上 述 し た 
な 本 体 3 0 6 上 の 回 転 還 か ら 
な ら な いこ と が 担保 され 
308 を 緊密 に 受け 入れ る 


Ж тї 
308 が 開口 部 3 


回 転 可 能 


と の 間 の ある 程度 の 軸線 方 向 の ミス アラ イン メ 


АЕ 


ЕЕ E 被 好 


хя 


要素 と の 間 に 


える こと が 


可能 


重度 ミス アラ イン メン ト 5 


に な る 。 ツ ー ル 側面 31 4 の 開口 部 3 3 4 は 、 図 9 


こそ れ を 最小 限 に 


HH 


ЕЕ 


2n 
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よう に 、 ホ ル ダ 側 面 316 の 開口 部 334' (破線 で 示さ れる ) か ら 約 9 0 度 ず れ て いて 


も よい 。 
[0013] 
図 6 — 1 0 の 実施 形態 で は 、 電 気 コ ネ ク タ ピ ン 3 40 の アレ イ は アダ プ タ 3 1 0 の ホル 


E. acum ЛЫ 2300 
か ら ピ ン ア レイ (図示 な し ) を 受け 入れ る スロ ッ ト 342 ( 9) を 含む 。 外科 用 器具 1 
0 0 と ツー ル ホ ル ダ 3 3 0 と の 間 で 電気 信号 を 伝送 する こと に 加え て 、 こ れ ら の 電気 的 接 
続 の 少な く と も 一 部 は 、 ア ダ プ タ 3 1 0 の 回 路 基板 に よっ て アダ プ タ 記 層 装 置 344( 図 
8 ) に 接続 され て も よい 。 

[0014] 

2... で は 、 ア ダ プ タ 3 1 0 を ツー ル ホ ル ダ 3 3 0 に 解除 可能 に 固着 す 

оло 2. 本 明細 書 で 使用 する と き 、「 ツー ル 駆 
оо ロボ ッ ト シ ステ ム 1 0 と の 関連 で 使用 され る 場合 、 ア ダ プ 
タ 31 0 及び ツー ル ホ ル ダ 3 30 を 少な く と も 包含 し 、 図 6 に お いて 1 1 0 と し て 全体 が 
2... 図 6 に 見 られ る よう に 、 ツ ー ル ホル ダ 3 30 は 、 ア ダ プ タ 3 1 

сәй» КЕЗЕ  Á— ST か に 受け 入れ ら 和 0 のせ う (やゆ イ ズ AD さか 
人 БІ の ラッ チ ピ ビン 構成 3 37 を 含む 。 そ れ に 加え て 、 ツ ー ル ホル ダ 3 3 0 は 、 ア ダブ プ タ 
31 0 の 対応 する ラッ チク レビ ス 3 1 3 内 で 保持 され る よう に サイ ズ 決 め さ れ た 第 2 の ラ 
ッ チ ビン 3 38 を 更に 有する 。 図 8 を 参照 され た い 。 ラ ッ チ アセ ン ブ リ 3 1 5 は 、 ア ダ プ 
タ 3 1 0 上 で 移動 可能 に 支持 され 、 一対 の ラッ チク レビ ス 31 7 が 形成 され て お り 、 そ の 
ラッ チク レビ ス 31 7 は 、 ラ ッ チ ピン 3 3 8 が それ ら 個 々 の ラッ チク レビ ス 31 3 内 で 保 
持 さ れる 第 1 の ラッ チ 留 め 位置 か ら 、 ク レビ ス 3 1 7 が クレ ビス 3 1 3 と 整列 され る ラッ 
チ 解 除 位置 へ と 付 勢 可能 で あっ て 、 第 2 の ラッ チビ ピン 3 3 8 を ラッ チク レビ ス 31 3 に 挿 
入 す る か 又は そこ か ら 除 示す る こと が で きる 。 ラ ッ チ アセ ン ブ リ を ラッ チ 留 め 位置 へ と 付 
勢 す る の に 、1 つ 以 上 の ば ね ( 図示 な し ) が 用 いら れる 。 ア ダ プ タ 3 1 0 の ツー ル 側 面 3 
14 上 の リッ プ は 、 ツ ー ル 装着 ハウ ジン グ ( 図示 な し ) の 横 方 向 に 延 在 す る タブ を 摺 動 可 

こ 受 け 入 れる 。 

[0015] 

次 に 図 5 及び 1 1 ~1 6 を 参照 する と 、 ツ ー ル 装着 部 分 3 0 0 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 
2 0 0 の 遠 位 端 に 連結 され る 特定 の タイ プ の エン ド エ フ ェ ク タ を 動作 させ る の に 必要 な 様 
々 な 形態 の 制御 運動 を 発生 させ る 、 複 数 の 駆動 シス テム を 動作 可能 に 支持 する 。 8 5 及び 
1 1 ~1 3 に 示さ れる よう に 、 ツ ー ル 装着 部 分 300 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 の ツー ル 
駆動 アセ ン ブ リ 1 1 0 か ら の 対応 する 「 第 1 の 」 回転 出力 運 動 を 受け 入れ 、 そ の 第 1 の 回 
転出 力 運 動 を 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 加え られ る 第 1 の 回 転 制御 運動 に 変換 する よう に 
構成 され た 、 全 体 的 に 3 5 0 と し て 指定 され る 第 1 の 駆動 シス テム を 含む 。 図示 され る 実 
施 形態 で は 、 第 1 の 回 転 制御 運動 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 0 0 ( 及び 外科 用 エン ド エフ 
ェ ク タ 1 0 0 0 ) を 、 長 手 方 向 ツ ー ル 軸線 し エーLT を 中 心 に し て 回 転 さ せる の に 用 いら 
4%, 

(0016) 

図 5 及び 1 1 ~1 3 の 実施 形態 で は 、 第 1 の 駆動 シス テム 3 5 0 は 、 細 長い 軸 ア セン ブ 
リ 2 0 0 の 近 位 側 閉鎖 管 セ グ メ ント 2 0 2 の 近 位 端 に 形成 され た ( 又は そこ に 取り 付け ら 
れ た ) 管状 歯車 ( tube gear) セグ メン ト 3 5 4 を 含む 。 近 位 側 管 セ グ メ ント 2 0 2 の 近 
位 端 2 0 8 は 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 上 に 装着 され た 前 方 支持 クレ ー ド ル 3 5 2 に よ 
っ て 、 ツ ー ル 装着 部 分 3 0 0 の ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 上 で 回 転 可能 に 支持 され る 。 図 
1 1 を 参照 され た い 。 管状 歯車 セグ メン ト 3 5 4 は 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 上 で 動作 
可能 に 支持 され る 第 1 の 回 転 歯 車 ア セン ブリ 3360 と 噛合 係 合 し て 支持 され る 。 図 1 1 に 
見 られ る よう に 、 回 転 歯 事 アセ ン ブ リ 3 6 0 は 、 ツ ー ル 装着 部 分 30 0 が ツー ル 駆 動 ア セ 
ンプ ブリ 1 1 0 に 連結 され た と き 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 30 4 の アダ プ タ 側 面 3 1 6 上 に あ 
る 被 駆動 ディ スク 又は 要素 3 0 6 の 対応 する 第 1 の も の に 連結 され る 、 第 1 の 回 転 駆動 歯 
車 3 6 2 を 備え る 。 図 1 0 を 参照 され た い 。 回 転 歯車 アセ ヒン ブリ 36 0 は 、 ツ ー ル 装着 プ 
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レー ト 304 上 で 回 i 


fts 


葉状 歯車 セグ メン ト 35 4 と 噛合 係 合 し て いる 。 


区 可能 に 支持 され る 第 1 の 
回 転 被 動 歯車 3 6 4 は 第 2 の 回 転 被 動 歯車 36 6 と 噛合 係 合 し て お り 、 
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回 転 被 動 


歯車 36 4 を 更に 備え る 。 第 1 の 
その 歯車 3 6 6 は 
ロボ ッ ト シ ステ ム 1 0 の ツー ル 駆 動 ア セ 


ン ブ リ 1 1 0 か ら 対 応 す る 被 駆動 要素 3 0 6 に 対し て 第 1 の 回 転出 力 運 動 が 加え られ る こ 


rU 
最終 的 に は 、 長 ヨ 
び 外 科 用 エン ド 
た ら す 。 


られ る と 、 


細長 い 』 


回 転 駆動 歯車 3 6 2 の 回 転 が 引 き 起 こさ れる 。 回 転 駆動 歯車 3 6 2 の 回 転 は 、 
方向 ツ ー ル 軸線 [エーL エ LT を 中 
フェ クタ 1 0 0 0 
ツー ル 駆 動 ア セン ブリ 1 1 0 か ら の 回 転出 力 運 動 が ある 方 向 で 加え られ る と 、 長 
手 方 向 ツ ー ル 軸線 LT エー-ーLT を 中 心 に し た 細長 い 還 アセンブリ 2 0 0 及び 外科 用 
フェ クタ 1 000 の 回 転 が 第 1 の 回 転 方 向 で も た ら 
陣 ア セン ブリ 2 0 0 及び 外科 用 


心 に し た 細長 い 軸 アセ ン ブ リ 2 00( 及 
に よっ て 表 さ れる ) を も 


の 


回 転 ( 図 5 で 矢印 「 R」 


ンド 
され 、 回 転出 力 運動 が 反対 方 向 で 加え 


ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 の 回 転 が 、 第 


1 の 回 転 方 向 と は 反対 の 第 2 の 方 向 で も た ら さ れる こと が 認識 され る で あろ う 。 


[0017] 
図 5 及び 1 1 


~1 6 の 実施 


用 態 で は 、 


ッ ー ル 装着 部 分 300 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 


の ツー ル 駆 動 ア セン ブリ 1 1 0 か ら の 対応 する 「 第 2 の 」 回 転出 力 運 動 を 受け 入れ 、 そ の 


第 2 の 回 転出 力 


る よう に 構成 され た 、 
第 2 の 駆動 シス テム 37 0 は 、 


結 さ れ た と き 、 


噛合 係 合 し て いる 
— 183 8 4 に よっ て 近 位 側 駆動 』 


38 4 に よっ て 、 


た 状態 で セグ メン 


„© Ф| 


376 Ж, 


ト 380 が 回 転 す る こと に よっ て 、 
0 に 伝達 され る 。 


[0018] 


図 5 及び 1 1 ~1 6 の 実施 


2 REI 


第 2 の 駆動 シス テム 37 0 は 、 
回 転 被 動 歯車 37 4 を 更に 備え る 。 


Hl: Z 2 R 3 8 0 上 に 回 転 不能 に 装着 され 、 そ の キー 溝 


380 上 を 軸線 方 向 に 移動 する こと が で きる 。 近 位 


運動 を 外科 用 エン ドド エフェクタ に 加え られ る 第 2 の 回転 制御 運動 に 変換 す 
全体 的 に 37 0 と し て 指定 され る 第 2 の 駆動 シス テム を 更に 

ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 が ツー ル 駆 

ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 の ホル ダ 側 面 31 6 上 
は 要素 3 0 6 の 対応 する 第 2 の も の に 連結 され る 、 
1 0 を 参照 され た い 。 
可能 に 支持 され る 第 1 の 
、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 3 8 0 上 に 移動 可能 
示さ れる 実施 形態 で は 、 軸 歯車 3 7 6 は 、 


含む 。 
動 ア セン ブリ 1 1 0 CFE 
に ある 被 駆動 ディ スク 又 


第 2 の 回 転 駆動 歯車 3 7 2 を 含む 。 図 
ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 上 で 回 転 


第 1 の 回 転 被 動 歯車 37 4 は 
つ 回 転 不能 に 装着 され た 軸 歯 車 3 7 6 と 
一 連 の 軸線 方 向 の キ 


近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 380 に 回 転 不能 に 固着 され 
RI BK Sd ху 


フェ クタ 1 0 0 


第 2 の 回 転 制御 運動 が 外科 用 


ンド 


K に お ける 第 2 の 駆動 シス テム 37 0 は 、 軸 歯車 37 6 を 
移動 させ て 第 1 の 回 転 被 動 歯車 3 7 4 と 噛合 係 合 さ せ た り 係 脱し た りす る 、 近 位 側 駆動 軸 


セグ メン ト 380 を 選択 的 に 軸線 方 向 に シフ ト す る シフ トシ ステ ム 3 9 0 を 含む 。 例え ば 


、 図 11 て 1 34 
メン ト 380 が 』 
に し て 、 


2 内 で 支持 され る 。 
レー ト 30 4 上 で 白 動 可能 に 支持 され た シフ ター ヨー ク 39 2 を 更に 


セグ メン ト 380 は 、 シ フタ ー ヨ ー ク 392 内 で 支持 され 、 セ グ メ ント 上 に 一 対 の カラ ー 


こ 見 られ る よう に 、 
幅 線 方 向 に 移動 し 、 


軸線 方 向 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 30 4 に 
少な く と も 1 つの 


近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 3 8 0 は 、 近 位 側 駆動 還 セ グ 
第 2 の 支持 クレ ー ド ル 38 2 に 対し て 回 転 で きる よう 
取り 付け られ た 第 2 の 支持 クレ ー ド ル 3 8 
シフ トシ ステ ム 39 0 は 、 ツ ー ル 装着 プ 
含む 。 近 位 側 駆動 軸 


用 態 で は 、 


386 を 有する の で 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 304 上 で シフ ター ヨー ク 39 2 を シフ ト させ 


る こと は 近 位 側 駆 動 軸 セグ メン ト 3 8 0 の 軸線 方 向 移動 を も た ら す 。 


態 で は 、 シ フト シス テム 3 9 0 は 、 


接続 する シフ ター ソレ ノイ ド 3 9 4 を 更に 含む 。 
ント ロー ラ 1 2 か ら 制 御 電力 を 受け 入れ 、 そ れ に よっ て 、 
シフ ター シフ ター ヨー ク 39 2 が 遠 位 方 


動 さ せる と 、 
[0019] 


この 図示 され る 実施 
382 と の 間 で 近 位 側 駆 
「PD」 で 付 勢 し 、 
4 を 参照 され た い 。 


ИЕСІ, 1 


少な く と も 1 つの 有形 
シフ ター ヨー ク 3.9 2 E BJ TE n] Bic То 
Н シフ ター ソレ ノイ ド 39 4 は ロボ ッ ト コ 
シフ ター ソレ ノイ ド 39 4 を 始 
向 「DD」 で 移動 する 。 


(123339 6 は 、 軸 歯車 376 と 第 2 の 支持 クレ ー ド ル 


助 軸 セ グ メ ント 3 8 0 上 で 軸 支 され て 、 軸 歯車 37 6 を 近 位 方 向 


ロ ボッ 


第 1 の 回 転 被 動 歯 車 37 4 と 噛合 
シス テム 1 0 に よっ て 発生 する 回 転出 力 運動 に 応じ て 第 2 の 


RAS TES. 及び 1 


図 1 1 、1 3 、 


10 


20 


30 


40 


50 


回 転 駆動 歯車 37 2 が 回 転 す る こと で 、 最 終 的 に 
それ に 連結 され た 他 の 駆動 還 
L T - L T £ hi 
る 方 向 で 加え られ る と 、 


(19) 


成 要素 ( 駆動 軸 ア セン 
。 ツ ー ル 駆動 アセ ン 
立 側 駆 動 軸 セグ メン 


D 付け られ た 他 の 駆動 軸 構 成 要素 の 回 転 が 第 1 の 方 向 で も た ら 


方 向 で 加え られ る と 、 近 位 側 】 
2 の 方 向 で も た ら さ 

近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ン 
ロボ ッ ト コ ント ロー ラ 1 2 は シフ ター 


れる こと が 認識 され る で あろ う 。 
ト 380 を 遠 位 方 向 「DD」 で シフ 


動 軸 ア セン ブリ 380 の 回 転 が 、 
以下 で 更に 詳細 に 考察 2. 
させ る こと が 望ま し いと 
о у O) 


2 を 遠 位 方 向 「DD」 で シフ ト さ せる 


[0020] 


に な り 、 こ れ は 、 異な る 形態 の エ 
見 られ る よう に 、 
係 合 し た 状態 で 保持 され る よう に 、 
取り 付け られ る 。 図 
qH い られ て いな いと き ( 
取り 付け る の を 容易 に する よう に 設計 され る 、 
ell 
床 医 は ハウ ジン グ を ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 か ら 除去 し 、 
大 着 プ レー ト 3 0 4 の ラッ チ 切 欠き 30 3 に 挿入 する 
F 38 0 及び それ に 取り 付け られ た 他 の 駆動 軸 構 成 要 素 は 、 モ ー 
給 す る こと に よっ て 、 長 手 方 向 ツ ー ル 軸線 LT エーLT を 中 心 に し て 回 転 
モー タ 400 は 電池 式 で ある 。 し か し な が ら 、 か か る 構成 で は 
トロ ー ラ 1 2 と イン ター フェ ー ス 接続 する の で 、 ロ ボッ 
シス テム 1 0 が モー NW ЭЭ 代替 実施 形態 で 
ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 上 に 
助 可 能 で ある 。 更に 他 の 実施 形態 で は 、 モ ー 


それ ら の 図面 に 


0 4 が 軸 歯 車 37 6 £ HB 
ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 に 
2 は 、 モ ー タ 400 が 


ー ト 30 4 に 


ー タ 4 0 0 を 用 いる 
次 に RN 
。 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ン 
タ 4 0 0 に 電力 f 
する 。 図示 され る よう に 、 
、 モ ー タ 4 0 0 は ロボ ッ ト コン 


ー タ 4 0 0 自体 又は 
に よっ て 手動 で 作 


図 1 7 及び 18 は 、 図 5 及び 1 1 ~1 6 
の 実施 形態 を 示し て いる が 、 
転 駆動 運動 を 供給 する の に 


は 、 近 位 側 駆 
ブリ 388 ) が 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 
ブリ 1 1 0 か ら の 回 転出 力 運動 が あ 

F 3 8 0 の 回 転 、 
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動 二 セグ メン ト 3 8 0 及び 


及び 最終 的 に は それ に 取 
され 、 回 転出 力 運 動 が 反対 
第 1 の 方 向 と は 反対 の 第 


に 示さ れる 実施 形態 と 同じ 構成 要素 を 用 いる 別 
= の 実施 形態 は 、 近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 38 0 に 対し て 回 
電池 式 の 駆動 モー タ 40 0 を 用 いる 点 が 異な つて いる 。 か か る 
構成 に より 、 ツ ー ル 装着 部 分 が より 高い 回 転出 力 運動 及び トル ク を 発生 させ る こと が 可能 
ンド エフェクタ が 用 いら れる 場合 に 


有利 な こと が ある 。 


モー タ 400 は 、 モ ー タ 400 に 連結 され た 駆動 歯車 4 


テム か ら 電 力 及び 制御 信号 を 受け 入れ て も よい 。 


[0021] 


図 5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる 実施 


支持 構造 40 2 に よっ て ツ 


1 7 及び 1 8 の 実施 形態 で は 、 支 持 構造 4 
に ハウ ジン グ 部 材 ( 図示 な し ) を 装着 プレ 
ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 に 


成 さ れる 。 し た が っ て 、 モ 


* は 、 モ ー タ 400 は 、 モ 


装着 され た オン オフ スイ ッ チ (図示 な し ) 


タタ 400 は 、 ロ ボッ トシ ス 


有 態 は 、 モ ー タ が 故障 する か 又は ロボ ッ ト シ ステ ム 


に 対す る 電力 が 杏 失 若しくは 中 断 さ れ た 場合 に 、 近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 38 0 に 対し て 


DESI SE 
シス テム を 含む 。 


か な く な る か 又 ! 
は 、 機 械 的 に 作動 

合 可能 で あっ て 、 ШТІ 
FE Êl HJ СС, Ы 

1000 
| кш Лы 3041 
6 上 で 回 転 可 能 に 』 
は 、 手 動作 動 可能 
体 部 分 4 2 2 を 含む 手動 作 
ル 装 着 プ レー ト 30 4 に 

て 選択 的 に 旋 哲 


[0022] 


助 で 加え る た め の 、 
БИЙ! 


Ши. K 
な 逆転 シス テム 41 0 は 、 弓 状 の 歯車 セグ メン 
2. 車 42 0 を 更に 含む 。 


全体 的 に 4 1 0 と し て 指定 され る 手動 作動 可能 な 逆転 
BE な 逆転 シス テム 4 1 0 は また 、 例 えば 、 モ ー タ の 電 
力 の み で 駆動 軸 構 成 要 素 が 逆 回 転 す る の を 防ぐ よう な 形 で 、 
多 で 固まっ つた と き に 特に 有用 な こと が ある 。 図示 され る 実施 形態 で 
逆転 シス テム 4 1 0 は 、 第 2 の 回 』 
оо. ト 38 0 に 対し て 逆 回 転 運動 を 加え る よう に 手動 


動 還 ア セン ブリ 388 BE 


欧 被 動 歯 車 3 7 6 と 選択 的 に 係 


шэг 駆動 歯車 アセ ン ブ リ 41 2 は 、 ツ ー 


二 移动 可 能 


装着 さ 222... 逆転 装置 41 4 は 


装着 され る 旋回 軸 4 1 


12 を 参照 され た い 。 111 


F 42 4 が 形成 され た 本 
本 体 部 分 4 2 2 は 、 ツ ー 


ま ぼ ば 垂直 な アク チュ エー タ 軸 線 人 -A( 図 1 1 ) を 中 心 に 


го н 71-01304| 


こ 旋 回 可 能 に XE 結 さ れる 。 
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図 1 1 ~1 4 は 、 第 1 の 非 作動 位置 に ある 手動 作動 可能 な 逆転 シス テム 4 1 0 を 示す 。 
1 つの 例示 的 形態 で は 、 ア クチ ュ エ ー タ ハン ドル 部 分 4 2 6 は 、 本 体 部 分 4 2 2 上 に 形成 
され る か 、 又 は 別 の 形 で 本 体 部 分 4 2 2 に 取り 付け られ る 。 ア クチ ュ エ ー タ ハン ドル 部分 
426 は 、 ハ ンド ル 部 分 42 6 と ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 と の 間 に 少 量 の 干渉 が 確立 さ 
れ て 、 ハ ンド ル 部 分 4 2 6 を 第 1 の 非 作 動 位置 で 保持 する よう に し て 、 ツ ー ル 装着 プレ ー 
ト 304 に 対し て サイ ズ 決 め さ れ る 。 し か し な が ら 、 了 臨床 医 が 駆動 歯車 アセ ン ブ リ 41 2 
を 手動 で 作動 させ た いと き 、 了 臨床 医 は 、 ハ ンド ル 部 分 4 2 6 に 対し て 旋回 運動 を 加え る こ 
と に よっ て 、 締 り 芝 め を 簡単 に 克服 する こと が で きる 。 図 1 1 て 1 4 に や は り 見 られ る よ 
うに 、 駆 動 歯車 アセ ヒン ブリ 41 2 が 第 1 の 非 作動 位置 に ある と き 、 弓 状 の 歯車 セグ メン ト 
42 4 は 逆転 装置 41 4 と の 噛合 係 合 か ら 外 れ て いる 。 了 臨床 医 が 近 位 側 駆 動 軸 セグ メン ト 
380 に 対し て 逆 回 転 駆 動 運 動 を 加え た いと き 、 了 臨床 医 は 、 駆 動 歯車 42 0 に 対し て 旋回 
的 な ラチ ェ ッ ト 運動 を 加え 始め る 。 駆動 歯車 4 О が 作動 還 A-A を 中 心 に し て 旋回 し 始 
め る に つれ て 、 本 体 4 2 2 の 一 部 分 が 逆転 装置 41 4 の 一 部 分 に 接触 し 、 逆 転 装置 41 4 
を 遠 位 方 向 DD で 軸線 方 向 に 移動 させ て 、 駆 動 軸 歯車 37 6 を 第 2 の 駆動 シス テム 37 0 
の 第 1 の 回 転 被 動 歯車 37 4 と の 噛合 係 合 か ら 係 脱 す る 。 図 1 5 を 参照 され た い 。 駆動 歯 
車 42 0 が 旋回 する に つれ て 、 弓 状 の 歯車 セグ メン ト 42 4 は 逆転 装置 41 4 と 噛合 係 合 
する よう に な る 。 駆動 歯車 42 0 を 引き 続き 徐々 に 動か すこ と で 、 駆 動 軸 歯 車 37 6 に 対 
し て 、 ま た 最終 的 に は 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 3 8 0 に 対し て 逆 回 転 駆動 運動 が 加え られ 
5. 了 臨床 医 は 、 関 連 す る エン ド エ フ ェ ク タ 構成 要素 ( 1 OME) を 完全 に 解除 する か 又は 
逆転 させ る の に 必要 な 回 数 、 駆 動 歯 事 ア セン ブリ 41 2 を 徐々 に 動か し 続け て も よい 。 一 
是 所 望 量 の 逆 回 転 運動 が 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 に 加え られ る と 、 了 臨床 医 は 、 弓 状 
の 歯車 セグ メン ト 4 1 6 が 駆動 軸 歯 車 3 7 6 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる 開始 位置 又は 非 作 動 
位置 へ と 駆動 歯車 42 0 を 戻す 。 そ の 位置 に ある と き 、 軸 ば ね 3 9 6 は も う 一 度 軸 歯車 3 
7 6 を 付 勢 し て 、 第 2 の 駆動 シス テム 37 0 の 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 3 7 4 と 噛合 係 合 させ 
る 。 

[0023] 

使用 の 際 、 了 臨床 医 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 の コン トロ ー ラ 又は 制御 ユニ ッ ト に 対し て 
制御 コマ ンド を 入力 し て も よく 、 そ の ロボ ッ ト シ ステ ム 1 0 が 、 第 2 の 駆動 シス テム 37 
0 の 様々 な 構成 要素 に 最終 的 に 伝達 され る 出力 運動 を 「 ロ ボット 制御 で 発生 させ る 」。 本 
明細 書 で 使用 する と き 、「 ロボ ッ ト 制御 で 発生 させ る 」 又は 「 ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 」 
と いう 用語 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム の モー タ 及 び 他 の 電動 駆動 構成 要素 に 電力 供給 し 、 そ れ 
ら を 制御 する こと に よっ て 生成 され る 運動 を 指す 。 こ れ ら の 用 語 は 、 了 臨床 医 が 行う 行為 で 
あっ て 、 そ れ に よっ て 、 ロ ボッ トシ ステ ム の モー タ に 電力 供給 する こと に よっ て 発生 する 
よう な 運動 と は 独立 し て 発生 する 制御 運動 を も た ら す 行為 を 指す 、「 手動 作動 可能 な 」 又 
は 「 手動 で 発生 に た 」 と いう 用 語 と 区 別 可能 で ある 。 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 制御 運動 を 
第 2 の 駆動 シス テム に 第 1 の 方 向 で 加え る こと に より 、 第 1 の 回 転 駆動 運動 が 駆動 軸 ア セ 
ン ブ リ 388 に 加え られ る 。 駆動 軸 ア セン ブリ 388 を 第 1 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる と 、 
発射 部 材 1 2 00 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 内 に お ける その 開始 位置 か ら そ の 終了 位 
置 に 向かっ て 遠 位 方 向 「DD」 で 駆動 され る 。 ロボット 制御 で 発生 し た 制御 運動 を 第 2 の 
駆動 シス テム に 第 2 の 方 向 で 加え る こと に より 、 第 2 の 回 転 駆動 運動 が 駆動 還 ア セン ブリ 
388 に 加え られ る 。 駆動 還 ア セン ブリ 388 を 第 2 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる と 、 発 射 部 
材 1 2 00 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 000 内 に お ける その 終了 位置 か ら そ の 開始 位置 に 向 
か っ て 近 位 方 向 「PD」 で 駆動 され る 。 了 臨床 医 が 回 転 制御 運動 を 駆動 還 ア セン ブリ 388 
に 手動 で 加え た いと き 、 駆 動 軸 ア セン ブリ 388 は 第 2 の 回 転 方 向 で 回 転 し 、 そ れ に よっ 
て 発射 部 材 1 2 00 が エン ド エ フ ェ ク タ 内 に お いて 近 位 方 向 「 PD 」 で 移動 する 。 同じ 構 
成 要素 を 含む 他 の 実施 形態 は 、 回 転 制御 運動 を 駆動 軸 ア セン ブリ に 手動 で 加え る こと に よ 
っ て 、 駆 動 軸 アセ ン ブ リ を 第 1 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる こと が で き 、 そ の 回 転 を 使用 し て 
、 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 制御 運動 が 発射 部 材 1 2 00 を 遠 位 方 向 で 駆動 する の を 支援 す 
る こと が で きる よう に 構成 され る 。 

[0024] 


í 
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ンド エフ ェ ク タ を 発射 し 、 閉 鎖 し 、 ま た 回 転 さ せる の に 使用 され る 駆動 軸 ア セン ブリ 


を 手動 で 作動 させ シフ ト さ せ て 、 モ ー タ ( 1 つ 以 上 ) が 故障 する か 、 ロ ボッ トシ ステ ム が 


電力 を 失う か 、 又 は 他 の 電子 的 故障 が 発生 し た 場合 で あっ て も 、 エ ンド エフ ェ ク タ を 解除 


し 、 手 術 部 位 並び に 腹部 か ら 抜 き 取 る こと を 可能 に する こと が で きる 。 ハ ンド ル 部 分 4 2 
6 を 作動 させ る こと に よっ て 、 作 動力 又は 制御 力 が 手動 で 発生 し 、 そ の 力 が 、 手 動作 動 可 
能 な 逆転 シス テム 4 1 0 の 様々 な 構成 要素 に よっ て 駆動 軸 ア セン ブリ 388 "' に 加え られ 
る 。 ハ ンド ル 部 分 4 2 6 が その 非 作動 状態 に ある 場合 、 付 勢 さ れ て 逆転 装置 41 4 と の 作 
動 可 能 な 係 合 状態 か ら 係 脱 さ れる 。 ハンドル 部 分 4 2 6 の 作動 を 開始 する こと に よっ て 付 
勢 が シフ ト さ れる 。 ハン ドル 42 6 は 、 発 射 部 材 1200 及 び エ ンド エフ ェ ク タ 1 000 
を 完全 に 解除 する の に 必要 な 回 数 、 作 動 を 繰り 返す よう に 構成 され る 。 


[0025] 


図 5 及び 1 1 ~16 に 示さ れる よう に 、 ツ ー ル 装着 部 分 300 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 


0 の ツー ル 駆 動 ア セン ブリ 1 1 0 か ら の 対応 する 「 第 3 の 」 回 転出 力 運 動 を 受け 入れ 、 そ 
の 第 3 の 回 転出 力 運 動 を 第 3 の 回 転 制御 運動 に 変換 する よう に 構成 され た 、 第 3 の 駆動 シ 


ステ ム 430 を 含む 。 第 3 の 駆動 シス テム 4 3 0 は 、 ツ ー ル 装着 部 分 30 2v — Л 8 SJ 


アセ ン ブ リ 1 1 0 に 連結 され た と き 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 の ホル ダ 側 面 31 6 上 に 
ある 被 駆動 ディ スク 又は 要素 3 0 6 の 対応 する 第 3 の も の に 連結 され る 、 第 3 の 駆動 プー 
リー432 を 含む 。 図 1 0 を 参照 され た い 。 第 3 の 駆動 プー リー432 は 、 軸 アセ ン ブ リ 
2 0 0 に 動作 可能 に 連結 され た エン ド エ フ ェ ク タ に 様々 な 制御 運動 又は 操作 運動 を 加え る 
の に 使用 され て も よい 、 対 応 す る 第 3 の 駆動 ケー ブル 43 4 に 対し て 、( ロ ボッ トシ ステ 
ム 1 0 に よっ て プー リー に 加え られ る 対応 する 回 転出 力 運 動 に 応じ て ) 第 3 の 回 転 制御 運 


動 を 加え る よう に 構成 され る 。 図 1 1 及び 1 2 に 最も 著しく 見 られ る よう に 、 第 3 の 駆動 


ケー ブル 434 は 、 第 3 の 駆動 スカ ピン ドル ア セ ン ブ リ 4 3 6 の 周り に 延 在 する 。 第 3 DEE 
動 ス ビン ドル アセ ン ブ リ 4 3 6 は ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 に 旋回 可能 に 装着 され 、 第 3 
の 引張 り ば ね 4 3 8 は 第 3 の 駆動 スピ ンド ル ア セ ン ブ リ 4 3 6 と ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 


4 と の 間 に 取 り 付 けら れ て 、 第 3 の 駆動 ケー ブル 4 3 4 の 所 望 の 伸張 量 を 維持 する 。 図面 


に 見 られ る よう に 、 第 3 の 駆動 ケー ブル 4 3 4 の ケー ブル 端 部 434A は 、 ツ ー ル 装着 プ 
レー ト 3 0 4 に 取り 付け られ た プー リー ブロ ッ ク 4 4 0 の 上 側 部 分 の 周り に 延 在 し 、 ケ ー 
ブル 端 部 4 34B は 、 プ ーー リー ブロッ ク 440 上 の シー ブ プ ー リ ーー 又は スタ ンド オフ 4 4 
2 の 周り に 延 在 す る 。 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ 1 1 0 か ら の 第 3 の 回 転出 力 運動 を 一 方 向 で 
加え る こと で 、 以 下 で 更に 詳細 に 考察 する よう に 、 


向 で 回 転 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 434A 及 び 434B を 対向 する 方 向 で 回 転 さ せ て 、 ンド 


第 3 の 駆動 プー リー4 3 2 が 第 1 の 方 


フェ クタ 1 0 0 0 又は 細長 い 軸 アセ ン ブ リ 2 0 0 に 対し て 制御 運動 を 加え る こと が 認識 さ 
れる で あろ う 。 即ち 、 第 3 の 駆動 プー リー4 32 を 第 1 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる と 、 ケ ー 
ブル 端 部 4 34A が 遠 位 方 向 「DD」 で 移動 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 434B が 近 位 方 向 「PD 


I で 移動 する 。 第 3 の 駆動 プー リー4 32 が 


反対 の 回 転 方 向 で 回 転 す る こと に よっ て 、 ケ 


ー ブ ル 端 部 434A が 近 位 方 向 「PD」 で 移動 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 434B が 遠 位 方 向 「D 


D J で 移動 する 。 
[0026] 


図 5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる ツー ル 装 着 部 分 300 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 の ツー 


ル 駆 動 ア セン ブリ 1 1 0 か ら の 対応 する 「 第 4 の 」 回 転出 力 運 動 を 受け 入れ 、 そ の 第 4 の 
回 転出 力 運 動 を 第 4 の 回 転 制御 運動 に 変換 する よう に 構成 され た 、 第 4 の 駆動 シス テム 4 
ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 が ツー ル 駆 動 ア セン ブ 
リ 1 1 0 に 連結 され た と き 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 の ホル ダ 側 面 31 6 上 に ある 被 駆 
動 デ ィ ス ク 又 は 要素 8 0 6 の 対応 する 第 4 の も の に 連結 され る 、 第 4 の 駆動 プーリ ー45 
2 を 含む 。 図 1 0 を 参照 され た い 。 第 4 の 駆動 プー リー452 は 、 軸 アセ ン ブ リ 200 に 
動作 可能 に 連結 され た エン ド エ フ ェ ク タ に 様々 な 制御 運動 又は 操作 運動 を 加え る の に 使用 
され て も よい 、 対 応 す る 第 4 の 駆動 ケー ブル 45 4 に 対し て 、( ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 に 


5 0 を 含む お 。 ЖА の 駆動 シス テム 45 0 は 、 


よっ て プー リー に 加え られ る 対応 する 回 転 


IE 


助 に 応じ て ) 第 4 の 回 転 制 御 運動 を 加え 


る よう に 構成 され る 。 図 1 1 及び 1 2 に 最も 著しく 見 られ る よう に 、 第 4 の 駆動 ケー ブル 
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45 4 は 第 4 の 駆動 スピ ンド ル ア セ ン ブ リ 45 6 の 周り に 延 在 す る 。 第 4 の 駆動 スピ ンド 
ル ア セ ン ブ リ 45 6 は ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 に 旋回 可能 に 装着 され 、 第 4 の 引張 り ば 
ね 4 5 8 は 第 4 の 駆動 スピ ンド ル ア セ ン ブ リ 456 と ツー ル 装 着 プ レー ト 3 0 4 と の 間 に 
取り 付け られ て 、 第 4 の 駆動 ケー ブル 4 5 4 の 所 望 の 伸張 量 を 維持 する 。 第 4 の 駆動 ケー 
ブル 4 5 4 の ケー ブル 端 部 45 4A は 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 に 取り 付け られ た プー 
リー ブロ ッ ク 4 4 0 の 下 側 部 分 の 周り に 延 在 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 454B は 、 プ ー リ ー ブ ロ 
ッ ク 440 上 の シー ブ プ ー リ ー 又 は 第 4 の スタ ンド オフ 4 6 2 の 周り に 延 在 す る 。 ツ ー ル 
駆動 アセ ン ブ リ 1 1 0 か ら の 回 転出 力 運動 を 一 方 向 で 加え る こと で 、 以 下 で 更に 詳細 に 考 
察する よう に 、 第 4 の 駆動 プー プリー452 が 第 1 の 方 向 で 回 転 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 454A 
及び 4 5 4B を 対向 する 方 向 で 回 転 さ せ て 、 エ ンド エフ ェ ク タ 又は 細長 い 軸 アセ ン ブ リ 2 
0 0 に 対し て 制御 運動 を 加え る こと が 認識 され る で あろ う 。 即ち 、 第 4 の 駆動 プー リー4 
34 を 第 1 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる と 、 ケ ー ブ ル 端 部 454A が 遠 位 方 向 「DD」 で 移動 
し 、 ケ ー ブ ル 端 部 454B が 近 位 方 向 「PD」 で 移動 する 。 第 4 の 駆動 プー プーリー452 が 
反対 の 回 転 方 向 で 回 転 す る こと に よっ て 、 ケ ー ブ ル 端 部 454A が 近 位 方 向 「PD」 で 移 
動 し 、 ケ ー ブ ル 端 部 454B が 遠 位 方 向 「 DD」 で 移動 する 。 

[0027] 

図 5 に 示さ れる よう な 外科 用 ツー ル 1 0 0 は 関節 継手 7 0 0 を 含む 。 か か る 実施 形態 で 
は 、 第 3 の 駆動 シス テム 430 は 「 第 1 の 関節 駆動 シス テム 」 と も 呼ば れ て も よく 、 第 4 
の 駆動 シス テム 450 は 、 本 明細 書 で は 「 第 2 の 関節 駆動 シス テム 」 と 呼ば れ て も よい 。 
同様 に 、 第 3 の 駆動 ケー ブル 4 3 A は 「 第 1 の 近 位 側 関節 接合 ケー ブル 」 と 呼ば れ て も よ 
<. Жа の 駆動 ケー ブル 4 5 4 は 、 本 明細 書 で は 「 第 2 の 近 位 側 関節 接合 ケー ブル 」 と 呼 
ば れ て も よい 。 

[0028] 

М5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる 実施 形態 の ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 は 、 駆 動 ロ ッ ド アセ ン 
ブリ 490 を 軸線 方 向 に 変位 させ る よう に 構成 され た 、 全 体 的 に 47 0 と し て 指定 され る 
第 5 の 駆動 シス テム を 含む 。 駆動 ロッ ドア セン ブリ 49 0 は 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 3 
8 0 及び 駆動 還 ア セン ブリ 388 を 通っ て 延 在 する 近 位 側 駆動 ロッド セ グ メ ント 492 を 
含む 。 図 1 3 を 参照 され た い 。 第 5 の 駆動 シス テム 47 0 は 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 
上 で 摺 動 可能 に 支持 され る 移動 可能 な 駆動 ヨー ク 4 7 2 を 含む 。 近 位 側 駆動 ロッツ ド セ グ メ 
ント 492 は 、 駆 動 ヨ ー ク 37 2 内 で 支持 され 、 セ グ メ ント 上 に 一 対 の 保持 ボー ル ( reta 
iner ball) 394 を 有する の で 、 ツ ー ル 装着 プレ ー ト 3 0 4 上 で 駆動 ヨー ク 37 2 を シ 
フト させ る こと は 近 位 側 駆動 ロッツ ッ ド セグ メン ト 492 の 軸線 方 向 移動 を も た ら す 。 少な く 
と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 第 5 の 駆動 シス テム 37 0 は 、 駆 動 ヨ ー ク 47 2 と 動作 可能 
に イン ター フェ ー ス 接続 する 駆動 ソレ ノイ ド 47 4 を 更に 含む 。 駆動 ソ レノ イド 47 4 は 
ロボ ッ ト コ ント ロー ラ 1 2 か ら の 制御 電力 を 受け 入れ る 。 駆動 ソレ ノイ ド 47 4 を 第 1 の 
方 向 に 作動 させ る こと に よっ て 、 駆動 ロッ ドア セン ブリ 49 0 が 遠 位 方 向 「 DD」 で 移動 
し 、 駆 動 ソ レノ イド 47 4 を 第 2 の 方 向 に 作動 させ る こと に よっ て 、 駆 動 ロ ッ ド アセ ン ブ 
リ 490 が 近 位 方 向 「PD」 で 移動 する 。 図 5 に 見 られ る よう に 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 
0 0 は 、 軸 線 方 向 の 閉鎖 運動 を 閉鎖 シス テム に 加え る と 開放 位置 と 閉鎖 位置 と の 間 で 移動 
可能 で ある 、 ア ン ビ ル 部 分 を 含む 。 図 5 及び 1 1 て 1 6 の 図示 され る 実施 形態 で は 、 第 5 
の 駆動 シス テム 47 0 は 、 か か る 閉鎖 運動 を 発生 させ る の に 用 いら れる 。 し た が っ て 、 第 
5 の 駆動 シス テム 470 は 「 閉鎖 駆動 装置 」 と も 呼ば れ て も よい 。 

【0029】 

図 5 に 示さ れる 実施 形態 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 0 0 に よっ て ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 
に 取り 付け られ る 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 を 含む 。 そ の 図示 され る 実施 形態 で は 
、 細 長い 還 ア セン ブリ は 、 軸 アセ ン ブ リ 2 0 0 の 遠 位 部 分 2 3 0 を 軸 ア セン ブリ 2 0 0 の 
近 位 軸 部 分 2 0 1 に 迅速 に 取り 付け る の を 容易 に する 、 急速 脱着 構成 又は 継手 2 1 0 DFE 
態 の 連結 構成 を 含む 。 急速 脱着 継手 2 1 0 は 、 駆 動 運動 源 か ら の 制御 運動 を それ に 動作 可 
能 に 連結 され た エン ド エ フ ェ ク タ に 対し て 提供 する の に 使用 され る 、 複 数 の 駆動 列 構成 要 
素 の 迅速 な 取付 け 及 び 分 離 を 容易 に する の に 役立つ 。 図 5 及び 1 9 に 示さ れる 実施 形態 で 
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は 、 例 えば 、 急 速 脱着 継手 2 1 0 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 の 遠 位 軸 部 分 2 3 0 を 近 
位 軸 部 分 2 0 1 に 連結 する の に 用 いら れる 。 
[0030] 

次 に 図 1 9 —2 3 を 参照 する と 、 連 結構 成 又は 急速 脱着 継手 2 1 0 は 、 近 位 側 駆動 列 ア 
セン ブリ を 動作 可能 に 支持 する よう に 構成 され た 近 位 側 連結 具 部 材 2 1 2 と 、 少 な く と も 
1 つ 、 好 まし く は 複数 の 遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ を 動作 可能 に 支持 する よう に 構成 され た 
遠 位 側 連結 具 部 材 2 3 2 と を 含む 。 図 5 及び 1 9 の 実施 形態 で は 、 第 3 の 駆動 シス テム 4 
30 ( 即ち 、 第 1 の 関節 駆動 シス テム ) 及び 第 4 の 駆動 シス テム 450( 15, #2 の 関 
節 駆動 シス テム ) は 、 関 節 継手 7 0 に 対し て 関節 運動 を 加え る の に 用 いら れる 。 例え ば 
、 第 3 の 駆動 シス テム 4 3 0 は 、 ケ ー ブ ル 端 部 434A、434B を 有する 第 1 の 近 位 側 
関節 接合 ケー ブル 4 3 4 に 対し て 制御 運動 を 加え て 、 関 節 継 手 7 0 0 を 中 心 に し て 第 1 Ж 
び 第 2 の 関節 接合 方 向 に エン ドド エフェクタ 1 000 を 関節 接合 する の に 役立つ 。 同様 に 、 
第 4 の 駆動 シス テム 450 は 、 ケ ー ブ ル 端 部 454A、454B を 有する 第 2 の 近 位 側 関 
節 接合 ケー ブル 4 5 4 に 対し て 制御 運動 を 加え て 、 第 3 及び 第 4 の 関節 接合 方 向 に エン ド 
エフ ェ ク タ 1 0 0 0 を 関節 接合 する の に 役立つ 。 

[0031] 

図 2 0 を 参照 する と 、 近 位 側 連 結 具 部 材 2 1 2 は 、 中 に ある 直径 方 向 に 対向 する 第 1 の 
スロ ッ ト 2 1 4 の 第 1 の 対 と 、 中 に ある 直径 方 向 に 対向 する 第 2 の スロ ッ ト 2 1 8 の 第 2 
の 対 ( 図 20 で は 1 つの スロ ッ ト 2 1 8 の み を 見 る こと が で きる ) と を 有する 。 第 1 の 近 
位 側 関節 構成 体 又 は リン ク 2 2 2 は 、 対 向 す る 第 1 の スロ ッ ト 2 1 4 それ ぞ れ で 支持 され 
る 。 第 2 の 近 位 側 関節 構成 価 又 は リン ク 2 2 6 は 、 第 2 の スロ ッ ト 2 1 8 それ ぞ れ で 支持 
され る 。 ケーブル 端 部 4 3 4A は 、 近 位 側 関節 リン ク 2 2 2 の 一 方 に ある スロ ッ ト を 通っ 
て 延 在 し 、 そ れ に 取り 付け られ る 。 同様 に 、 ケ ー ブ ル 端 部 4 3 4 B は 、 他 方 の 近 位 側 関節 
リン ク 2 2 2 に ある スロ ッ ト を 通っ て 延 在 し 、 そ れ に 取り 付け られ る 。 ケ ー ブ ル 端 部 4 3 
4 A と その 対応 する 近 位 側 関節 構成 体 双 は リン ク 2 2 2 及び ケー ブル 端 部 4 3 4B と その 
対応 する 近 位 側 関節 構成 価 又 は リン ク 2 2 2 は 、 ま と め て 「 ЖІ の 近 位 側 関節 駆動 列 ア セ 
ン ブ リ 」2 1 7 と 称 さ れる 。 ケ ー ブ ル 端 部 45 4 A は 、 近 位 側 関 節 リ ンク 2 2 6 の 一 方 に 
ある スロ ッ ト を 通っ て 延 在 し 、 そ れ に 取り 付け られ る 。 ケ ー ブ ル 端 部 45 4B は 、 他 方 の 
近 位 側 関節 リン ク 2 2 6 に ある スロ ッ ト を 通っ て 延 在 し 、 そ れ に 取り 付け られ る 。 ケ ー ブ 
ル 端 部 45 4 A と その 対応 する 近 位 側 関節 構成 体 又は リン ク 2 2 6 及び ケー ブル 端 部 4 5 
4B と その 対応 する 近 位 側 関節 構成 体 又は リン ク 2 2 6 は 、 ま と め て 「 第 2 の 近 位 側 関節 
駆動 列 ア セン ブリ 」2 2 1 と 呼ば れる 。 

[ 0032] 

加 2 1 に 見 られ る よう に 、 遠 位 軸 部 分 2 3 Ix. BMU uE $E BE sk 2 3 2 を 支持 する 遠 
位 側 外 管 部 分 2 3 1 を 含む 。 遠 位 側 連結 具 部 材 2 3 2 は 、 中 に ある 直径 方 向 に 対向 する 第 
2 の スロ ッ ト 2 3 4 の 第 1 の 対 と 、 中 に ある 直径 方 向 に 対向 する 第 2 の スロ ッ ト 2 38 O 
第 2 の 対 と を 有する 。 図 2 0 を 参照 され た い 。 遠 位 側 関節 構成 体 又 は リン ク 2 4 2 の 第 1 
の 対 は 、 対 向 す る 第 1 の スロ ッ ト 2 3 4 で 支持 され る 。 硝 位 側 関節 構成 体 又 は リン ク 2 4 
6 の 第 2 の 対 は 、 ス ロッ ト 2 3 8 の 第 2 の 対 で 支持 され る 。 ЖІ の 遠 位 側 ケ ー ブ ル セグ メ 
ント 444 は 、 第 1 の スロ ッ ト 2 3 4 の 一 方 、 及 びそ れ に 取り 付け られ る 遠 位 側 関節 リン 
ク 2 4 2 の 一 方 に ある スロ ッ ト を 通っ て 延 在 す る 。 主要 な 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 4 
5 は 、 第 1 の スロ ッ ト 2 3 4 の 他方 を 通っ て 、 ま た それ に 取り 付け られ る 他方 の 遠 位 側 関 
節 リ ンク 2 4 2 に ある スロ ッ ト を 通っ て 延 在 する 。 ЖІ の 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 4 
4 と その 対応 する 遠 位 側 関節 リン ク 2 42 及び 主要 な 硝 位 側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 445 と 
その 対応 する 遠 位 側 関節 リン ク 2 4 2 は 、 ま と め て 「 ЖІ O W wv BJ EE Bü ИШ УРУ + > Z 
」2 37 と 呼ば れる 。 第 2 の 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 446 は 、 第 2 の スロ ッ ト 2 38 
の 一 方 、 及 びそ れ に 取り 付け られ る 遠 位 側 関節 リン ク 2 4 6 の 一 方 に ある スロ ッ ト を 通っ 
て 延 在 す る 。 補助 的 な 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 4 7 は 、 他 方 の 第 2 の スロ ッ ト 2 3 8 
を 通 つ て 、 ま た それ に 取り 付け られ る 他方 の 遠 位 側 関節 リン ク 2 46 を 通っ て 延 在 す る 。 
第 2 の 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 446 と その 対応 する 遠 位 側 関節 リン ク 2 4 6 及び 補助 
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的 な 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 4 7 と その 対応 する 遠 位 側 関節 リン ク 2 46 は 、 ま と め 
TI 第 2 の 遠 位 側 関節 駆動 列 ア セン ブリ 」2 4 1 と 呼ば れる 。 

[0033] 

近 位 側 関節 リン ク 2 2 2 は それ ぞ れ 、 そ の ば ね アー ム 部 分 2 2 3 に 形成 され た 歯 付 き 端 
部 2 2 4 を 有する 。 そ れ ぞ れ の 近 位 側 関節 リン ク 2 2 6 は 、 ば ね アー ム 部 分 2 2 7 に 形成 
され た 歯 付き 端 部 2 2 7 "を 有する 。 そ れ ぞ れ の 遠 位 側 関節 リン ク 2 4 2 は 、 近 位 側 関節 
リン ク 2 2 2 の 対応 する も の の 歯 付き 端 部 2 2 4 と 噛合 し て 連結 され る よう に 構成 され た 
го) それ ぞ れ の 遠 位 側 関節 リン ク 2 4 6 は 、 対 応 す る 近 位 側 関 
i リン ク 2 2 6 の 歯 付 き 端 部 2 2 8 と 噛合 し て 連結 され る よう に 構成 され た 、 歯 付き 端 部 
201 ME v BIS 8 ИК X м 22 2 2 . 2 2 6 ZNT = lv 8 (4 Уу 
ク 2 42 、2 46 と 噛合 し て リン ク さ れる と 、 第 1 及び 第 2 の 近 位 側 関節 駆動 列 ア セン ブ 
... 2. 第 1 及び 第 2 の 遠 位 側 関 節 駆 動 列 アセ ン ブ リ 2 3 7 及び 
241 に 動作 可能 に 連結 され る 。 し た が っ て 、 第 3 及び 第 4 の 駆動 シス テム 430、45 
го ою/ 考察 する よう に 、 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 
444、445、446、447 に 対し て 作動 運動 が 加え られ る 。 

[0034] 
図 1 9 ~2 3 の 実施 形態 で は 、 近 位 側 外 管 セ グ メ ント 2 0 2 の 遠 位 端 2 O は 、 対 応 す 
る ば ね アー ム 部 分 22 3、227 を 中 に 受け 入れ る よう に 構成 され た スロ ッ ト 2 5 4 内 へ 
と 遠 位 方 向 で 延 在 す る 、 一 連 の ば ね 指 2 5 2 を 中 に 有する 。 図 2 1 を 参照 され た い ( ば ね 
アー ム 部 分 2 2 7 は 図 2 1 に は 描か れ な い が 、 図 2 0 に 見 られ る ) 。 そ れ ぞ れ の ば ね 指 2 
2 は 、 近 位 側 関節 リン ク 222、226 が 中 立 位 置 に ある と き 0 近 位 側 関節 
リン ク 222、22 6 (ДХ 47309 $5258 を 係 合 する よう に 適合 され た 、 移 
動 止 め 2 56 を 中 に 有する 。 2... 
除 示 する か 又は そこ に 取り 付け た いと き 、 第 2 及び 第 4 の 駆動 シス テム 430、450 は 
それ ら の 中 立 の 非 作動 位置 に 置か れる 。 

[0035] 
急速 脱着 継手 2 1 0 の 近 位 側 連結 具 部 材 2 1 2 及び 遠 位 側 連結 具 部 材 2 3 2 は 、 近 位 側 
2... 22. こ 解 除 可 能 に 連結 する 
た め の 、 駆動 部 材 連 結 ア セン ブリ 5 0 0 の 対応 する 部 分 を 動作 可能 に 支持 する 。 近 位 側 駆 
動 ロ ッ ド セグ メン 22... 
ロッ ド セ グ メン ト 52 0 は 遠 位 側 軸線 方 向 駆動 列 ア セン ブリ 528 を 備え る 。 駆動 部 材 連 
結 ア セン ブリ 5 0 0 は 、 例 えば 、 遠 位 側 駆動 ロッ ド セ グ メン ト 520 の 遠 位 端 493 に 取 
り 付け られ る 、 希 土 類 磁石 な どの 受入 れ 構 成体 又は 第 1 の 磁石 50 4 を 備え る 、 駆 動 ロ ッ 
ド 連結 具 又 は 構成 体 5 0 2 を 備え る 。 ЖІ の 磁石 5 0 4 は 、 第 2 の 構成 体 又は 遠 位 側 磁石 
5 1 0 を 受け 入れ る た め の 、 中 に 形成 され た 受入 れ キ ャ ビ テ ィ 5 0 6 を 有する 。 図 2 1 に 
見 られ る よう に 、 遠 位 側 磁石 5 1 0 は 、 遠 位 側 駆動 ロッ ド 52 0 の 近 位 端 5 2 2 に 取り 付 
けら れ た テー バ パ 状 の 装着 部 材 5 1 2 に 取り 付け られ る 。 
[0036] 

急速 脱着 継手 2 1 0 の 近 位 側 連 結 具 部 材 2 1 2 及び 遠 位 側 連結 具 部 材 2 3 2 は 、 近 位 側 
駆動 還 セ グ メ ント 380 を 遠 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 5 40 と 解除 可能 に 連結 する た め の 、 
駆動 部 材 連 結 ア セン ブリ 5 0 0 の 他 の 対応 する 部 分 を 動作 可能 に 支持 する 。 近 位 側 駆動 軸 
セグ メン ト 3 8 0 は 、 少 な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 近 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ 3 
87 を 備え 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 540 は 遠 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ 548 を 備え 
る 。 近 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ 387 が 遠 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ 5 4 8 に 動作 可能 
に 連結 され る と 、 駆 動 軸 ア セン ブリ 38 8 は 、 回 転 制御 運動 を エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 
に 伝 達 する よう に 形成 され る 。 図示 され る 例示 的 実施 形態 で は 、 硝 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 
540 の 近 位 端 5 42 は 、 そ の 上 に 形成 され た 複数 ( 例え ば 4 つ で ある が 、 図 2 1 で は 2 
つの み が 見 られ る ) の 構成 体 又は 押さ え 付 き の 指 ( cleated finger) 5 44 を 有する 。 押 
さえ 付き の 指 5 4 4 は それ ぞ れ 、 で ト 380 の 遠 位 端 38 1 に ある 対 
応 す る 係 止 構成 体 又 は 穴 又 は スロ ッ ト 38 3 に 受け 入れ られ る よう に サイ ズ 決 め さ れ た 、 
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取付 け 


位 側 駆動 還 セ グ メ ント 540 の 近 位 端 5 4 2 上 に 


在 す る 。 
[0037] 

図 1 ~2 3 Еж 
バエ フェ クタ 1 0 
1 及び 第 2 の 磁石 


SM 


(25) 


され る 実施 形態 で は 、 
0 0 を 外科 
5 0 4 、 


H 押 さえ ( attachnent cleat) 5 46 が その 上 に 形成 され て いる 。 
向 支 され た 補強 リン グ 5 4 5 を 通っ て 延 


駆動 部 材 連 結 アセ ン ブ リ 5 0 0 は 、 
1』 ツ ー ル 1 0 0 の 近 位 軸 部 分 2 0 1 か ら 分 離す る と き の 、 


5 1 0 の 係 脱 を 支援 する た め の 係 止 解除 管 51 4 を 更に 
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指 5 4 4 は 、 遠 


臨床 医 が エ 


含む 


。 係 止 解除 管 5 1 4 は 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 を 通っ て 延 在 し 、 そ の 近 位 端 5 1 7 


は 、 図 1 9 に 示さ れ 
する 。 
る と 、 


中 で 軸線 方 向 


位 端 51 7 に 取り 付 
用 態 は 、 ツ ー ル 装着 
電力 供給 され る 係 止 
の 電池 が 係 止 解除 運 
[0038] 

図示 され る 例示 的 
部 分 2 0 2 O š Y 
係 止 カ ラー2 6 0 は 
在 す る 4 つの 内 側 


近 位 側 関節 リン ク 2 


タ 1 000 を 外科 用 
2 2 に 示さ れる よう 
RETS. その 図面 


キャ ビ テ ィ 5 0 6 内 に 着座 され 、 近 位 側 磁石 50 4 に 磁気 的 に 取り 
て 人 遠 位 側 駆 動 ロ ッ ド セグメント 520 を 近 位 側 駆 動 ロ ッ ド セグ メン 
、 遠 位 側 軸線 方 向 駆動 列 ア セン ブリ 528 が 近 
セン ブリ 49 6 に 動作 可能 に 連結 され る 。 そ れ に 加え て 、 軸 部 分 2 0 1 、 


qH に よっ て 


か か る 作 


合 さ れる に つれ て 、 


駆動 還 セ グ メ ント 380 の 遠 位 端 部 分 3 8 1 に ある 係 止 開口 部 3 8 3 に 入る ま 


屈曲 する 。 押さ え 5 
グ メ ント 540 は 近 
Котс. ж 
作 可 能 に 連結 され る 
軸線 方 向 に 整列 され 
管 2 0 2 上 の その 最 
セン ブリ に 動作 可能 
[0039] 
臨床 医 が 


ンド 


る よう に 、 近 


けら れる 。 それ 以外 は 
プレ ー ト 3 0 4 に 取り 
解除 ソレ ノイ ド ( Bi 


動 を 加え る の に 用 いら れる 。 


実施 形態 で は 、 


2 4 、 


に 見 られ る よう に 、 


押さ え 付 き の 指 5 4 4 が 、 


4 6 が それ ら {Н 


。 そ の た め 、 遠 位 側 連 結 具 音 


連結 構成 又は 急速 脱着 継手 2 1 0 は また 、 
2 0 4 上 で 摺 動 可能 に 軸 支 され る 外側 係 止 カ ラー2 6 0 を 含む 。 
、 近 位 側 外 管 部 分 2 02 の スロ ッ ト 2 5 4 の 対応 する 1 つの 
に 延 在 す る 移動 止め 2 6 2 を 有する 。 
図 2 1 —2 3 を 参照 する こと に よっ て 理解 する こと が で きる 。 図 2 1 
前 の 近 位 軸 部 分 2 0 1 及び 遠 位 軸 部 分 2 3 0 の 状態 を 示す 。 そ の 図 
226 そ れ ぞ れ の ば ね アー ム 部 分 2 2 3 、 
方 向 外側 に 反っ て いる 。 係 止 カ ラー2 6 0 は 、 移 』 
位 端 に ある 、 近 位 側 外 管 2 0 2 上 の 最近 位 位置 へ と 移動 され る 。 臨床 
ツー ル 1 0 0 の 近 位 軸 部 分 2 0 1 に 
に 、 遠 位 軸 部 分 2 30 を 近 位 』 


又は それ に 


助 止め 2 6 2 が 


取り 付け た いと き 、 
HIR 2 01 と 軸線 方 向 に 整列 し 、 
遠 位 側 磁石 51 0 は 、 駆 動 ロ ッ ド 連結 具 502 の 


革 側 駆動 軸 セ グ メ ント 38 0 の 近 位 端 3 8 5 の 外 に 突出 
係 止 解除 管 51 4 は 、 そ の 近 位 端 51 7 に 加え られ る 係 止 解除 運動 「 UL 」 を 加え 
に 移動 可能 で ある よう に し て 、 近 位 側 駆動 
て サイ ズ 決 め さ れ る 。 係 止 解除 管 5 1 4 に 対し て 係 止 解除 運動 「 U 
、 又 は 係 止 解除 運動 「 UL 」 を 容易 に する た め 、 
図 1 9 —2 3 の 実施 形態 と 
けけ られ 、 ロ ボッ トコ ント ロー ラ 1 2 に よっ て 
示 な し ) を 用 い 、 


軸 セ グ メ ント 3 8 0 に 対し 
L J 手動 で 加え る の を 


ハン ドル (図示 な し ) が 係 止 解除 管 の 近 


同一 で ある 他 の 実施 


取り 付け られ た 別個 


近 位 側 外 管 
外側 
IN X du 


急速 脱着 継手 2 1 0 の 使用 は 、 


は 、 共 に 連結 され る 
印 に 見 られ る よう に 、 
22715. АЖЕ 
1{ の スロ ッ ト 254 の 近 
医 が エン ド エ フ ェ ク 
臨床 医 は 、 図 
連結 


けけ られ 、 そ れ に よっ 
5 9 2 に 連結 する 。 
y 側 軸線 方 向 駆 動 列 ア 
2 3 0 が 共に 接 


その 上 に 形成 され た 押さ え 5 46 が 近 位 側 


々 の 係 止 穴 3 8 3 内 に 着座 され る と 、 遠 位 側 駆動 
立 側 駆動 還 セ グ メ ント 38 0 に 連結 され る 。 
転 駆動 列 ア セン ブリ 548 が 近 位 側 回 W 


る と 共に 上 述 し た よう な 
近 位 位 置 へ と 移動 する と 、 
に 連結 され る 。 


TRAIAN, 


i: B 
М2 3 2 及び 近 位 側 連 結 具 部 材 2 1 2 が 


で 、 内 側 に 
軸 セ 
し た が っ て 、 か か る 作用 
動 列 アセ ン ブ リ 387 に 動 


Pal 


係 止 カラ ー2 6 0 が 近 位 側 外 


遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ が 近 位 側 駆動 列 ア 


フェ クタ 1 0 0 0 を 外科 


し た いと き 、 了 臨床 医 
に 戻す 。 了 臨床 医 は 次 
動 さ せ て 、 
関節 リン ク 2 2 2 、 
22 42. 


は 、 


第 3 及び 第 4 の 駆動 シス テム 430 、 
に 、 係 止 カ ラー2 6 0 を 近 位 側 外 管 セグ メン ト 2 0 2 上 で 近 
図 2 2 に 示さ れる 開始 位置 へ と 至ら せ て も よい 。 


H ツ ー ル 1 0 0 の 近 位 軸 部 分 2 0 1 か ら 分 離 


450 を それ ら の 中 立 位置 
ЙАШ E 


近 位 側 


その 位置 に ある と き 、 


226 の ば ね アー ム 部 分 に よっ て 、 そ の 歯 付 き 部 分 が 遠 位 側 関節 リン 


2 4 6 の 歯 付き 部 分 か ら 係 脱 され る 。 ШІ 


医 は 次 に 、 


係 止 解除 管 51 4 の 近 位 
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端 5 1 7 に 対し て 係 止 解除 運動 UL を 加え て 、 係 止 解除 管 51 4 及び それ に 取り 付け られ 
た 係 止 解除 カラ ー5 1 6 を 遠 位 方 向 「 DD」 で 移動 させ て も よい 。 係 止 解除 カラ ー5 1 6 
は 、 遠 位 側 に 移動 する に つれ て 、 押 さえ 付き の 指 5 44 を 付 勢 し て 、 近 位 側 駆動 還 セ グ メ 
ント 380 の 遠 位 端 部 分 38 1 に ある それ ら 個 々 の 穴 38 3 と の 係 合 を 外し 、 テ ー パ 状 の 
装着 部 分 5 1 2 に 接触 させ て 、 遠 位 側 磁 石 5 1 0 を 近 位 側 磁石 50 4 と 磁気 的 に 係 合 し た 
状態 か ら 外す 。 


[0040] 

22 A、2 3A、 及 び 2 3B は 、 遠 位 側 駆動 ロ ツ ド セ グ メン ト 520 を 近 位 側 駆動 ロ 
ッ ド セグ メン ト 492 ”′ に 連結 する の に 電磁 石 50 4 ” が 用 いら れる 点 を 除い て 、 上 述 の 
急速 脱着 継手 2 1 0 に 類似 し た 、 代 替 の 連結 構成 又は 急速 脱着 継手 チア セン ブリ 2 1 0 ' °? 


を 示す 。 こ れ ら の 図面 に 見 られ る よう に 、 近 位 側 駆動 ロッド セグ メン ト 492 ′ 3, uo 
ッ ト シ ステ ム 1 0 の 電力 源 か ら 延 在 す る 導線 505 を 収容 する よう に 中 空 で ある 。 導線 5 
5 は 鉄片 5 0 8 の 周り に 巻き 付け られ る 。 臨床 医 が 、 図 2 A (Ç š mv £ 5 c EK 
部 分 2 3 0 を 近 位 軸 部 分 2 0 1 と 係 合 さ せる と 、 電 流 が 第 1 の 方 向 に 導線 5 0 5 を 通る こ 
と に より 、 図 2 3A に 示さ れる よう に 磁石 50 4' が 磁石 510 を 吸引 し て 連結 係 合 し て 
も よい 。 了 臨床 医 が エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 00 を 外科 用 ツー ル 1 0 0 の 近 位 軸 部 分 2 0 1 か 
ら 分 離し た いと き 、 了 臨床 医 は 、 第 3 及び 第 4 の 駆動 シス テム 430、450 を それ ら の 中 
立 位 置 に 戻す 。 臨床 医 は 次 に 、 係 止 カ ラー2 6 0 を 近 位 側 外 管 セグ メン ト 2 0 2 上 で 近 位 
側 に 摺 動 さ せ て 、 図 2 2 A に 示さ れる 開始 位置 へ と 至ら せ て も よい 。 そ の 位置 に ある と き 
0 7222,226 О3ХЮФЮФТ7-30 9(14о1, CDH 200908 
関節 リン ク 2 42 、2 46 の 歯 付 き 部 分 か ら 係 脱 さ れる 。 臨床 医 は 次 に 、 係 止 解除 管 5 1 
аг 2211. 
付け られ た 係 止 解除 カラ ー5 1 6 # j лы! D D | сечь. それに 加え て 
電流 が 反対 方 向 で 導線 505 を 通る こと に より 、 電 磁石 504' が 磁石 5 1 0 と 反発 し 
2... 2... 
る に つれ て 、 係 止 解除 カラ ー5 1 6 は 、 押 さえ 付き の 指 5 4 4 を 付 勢 し て 、 近 位 側 駆動 軸 
セグ メン ト 380 の 遠 位 端 部 分 3 8 1 に ある それ ら 個 々 の 穴 3 8 3 と の 係 合 を 外し 、 テ ー 
パ 状 の 装着 部 分 5 1 2 に 接触 させ て 、 軸 セグ メン ト を 更に 分 離す る 。 
[0041] 

上 述 の 連結 構成 又は 急速 分 離 継手 アセ ン ブ リ は 、 多 く の 利 点 を 提供 し て も よい 。 例え ば 
、 か か る 構成 は 、 半 係 合 状態 の まま に する こと が で き な い 、 単 一 の 解除 ノ 係 合 運動 を 用 い 
て も よい 。 か か る 係 合 運動 は 、 い くつ か の 駆動 列 ア セン ブリ を 同時 に 動作 可能 に 連結 する 
の に 用 いる こと が で き 、 そ の 場合 、 少 な く と も 一 部 の 駆動 列 ア セン ブリ は 、 他 の 駆動 列 ア 
セン ブリ に よっ て 提供 され る 制御 運動 と は 異な る 制御 運動 を 提供 する 。 例え ば 、 一 部 の 駆 
動 列 は 、 回 転 制御 運動 を 提供 する と 共に 、 軸 線 方 向 の 制御 運動 を 提供 する よう に 長手 方 向 
で シフ ト IÊ E で あっ て も よく 、 一 部 は 単に 、 回 転 又 は 軸線 方 向 の 制御 運動 を 提供 する 。 他 
の 駆動 別 ア セン ブリ は 、 様 々 な エン ド エ フ ェ ク タ シス テム / 構 成 要素 を 動作 させ る た め の 
押し 引き 運動 を 提供 し て も よい 。 独自 の 新規 な 係 止 カ ラー 構成 に よっ て 、 示 位 側 駆動 列 
アセ ン ブ リ が それ ら 個 々 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ に 係 止 さ れる か 、 或 い は それ ら が 係 止 
解除 され 、 そ こ か ら 分 離さ れ て も よい こと が 担保 され る 。 共に 係 止 され た と き 、 駆動 列 ア 
セン ブリ は 全て 、 い か な る 連結 解除 も 防ぐ 係 止 カ ラー に よっ て 径 方 向 で 支持 され る 。 
[0042] 
図 5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる 外科 用 ツー ル 1 0 0 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1000 を 長 
手 方 向 ツ ー ル 軸線 「 L T 」 を 中 心 に し て 関節 接合 する た め 、 第 3 及び 第 4 の 駆動 シス テム 
430,450 それ ぞ れ と 協 働 する 関節 継手 7 0 0 を 含む 。 関節 継手 7 0 0 は 、 遠 位 側 外 
... 3 に 取り 付け られ 、 中 に 近 位 側 ボー ル ソ ケ ッ ト 7 0 4 を 画定 す 
る 、 近 位 側 ソケット 管 7 0 2 を 含む 。 図 2 5 を 参照 され た い 。 近 位 側 ボー ル 部 材 7 0 6 は 
近 位 側 ボー ル ソ ケ ッ ト 7 0 4 内 に 移動 可能 に 着座 され る 。 図 2 5 に 見 られ る よう に 、 近 位 
側 ボ ー ル 部 材 7 0 6 は 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 4 0 が 中 を 通っ て 延 在 で きる よう に す 
る 、 中 央 の 駆動 通路 7 0 8 を 有する 。 そ れ に 加え て 、 近 位 側 ボー ル 部 材 7 0 6 は 、 遠 位 側 
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ケー ブル セグ メン ト 444、445、446、447 だ が 中 を 通る の を 容易 に する 、4 つ の 
関節 接合 通路 7 1 0 の 中 に 有する 。 図 2 5 に 更に 見 られ る よう に 、 関 節 継 手 7 0 0 は 、 
に 形成 され た 中 間 ボ ー ル ソケット 7 1 4 を 有する 中 間 関 節 接合 管 セ グ メ ント 7 1 2 を 更に 
含む 。 中 間 ボ ー ル ソケット 7 1 4 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ コネ クタ 管 7 2 0 上 に 形成 され た 
エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 を 中 で 移動 可能 に 支持 する よう に 構成 され る 。 xë jw 7- 
ブル セグ メン ト 444、445、446、447 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 内 に 
月 成 さ れ た ケー ブル 通路 7 2 4 を 通っ て 延 在 し 、 ンド エフ ェ エク タ ボ ー ル 7 2 2 内 の 対応 
する 通路 7 2 8 内 に 受け 入れ られ た 突起 7 2 6 に よっ て そこ に 取り 付け られ る 。 lv H 
ー ブ ル セグ メン ト 444、445、446、447 を エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 に 取 
り 付け る た め 、 他 の 取付 け 構 成 が 用 いら れ て も よい 。 

[0043] 
全体 的 に 7 40 と し て 指定 され る 、 独 自 の 新規 な 回 転 支 持 継 手 ア セン ブリ が 、 図 2 6 Ж 
び 2 7 に 示さ れる 。 図 示さ れる 回 転 支 持 継手 アセ ン ブ リ 7 4 0 は 、 ほ ば 円 筒 形 状 で ある エ 
ンド エフェクタ 駆動 ハウ ワウ ジング 1 0 1 0 の コネ クタ 部 分 1 0 1 2 を 含む 。 ЖІ の 環状 軌道 
輸 1 0 1 4 は 、 円 筒 形状 の コネ クタ 部 分 1 0 1 2 の 周辺 に 形成 され る 。 回 転 支 持 継手 アセ 
ン ブ リ 7 40 は 、 図 2 6 及び 2 7 に 示さ れる よう に 、 エ ンド エフェクタ コネ クタ 管 72 0 
に 形成 され た 遠 位 側 ソ ケッ ト 部 分 7 3 0 を 更に 備え る 。 遠 位 側 ソケット 部 分 7 3 0 は 、 コ 
ネ ク タ 部 分 1 0 1 2 が ソケット 部 分 7 3 0 内 で 自由 に 回 転 で きる よう に 、 円 筒 状 の コネ ク 
タ 部 分 1 0 1 2 に 対し て サイ ズ 決 め さ れ る 。 第 2 の 環状 軌道 輪 7 3 2 は 、 遠 位 側 ソケット 
部 分 7 3 0 の 内 壁 7 3 1 に 形成 され る 。 遠 位 側 ソ ケッ ト 7 30 を 通し て 、 中 に ある 第 2 の 
КТ 3 2 と 連通 する 窓 7 3 3 が 設け られ る 。 図 2 6 及び 2 7 に も 見 られ る よう に 
回 転 支持 継手 アセ ン ブ リ 7 4 0 は リン グ 状 の 軸受 7 3 4 を 更に 含む 。 様々 な 例示 的 実施 
月 態 で は 、 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 は 、 切 れ 目 7 35 598944 H kE ZS JE u[ Bë Z: lZ I£ FJ JE O U) 
ング を 備え る 。 切れ 目 は 、 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 に 自由 端 7 36、7 37 を 形成 する 。 図 
2 6 に 見 られ る よう に 、 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 は 、 そ の 中 立 の 非 付 勢 状 態 に お いて ほぼ 環 
状 の 形状 を 有する 。 

[0044] 

外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 000 (例え ば 、 外 科 用 器具 の 第 1 の 部 分 ) を 関節 継手 7 0 
0 ( 例え ば 、 外 科 用 器具 の 第 2 の 部 分 ) に 連結 する た め 、 円 筒 形 状 の コネ クタ 部 分 1 0 1 
2 が 遠 位 側 ソケット 部 分 7 3 0 に 挿入 され て 、 第 2 の 環状 軌道 輪 7 3 2 が 第 1 の 環状 軌道 
ШІ 0 1 4 と ほぼ 位置 合わ せ さ れる 。 リ ンク 状 の 軸受 の 自由 端 7 3 6 、7 37 の 一 方 は 、 
次 に 、 エ ンド エフ ェ エク タ コネ クタ 管 7 2 0 の 遠 位 側 ソケット 部 分 7 30 に ある 窓 7 3 3 を 
通し て 、 位 置 合わ せ さ れ た 環状 軌道 輪 1014、732 に 挿入 され る 。 簡単 な 挿 入 を 容易 
に する た め 、 窓 又は 開口 部 7 3 3 は 、 そ の 上 に 形成 され た テー バ パ 状 の 表面 7 3 8 を 有する 
図 2 6 を 参照 され た い 。 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 は 、 本 質 的 に 適所 へ と 回 転 し 、 円 又は リ 
グ を 形成 する 傾向 が ある こと に より 、 一 旦 設置 され る と 窓 7 3 3 を 通し て 後退 し て 外 に 
出る 傾向 は な い 。 一 旦 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 が 位置 合わ せ さ れ た 環状 軌道 輪 1014、7 
32 に 挿入 され る と 、 エ ンド エフ ェ エク タコ ネ ク タ 管 7 2 0 は 、 ンド エフェクタ 駆動 ハウ 
ジン グ 1 0 1 0 の コネ クタ 部 分 1 0 1 2 に 回 転 可能 に 固着 され る 。 か か る 構成 に より 、 エ 
ンド エフェクタ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 が 、 長 手 方 向 ツ ー ル 軸線 し エーLT を 中 心 に し て 
エン ド エ フ ェ ク タ コネ クタ 管 7 2 0 に 対し て 回 転 す る こと が で きる 。 リ ング 状 の 軸受 7 3 
4 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 が 次 に その 上 で 回 転 す る 軸受 面 と な る 。 
何ら か の 側面 荷重 が 、2 つの 噛み 合う 駆動 輸 1014、7 32 に よっ て 支持 され 拘束 され 
る リン グ 状 の 軸受 7 3 4 を 変形 させ よう と し て 、 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 に 対す る 損傷 を 防 
ぐ 。 リ ング 状 の 軸受 7 3 4 を 用 いる か か る 単純 で 効果 的 な 継手 アセ ン ブ リ は 、 回 転 可 能 な 
部 分 1010、730 の 間 に 非 常に 潤滑 性 の 高い 境界 面 を 形成 する こと が 理解 され る で あ 
55, 組立 て 中 に 、 自 由 端 7 36. 7 37 の 一 方 が 窓 7 33 を 通し て 外 に 突出 で きる よう 
に され た 場合 ( 例え ば 、 図 2 7 を 参照 ) 、 回 転 支持 継手 アセ ン ブ リ 7 40 は 、 窓 7 3 3 を 
通し て リン グ 状 の 軸受 部 材 7 3 2 を 引き 抜く こと に よっ て 分 解 さ れ て も よい 。 回 転 支持 継 
手 ア セン ブリ 7 4 0 に よっ て 、 簡単 な 組 み 立 て 及び 製造 が 可能 に な る 一 方 で 、 ンド エフ 
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ェ ク タ の 回 転 操作 が 容易 に な る と 共に その 良好 な 支持 が 提供 され る 。 
[0045] 

関節 継手 7 0 0 は 、 長 手 方 向 ツ ー ル 軸線 LT を 中 心 に し た エン ド エ フ ェ ク タ 1 00 0 の 
関節 接合 を 容易 に する 。 例え ば 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 000 #5 に 示さ れる よう な 第 1 
の 方 向 「FD 」 で 関節 接合 する の が 望ま し いと き 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 は 、 第 3 の 駆動 

ンド ル ア セ ン ブ リ 436( 図 1 1 ~1 3) が 第 1 の 方 向 で 回 転 し 、 そ れ に よっ て 近 位 
側 ケ ー ブ ル 端 部 4 3 4A 及 び 最 終 的 に は 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 444 を 近 位 方 向 「 P 
D 」 で 引き 寄せ 、 近 位 側 ケー ブル 端 部 4 34B 及 び 遠 位 側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 445 を 人 解 
除 し 、 そ れ に よっ て エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 を ソケット 7 1 4 内 で 回 転 さ せる よう 
に 、 第 3 の 駆動 シス テム 4 3 0 に 電力 供給 し て も よい 。 同様 に 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 
0 を 第 1 の 方 向 FD と 反対 の 第 2 の 方 向 「 SD」 で 関節 接合 する た め 、 ロ ボッ トシ ステ ム 
1 0 は 、 第 3 の 駆動 スピ ンド ル ア セ ン ブ リ 4 3 6 が 第 2 の 方 向 で 回 転 し 、 そ れ に よっ て 近 
位 側 ケー ブル 上 端 部 4 3 4B 及 び 最 終 的 に は 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 445 を 近 位 方 向 「 
PD」 で 引き 寄せ 、 近 位 側 ケー ブル 端 部 434A 及 び 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 444 を 
解除 し 、 そ れ に よっ て エン ド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 を ソケット 7 1 4 内 で 回 転 さ せる よ 
うに 、 第 3 の 駆動 シス テム 430 に 電力 供給 し て も よい 。 エ ンド エフ ェ ク タ 1000 を 図 
5 に 示さ れる よう な 第 3 の 方 向 「TD」 で 関節 接合 する の が 望ま し いい と き 、 ロ ボッ トシ 
ステ ム 1 0 は 、 第 4 の 駆動 スピ ビン ドル ア セ ン ブ リ 456 が 第 3 の 方 向 で 回 転 し 、 そ れ に よ 
っ て 近 位 側 ケ テーブル 端 部 454A 及 び 最 終 的 に は 遠 位 側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 446 を 近 位 
方 向 「PD」 で 引き 寄せ 、 近 位 側 ケ ー ブ ル 端 部 454A 及 び 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 
47 を 解除 し 、 そ れ に よっ て エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 を ソケット 7 1 4 内 で 回 転 さ 
せる よう に 、 第 4 の 駆動 シス テム 45 0 に 電力 供給 し て も よい 。 同様 に 、 エ ンド エフ ェ ク 
タ 1 000 を 第 3 の 方 向 TD と 反対 の 第 4 の 方 向 「FTH」 で 関節 接合 する た め 、 ロ ボッ 
“... 第 4 の 駆動 スピ ンド ル ア セ ン ブ リ 456 が 第 4 の 方 向 で 回 転 し 、 そ れ 
こよ っ て 近 位 側 ケ ー ブ ル 端 部 454B 及 び 最 終 的 に は 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 447 を 
оу л о у 2. 
ト 446 を 解除 し 、 そ れ に よっ て エン ド エ フ エク タ ボ ー ル 7 2 2 を ソケット 7 1 4 内 で 回 
転 さ せる よう に 、 第 4 の 駆動 シス テム 450 に 電力 供給 し て も よい 。 
[0046] 
図 5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる エン ド エフ ェ ク タ の 実施 形態 は 、 回 転 運動 及び 長手 方 向 
の 運動 を 用 い 、 そ れ が ツー ル 装 着 部 分 3 0 0 か ら 細 長い 軸 ア セン ブリ を 通し て 作動 の た め 
に 伝達 され る 。 か か る 回 転 運動 及び 長手 方 向 の 運動 ( PAR. 188 5, 4858, ЖО FE ff ШШ 
) を エン ド エ フ ェ ク タ に 伝達 する の に 用 いら れる 駆動 軸 ア セン ブリ は 、 関 節 継手 の 周り で 
の エン ド エフェクタ の 関節 接合 を 容易 に する た め 、 比 較 的 可 携 性 で ある 。 図 2 8 及び 2 9 
は 、 図 5 及び 1 1 ~1 6 に 示さ れる 実施 形態 と 関連 し て 、 又 は 他 の 実施 形態 に お いて 用 い 
られ て も よい 、 代 替 の 駆動 軸 ア セン ブリ 6 0 0 を 示す 。 急速 脱着 継手 2 1 0 を 用 いる 図 5 
に 示さ れる 実施 形態 で は 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 38 0 は 駆動 軸 ア セン ブリ 6 0 0 の セ 
グ メ ント を 備え 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 540 は 同様 に 駆動 還 ア セン ブリ 6 0 0 の 別 の 
セグ メン ト を 備え る 。 駆動 軸 ア セン ブリ 6 0 0 は 、 一 連 の 環状 継手 セグ メン ト 604 が 切 
り 込 まれ た 駆動 管 6 0 2 を 含む お 。 そ の 図示 され る 実施 形態 で は 、 駆 動 管 6 0 2 は 近 位 側 駆 
動 軸 セグ メン ト 38 0 の 遠 位 部 分 を 備え る 。 
[0047] 

駆動 管 6 0 2 は 、 中 に 形成 され た 一 連 の 環状 継手 セグ メン ト 6 0 4 を 有する 中 空 の 金属 
管 て (て ステン レス 鋼 、 チ タン な ど ) を 備え る 。 環状 継手 セグ メン ト 6 0 4 は 、 例 えば 、 レ ー 
ザー に よっ て 駆動 管 6 0 2 に 切り 込ま れ 、 隣 接し た 継手 セグ メン ト 6 0 4 間 の 柔軟 な 移動 
を 容易 に する の に 役立つ 、 複 数 の 緩く 噛み 合う ダブ テー ル 形 状 6 06 を 備え る 。 図 2 9 を 
参照 され た い 。 管 原料 の か か る レー ザー 切断 に より 、 圧 縮 、 伸 張 、 及 び 撤 転 に 使用 する こ 
と が で きる 、 可 所 性 の 中 空 駆 動 管 が 作成 され る 。 か か る 構成 は 、「 パズル ビー ス 」 形態 に 
よっ て 隣接 し た 部 品 と 噛み 合わ され る 正反対 の 切れ 目 を 用 いる 。 こ れ ら の 切れ 目 は 次 に 
アレ イ 状 の 中 空 駆動 管 の 長 さ に 沿っ て 複製 され 、 場 合 に よっ て は 「 刻 時 」 又は 回 転 さ せ て 
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、 伸 張 又 は 拾 転 
【0048】 
図 30 ~3 4 
状 と に 大 ま か 
細 環 状 継手 セグ 
に 、 複 数 の 微細 
04 は 、 ト ル 


合 を 容易 に する こ 


( 29) 


性 能 が 変更 され る 。 


は 、 緩 く 噛み 合う 対向 する 「 


T 」 字 形状 と 切欠 き 
に 似 て いる 、 複 数 の レー ザー 切断 形状 606" 


メン ト 60 4 ” を 示す 。 環状 継手 セグ メン ト 6 


関節 接合 捨 転 継手 を 備え る 。 
ク を 伝達 する と 共に 、 そ れ ぞ 
と が で きる 。 図 3 0 及び 3 


即ち 、 そ れ ぞ れ の 
れ の 環状 継手 セグ 
1 に 示さ れる よう 
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部 分 を 中 に 有する TT 字形 


を 備え る 、 代 替 の 例示 的 な 微 


04,604” は 、 本 質 的 
継手 セグ メン ト 604、6 
メン ト 間 の 相対 的 な 関節 接 
に 、 駆 動 管 6 0 2 の 遠 位 端 


6 0 3 に ある 継手 セグ メン ト 6 0 4р’ は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 又は 急速 脱着 継手 の 一 部 な 
る た め の 他 の 駆動 構成 要素 に 対す る 取付 け を 容易 に する 、 遠 位 側 装 着 カ ラ 
端 6 0 5 に ある 継手 セグ メン ト 604P' は 


ど を 関節 接合 す 
一 部 分 6 08D 
、 他 の 近 位 側 駆 
装着 カラ ー 部 分 
[ 0049] 

特定 の 駆動 軸 
間隔 を 増加 させ 
"が 、 駆 動 管 が 


共に 連結 され た まま で ある こと を 担保 する た め 、 


2 及び 3 3 に 示 


に 巻 か れ た 部 材 を 備え る 。 様々 な 例示 的 実施 


位 側 装着 カラ ー 
る 。 同様 に 、 ば 
か れる 。 他 の 実 
、 そ れ に よっ て 
ね じ 付き 制御 構 
拘 東 部 材 は 、 駆 
、 可 変 ピ ッ チ を 
拘 東 部 材 の 可変 


あろ う 、 HAK 
えば 、 駆 動 軸 ア 


図 3 4 A に 示 
マー 性 の 管 又は 
マー 性 の 管 又 は 
月 成 さ れ た 中 空 
[0050] 
か か る 駆動 軸 
範囲 を 容易 に す 
えば 、 図 3 4 K 
り 、 大 き な 運 動 
共に 、 そ こ を 通 


を 有 し 、 駆 動 管 602 の 近 位 


608P' を 有する 。 


アセ ン ブ リ 6 0 0 それ ぞ れ に 


動 構成 要素 又は 急速 脱着 継手 の 一 部 に 


関す る 継手 間 の 運 


対す る 取付 け を 容易 に する 、 近 位 側 


動 範 較 は 、 レ ー ザ ー 切 断 の 


る こと に よっ て 増加 させ る こと が で きる 。 例え ば 、 継 手 セ グ メ ント 6 0 4 


所 望 の 運動 範囲 を 通し て 関節 


され る 実施 形態 で は 、 補 助 拘 


部 分 6 08D に 対応 し 、 ば ね 
ね 6 1 2 の 近 位 端 6 1 8 は 、 


成 要 素 を 螺 合 可能 に 係 合 する 
動 還 アセ ン ブ リ を 回 転 さ せな 
有する よう な 有形 で 設置 され て 


び 発 射 運動 を 向上 させ る た め に 


接合 する 能力 を 閉 


東部 材 6 1 0 は 、 
用 態 で は 、 ば ね 6 
6 1 2 の 中 央 部 分 6 


補助 拘束 部 材 6 1 0 が 用 いら れる 。 図 3 


し く 減 少 さ せる こと な く 、 


ば ね 6 1 2 又は 他 の 螺旋 状 
1 2 由 下 位 端 6 1 4 2. xi 
16 より も きつ く 巻 か れ 


ば ね 6 1 2 の 中 央 部 分 6 1 6 より も きつ く 巻 
施 形態 で は 、 拘 東部 材 6 1 0 は 所 望 の ピッ チ で 駆動 管 6 0 2 上 に 設置 され 
拘束 部 材 は 、 例 えば 、 エ ンド エフ ェ ク タ 及び / 又 は 制御 シス テム 上 の 他 の 


7- &b д) Я| Eš PE D B 
235. pr 580) [n] д 


動 ね じ と し て も 機能 する 。 
制御 運動 の 伝達 を 達成 する 


も よい こと も 認識 され る で あろ う 。 例 えば 


ド ピッ チ 構 成 は 、 同 じ 回 転 運動 と は 異な る 線形 的 行程 に よっ て 利益 を 得る で 
使用 され て も よい 。 他 の 実施 形態 で は 、 例 


セン ブリ は 、9 0 度 の 曲がり の 周り で 押し 引き する こと が で きる 、 中 空 の 
T x Md Фа тосо E 


され る よう に 、 駆動 管 6 02 


コー ティ ン NONO LN s 


形態 で は 、 補 助 拘束 部 材 は 


の 外面 又は 周辺 の 周り に 適用 され る エラ スト 


更に 別 の 実施 形態 で は 、 例 えば 、 エ ラス ト 


コー ティ ング 6 1 1 は 、 図 3 4 B に 示さ れる よう に 、 駆 動 管 6 0 2 内 に 


の 通路 6 1 3 内 に 設置 され る 。 


の 構成 は 、 優 れ た 荷重 伝達 を 


可能 に する 一 方 で 所 望 の 軸線 方 向 の 関節 接合 


る 、 複 合 失 転 駆動 輪軸 ( composite torsional drive axle) を 備え る 。 例 
即ち 、 こ れ ら の 複合 駆動 軸 ア セン ブリ に よ 
範囲 が 可能 に な る 一 方 で 、 捨 転 を 両方 向 で 伝達 する 可能 性 が 維持 され る と 


び 3 4A~B を 参照 され た い 。 


mh 


42. 


8) 0 


動 軸 構成 が 中 空 で ある と いう 性 質 に より 、 改 


制御 構成 要素 を 
ント の 整列 を 支 
ー ブ ル を 含む 
更に 、 か か る 駆 
[0051] 

X3 5 ~3 8 


一 方 で 、 駆 動 還 ア セン ブリ を 通 


中 2... に な る 。 


動 軸 構 成 は 製造 及び 組立 て が 


ik. 駆動 軸 ア セン ブリ 600" 


は 、 管 原材料 ( PAR. TYLA, FY 


伝達 が 容易 に な る 。 
善 さ れ た 引張 り 荷 重 を も た らし な が ら 、 他 の 


それ に 加え て 、 か か る 駆 


例え ば 、 一 部 の 他 の 実施 形態 は 、 継 手 セ グ メ 
援 す る こと が で きる 、 駆 動 軸 ア セン ブリ を 通っ て 延 在 す る 可 携 性 の 内 部 ケ 
し て 伸張 運動 を 加え る 能力 が 容易 に され る 。 
比較 的 簡単 で ある 。 


の セグ メン ト 6 2 0 を 示す 。 こ の 実施 形態 


ン 、 ポ リマ ー な ど ) か ら レ ー ザ ー 切 断 さ れ た 
継手 セグ メン ト 622 、624 を 含む 。 切 れ 目 6 2 6 が 径 方 向 で あっ て ある 程度 テー パ 状 
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な の で 、 継 手 セ グ メ ント 622、624 は 共に 緩く 取り 付け られ た まま で ある 。 例え ば 

突起 部 分 6 2 8 は それ ぞ れ 、 テ ー パ 状 の 内 壁 部 分 を 有する ソケット 6 3 0 内 に 受け 入れ ら 
れ た テー パ 状 の 外周 部 分 6 29 を 有する 。 例 えば 、 図 36 及び 38 を 参照 され た い 。 し た 
が っ て 、 継 手 セ グ メ ント 622、624 を 共に 取り 付け る の に 組立 て は 不要 で ある 。 図面 
に 見 られ る よう に 、 継 手 セ グ メ ント 622 は 、 隣 接し た 継手 セグ メン ト 6 2 4 に 形成 され 


た 対応 する ソケット 6 30 に 旋回 可能 に 受け 入れ られ る 、 そ の それ ぞ れ の 端 部 上 で 切り 取 
られ た 対向 する 旋回 突起 部 分 628 2. 
[0052] 


35-38 は 、 駆 動 軸 ア セン ブリ 600 '′ の 小さ い セ グ メ ント を 示す 。 当 業者 で あれ 
ば 、 突 起 プ ソケット は 、 駆 動 軸 アセ ン ブ リ の 全長 を 通し て 切り 取ら れ て も よい こと を 認識 
する で あろ う 。 即ち 、 継 手 セ グ メ ント 62 4 は 、 隣 接し た 継手 セグ メン ト 6 2 2 と の リン 
ク を 容易 に する よう に 切り 込ま れ た 対向 する ソケット 6 3 0 を 有 し て 、 駆 動 還 ア セン ブリ 
600' の 長 さ を 完成 させ て も よい 。 そ れ に 加え て 、 継 手 セ グ メ ント 624 は 、 図 37 及 
び 3 8 に 示さ れる よう に 、 継 手 セ グ メ ント 6 2 2 に 対す る 継手 セグ メン ト 6 2 4 の 関節 接 
合 を 容易 に する よう に 切り 込ま れ た 角度 付き の 端 部 6 3 2 を 有する 。 図示 され る 実施 形態 
で は 、 そ れ ぞ れ の 突起 6 2 8 — 継手 セグ メン ト 6 2 2 に 形成 され た 対応 する 関節 接合 止 
め 具 6 3 6 に 接触 する よう に 適合 され た 、 関 節 接合 停止 部 分 6 34 を 有する 。 図 3 7 ЖО 
38 を 参照 され た い 。 шини は セグ メン ト 620 と 同一 で あっ て も よい 他 の 実施 
多 態 は 、 関 節 接合 停止 部 分 6 3 4 及び 止め 具 6 36 を 備え て いな い 。 

[0053] 

上 述 し た よう に 、 特定 の 駆動 軸 ア セン ブリ それ ぞ れ に 関す る 維 手 間 の 運動 範囲 は 、 レ ー 
ザー 切断 の 間隔 を 増加 させ る こと に よっ て 増加 させ る こと が で きる 。 か か る 実施 形態 で は 
、 継 手 セ グ メ ント 622、62 4 が 、 駆 動 管 が 所 望 の 運動 範囲 を 通し て 関節 接合 する 能力 
を 著しく 減少 させ る こと な く 、 共 に 連結 され た まま で ある こと を 担保 する た め 、 エ ラス ト 
マー 性 の スリ ー ブ 又 は コー ティ ング 6 4 0 の 形態 で ある 補助 拘束 部材 が 用 いら れる 。 ffo 
実施 形態 は 、 本 明細 書 に 開示 する 拘束 部 材 の 他 の 形態 及び それ ら と 等 価 な 構造 を 用 いる 
図 3 5 に 見 られ る よう に 、 継 手 セ グ メ ン ト 622、624 は 、 旋 回 突起 6 2 8 及び 対応 す 
る ソケット 6 3 0 に よっ て 定義 され る 旋回 軸線 「 PA-PA」 を 中 心 に し て 旋回 する こと 
が で きる 。 拡大 され た 関節 接合 範囲 を 得る た め 、 駆 動 軸 ア セン ブリ 600 ' は 、 旋 回 軸線 
PA-PA を 中 心 に し て 旋回 し な が ら 、 ツ ー ル 軸線 TL- TL を 中 心 に し て 回 転 し て も よ 
い 。 

[0054] 

39-44 は 、 別 の 駆動 還 ア セン ブリ 600 '′ !' の セグ メン ト 6 4 0 を 示す 。 EKE h 
アセ ン ブ リ 6 00”? は 、 可 携 性 の 中 空 駆動 管 602 ' ' を 形成 する 複数 の 相互 接続 され 
た 継手 セグ メン ト 6 4 2 を 含む 多重 セグ メン ト 駆動 シス テム を 備え る 。 継手 セグ メン ト 6 
42 は 、 ボ ー ル コネ クタ 部 分 6 4 4 及び ソケット 部 分 6 48 を 含む 。 それ ぞ れ の 継手 セグ 
メン ト 6 4 2 は 、 例 えば 、 金 属 射出 成形 「 MI M」 に よっ て 作製 され 、17-4、17- 
7. 420 ステン レス 鋼 か ら 作 製 さ れ て も よい 。 他 の 実施 形態 は 、3 0 0 又は 4 0 0 シリ 
ー ズ の ステ ン レ ス 鋼 、6 0 6 5 若しくは 7 0 7 1 アル ミニ ウム 又は チタ ン か ら 機 械 加工 さ 
れ て も よい 。 更に 他 の 実施 形態 は 、 例 えば 、 プ ラス チッ ク 充填 若 し く は 無 充 填 の ナイ ロン 
、 ウ ル テ ム 、ABS 、 ポ リカ ー ボ ネー ト 、 又 は ポリ エチ レン か ら 鋳 型 す る こと が で きる 。 

図面 に 見 られ る よう に 、 ボ ー ル コネ クタ 6 4 4 は 六角 形 の 形状 で ある 。 即ち 、 ボ ー ル コネ 
クタ 6 4 4 は 、 そ の 上 に 形成 され た 6 つの 弓 状 表面 6 46 を 有 し 、 同 様 に 形作ら れ た ソ ケ 
ッ ト 650 に 回 転 可能 に 受け 入れ られ る よう に 適合 され る 。 оао 
6 つの 平坦 面 6 4 か ら 形 成 さ れ た 六角 形 形状 の 外側 部 分 6 5 2 と 、 径 方 向 に 形作ら れ 
た 内側 部 分 6 5 6 と を 有する 。 図 4 2 を 参照 され た い 。 SE 下 6 42 
i. 駆動 軸 ア セン ブリ 6 0 0 の 遠 位 端 及 び 近 位 端 を 形成 する 最後 の 継手 セグ メン ト の ソ ケ 
ッ ト 部 分 が 、 対 応 す る 制御 構成 要素 と 動作 可能 に 噛合 する よう に 構成 され て も よい 点 を 除 
いて 、 構 造 的 に 同一 で ある 。 そ れ ぞ れ の ボー ルコ ネ ク タ 6 4 4 は 、 中 空 の 可 携 性 駆動 管 6 
027” を 通る 中 空 通路 6 0 3 を 協 働 し て 形成 する 、 中 空 通路 6 45 を 中 に 有する 。 
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[0055] 
図 4 3 及び 4 4 に 見 られ る よう に 


され る 。 図 4 5 は 、 相 互 接続 され た 


又は 可 携 性 の ポリ マー 材料 か ら 作製 され た 
、 拘 東部 材 6 6 0 及び 内 部 コア 部 材 6 6 2 omg 


[0056] 
駆動 軸 ア セン ブリ 600' は 、 


(31) 
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、 相互 接続 され た 継手 セグ メン ト 6 4 2 は 、 例 えば 
可 携 性 の ポリ 2. 作製 され た 管 又 は スリ ー ブ を 備え る 、 拘 東部 
継手 セグ メン 
コア 部 材 6 6 2 を 示す 。 内 部 コア 部 材 6 6 2 は 、 ポ リマ ー 材 料 か ら 作製 


Bk RU 


ト 6 42 を 通っ て 延 在 


を 伝達 する の を 容易 に する 。 駆動 還 ア セン ブリ 
縮 荷 重 の 伝達 を 容易 に する 、 追 加 の 制御 構成 要素 又は 引張 り 要 素 ( 例え ば 、 可 携 性 ケー ブ 
ル ) の た め の 余 地 を 提供 する 。 し か し な が ら 、 
は 駆動 軸 ア セン ブリ を 通る 中 空 の 通路 を も た ら 
$ 0 介し て 並 進 さ れる 。 よ り 


ー ル コネ クタ は 中 実 で ある 。 回 転 運 
きつ い 許 容 差 は 、 よ り 大 きい 荷重 容 
の 中 心 線 を 通る ケー ブル 又は 他 の 引 


動 は 


方 が 用 いら れる 別 の 実施 


方 向 関節 継手 を 通し て 回 転 運動 及び 並 進 運動 


60077 の 中 空 の 性 質 


量 を 可能 
| 


他 の 実施 形態 で は 、 継手 
さ な い 。 か か る 実施 形態 で 


こし て も よい 。 BS v 


駆動 還 ア セン ブリ 600 °’ 全体 を 回 転 さ せ 、 曲 げ 、 押 し 、 及 び 引 く こ 
ば 、 駆動 軸 ア セン ブリ 600 ° k, Жо 


路 な ど を 形成 し て も よい 。 
[0057] 


1004 X&O58102724H100 


4 に 


動 経路 、 直 線 の 駆動 経路 


図 5 及び 47 ~5 4 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム 1 0 と 共に 効果 的 に 用 いら 
外科 用 エン ド エフ ェ ク タ 1000 を 示す 。 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 は 、 
対し て w 
6 を 有する 、 エ ンド カッ ター1002 を 備え る 。 


択 的 に 移動 可能 な 第 2 
図 5 及び 47 ~5 4 に 


で は 、 第 1 の つか み 具 1 004 は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 30 を 
持 す る よう に 構成 され た 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 の 形態 の 支持 部 材 1 
第 2 の つか み 具 1 006 は アン ビル アセ ンプ ブリ 


及び 5 5 に 見 られ る よう に 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 1 100 は 、 そ の 上 に スス テー プル 形成 面 


1100 を 備え る 。 図 4 


材 6 6 0 内 に 収容 
する 可 携 性 の 内 部 
され た 中 実 部 材 、 


空 の 管 若 し く は スリ ー ブ を 備え る 。 図 4 6 は 


形態 を 示す 。 


は 、 引 張り 及び 圧 


セグ メン ト 62 4 
=. ША І. ж 


м7)600' 
限 す る こと な く 、 
と が で きる 。 例え 
、 蛇 行状 の 駆動 経 


れ て も よい 1 つの 
第 1 DONA A 
の つか み 具 100 
示さ れる 実施 形態 
! で 動作 可能 に 支 
019 を 備え る 。 
7. 49.53. 


1 10 4 を 有する アン ビル 本 体 1 102 を 備え る 。 ア ン 2. 102 は 、 細 長い チャ 
ネル 1 02 0 の 装 — EET E 合 さ れ た 通 


る 。 旋回 又は トラ ニオ ン ピ ン ( 図示 な し ) | 


. R1022 оо Ї 


21222222 こ 旋回 可能 に 連結 
に より 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 1 1 00 を 、 ス テー プル 形成 面 110 4 が 
リッ ジ 1 0 40 の カー トリ ッ ジ デッキ 1044 か ら 離 隔 配 置 さ れる 開放 位置 ( 図 47 て 5 


0 ) と 、 ア ン ビ ル 本 体 1 1 02 の ステ ー プ ル 
に 対し て 直面 する 関係 に ある 閉鎖 位置 


( K5 


1 ~54) と の 間 で 、 長 


FLT-LT」 に ほぼ 直交 する 閉鎖 軸 「CA-CA」 を 中 心 に し て 選択 


こむ で きる 
[0058] 


図 5 及び 47 ~5 4 の 実施 形態 は 、 


第 5 D BE 


を 受け 入れ る よう に 構成 され た 閉鎖 アセ ン ブ リ 
7 0 は 、 駆 動 ロ ウッ ドア セン ブリ 490 を 軸線 方 
た よう に 、 駆 動 ロ ツ ッ ド アセ ン ブ リ 490 は 、 駆 


フェ ー ス 接続 し て そこ か ら 軸 線 方 向 


F 4 9 2 を 含む 。 近 位 側 駆動 ロ ツ ッ ド セグ メン ト 492 は 、 駆 動 ロ ッ ド 連 
0 に 


て 遠 位 側 駆動 ロッ ンド セグ メン ト 5 2 


ГА 
の Ñ 


] 御 運動 


連結 さ 


は 、 関 節 継 手 7 00 を 中 心 に し た 


ンド 


性 で ある 。 例え ば 、 遠 位 側 駆動 ロッド セグ メン 


動 シ ステ ム 47 0 か ら の 
1 1 1 0 を 用 いる 。 第 5 
向 に 前 進 及 び 撤 回 する の (6 
動 ソ レノ イド 47 4 と 動 
を 受け 入れ る 、 近 位 側 駆 


ШП 


れる 。 ж МШШ ОУ К 


若しくは ニチ ノー ル の ケー ブル 又は 積層 構造 を 備え て も よい 。 


НІНІ 106 を 有 す 
0 4 を 通し て 挿入 
する 。 か か る 構成 
ステ ー プ ルカ ー ト 


用 成 面 1104 が カー トリ ッ ジ デッキ 1 0 4 


手 方 向 ツ ー ル 軸線 
可能 に 旋回 させ る 


開放 及び 閉鎖 運動 
の 駆動 シス テム 4 
に 役立つ 。 上述 し 
作 可 能 に イン ター 
動 ロ ツ ッ ド セグ メン 
H5 0 2 を 通し 
セグ メン ト 52 0 


フェ クタ 1 0 0 0 の 関節 接合 を 容易 に し 、 更 に 
また 、 そ こ を 通し た 閉鎖 及び 開放 運動 の 軸線 方 向 の 伝達 を 容易 に する た め 、 あ る 程度 可 拉 
ト 520 は 、 チ タン 、 ス テン 


レス ば ね 鋼 、 
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[0059] 

閉鎖 アセ ン ブ リ 1 1 1 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 に 旋回 可能 に 取り 付け られ た 閉鎖 
リン ク 機 構 11 1 2 を 含む 。 図 4 8 、5 1 、 及 び 5 2 に 見 られ る よう に 、 閉 鎖 リ ンク 機構 
1 1 12 は 開口 部 1 1 1 4 を 有 し 、 そ こ を 通し て 太 位 側 駆動 ロッ ンド セグ メン ト 520 の 遠 
位 端 5 2 4 が 延 在 す る 。 ボ ー ル 5 2 6 又は 他 の 構成 体 が 遠 位 側 駆動 ロッ ド セ グ メン ト 5 2 
0 に 取り 付け られ 、 そ れ に よっ て 遠 位 側 駆動 ロッ ンド セ グ メ ント 520 の 遠 位 端 5 2 4 が 閉 
鎖 リ ンク 機構 1 1 1 2 に 取り 付け られ る 。 閉鎖 アセ ン ブ リ 1 1 10 は 、 細 長い チャ ネル 1 
0 2 0 の 側面 上 に 回 転 可能 に 装着 され た 、 一 対 の カム 板 1 1 2 0 を 更に 含む 。 一 方 の カム 
板 1 1 2 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 の 一 方 の 側面 上 で 回 転 可能 に 支持 され 、 他 方 の カ 
ム 板 1 1 2 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 の 他方 の 側面 上 で 回 転 可能 に 支持 され る 。 図 6 
0 を 参照 され た い 。 一 対 の 旋回 リン ク 1 1 2 2 は 、 そ れ ぞ れ の カム 板 1 1 2 0 と 閉鎖 リン 
ク 機 構 1 1 1 2 と の 間 に 取 り 付 けら れる 。 し た が っ て 、 駆 動 ロ ツン ドア セン ブリ 49 0 に よ 
っ て 閉鎖 リン ク 機 構 1 1 1 2 を 旋回 移動 させ る こと で 、 カ ム 板 1 1 2 0 の 回 転 が も た ら さ 
れる 。 そ れ ぞ れ の カム 板 1 1 2 0 は 、 ア ン ビ ル 本 体 1 1 02 の 対応 する カム スロ ッ ト 1 1 
08 に 摺 動 可能 に 受け 入れ られ る 、 カ ム 板 か ら 突 出す る アク チュ エー タ ピ ン 1 1 2 4 を 更 
に 有する 。 

[0060] 

次 に 、 第 2 の つか み 具 1 006 又は アン ビル アセ ン ブ リ 1 1 0 0 の 作動 に つい て 記載 す 
る 。 図 47 て 50 は 、 開 放 位 置 に ある アン ビル アセ ン ブ リ 1 1 0 0 を 示す 。 エ ンド エフ ェ 
クタ 1 000 が 切断 され ステ ー プ ル 留 め さ れ る 組織 に 対し て 位置 決め され た 後 、 ロ ボッ ト 
コン トロ ー ラ 1 2 は 、 駆 動 ソ レノ イド 474 を 第 1 の 又は 遠 位 方 向 「 DD」 で 始動 させ て 
も よく 、 そ れ に よっ て 最終 的 に 、 駆 動 ヨ ー ク 47 2 の 遠 位 方 向 移動 が も た ら さ れ て 、 務 動 
ロッ ドア セン ブリ 49 0 を 遠 位 方 向 「 DD」 に 移動 させ る 。 駆動 ロッ ドア セン ブリ 490 
の か か る 移動 に よっ て 、 謗 位 側 駆動 ロ ツ ド セ グ メン ト 52 0 の 遠 位 方 向 移動 が も た ら さ れ 
、 そ れ に よっ て 閉鎖 リン ク 機 構 1 1 1 2 が 開放 位置 か ら 閉 鎖 位 置 へ と 旋回 する ( KM5 1 一 
5 4 ) 。 閉鎖 リン ク 機 構 1 1 1 2 の か か る 移動 に よっ て 、 カ ム 板 1 1 20 が 「CCW」 方 
向 で 回 転 す る 。 カ ム 板 が 「CCW」 方向 で 回 転 す る に つれ て 、 ア クチ ュ エ ー タ ピン 1 1 2 
4 と それ ら 個 々 の カム スロ ッ ト 1 1 0 8 と の 間 の 相互 作用 に よっ て 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 
1 100 が 旋回 し て 標的 組織 上 で 閉鎖 され る 。 標的 組織 を 解除 する た め 、 駆 動 ソ レノ イド 
4 7 4 が 始動 され て 駆動 ロッ ドア セン ブリ 490 を 近 位 方 向 「 PD 」 で 引っ 張り 、 そ れ に 
より 、 閉 鎖 リ ンク 機構 1 1 1 2 の 開放 位置 へ の 逆転 旋回 移動 が も た ら さ れ 、 そ れ に よっ て 
最終 的 に 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 1 1 0 0 が 旋回 し て 開放 位置 へ と 戻さ れる 。 

[0061] 

加 5 5 —5 9 は 、 開 放 及 び 閉 鎖 運 動 を アン ビル 1 1 00 に 加え る た め の 別 の 閉鎖 シス テ 
ム 6 7 0 を 示す 。 図 5 6 に 見 られ る よう に 、 例 えば 、 閉 鎖 シ ステ ム 6 7 0 は 、 第 1 の 閉鎖 
ロッ ド セ グ メン ト 680 を 回 転 可能 に 支持 する 第 1 の 装着 ブロ ッ ク 又 は 部 材 6 7 2 を 含む 
。 ЖІ の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 6 8 0 は 、 ほ ぼ 半 円 形 の 断面 形状 を 有する 。 ЖІ の 閉鎖 ロ 
ッ ド セグ メン ト 680 の 近 位 端 6 8 2 は 、 装 着 ブ ロッ ク 6 7 2 に 形成 され た 第 1 の 装着 ソ 
ケッ ト 6 7 3 内 で 回 転 可能 に 支持 され る 、 第 1 の ボー ルコ ネ ク タ 6 8 4 を その 上 に 有する 
。 関節 継手 7 0 0 に よる エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 の 関節 接合 を 容易 に する た め 、 第 1 の 
閉鎖 ロッ ド セグ メン ト 6 8 0 は また 、 図 58 及び 5 9 に 示さ れる よう な 関節 継手 7 0 0 と 
合致 する 、 第 1 の 氏 歯 状 部 分 6 8 6 を 有する 。 閉鎖 シス テム 6 7 0 は 、 第 2 の 閉鎖 ロッ ド 
セグ メン ト 690 を 回 転 可 能 に 支持 する 第 2 の 装着 ブロ ッ ク 又 は 部 材 6 7 4 を 更に 含む 。 
第 2 の 閉鎖 ロッ ツ ド セグ メン ト 6 9 0 は 、 ほ ぼ 半 円 形 の 断面 形状 を 有する 。 第 2 の 閉鎖 ロッ 
ド セ グ メン ト 6 9 0 の 近 位 端 6 9 2 は 、 第 2 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 4 に 形成 され た 第 2 の 装 
着 ソ ケッ ト 67 5 内 で 回 転 可 能 に 支持 され る 、 第 2 の ボー ルコ ネ ク タ 6 9 4 を その 上 に 有 
する 。 関節 継手 7 0 0 に よる エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 の 関節 接合 を 容易 に する た め 、 第 
2 の 閉鎖 ロッ ド セグ メン ト 6 9 0 は また 、 図 58 及び 5 9 に 示さ れる よう な 関節 継手 7 0 
0 と 合致 する 、 第 2 О98М8О 2696 258944, 
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Bl5 6 に や は り 見 られ る よう に 、 閉 鎖 シ ステ ム 6 7 0 は 、 第 1 の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 
6 8 0 の 遠 位 端 6 8 2 に 取り 付け られ た 第 1 の 旋回 リン ク 6 7 6 を 更に 有する 。 第 1 の 旋 
回 リン ク 6 7 6 は 、 第 1 の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 680 の 遠 位 端 6 8 2 に 形成 され た 第 1 
の ソケット 68 3 内 で 回 転 可 能 に 支持 され る よう に 構成 され た 、 リ ンク 上 に 形成 され た 第 
1 の 旋回 突起 8 7 7 を 有する 。 か か る 構成 に より 、 第 1 の 旋回 リン ク 6 7 6 を 第 1 の 閉鎖 
ロッ ド セ グ メン ト 6 8 0 に 対し て 回 転 さ せる こと が 可能 に な る 。 同様 に 、 第 2 の 旋回 リン 
ク 6 7 8 は 、 第 2 の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 6 9 0 ХИС 25 k > (z. cot 
6 9 1 に 取り 付け られ る 。 第 2 の 旋回 リン ク 6 7 8 は 、 第 1 の 旋回 突起 6 7 7 の 開口 部 を 
通し て 延 在 し て 、 第 2 の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 69 0 の 遠 位 端 1 6 9 1 に ある 第 2 の ソ ケ 
ッ ト 69 2 内 で 回 転 可能 に 支持 され る よう に 構成 され た 、 リ ンク 上 に 形成 され た 第 2 の 旋 
回 突起 1 6 7 9 を 有する 。 そ れ に 加え て 、 図 56 に 見 られ る よう に 、 第 1 及び 第 2 の 旋回 
リン ク 67 6 、67 8 は 、 第 1 の 旋回 リン ク 676 の スロ ッ ト 7 1 7 内 に 摺 動 可能 に 受け 
入れ ら れる 第 2 の 旋回 リン ク 6 7 8 上 の キー7 1 6 に よっ て 互い に 移動 可能 に キー 止め さ 
れる 。 少な く と も 1 つの 実施 形態 で は 、 第 1 の 旋回 リン ク 6 7 6 は 、 第 1 の リン ク 機 構 ア 
ー ム 6 8 7 に よっ て カム 板 1 1 2 0 それ ぞ れ に 取り 付け られ 、 第 2 の 旋回 リン ク 6 7 8 は 
、 第 2 の リン ク 機 構 ア ー ム 6 8 8 に よっ て カム 板 1 1 2 0 それ ぞ れ に 取り 付け られ る 。 
[0063] 

図示 され る 実施 形態 で は 、 閉 鎖 シ ステ ム 6 7 0 は 駆動 ソレ ノイド 47 4 に よっ て 作動 さ 
れる 。 駆動 ソレ ノイ ド 4 7 4 は 、 第 1 及び 第 2 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 2 、6 7 4 の 一 方 と 動 
作 可 能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 そ れ に 対し て 軸線 方 向 の 閉鎖 及び 開放 運動 を 加え る 
よう に 構成 され る 。 図 5 6 ~5 9 に 見 られ る よう に 、 か か る 駆動 構成 は 、 第 1 の 旋回 リン 
ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 6 9 5 の スロ ッ ト 6 9 6 内 へ と 延 在 す る ピン 6 8 5 に よっ て 、 第 1 
の 装着 ブロ ッ ク 6 7 2 に 移動 可能 に 取り 付け られ る 、 第 1 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブ 
リ 695 を 更に 備え て も よい 。 同様 に 、 第 2 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 697 は 、 
第 2 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 6 9 7 の スロ ッ ト 6 9 8 内 へ と 延 在 す る ピン 685 
に よっ て 、 第 2 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 4 に 移動 可能 に 取り 付け られ る 。 ЖІ の 旋回 リン ク 及 
び 歯 車 ア セン ブリ 6 9 5 は 、 そ れ に 回 転 可能 に 装着 され た 第 1 の 傘 歯 車 6 9 9 A を 有 し 、 
第 2 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 6 9 7 は 、 そ れ に 回 転 可能 に 取り 付け られ た 第 2 の 
傘 歯 車 69 9B を 有する 。 第 1 及び 第 2 の 傘 歯 車 69 9A、699B は 両方 と も 、 ツ ー ル 
装着 プレ ー ト 3 0 2 上 に 回 転 可能 に 装着 され た 遊び 歯車 6 8 9 と 噛合 係 合 し た 状態 で 装 
され る 。 図 5 9 A を 参照 され た い 。 し た が っ て 、 第 1 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 2 を 遠 位 方 向 「 
DD 」 で 前 進 さ せ 、 そ れ に よっ て 第 1 の 閉鎖 ロッツ ド セ グ メン ト 68 0 及び 第 1 の 旋回 リン 
ク 6 7 6 も 遠 位 方 向 DD で 移動 させ る と 、 傘 歯車 689、699A、699B は 、 第 2 の 
閉鎖 ロッ ド 6 9 0 及び 第 2 の 旋回 リン ク 6 7 8 の 近 位 方 向 「 PD 」 で の 移動 を も た ら す 。 
同様 に 、 第 1 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 2 を 近 位 方 向 「PD」 で 前 進 さ せ 、 そ れ に よっ て 第 1 の 
閉鎖 ロッツ ド セグ メン ト 6 8 0 及び 第 1 の 旋回 リン ク 6 7 6 も 近 位 方 向 PD で 移動 させ る と 
、 傘 歯車 689、6 9 9A、699B は 、 第 2 の 閉鎖 ロッ ド 6 9 0 及び 第 2 の 旋回 リン ク 
6 7 8 の 遠 位 方 向 「 DD 」 で の 移動 を も た ら す 。 

[0064] 

図 58 は 、 開 放 位 置 に ある アン ビル 1 1 0 0 を 示す 。 そ の 図面 に 見 られ る よう に 、 第 1 
の 閉鎖 ロッ ド 6 8 0 は 第 2 の 閉鎖 ロッ ド 6 9 0 の わずか に 近 位 側 で ある 。 アンビル を 閉鎖 
する た め 、 駆動 ソ レノ イド 47 4 が 電力 供給 され て 、 第 1 の 閉鎖 ロッ ド 680 を 遠 位 方 向 
「DD」 で 較 線 方 向 に 前 進 さ せる 。 か か る 作用 に よっ て 、 第 1 の 旋回 リン ク 67 6 及び 第 
1 の リン ク 機 構 ア ー ム 68 7 が 、 図 59 に 示さ れる よう な 反 時 計 「CCW」 方向 で カム 板 
1 120 を 回 転 さ せる 。 か か る 作用 は また 、 第 2 の 閉鎖 ロッ ド 69 0 の 近 位 方 向 の 移動 を 
も た らし て 、 第 2 の 旋回 リン ク 6 7 8 及び 第 2 の リン ク 機 構 ア ー ム 688 も 、 反 時 計 「C 
CWI 方 向 で カム 板 1 1 2 0 を 引っ 張る 。 ア ン ビ ル を 開放 する た め 、 駆 動 ソ レノ フイ ド 47 
4 は 、 第 1 の 装着 ブロ ッ ク 6 7 2 に 対し て 軸線 方 向 の 制御 運動 を 加え て 、 第 1 及び 第 2 の 
制御 ロッ ド セ グ メン ト 680、690 を 図 5 8 に 示さ れる 位置 に 戻す 。 

[0065] 
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図 6 0 0 に 示さ れる エン ド エフ ェ ク タ の 実施 形態 1 000 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 100 0 
に 対し て 回 転 制御 運動 を 選択 的 に 加え る の を 容易 に する 、 全 体 的 に 7 48 と し て 指定 され 
る 駆動 構成 を 含む お 。 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 は 、 器具 駆動 還 1 3 0 0 F GW u (4 
支 さ れる 発射 部 材 1 2 0 0 を 含む 。 図 6 1 に 見 られ る よう に 、 問 具 駆 動 還 1 300 は 、 そ 
の 上 に 形成 され た 、 軸 受 ス リー ブ 1 0 1 1 内 で 回 転 可能 に 支持 され る 軸受 セグ メン ト 1 3 
0 4 を 有する 。 器具 駆動 軸 1 30 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 020 と 動作 可能 に イン ター フ 
ェ ー ス 接続 する と 共に 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 0 0 の 一 部 分 に よっ て 動作 可能 に 支持 され 
る 、 全 体 的 に 7 5 0 と し て 指定 され る 回 転 伝達 装置 と 動作 可能 に 噛合 する 、 器 具 駆 動 歯 車 
1 302 を 有する 。 1 つの 例示 的 形態 で は 、 回 転 伝達 装置 7 5 0 は 差 動 連 動 ア セン ブリ 7 
6 0 を 含む 。 図 6 4 及び 6 5 に 見 られ る よう に 、 差 動 連 動 ア セン ブリ 7 6 0 は 、 エ ンド 
フェ クタ 駆動 ハウ ジン グ 101 0 に 対し て 選択 的 に 回 転 し 、 ま た エン ド エ フ ェ ク タ ハウ ジ 
ング 1 01 0 と 共に 回 転 す る よう に 構成 され た 、 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 を 含む 。 
[0066] 

遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 4 0 は 、 太 陽 歯 車 7 5 4 が 取り 付け られ た 太陽 歯車 軸 7 5 2 
に 取り 付け られ る 。 し た が っ て 、 遠 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 540 を 回 転 さ せる と 、 太 陽 歯 
車 7 5 4 が 回 転 す る 。 太陽 歯車 7 5 4 は また 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 40 と 共に 軸線 
方 向 に 移動 する 。 差 動 連 動 ア セン ブリ 7 6 0 は 、 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 に 回 転 可能 に 取り 
付け られ た 複数 の 遊星 歯車 7 6 4 を 更に 含む 。 少な く と も 1 つの 実施 形態 で は 、 例 えば 、 
3 つの 遊星 歯車 76 4 が 用 いら れる 。 そ れ ぞ れ の 遊星 歯車 76 4 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 務 
動 ハ ウジ ング 1 0 1 0 内 に 形成 され た 第 1 の エン ド エ フ ェ ク タ リン グ ギ ヤ 1 01 6 > IË 
係 合 し て いる 。 図 6 0 に 示さ れる 、 図 示さ れる 例示 的 実施 形態 で は 、 エ ンド エフェクタ 駅 
動 ハ ウジ ング 1 0 1 0 は 、 一 対 の 対向 する 取付 け 突 起 1 0 1 8 ( 1 つの 取付 け 突 起 1 01 
8 の み が 図 6 0 に 見 られ る ) が 、 細 長い チャ ネル 1020 の 近 位 端 1 0 2 1 に 形成 され た 
対応 する 取付 け ス ロッ ト 1024(1 つの 取付 け ス ロッ ト 102 4 の み が 図 6 0 に 見 られ 
る ) に 入る こと に よっ て 、 細 長い チャ ネル 1020 に 回 転 不能 に 取り 付け られ る 。 エ ンド 
エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 を 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 に 移動 不能 に 取り 付け る 他 
の 方 法 が 用 いら れ て も よく 、 又 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 は 細長 い チ 
ャ ネル 1 02 0 と 一 体 的 に 形成 され て も よい 。 し た が っ て 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジ 
ング 1 0 1 0 の 回 転 に よっ て 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 000 の 細長 い チ ャ ネル 1020 の 回 
転 が も た ら さ れる 。 

[0067] 

加 6 1 —6 5 に 示さ れる 実施 形態 で は 、 差 動 連動 アセ ン ブ リ 7 6 0 2. ЖТ 5 4 
と 噛合 係 合 する た め に 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 内 に 形成 され た 第 2 の リン グ ギ ヤ 7 6 6 を 更 
に 含む 。 差 動 連 動 ア セン ブリ 7 6 0 は また 、 器 具 駆 動 歯車 1 3 0 2 と 噛合 係 合 し て いる 差 
動 ハ ウジ ング 7 6 2 内 に 形成 され た 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 を 含む 。 エン ド エフェクタ 駆 
動 ハ ウジ ング 1 0 1 0 内 で 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 を 回 転 さ せる こと に より 、 最 終 的 に は 、 
器具 駆動 歯車 1 302 及び それ に 取り 付け られ た 器具 駆動 還 1 300 の 回 転 が も た ら さ れ 
る 。 

[0068] 

臨床 医 が 、 関 節 継 手 7 0 0 O lw B) G E + БАУ — V 81 Т-ТА Сту 
ドド エフェクタ 1000 を 回 転 さ せ て 、 標 的 組織 に 対し て 所 望 の 配向 で エン ド エ フ ェ ク タ を 
位置 決め し た いと き 、 ロ ボッ トコ ント ロー ラ 1 2 は 、 シ フタ ー ソ レノ イド 39 4 を 始動 し 
て 、 太 陽 歯 車 7 5 4 が 図 6 5、6 7 、 及 び 7 0 に 示さ れる 「 ЖІ の 軸線 方 向 」 位 置 へ と 移 
動 す る よう に 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 を 軸線 方 向 に 移動 させ て も よい 。 詳細 に 上 
述 し た よう に 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 4 0 は 、 急 速 脱着 継手 21 0 に よっ て 近 位 側 駆 
動 軸 セグ メン ト 38 0 に 動作 可能 に 連結 され る 。 し た が っ て 、 近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 3 
8 0 の 軸線 方 向 移動 は 、 駆 動 軸 セグメント 5 4 0 及び 太陽 歯車 7 5 2 及び 太陽 歯車 7 5 4 
の 軸線 方 向 移動 を も た ら す 場合 が ある 。 更に 上 述 し た よう に 、 シ フト シス テム 3 9 0 は 、 
近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 38 0 の 軸線 方 向 移動 を 制御 する 。 ЖІ の 軸線 方 向 位置 で は 、 太 
陽 歯 車 7 5 4 は 、 遊 星 歯 車 7 6 4 及び 第 2 の リン グ ギ ヤ 7 6 6 と 噛合 係 合 し て お り 、 そ れ 


に ニコ 
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こよ っ て 、 太陽 歯 車 7 5 4 が 回 転 す る まで 遊星 歯車 7 6 4 及び 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 が 回 
B 


[0069] 
近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 の 回 転 は 第 2 の 駆動 シス テム 370 に よっ て 制御 され る 
。 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 の 回 転 に より 、 品 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 5 40. KESE 


ЖШТ 5 2 、 及 び 太 陽 歯 車 7 5 4 の 回 転 が も た ら さ れる 。 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 及び 遊星 
歯車 7 6 4 が 単位 体 と し て この よう に 回 転 す る こと で 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 
1 0 1 0 と 中 間 関 節 接合 管 7 1 2 の 遠 位 側 ソケット 部 分 7 3 0 と の 間 の 第 1 の 摩擦 量 F 1 
を 克服 する の に 十分 な 大 き さ で 、 エ ンド エフェクタ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 に 回 転 運動 が 
加え られ 、 そ れ に よっ て 、 ンド エフェクタ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 及び それ に 取り 付け 
られ た エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 B, {у {ШУ » т 3 0 に 対し て 長手 方 向 ツ ー ル 軸 
線 「 工 エー ル LT」 を 中 心 に し て 回 転 す る 。 し た が っ て 、 か か る 位置 に ある と き 、 ンド 
フェ クタ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 、 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 、 及 び 遊 星 歯 車 7 6 4 は 全て 単 
位 体 と し て 共に 回 転 す る 。 器具 軸 1 300 は エン ド エ フ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 内 の 軸受 ス 
V-71 0 1 KCKKITXRHSNODT. MAMI 300 も エン ド エ フ ェ ク タ 駆動 ハウ ジ 
ング 1 0 1 0 と 共に 回 転 す る 。 図 6 1 を 参照 され た い 。 し た が っ て 、 エ ンド エフェクタ 和 駆 
動 ハ ウジ ング 1 010 及び エン ド エフェクタ 1 0 0 0 が 回 転 し て も 、 発 射 部 材 1200 の 
変位 を も た ら す で あろ う 器 具 駆 動 軸 1 300 の 相対 回 転 に は つなが ら な い 。 図示 され る 例 
示 的 実施 形態 で は 、 関節 継手 7 0 0 の 遠 位 側 に ある エン ド エ フ ェ ク タ 1 000 が その よう 
に 回 転 し て も 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 00 全体 は 回 転 し な い 。 

[0070] 

ンド エフェクタ 1 0 0 0 内 の 発射 部 材 1 2 00 を 駆動 する た め 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 
に 対し て 回 転 駆動 運動 を 加え る こと が 望ま し いと き 、 太 陽 歯 車 754 は 、 図 61、62、 
6 4 、 及 び 6 6 に 示さ れる よう に 、「 第 2 の 軸線 方 向 」 位置 に 軸線 方 向 に 位置 決め され て 
со о OE a 22 
с. ЕШШ 130094 Щй 525050131255, ПЖУКаАУКИ-2128 

оу о о O 係 合 する よう に 太陽 歯 
E7 5 4 を 軸線 方 向 に 位置 決め する 。 その 第 2 の 軸線 方 向 又 は 「 発射 位置 」 に ある と き 、 
太陽 歯車 7 5 4 は 単に 遊星 歯車 76 4 を 噛合 係 合 す る 。 

[0071] 

EON M E C DUE eu eT D E C BM 
て も よい 。 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 38 0 の 回 転 に より 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ 
、 太 陽 歯車 還 7 5 2 、 及 び 太 陽 歯 車 7 5 4 の 回 転 が も た ら さ れる 。 太陽 歯車 7 5 4 を 第 
の 発射 方 向 に 回 転 さ せる と 、 遊 星 歯 車 7 4 も 回 転 する 。 2... 
れ て 、 そ れ に よっ て 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 も 回 転 す る 。 器具 駆動 歯車 1 302 が 第 3 の リ 
ング ギヤ 7 6 8 と 喘 合 係 合 し て いる た め 、 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 の 回 転 に よっ て 和 器具 軸 1 
300 が 回 転 す る 。 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 と 中 間 関 節 接合 管 7 1 2 の 
遠 位 側 ソケット 部 分 7 3 0 と の 間 に 摩 擦 量 F1 が 存在 する た め 、 遊 星 歯 車 7 6 4 が 回 転 し 
2... 


hs! 


。 し た が っ て 、 駆 動 軸 ア セン ブリ の 回 転 に よ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 全体 を 回 転 さ 
о о у n され る 。 
[0072] 

か か る 独自 の 新規 な 回 転 伝達 装置 75 0 は 、 回 転 駆動 軸 の 軸線 方 向 位置 に 応じ て 、 エ ン 


ドド エフェクタ 1 0 0 0 を 選択 的 に 回 転 さ せる か 又は 発射 部 材 1 2 00 を 発射 する こと が で 
きる 、 単 一 の 駆動 シス テム を 備え る 。 か か る 構成 に よっ て 提供 され 得る 1 つの 利点 は 、 関 
節 継手 7 00 を 横 切 ら な けれ ば な ら な い 駆 動 装 置 が 単純 化 さ れる こと で ある 。 ま た 、 m 
の 駆動 装置 が 細長 い チ ャ ネル 1 02 0 の 基部 へ と 並 進 する の で 、 人 発射 部 材 1 2 00 を 駆動 
する た め 、 a プル カー トリ ッ ジ 1 0 4 0 の 下 に 存在 する こと が 
で きる 。 エン フェ クタ が 関節 継手 の 遠 位 側 で 回 転 可能 で ある と いう 能力 に より 、 標 的 
組織 に 対し て エン ド エ フ ェ ク タ を 位置 決め する 能力 を 大 幅 に 改善 する こと が で きる 。 


( 36) 


[0073] 
上 述 し た よう に 、 
駆動 軸 ア セン ブリ の 回 転 に より 
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駆動 還 ア セン ブリ が 第 1 の 軸線 方 向 位置 で 位置 決め され て いる と き 、 
関節 継手 7 0 0 の 遠 位 側 に ある 


ンド エフ ェ エク タ 1 0 0 


0 全体 の 回 転び が もたらさ れ て も よい 。 駆動 還 ア セン ブリ が 第 2 の 軸線 方 向 位置 ( 一 実施 例 
で は 、 第 1 の 軸線 方 向 の 遠 位 側 ) に 位置 決め され て いる と き 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ の 回 転 に 
より 、 器具 駆動 軸 1 3 0 0 の 回 転 が も た ら さ れ て も よい 。 

[0074] 


駆動 i 


図 6 4 及び 6 5 に 示さ れる 回 転 伝 達 装 置 の 実施 形態 は 、 
2 の 軸線 方 向 位置 で 保持 する よう に 構成 され た 差 動 固 
び 6 5 に 見 られ る よう に 、 差 動 固定 シス テム 7 8 0 は 、 


定 シ ステ ム 7 8 0 を 含む 。 
駆動 還 ア セン ブリ の 第 1 の 軸線 方 


陣 ア セン ブリ を 第 1 及び 第 
図 6 4 及 


向 位置 に 対応 する 太陽 歯車 還 7 5 2 内 の 第 1 の 保持 形成 物 7 56 と 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ の 


第 2 の 軸線 方 向 位置 に 対応 する 太陽 歯車 
。 図示 され る 例示 的 実施 形態 で は 、 第 1 の 保持 形成 物 は 、 
1 の 径 方 向 係 止 溝 7 5 7 を 備え 、 第 2 の 保持 形成 物 7 5 8 は 、 
に 形成 され た 第 2 の 径 方 向 係 止 溝 7 59 を 備え る 。 
線 方 向 位置 に ある と き 、 第 1 及び 第 2 の 係 止 溝 7 57 、 


"591 


軸 7 5 2 内 の 第 2 の 保持 形成 物 7 5 8 と を 備え る 
第 1 の 太陽 歯車 還 7 5 2 内 の 第 
第 2 の 太陽 歯車 軸 7 5 2 内 
駆動 還 ア セン 


ブリ が 第 1 及び 第 2 ОШ 
ょ それ ぞ れ 、 係 止 溝 7 5 7 


、7 59 を 保持 し て 係 合 する よう に 適合 され た 少な く と も 1 つの ば ね 付 勢 され た 係 止 部 材 
7 8 4 と 協 働 する 。 係 止 部 材 7 8 4 は 、 テ ー バ パ 状 の 先端 7 8 6 を 有 し 、 差 動 ハ ウジ ング 7 


6 2 内 で 移動 可能 に 支持 され る 。 径 方 向 波形 ば ね 7 8 2 は 、 図 6 3 に 示さ れる よう に 、 
MO ね れ て も よい 。 
傈 止 部 材 7 8 4 ЖЕО A A GC 81 の 径 方 向 係 止 溝 7 
図 6 5 を 参照 され た い 。 駆動 軸 ア セン ブリ が 第 2 の 位置 へ と 軸線 方 向 
止 溝 7 5 9 と 係 合 する 。 図 6 
ЖОЛ Vy ia. 
駆動 還 ア セン ブリ を 2 つ を 超え る 


止 部 材 7 8 4 に 対し て 付 勢 力 を 加え る た め に 
の 位置 へ と 軸線 方 向 に 移動 する と 、 
5 7 6 と 係 合 する 。 
に 移動 する と 、 係 止 部 材 7 4 KREY AATE DERB uj Ж 
4 を 参照 され た い 。 代替 実施 形態 で は 、 第 1 及び 第 2 の 保持 
7 84 そ れ ぞ れ に 対応 する 窪み を 備え て も よい 。 ま た 、 
軸線 方 向 位置 に 軸線 方 向 で 位置 決め 可能 で ある 代替 実施 形態 で ( 
それ ぞ れ に 対応 する 追加 の 保持 形成 物 が 用 いら れ て も よい 。 
[0075] 


され る こと を 担保 する よう に 構成 され た 、 
定 シ ステ ム 7 9 0 は 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ が 、 
置 決 め 可 能 で あり 、 


係 
駆動 還 ア セン ブリ が 第 1 


例え ば 、 係 止 部 材 


ま 、 そ れ ら の 軸線 方 向 位置 


図 7 0 及び 7 1 は 、 駆 動 還 ア セン ブリ が 複数 の 所 定 の 軸線 方 向 位 置 の うち 1 つ へ と 係 止 
代替 の 差 動 固定 シス テム 7 9 0 を 示す 。 差 動 固 
第 1 及び 第 2 の 軸線 方 向 位 置 の うち 1 つ に 位 
駆動 シス テム が 適切 に 動作 で き な い 別 の 軸線 方 向 位置 に は 意図 せ ず に 


位置 決め され な いこ と を 担保 する よう に 構成 され る 。 図 7 0 及び 7 1 に 示さ れる 実施 形態 


са. # 
92%%8 


む 。 


配置 され る 。 し た が っ て 、 


動 固 定 シ ステ ム 7 9 0 は 、 
それ ぞ れ の 係 止 ば ね 7 9 2 は 、 
1 及び 第 2 の 係 止 谷 部 ( locking valley) 7 9 4, 
7 9 2 は 、 差 動 ハ ウジ ング 7 6 2 上 に 
失っ た 係 止 部 材 7 6 3 が 第 1 
、 駆 動 還 ア セン ブリ は 第 1 の 軸線 方 向 位置 で 保持 され 、 


駆動 還 ア セン ブリ に 取り 付け られ る 複数 の 係 止 ば ね 7 
笑っ た 頂点 部 分 7 9 8 に よっ て 分 離さ れる 第 
7 9 6 を 有 し て 形成 され る 。 係 止 ば ね 
多 成 され た 失っ た 係 止 部 材 7 6 3 と 協 働 する よう に 
の 係 止 谷 部 7 9 4 に 着座 され る と 
ЖЕШ ИТ 6 3 が 第 2 OR 


笑っ た 


止 谷 部 7 9 6 に 着座 され る と 、 駆 動 軸 アセン ブリ は 第 2 の 軸線 方 向 位置 で 保持 され る 。 第 


1 及び 第 2 の 係 止 谷 部 7 9 4 、 


7 9 6 間 の 失っ た 頂点 部 分 798 に より 、 駆 動 軸 ア セン ブ 


リ が 第 1 及び 第 2 の 軸線 方 向 位置 の 一 方 に あり 、 そ れ ら 2 つの i 


位置 に 引っ 掛か ら な いこ と が 担保 され る 。 


追加 の 軸線 方 向 位 置 が 望ま し い 場 合 、 


曲線 方 向 位置 間 の 軸線 方 向 
係 止 ば ね 


は 、 所 望 の 軸線 方 向 位置 に 対応 する 追加 の 係 止 谷 部 を 備え て も よい 。 
[0076] 
図 60、72 、 及 び 7 3 を 参照 する と 、 ス ラス ト 軸 受 1 0 3 0 が 、 


細長 い チ ャ ネル 1 0 


2 0 の クレ ー ド ル 1 0 2 6 内 で 支持 され る 。 器具 駆動 軸 1 300 の 遠 位 端 部 分 1 306 は 
F 軸受 1 0 3 0 内 で 回 転 可能 に 受け 入れ られ 、 そ こ を 通っ て 突出 する 。 保持 カラ 


、 ス ラス 
ー1 0 3 
方 法 で 固 


2 は 、 図 7 3 に 示さ れる よう に 、 
設置 が 完了 する 。 こ の よう な 形 で スラ スト 軸受 1 030 を 使用 する こ 


着 さ れ て 、 


速 位 端 1030 に ピン で 固定 され る か 又は 別 の 
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と に より 、 発 射 部 
終了 位置 まで 「 
BUT ЫН АШУ 


軸受 1 030 の 独 
荷重 が も た ら さ れ 、 そ れ に よっ て エン ド エ フ ェ ク タ の 安定 性 が 更に 増加 する 。 か か る 装着 


構成 は 、 本 質 的 に 
に 役立っ て も よい 
と 共に 軸 1300 


アン ビル を 係 合 す 
き 、 カ ー ト リッ ジ 
、 こ の 構成 で は 、 
動 す る に つれ て 、 
な り 、 そ れ に よっ 
加 し て 、 軸 受 の 着 
[0077] 
発射 、 閉 鎖 、 回 
タス ク を 達成 する 
きる こと を 含ん で 
及び 移動 可能 な エ 
び 他 の 器具 構成 要 
回 転 数 を 追跡 する 
ム は 、 て これ まで 、 
位置 を 監視 する セ 
ステ ム に 適応 する 
の 増加 に 結び 付く 


あり 、 そ の 信頼 性 


[0078] 
図 7 4 ~7 6 は 、 
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材 1 2 0 0 を 発射 する と き に 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 の 開始 位置 か ら 
く 」 こ と が 可能 に な る こと が ある 。 か か る 構成 に より 、 高 荷重 条件 下 に 
1300 が 座 屈 する リス ク が 最小 限 に 抑え られ る こと が ある 。 ス ラス ト 
自 の 新規 な 装着 構成 及び 配置 に より 、 ア ン ビ ル 荷 重 と 共に 増加 する 着座 


高 荷重 発射 サイ クル 中 に 伸張 状態 で 器具 駆動 軸 1 300 を 配置 する の 
。 こ れ に より 、 駆動 シ ステ ム の 歯車 が 器具 駆動 還 1 3 00 を 回転 さ せる 
の 座 届 に 抵抗 する 必要 性 が 回 避 さ れ て も よい 。 保持 カラ ー1 0 3 2 O f 


H に より 、 こ の 構成 の 製造 及び 組立 て を 簡単 に する こと も で きる 。 発射 部 材 1 2 0 0 は 、 


る と 共に 、 発射 部 材 1200 が 開始 位置 か ら 終了 位置 へ と 駆動 され る と 
デッキ か ら 所 望 の 距離 で アン ビル を 保持 する よう に 構成 され る 。 例え ば 

発射 部 材 1 2 0 0 の アセ ン — M NE RE ж fv (19 
カン チレ バー ビー ム に 似 た アン ビル の 一 部 の 長 さ が より 短く 、 よ り 堅く 
て 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 の 遠 位 端 で 起こ る 下向き の 荷重 の 大 き さ が 増 
座 荷 重 が 更に 増加 する 。 


転 な ど に 回 転 駆動 部 材 を 利用 する こと の 利点 の 1 つ は 、 器 具 の それ ら の 
の に 必要 な 高 荷 重 に 適応 する た め 、 駆動 還 の 高度 な 機械 的 利点 を 使用 で 
も よい 。 し か し な が ら 、 か か る 回 転 駆動 シス テム を 用 いる と き 、 務 動 軸 


ンド エフェクタ 構成 要素 が 遠 位 方 向 に 駆動 され 過ぎ た 場合 の 駆動 ね じ 及 
素 に 対す る 壊滅 的 な 故障 又は 損傷 を 回 避 す る た め 、 駆動 軸 が 駆動 され る 


の が 望ま し いこ と が ある 。 し た が っ て 、 回 転 駆動 還 を 含む 一 部 の シス テ 
モー タ の 回 転 を 追跡 する エン コー ダ 又 は 移動 可能 な 構成 要素 の 軸線 方 向 
ン サ を 用 いて きた 。 エ ンコ ー ダ 及び 又は セン サ の 使用 に は 、 か か る シ 
追加 の 配線 、 電 子 機器 、 及 び 処 理 能力 を 要 し 、 そ の こと が 和 問 具 の コス ト 
場合 が ある 。 ま た 、 シ ステ ム の 信頼 性 を 予測 する の が 多少 困難 な こと が 
は ソフ トウ ェ ア 及 び プ ロ セ ッ サ に よっ て 変わ る 。 


発射 部 材 1200 が 開始 位置 か ら 終了 位置 へ と 駆動 され る と き 、 発 射 


部 材 1 2 0 0 の 線形 的 行程 を 制限 する 、 機 械 的 行程 制限 シス テム 1 31 0 を 示す 。 行程 制 


限 シ ステ ム 1 3 0 
遠 位 端 1 30 6 ま 
に 見 られ る よう (! 
発射 部 材 1 2 0 0 
ー フ ェ ー ス 接続 す 
を 有する の で 、 器 
0 が 、 ね じ 切 り 
その 地点 で 発射 部 
、 発 射 部材 1 2 0 
Š iC v J mu 
射 部 材 1 2 0 0 は 
[0079] 

図示 され る 例示 
の 遠 位 端 ま で 前 進 
材 が それ 以上 遠 位 
側 付 勢 部 材 1 3 1 
材 1 3 1 2 №. М 
1 4 を 備え る 。 図 
5 は 、 発 射 部 材 1 
その 位置 に ある と 


0 は 、 問 具 駆 動 軸 1300′ 上 の ね じ 山 1308 が 駆動 還 1300 の 
で 延 在 し な い 、 問 具 駆 動 軸 1 300” を 用 いる 。 例 えば 、 図 7 4-76 


2. 5 813007 は ね じ 切 りさ れ て いな い 区 画 1 3 0 9 を 含む 。 


ik. 555 0 Ид! 3007 上 の ね じ 山 1 308 と ね じ 込 み 可 能 に イン タ 
る よう に 適合 され た 、 一 連 の 雌 ね じ 1 2 0 4 を 有する 本 体 部 分 1 2 0 2 
АШ І 3 0 0 ' を 第 1 の 発射 方 向 で 回 転 さ せる と 、 発 射 部 材 1 2 0 


され て いな い 区 画 1 309 に 接触 する まで 遠 位 方 向 「DD」 で 駆動 され 、 


材 1 2 0 0 が 遠 位 方 向 で の 前 進 を 停止 する 。 即ち 、 発 射 部 材 120 0 は 
ОО 120497” НД 4 4 300’ の ね じ 山 1308 を 係 脱 す 
前 進 す る 。 器具 駆動 軸 1 300” を 第 1 の 方 向 で 更に 回 転 さ せ て も 、 発 
それ 以上 遠 位 方 向 に 前 進 し な い 。 例え ば 、 図 7 5 を 参照 され た い 。 


的 な 機械 的 行程 制限 シス テム 1 3 1 0 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 を その 行程 
させ た と き ( 即ち 、 和 器具 駆動 軸 が 第 1 の 回 転 方 向 で 回 転 し て も 、 発 射 部 
側 に 前 進 し な い ) 、 発 射 部 材 1 2 00 が 接触 する よう に 構成 され た 遠 位 
2 を 更に 含む 。 図 7 4 て 7 6 に 示さ れる 実施 形態 で は 、 例 えば 、 付 勢 部 
示さ れる よう に 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 に 位置 決め され た 板 ば ね 1 3 
7 4 は 、 発 射 部 材 1 2 00 が 接触 する 前 の 板 ば ね 1 3 1 4 を 示し 、 図 7 
200 が 接触 する よう に な っ た 後 の 圧 縮 状 態 の 板 ば ね 1 3 1 4 を 示す 。 

き 、 板 ば ね 1 3 1 4 は 、 発 射 部 材 1 2 00 を 近 位 方 向 「PD」 で 付 勢 し 
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С. БЕК ШИШ 300 を 第 2 の 撤回 方 向 で 回 転 さ せ た と き 、 発 射 部 材 1 2 0 0 ОЙҒА 
じ 1204 が 器具 駆動 軸 1 300' と 再 係 合 で きる よう に する の に 役立つ 。 器具 駆動 軸 1 
3007 を 第 2 の 撤回 方 向 で 回 転 さ せる と 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 近 位 方 向 に 撤回 され る 。 
図 7 6 を 参照 され た い 。 

[0080] 

図 7 7 —8 0 は 、 別 の 行程 制限 シス テム 1 3 1 0 ′ を 示す 。 行程 制限 シス テム 1 31 0 
Е. 23 204858 8 4 130077: を 用 いる 。 少 なく と も 1 つの 形態 で は 、 例 えば 、 


器具 駆動 還 1 3 0 0! ' ik. ЕМІ 322 に ソケット 1324 を 有する 近 位 側 器 具 駆 動 
軸 セ グ メ ント 1 320 と 、 近 位 端 1 3 3 2 か ら 突 出す る 突起 1 3 3 4 を 有する 遠 位 側 駆動 


軸 セ グ メ ント 1 3 3 0 と を 含む 。 突起 1 334 は 、 ソ ケッ ト 1 32 4 内 に 受け 入れ られ 
よう に サイ ズ 及 び 形 状 が 決め られ 、 そ れ に よっ て 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 1 3 2 0 上 の 
ね じ 山 1 32 6 が 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 1 3 3 0 上 の ね じ 山 1 3 3 6 と 協 働 し て 、1 つ 
の 連続 的 な 駆動 ね じ 山 1 340 を 形成 する 。 図 7 7 、7 9 、 及 び 9 0 に 見 られ る よう に 、 
遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 1 3 3 0 の 遠 位 端 1 3 8 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 O š v W 
1023 で 移動 可能 に 支持 され る スラ スト 軸受 1 032 を 通っ て 延 在 す る 。 即 ち 、 ス ラス 
ト 軸 受 1 032 は 細長 い チ ャ ネル 1 02 0 内 で 軸線 方 向 に 移動 可能 で ある 。 遠 位 側 付 勢 部 
材 1 3 42 は 、 ス ラス ト 軸 受 1 032 と 接触 する よう に 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 内 で 支 
持 さ れる 。 図 7 8 は 、 器 具 駆 動 還 1 300’ ' が 第 1 の 回 転 方向 で 駆動 され る と き の 、 人 遠 
位 方 向 「 DD」 で 駆動 され て いる 発射 部 材 1 2 0 0 を 示す 。 図 7 9 は 、 そ の 行程 の 遠 位 端 
に ある 発射 部 材 1 2 0 0 を 示す 。 器具 駆動 還 1 300’ ' を 第 1 の 回 転 方 向 で 更に 回 転 さ 
せる と 、 ス ラス ト 軸受 1 0 3 2 が 付 勢 部 材 1 3 42 を 圧縮 し 、 ま た 、 近 位 側 セ グ メ ント 1 
320 を 回 し 続け た 場合 に 遠 位 軸 セグ メン ト 1 3 3 0 を 空転 させ る こと が 可能 に な る 。 近 
位 側 及び 遠 位 側 器具 駆動 軸 セ グ メ ント 1 320、1330 の 間 の か か る 空転 に より 、 発 射 
部 材 1 2 0 0 が それ 以上 遠 位 側 に 前 進 し 、 最 終 的 に は 和 器具 を 損傷 する 可能 性 が 防止 され る 
。 し か し な が ら 、 第 1 の 回 転 運動 が 中 断 さ れ た 後 、 付 勢 部 材 1 3 4 2 は 遠 位 軸 セグ メン ト 
1 320 を 近 位 方 向 で 付 勢 する の に 役立ち 、 そ れ に よっ て 突起 1 3 3 4 が ソケット 1 32 
4 内 に 着座 され る 。 その後 、 器 具 軸 1 300”? を 第 2 の 回 転 方 向 で 回 転 さ せる こと に よ 
り 、 図 8 0 に 示さ れる よう に 、 発 射 部 材 1 2 00 が 近 位 方 向 「PD」 で 移動 する 。 
[0081] 

図 8 1 は 、 別 の 行程 制限 シス テム 1 3 1 0 ° を 示す 。 こ の 実施 形態 で は 、 器 具 駆 動 軸 
1300 は その 上 に 形成 され た 突起 1 350 を 有 し 、 そ の 突起 は 、 問 具 駆 動 歯 車 1 3 0 2 
が その 上 に 形成 され る か 又は 別 の 方 法 で 取り 付け られ て いる 、 軸 受 セ グ メ ント 1 3 0 4 の 
ソケット 1 352 内 に 受け 入れ られ る よう に サイ ズ 及 び 形 状 が 決め られ る 。 図 8 1 A 及び 
81B は それ ぞ れ 、 対 応 す る ソケット 1352' 及び 1352'' を 解除 可能 に 係 合 す る 
よう に 構成 され た 、 異 な る 突起 1 350 ( 8 1 A) 及び 1350'" 818) 7 
示す 。 板 ば ね 1 3 1 4 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が その 行程 の 端 部 に 達し た と き 、 発 射 部 材 1 
200 が 接触 する よう に 位置 決め され る 。 和 器具 駆動 軸 1 3 0 0 の 更 な る 回 転 に より 、 突 起 
1350.1350' .1350' が それ ぞ れ ソケット 1 352,1352? . 135 
277” か ら 滑 脱し 、 そ れ に よっ て 器具 軸 1 300 は それ 以上 回 転 し な く な る 。 Has El. BE 
動 還 1 3 0 0 に 対し て 回 転 運動 が 加え られ な く な る と 、 板 ば ね 1 3 1 4 が 発射 部 材 1 2 0 
0 に 対し て 付 勢 運動 を 加え て 、 最 終 的 に 、 問 具 駆 動 軸 1 300 を 近 位 方 向 「PD」 で 付 勢 
し て 、 突 起 1 350 を ソケット 1352 内 に 着座 させ る 。 器具 駆動 軸 1 300 が 第 2 の 回 
転 方 向 で 回 転 す る こと に より 、 発 射 部 材 1 2 00 が 近 位 方 向 「PD」 で 開始 位置 へ と 撤回 
され る 。 一 旦 発射 部 材 1 2 00 が 開始 位置 へ と 戻る と 、 次 に アン ビル 1 1 0 0 が 開放 され 
Суу 

[0082] 

図示 され る 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 1 2 00 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ を 通し て 発射 
部 材 1 2 00 を 遠 位 側 へ と 駆動 する と アン ビル 1 1 0 0 を 係 合 し て 、 ア ン ビ ル を ステ ー プ 
ルカ ー ト リッ ジ か ら 積 極 的 に 離隔 配置 する よう に 構成 され 、 特 に 不適 合 な 量 の 組織 が 締め 
付け られ た と き に 、 閉 鎖 さ れ た ステ ー プ ル が 適切 に 形成 され る こと が 保証 され る 。 ア ン ビ 
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ル を 係 合 する と 共に ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 又 は 細長 い チ ャ ネル か ら 離 隔 配 置 す る よう に 
構成 され 、 こ の 実施 形態 又は 他 の 実施 形態 で 用 いら れ て も よい 、 発 射 部 材 の 他 の 形態 は 、 
その 開示 全体 を 参照 に より 本 明細 書 に 援用 する 、 米 国 特 許 第 6, 978,.921 号 、 発 明 
の 名 称 「 Sur gi cal Stapling Instrument Incorpo 
rating an E-beam Firing Me chanism」 に 開示 され て 
いる 。 図 8 2 及び 8 3 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 1206 の 本 体 部 分 1202 は 、 細 長 
い チ ャ ネル 1 02 0 内 の チャ ネル スロ ッ ト 1 02 8 を 上 向き に 係 合 する 足 部 分 1 206 を 
含む お 。 図 6 0 を 参照 され た い 。 同様 に 、 ナ イフ 本 体 は 一 対 の 横 方 向 に 突出 する 上 部 フィ ン 
1 2 0 8 を 含む お アン ビル 1 1 0 0 が 閉止 され た 状態 で 発射 され る と 、 上 部 フィ ン 1 2 0 
8 は 、 ア ン ビ ル 1 1 00 を 通っ て 遠 位 側 に 延 在 する 長手 方 向 の アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 
内 で 遠 位 方 向 に 前 進 す る 。 ア ン ビ ル 1 1 00 に 軽微 な 上 向き の 携 み が ある 場合 、 上 部 フィ 
ン 1 2 0 8 に よっ て 付与 され る 下向き の 力 に よっ て 克服 され る 。 
[0083] 

広く は 、 発 射 部 材 を 閉鎖 し 前 進 さ せる 、 即 ち 発射 部 材 を 「 発射 する 」 の に 必要 な 荷重 は 
90. 7kg(200 ポ ンド ) を 超え る こと が 考え られ 得る 。 し か し な が ら 、 か か る カカ 
の 要件 は 、 発 射 部 材 の 雌 ね じ 1 2 0 4 が 、 ア ク メ ね じ な どの 電力 式 の ね じ Il ( power-t ype 
thread) 形態 の 比較 的 微細 な ね じ 山 を 備え る こと を 要する こと が ある 。 更に 、 発 射 部 材 
1200 が エン ド エ フ ェ ク タ を 通し て 遠 位 側 へ と 駆動 され る と き に 連結 され る の を 回 避 す 
る た め 、 上 部 フィ ン 1208 を 十分 に 支持 する に は 、 発 射 部 材 の 少な が く と も 5 て 15 の ね 
U 山 が 、 問 具 駆 動 軸 上 の ね じ 山 と 任意 の 所 与 の 時 点 で 係 合 さ れる の が 望ま し いこ と が ある 
。 し か し な が ら 、 従来 の 製造 方 法 は 、 直 径 O. 2 cm て 0.38cm(0O.08 イ ンチ ンー 
0 . 150 イ ンチ ) の 開口 部 内 で 、 十 分 な ね じ 山 の 深 さ を 有する 十分 な ね じ 山 を 発射 部 材 
本 体 1 2 0 2 に 形成 する の に は 適し て いな いこ と が ある 。 
[0084] 
図 8 2 ~8 4 は 、 上 述 の 課題 の 少な く と も 一 部 に 対処 する こと が で きる 、 発 射 部 材 1 2 
00” を 示す 。 そ れ ら の 図面 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 の 本 体 部 分 1 2 0 2 ” 伍 、 器 具 
軸 を 中 に 受け 入れ る よう に サイ ズ 決 め さ れ た 、 中 を 通っ て 延 在 する 中 空 の 軸 ソ ケッ ト 1 2 
1 0 を 有する 。 こ の 実施 形態 の 雌 ね じ は 、 図 示さ れる よう に 、 軸 ソケット 1 2 1 0 の 穴 1 
2 1 2 を 通っ て 横断 方 向 で 延 在 す る 一 連 の ロッ ド 1 2 1 4 に よっ て 形成 され る 。 図 8 4 に 
見 られ る よう に 、 ピ ビン 12 1 4 は 、 器具 駆動 軸 1 300 上 の ね じ 山 1 308 の ピッチ の 小 
径 の 上 に 乗る 。 
[0085] 
図 8 5 は 、 上 述 し た 製造 上 の 課題 の 少な く と も 一 部 に や は り 対 処す る こと が で きる 、 別 
の 発射 部 材 1 2 00 ' を 示す 。 そ の 図面 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 100'' ot 
82120277 は 、 和 器 具 軸 を 中 に 受け 入れ る よう に サイ ズ 決 め さ れ た 、 中 を 通っ て 延 在 
する 中 空 の 軸 ソ ケッ ト 1 2 1 0 を 有する 。 図示 され る よう に 、 一 対 の 窓 1 2 1 6 が 本 体 部 
分 1202 ' に 形成 され る 。 こ の 実施 形態 の 雌 ね じ 1 2 2 0 は 、 窓 1216 に 挿入 され 
、 溶 接 、 接 着 剤 な ど に よっ て 中 に 取り 付け られ る プラ グ 1 2 1 8 上 に 形成 され る 。 図 8 6 
及び 8 7 は 、 ソ ケッ ト 1 2 1 0 内 へ の アク セス が 、 本体 部 分 1 202 '* ' に 形成 され た ア 
クセ ス 窓 1 2 30A、1230B を 通し て 得 ら れる 、 別 の 発射 部 材 1200 ' ZRT, 
例え ば 、 一対 の アク セス 窓 1 2 30A は 、 ソ ケッ ト 部 分 1 2 1 0 の 一 方 の 側面 を 通し て 設 
けら れ て 、 雌 ね じ セ グ メ ント 12 32 を ソケット 1210 の 反対 側 の 壁 内 に 形成 する こと 
が 可能 に な る 。 別 の アク セス 窓 1 2 3 0 B は 、 ソ ケッ ト 部 分 1 2 1 0 の 反対 側 の 側面 を 通 
し て 設け られ 、 そ れ に よっ て 、 雌 ね じ セ グ メ ント 1234 を 雌 ね じ セ グ メ ント 1232 間 
の 反対 側 の 壁 に 形成 する こと が で きる 。 ね じ 山 セグ メン ト 1232、1234 は 協 働 し て 
ЖА І 300 上 の ね じ 山 1 308 を ね じ 込 み 可 能 に 係 合 する 。 
【0086】 
ンド エフ ェ ク タ 1 000 は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 40 を 中 で 解除 可能 に 支持 
する 。 図 6 0 を 参照 され た い 。 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 40 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 
2 0 と 共に 動作 可能 に 着座 され る よう に 構成 され た カー トリ ッ ジ 本 体 1 0 42 を 含む 。 カ 
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ー ト リッ ジ 本 体 1 0 4 2 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 を 収容 する 細長 い ス ロッ ト 1046 を 中 に 
有する 。 カ ー ト リッ ジ 本 体 1 0 42 は 更に 、 本 明細 書 で は カー トリ ッ ジ デッキ 1 0 4 4 と 
呼ば れる 上 面 を 画定 する 。 そ れ に 加え て 、 細 長い スロ ッ ト 1 0 4 の それ ぞ れ の 側面 上 に 、 
互い 違い に され た ステ ー プ ル ア パ ー チ ャ 1 0 48 の 2 つの ライ ン が 設け られ る 。 ス テー プ 
ル ア パ ー チ ャ 1 0 4 8 は 、1 つ 又 は 2 つの 外科 用 ステ ー プ ル ( 図示 な し ) を その 上 で 支持 
する 、 対 応 す る ステ ー プ ルド ライ バ 1 050 を 動作 可能 に 支持 する 。 様々 な か か る ステ ー 
プル ド ライ バ の 構成 が 知ら れ て お り 、 本 発明 の 様々 な 例示 的 実施 形態 の 趣旨 及び 範囲 か ら 
人 逸 朋 する こと な く 用い られ て も よい 。 

[0087] 

発射 部 材 の 実施 形態 は また 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 4 0 内 で 動作 可能 に 支持 され 
た ステ ー プ ルド ライ バ と 駆動 可能 に 接触 する 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 を 用 
いる 。 図 6 0 に 見 られ る よう に 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 は 、 ス テー プル カ 
ー ト リッ ジ 1 0 4 0 内 で 動作 可能 に 支持 され た ステ ー プ ルド ライ バ の ライ ン と 駆動 可能 に 
接触 する よう に 配向 され た 、 少 な く と も 2 つの ウェ ッ ジ 1 2 5 2 を 含む 。 発射 部 材 1 2 0 
0 を 遠 位 側 へ と 駆動 する と 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 は 発射 部 材 122 0 と 
共に 移動 し 、 そ の 上 に ある ウェ ッ ジ 1 2 5 2 に よっ て 、 閉鎖 さ れ た アン ビル 1 1 0 O C [ú] 
か っ て ドラ イ バ 1050 が 押し 上 げ ら れる 。 ド ライ バ 1 0 5 0 が 上 向き に 駆動 され る と 、 
その 上 で 支持 され た 外科 用 ステ ー プ ル が それ ら 個 々 の アパ ー チ ャ 1048 か ら 送 り 出 され 
<. 閉鎖 さ れ た アン ビル 1 1 0 0 の ステ ー プ ル 形 成 面 1 1 04 と 接触 する 。 

[0088] 

本 明細 書 で 開示 する 様々 な 例示 的 な か エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 は また 、 カ ー ト リッ ジ 
が 存在 せ ず 、 カ ー ト リッ ジ が エン ド エ フ ェ ク タ 内 に 適切 に 着座 され て いな いと き 、 及 び ノ 
又は 使用 済み カー トリ ッ ジ が エン ド エフェクタ 内 に 設置 され た まま の と き 、 了 臨床 医 が 不用 
意 に 発射 部 材 を 前 進 又は 「 発射 」 さ せる の を 防ぐ 、 独自 の 新規 な 発射 ロッ クア ウト 構成 を 
Ju Ct Ku, 例え ば 、 以 下 で 更に 詳細 に 考察 する よう に 、 発 射 ロ コック アウ ト ЕРЙ, Ят 
ЕЕ І 3 0 0 及び 又は 発射 部 材 1 2 00 と 相互 作用 し て 、 上 述 の 条件 の うち 1 つが 
存在 する と き に 、 発 射 部 材 1 2 0 0 の 不用 意 な 前 進 を 防い で も よい 。 

[0089] 

図示 され る 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 、 例 えば 、 カ ー ト リッ ジ 本 体 1 0 
42 の 細長 い ス ロッ ト 1046( 図 60) 、 細 長い チャ ネル 1020 の チャ ネル スロ ッ ト 
1028、 及 び ア ン ビ ル 1 1 00 の アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 と 適切 に 整 多 され て いる 場 
合 、 器 具 駆 動 軸 1 300 が 第 1 の 回 転 又は 「 発射 」 方向 で 回 転 す る こと に より 、 発 射 部 材 
1200 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1040 を 通し て 遠 位 側 へ と 駆動 され る 。 主 に 図 9 0 
を 参照 する と 、 細 長い スロ ッ ト 1 0 46、 チ ャ ネル スロ ッ ト 1028 、 及 び // 又 は アン ビ 
ルス ロッ ト 1 1 0 3 は 、 例 えば 発射 行程 の 間 に 、 外 科 用 エン ドド エフェクタ 1 000 を 通る 
経路 に 沿っ て 発射 部 材 1 2 0 0 が 移動 する 際 に それ を ガイ ド す る こと が で きる 。 ЖЫНЫМ 
1200 が 動作 可能 な 構成 の と き 、 例 えば 、 チ ャ ネル スロ ッ ト 1 0 2 8 は 、 発 射 部 材 1 2 
0 0 の 足 部 分 1 206 を 受け 入れ る よう に 構成 され 、 ア ン ビ ルス ロッ ト 1 1 0 3 は 、 発射 
部 材 1 2 0 0 の 上 部 フィ ン 1208 を 受け 入れ る 。 発射 部 材 1 2 0 0 の 一 部 分 が チャ ネル 
スロ ッ ト 1028 及 び / 又 は アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 内 に 位置 決め され て いる と 、 発 射 
部 材 1 2 00 を 軸線 A と 整 多 させ る か 又は ほぼ 整 別 させ る こと が で きる 。 チ ャ ネル スロ ッ 
ト 1028 及 び プ 又は アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 は 、 例 えば 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が カー ト 
リッ ジ 本 体 1 0 42 に 対し て 初期 位置 か ら 第 2 の 位置 へ と 移動 する と き 、 発 射 部 材 1 2 0 
0 を ガイ ド し 、 発射 部 材 1200 と 軸線 A と の 整列 を 維持 する こと が で きる 。 
[0090] 

簡潔 に 上 述 し た よう に 、 様 々 な 外科 用 ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ の 実施 例 で は 、 外 科 用 ス 
テー プル は 、 カ ー ト リッ ジ 本 体内 で 支持 され た 移動 可能 な ステ ー プ ルド ライ バ 上 で 支持 さ 
れる 。 様々 な 例示 的 な エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ を 通し て 
ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ を 遠 位 側 へ と 駆動 する と ステ ー プ ルド ライ バ に 接触 し て 、 ス 
テー プル を カー トリ ッ ジ 本 体 の それ ら 個 々 の キャ ビ テ イィ か ら 送 り 出 し 、 閉 鎖 さ れ た アン ビ 
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ル と の 接触 を 形成 する よう に 構成 され た 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 を 用 いる 
。 少な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 ウ ェ ッ ジス レッ ド 12 5 0 は ステ ー プ ルカ ー ト 
リッ ジ 1 0 4 0 内 に 位置 決め され る 。 し た が っ て 、 新 し い ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 4 
0 は それ ぞ れ 、 e 
が 新しい ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 を 細長 い チ ャ ネル 内 に 適切 に 着座 する と 、 ウ ェ 
ッ ジ スレ ッ ド 1250 は 、 例 え ! го 
駆動 軸 1 300 を また ぎ 、 発 射 部 材 1200 を 係 合 する よう に 構成 され る 。 そ れ ら の 図面 
に 見 られ る よう に 、 例 示 の ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 1250 は 、 ス レッ ド 本 体 1 41 
4、 フ ラン ジ 1 41 0 、 及 び ウ ェ ッ ジ 1 252 を 備え る こと が で きる 。 ス レッ ド 本 体 1 4 
14 は 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 が 細長 い チ ャ ネル 1 020 内 に 位置 決め さ 
れる と 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 の 一 部 分 の 周り に 位置 決め する こと が で きる 。 スレッド 本体 
1 41 4 は 、 ス レッ ド 本 体 1 41 4 が 和 問 具 駆動 軸 1 300 の 周り に 位置 決め され た と き 、 
スレ ッ ド RRL 4 1 4 が 器具 駆動 軸 1 300 と の 接触 を 回 避 す る よう に 構成 する こと が で 
きる 。 ス レッ ド 本 体 1 41 4 は 、 例 えば 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 O EK ZX l Ja U) TA Hi 
する 輪郭 1 41 2 を 備え る こと が で きる 。 か か る 実施 形態 で は 、 例 えば 、 フ ラン ジ 1 4 1 
0 は スレ ッ ド 本 体 1 41 4 と ウェ ッ ジ 1 2 52 それ ぞ れ と の 間 で 延 在 す る 。 そ れ に 加え て 
、 ス レッ ド 本 体 1 4 1 4 は 、 発 射 部 材 本 体 1 2 0 3 の 一 部 分 を 受け 入れ る よう に 構成 され 
た 切欠 き 1 4 1 5 を 有する 。 主 に 図 8 9 を 参照 する と 、 フ ラン ジ 1 4 1 0 は 、 発 射 部 材 1 
200 が ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 1 2 5 0 を 係 合 し て いる と き 、 発 射 部 材 1 2 00 の 
足 部 分 1 2 0 6 に ほぼ 平行 に 延 在 す る こと が で きる 。 

[0091] 

新しい ステ ー プ ブ プル カート リッ ジ 1 0 40 が 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 に 適切 に 設置 され 
て いる と き 、( 例え ば 、 器 具 駆 動 軸 1 300 を 回 転 さ せる こと に よっ て ) 発射 部 材 1 2 0 
0 を 最初 に 作動 させ る こと で 、 発 射 部 材 本 体 1 2 0 3 の 一 部 分 が ウェ ッ ジ スレ ッ ド 125 
0 の 切欠 き 1 4 1 5 に 入り 、 そ れ に よっ て 、 発射 部 材 1200 が 、 カ ー ト リッ ジ 本 体 1 0 
42 の 細長 い ス ロッ ト 1046( 図 60) 、 細 長い チャ ネル 1020 の チャ ネル スロ ッ ト 
1028、 及 び ア ン ビ ル 1 1 0 0 の アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 と 整列 し て 、 ス テー プル カ 
ー ト リッ ジ 1 0 40 を 通し て 発射 部 材 1250 を 遠 位 側 へ と 前 進 さ せる こと が で きる 。 し 
た が っ て 、 ウ ェ ッ ジス レッ ド は 、 本 明細 書 で は 「 整列 部 材 」 と も 呼ば れる こと が ある 。 ス 
テー ブル カー トリ ッ ジ 1040 が 細長 い チ ャ ネル 内 に 適切 に 設置 され て いる 場合 、 発 射 部 
材 1200 を 作動 させ て も 、 ウ ェ ッ ジス レッ ド 1250 の 切欠 き 1 4 1 5 と は 整列 係 合 さ 
れず 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 020 の チャ ネル スロ ッ ト 1028 及び ア 
ン ビ ル 1 1 00 の アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 と 整列 され な いま まで あり 、 そ れ に よっ て 発 
射 部 材 1 2 5 0 が 発射 され る こと を 防ぐ 。 

[0092] 

新しい ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 が 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 に 適切 に 設置 され 
た 後 、 了 臨床 医 は 、 第 1 の 回 転 運動 を 器具 駆動 軸 1 300 に 加え る こと に よっ て 発射 部 材 を 
発射 する 。 一 旦 発射 部 材 1250 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1250 を 通し て その 最 遠 位 
位置 へ と 遠 位 側 に 駆動 され る と 、 逆 回 転 運動 が 器具 駆動 軸 1 300 に 加え られ て 、 発 射 部 
材 1250 が 外科 用 ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1040 外 部 の その 開始 位置 へ と 戻さ れ て 、 
使用 済み カー トリ ッ ジ を 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 pp 除去 し 、 新 し い ス テー プル カー トリ 
ッ ジ を 中 に 設置 する こと が で きる 。 発 射 部 材 1250 が その 開始 位置 へ と 戻さ れる と き 、 
ウェ ッ ジ スレ ッ ド 1250 は ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ の 遠 位 端 に 残り 、 発 射 部 材 1 2 0 0 
と 共に 戻ら な い 。 し た が っ て 、 発射 部 材 1 2 00 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 及び 
アン ビル の アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 の 外 へ と 近 位 側 に 移動 する と 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 
の 回 転 運動 に よっ て 、 発 射 部 材 12 0 0 が 僅か に 旋回 し て 動作 不能 位置 に 入る 。 即ち 、 発 
射 部 材 1 2 0 0 が ( カー トリ ッ ジ 外部 の ) 動作 不能 位置 に ある と き 、 了 臨床 医 が 使用 済み カ 
ー ト リッ ジ 1040 を 除去 し 、 新 し い ウ ェ ッ ジス レッ ド 1250 を 収容 し た 新しい カー ト 
リッ ジ と 交換 せ ず に アン ビル 1 1 1 0 を 閉鎖 し 、 発 射 部 材 1 2 00 を 発射 し よう と し た 場 
合 、 発 射 部 材 1 2 00 と 整列 する ウェ ッ ジ スレ ッ ド が 存在 し な いた め 、 発 射 部 材 1 2 0 0 
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は 細長 い チ ャ ネル 1 020 を 通し て 遠 位 側 へ と 前 進 す る こと が で き な い 。 し た が っ て 、 か 
か る 構成 は 、 カ ー ト リッ ジ が 存在 し な いと き に 了 臨床 医 が 不用 意 に 発射 部 材 1200 を 発射 
する の を 防ぐ 。 
[0093] 

か か る 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 可能 な 構成 で 配向 され て いる と き 
、 発 射 部 材 1 2 00 を 軸線 人 と ほぼ 位置 合わ せ す る こと が で き 、 そ れ に よっ て 、 発 射 部 材 
1200 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1000 を 通っ て 確立 され た 経路 に 沿っ て 移動 する こと が 
で きる 。 軸線 人 は 、 ア ン ビ ル 1 1 0 0 の ステ ー プ ル 形 成 面 1 1 0 4 及び 又は ステ ー プ ル 
カー トリ ッ ジ 1 0 40 の カー トリ ッ ジ デッキ 1 0 44 ( 60) に ほぼ 垂直 で ある こと が 
で きる 。 他 の 例示 的 実施 形態 で は 、 軸 線 人 は 、 ア ン ビ ル 1 1 0 0 の ステ ー プ ル 形 成 面 1 1 
0 4 及び / 又 は ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 の カー トリ ッ ジ デッキ 1 0 4 4 に 対し て 
角度 を 付け て 配向 する こと が で きる 。 更に 、 少 な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 軸 線 
A は 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 の 中 心 を 通っ て 延 在 す る こと が で き 、 他 の 例示 的 実 
施 形 態 で は 、 軸 線 A は 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 の どちら か の 側 に 位置 決め する こ 
と が で きる 。 

[0094] 

図 9 1 —9 7 lk. 独自 の 新規 な 発射 ロッ クア ウト 構成 を 用 いる 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 
1 4 0 0 の 1 つの 例示 的 形態 を 示す 。 図 9 1 て 9 5 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 1 2 0 0 
が 初期 位置 に ある と き 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 、 発 射 部 材 1200 と チャ ネル スロ ッ ト 1 0 
2 8 及び アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 と の ミス アラ イン メン ト に より 、 エ ンド エフ ェ エク タ を 
通し て 遠 位 側 に 前 進 す る の を 防ぐ 、 動 作 不能 の 形態 で ある 。 発射 部 材 1 2 0 0 は 、 全 体 的 
に 1 4 1 8 と し て 指定 され る 発射 ロッ クア ウト 部 に よっ て 動作 不能 の 形態 で 保持 され て も 
よい 。 主 に 図 91 ~9 3 を 参照 する と 、 少 な く と も 1 つの 形態 で は 、 発 射 ロ コッ クア ウト 部 
1418 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 に 形成 され た 第 1 の ロッ クア ウト 溝 又は 切欠 き 1 4 
0 2 を 含む し か し な が ら 、 他 の 例示 的 実施 形態 で は 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 
2 は 、 例 えば 、 第 1 の つか み 具 1 0 0 4 、 第 2 の つか み 具 1 006、 細 長い チャ ネル 1 0 
2 0 、 及 び / 又 は アン ビル 1 1 00 に 開口 部 を 形成 する こと が で きる 。 様々 な 例示 的 実施 
態 で は 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 の と 


、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 4 0 0 内 に 配置 され る 。 ЖІ の ロッ クア ウト 切欠 き 1 
は 、 例 えば 、 細 長い チャ ネル 1 020 の チャ ネル スロ ッ ト 1028 の 付近 に ある か 
、 そ れ に 隣接 する か 、 且 つ プ 又は それ に 接続 する こと が で きる 。 主 に 図 9 1 を 参照 する と 
、 チ ャ ネル スロ ッ ト 1 028 は 、 そ の 長 さ に 沿っ た スロ ッ ト 幅 を 有する こと が で きる 。 少 
な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 は 、 チ ャ ネル ス 
ロッ ト 1 028 及 び 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 402 を 組み 合わ せ た 幅 が チャ ネル スロ 
ッ ト 1028 の スロ ッ ト 幅 を 超え る よう に 、 チ ャ ネル スロ ッ ト 1028 か ら 延 在 す る こと 
が で きる 。 図 9 1 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 の と き 、 発 射 部 材 
1200 の 足 部 分 1 2 06 は 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 内 へ と 延 在 し 、 そ れ に よ 
っ て 細長 い チ ャ ネル 1 020 を 通し て 不用 意 に 遠 位 側 に 前 進 す る の を 防ぐ 。 
[0095] 

新しい ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1040 が 細長 い チ ャ ネル 1 02 0 内 に 適切 に 設置 され 
て いる と き 、 発 射 行 程 を 開始 する こと に より 、 発 射 部 材 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 4 
0 内 に 位置 決め され た ウェ ッ ジ スレ ッ ド 1 2 5 0 を 係 合 し 、 そ れ に よっ て 発射 部 材 1 2 0 
0 が 移動 し て 、 カ ー ト リッ ジ 本 体 1 042 の 細長 い ス ロッ ト 1046、 細 長い チャ ネル 1 
020 の チャ ネル スロ ッ ト 1028 、 及 び ア ン ビ ル 1 10 0 の アン ビル スロ ッ ト 110 3 
と 駆動 可能 に 整列 され て 、 そ れ を 通し て 発射 部 材 1250 を 遠 位 側 へ と 前 進 さ せる こと が 
та, 発射 部 材 12 00 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 4 0 に 対し て 初期 位置 か ら 第 2 
の 位置 へ と 移動 する に つれ て 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 、 例 えば 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 
1 402 を 越え て 移動 する こと が で きる 。 ЖІ の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 は 、 例 えば 
、 約 0 . 6 4cm(0O.25 イ ンチ ) の 長 さ を 有する こと が で きる 。 い くつ か の 他 の 例示 
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的 実施 形態 で は 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 は 、 例 えば 、 約 0 . 38 c m( 0 . 
15 イ ンチ ) ~ 約 0. 6 4cm(0.25 イ ンチ ) の 長 さ 、 又 は 例え ば 、 約 0. 64cm 
(0 .25 イ ンチ ) て 約 2 . 5cm( 1 . 0 イン チ ) の 長 さ を 有する こと が で きる 。 
[0096] 


図 9 3 及び 9 4 を 参照 する と 、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 4 0 0 は 、 発射 部 材 1 2 0 0 
が 動作 不能 構成 の と き 、 発 射 部 材 1 2 0 0 の 上 部 フィ ン 1208 を 収容 する よう に 構成 す 
る こと が で きる 。 例え ば 、 発 射 ロ コッ クア ウト 部 1 41 8 は 、 ア ン ビ ル 1 1 0 0 内 の 第 2 の 
ロッ クア ウト 溝 又は 切欠 き 1 40 4 を 含む こと が で きる 。 図 示さ れる 例示 的 実施 形態 で は 
、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は 、 例 えば 、 ア ン ビ ル 1 1 0 0 の アン ビル スロ ッ ト 
1 103 の 付近 に ある か 、 そ れ に 隣接 する か 、 つ グ 又は それ に 接続 する こと が で きる 。 
アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 は 、 そ の 長 さ に 沿っ た 幅 を 有する こと が で きる 。 少な く と も 1 
つの 例示 的 実施 形態 で は 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は 、 ア ン ビ ルス ロッ ト 1 1 
0 3 及び 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 を 組み 合わ せ た 幅 が アン ビル スロ ッ ト 1 1 0 
3 の スロ ッ ト 幅 を 超え る よう に 、 ア ン ビ ルス ロッ ト 1 1 0 3 か ら 延 在 す る こと が で きる 。 
第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 0 は 、 外 科 ンド エフ ェ ク タ 1 4 0 0 の 長 さ 又は 距 
離 を 延 在 する こと が で きる 。 発射 部 材 1 2 0 0 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 の と 
き 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 を その 長 さ に 沿っ て 係 合 す る よう に 構成 する こと 
が で きる 。 発射 部 材 12 00 が ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 4 0 に 対し て 初期 位置 か ら 第 
2 の 位置 へ と 移動 する に つれ て 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 、 例 えば 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 
き 1 40 4 を 越え て 移動 する こと が で きる 。 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は 、 例 え 
ば 、 約 0 . 6 4cm(0.25 イ ンチ ) の 長 さ を 有する こと が で きる 。 い くつ か の 他 の 例 
示 的 実施 形態 で は 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は 、 例 えば 、 約 0. 38 c m ( 0 
.-15 イ ンチ ) へ 約 0 . 6 4cm(0O.25 イ ンチ ) の 長 さ 、 又 は 例え ば 、 約 0 . 64c 
m(0.25 イ ンチ ) て 約 2 . 5cm( 1 .0 イ ンチ ) の 長 さ を 有する こと が で きる 。 主 
に 図 9 3 を 参照 する と 、 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 40 2 は チャ ネル スロ ッ ト 1028 
か ら 第 1 の 方 向 X メ で 延 在 す る こと が で き 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は アン ビル 
スロ ッ ト 1 1 0 3 か ら 第 2 の 方 向 Y で 延 在 す る こと が で きる 。 少な く と も 1 つの 例示 的 実 
施 形態 で は 、 第 1 の 方 向 X は 第 2 の 方 向 Y に 対し て ほぼ 横 方 向 反 対 側 で ある こと が で きる 
。 か か る 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 へ と 移動 する と 、 発 射 部 
材 1 2 0 0 の 足 部 分 1 2 0 6 は 、 旋 回 し て 第 1 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 2 に 入る こと 
が で き 、 発 射 部 材 1 2 0 0 の 上 部 フィ ン 1 2 0 8 は 、 旋 回 し て 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 
1404 に 入る こと が で きる 。 

[0097] 

主 に 図 9 2 —9 4 を 参照 する と 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 で 配向 され る と 、 発 
射 部 材 1 2 0 0 の 対応 する 部 分 が 第 1 及び 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 402. 1404 
を 係 合 する 。 発射 部 材 1 2 0 0 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 の と き 、 少 な く と も 
部 分 的 に 第 1 及び 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 402. 140 4 内 に 位置 決め する こと が 
で きる 。 発射 部 材 1 2 0 0 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 へ と 移動 する と 、 第 1 及 
び 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 02 、1404 内 へ と シフ ト す る こと が で きる 。 更に 、 
発射 部 材 1 2 0 0 が 動作 可能 構成 で 配向 され る と 、 発 射 部 材 1 2 0 0 は 第 1 及び 第 2 ОП 
ッ ク ア ウト 切欠 き 1 402 、1404 を 係 脱 す る こと が で きる 。 

[0098] 

外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 4 0 0 の 1 つ 以 上 の 部 分 は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構 
成 で 配向 され る と 、 発射 部 材 1200 を 阻止 し 、 発 射 部 材 1200 が 外科 用 エン ド エ フ ェ 
クタ 1 400 を 通し て 移動 する の を 制限 又は 防止 する こと が で きる ( 例え ば 、 図 9 5 を 参 
照 ) 。 例 えば 、 第 1 の つか み 具 1 0 0 4 、 第 2 の つか み 具 1 006、 細 長い チャ ネル 1 0 
2 0 、 及 び グ 又は アン ビル 1 1 0 0 は 、 発射 部 材 1 2 0 0 が 動作 可能 構成 の と き に それ を 
阻止 する よう に 構成 する こと が で きる 。 い くつ か の 例示 的 実施 形態 で は 、 第 1 の ロッ クア 
ウト 切欠 き 1 402 は 、 そ の 上 に 形成 され た 第 1 の 阻止 面 又 は 緑 部 1 406( 図 9 1 及び 
92) を 有 し 、 第 2 の ロッ クア ウト 切欠 き 1 4 0 4 は 、 そ の 上 に 形成 され た 第 2 の 阻止 面 
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又は 縁 部 1 408( 図 9 4) を 有する 。 発射 部 材 1 2 0 0 が 動作 不能 構成 の 状態 で 発射 部 
材 1200 を 発射 し よう と する と 、 発 射 部 材 1 2 0 0 の 対応 する 部 分 が 第 1 及び 第 2 ОҢ 
止 面 1406、1408 の 一 方 また は 両方 に 接触 し て 、 発 射 部 材 1 2 0 0 が 初期 位置 か ら 


第 2 の 位置 に 向かっ て 移動 する の を 防ぐ 。 少なくとも 1 つの 例示 的 実施 形態 で 


は 、 外 科 用 


エン ド エフェクタ 1 4 0 0 は 、 必 ず し も 第 1 の 阻止 縁 部 1 4 0 6 及び 第 2 の 阻止 緑 部 1 4 


0 8 の 両方 を 有 さ な く て も よい 。 
[0099] 


M97 —1 0 4 は 、 別 の 例示 的 な 発射 ロッ クア ウト 構成 を 用 いる 別 の 例示 的 な 外科 用 エ 


ンド エフェクタ の 実施 形態 1 5 0 0 を 示す 。 例え ば 、 そ れ ら の 図面 に 見 られ る よう に 、 外 
科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 5 0 0 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 、 及 び 
発射 部 材 12 00 を 備え る こと が で きる 。 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 5 0 0 は また 、 エ ン 
ドド エフェクタ 駆動 ハウ ジン グ 1 5 10 を 備え る こと が で きる ( 例え ば 、 図 1 00 を 参照 ) 


. 本 明細 書 に 記載 する エン ド エ フ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 と 同様 に 、 エ 


> шен кар se 


クタ 駆動 ハウ ジン グ 1 51 0 は 、 軸 受 ス リー プ 151 1 及び 第 3 の リン グ ギ ヤ 又 は ハウ ジ 


ング 駆動 部 材 7 6 8 を 備え る こと が で きる 。 軸受 スリ ー ブ 1 5 1 1 は 、 問 具 駆 


動 還 1 3 0 


0 の 軸受 セグ メン ト 1 304 を 軸受 スリ ー ブ 15 1 1 内 で 移動 可能 に 位置 決め で きる よう 


に 構成 する こと が で きる 。 軸受 セグ メン ト 1 304%, m E 130097 
に 記載 する よう に 、 動 作 不 能 位置 と 動作 可能 位置 と の 間 で 移動 する と 、 軸 受 ス 


、 本 明細 書 


| 


UE D 


1 1 内 で 移動 する こと が で きる 。 軸受 スリ ー ブ 1 5 1 1 は 、 例 えば 、 縦 辺 及 び / 双 は 平行 


辺 を 間 に 有 する 卵 形 、 椅 円 、 及 び / 又 は 半 円 を 備え る 断面 形状 な ど 、 細 長い 断 
ボア 1 5 1 2 を 備え る こと が で きる 。 か か る 例示 的 実施 形態 で は 、 軸 受 セ グ メ 
4 は 、 器具 駆動 還 1 3 0 0 が 動作 不能 位置 に ある と き 、 例 えば 第 1 の 半 円 な ど 
1 2 の 第 1 の 辺 に 接し て 、 又 は その 付近 に 位置 決め する こと が で きる 。 更に 、 


面 を 有する 
ント 1 3 0 
exl 
軸受 セグ メ 


ント 1 3 0 4 は 、 器具 駆動 軸 1 3 0 0 が 動作 可能 位置 に ある と き 、 例 えば 第 2 の 半 円 な ど 
、 ボ ア 1 512 の 第 2 の 辺 に 接し て 、 又 は その 付近 に 位置 決め する こと が で きる 。 


[0100] 


器具 駆動 軸 1 300 は 、 動 作 不 能 位置 と 動作 可能 位置 と の 間 で 移動 可能 で ある こと が で 
きる 。 本 明細 書 に 記載 する よう に 、 付 勢 部材 1 52 0 及び 又は ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 


1 0 40 の 一 部 分 は 、 例 えば 、 動 作 不 能 位 置 と 動作 可能 位置 と の 間 で 器具 駆動 
を 移動 させ る こと が で きる 。 図 示さ れる 実施 形態 ちよ び 他 の 実施 形態 で は 、 器 
300 の 器具 駆動 歯車 1 302 iX. ЗЭ 38 Hl 300 が 動作 可能 位置 に ある 
ドド エフェクタ 駆動 ハウ ジン グ 1 5 1 0 の 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 係 合 させ る 
召 。 器 具 服 动 诡 车 1 3 0 2 は 、 例 えば 外 歯 車 で ある こと が で き 、 第 3 の リン グ 
は 、 例 えば 内 歯車 で ある こと が で きる 。 器具 駆動 軸 1 3 0 0 が 動作 不能 位置 か 


#1300 


E B E 1 
と き 、 エ ン 
こと が で き 
ギヤ 7 6 8 
ら 動作 可能 


位置 へ と 移動 する と 、 問 具 駆 動 歯 車 1 3 0 2 は 移動 し て 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 係 合 す 


る こと が で きる 。 Яс, БЕРШІ 300 が 動作 不能 位置 に ある と き 、 器 具 


ЕШ) pg E 1 


302 を 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 から 係 脱 さ せる こと が で きる 。 少な く と も 1 つの 例示 的 
実施 形態 で は 、 器 具 駆 動 還 1 3 0 0 が 動作 可能 位置 か ら 動作 不能 位置 へ と 移動 する と 、 器 


具 駆 動 歯車 1 302 は 移動 し て 、 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と の 係 合 か ら 外 れる 
る 。 本 明細 書 に 記載 する 他 の 例示 的 実施 形態 と 同様 に 、 問 具 駆 動 還 1 300 を 
ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 51 0 内 の 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 係 合 さ せる と 、 


こと が で き 
ンド エフ 


駆動 シス テ 


ム 7 50( 図 6 1 ) は 、 例 えば 、 発 射 行 程 の 間 、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 500 の 細長 


い チ ャ ネル 1 020 を 通し て 発射 部 材 1200 を 駆動 する こと が で きる 。 
[0101] 
主 に 図 1 01 ROl102£2w87Jj227, WX 7ХУу13040, Л 


動 軸 1 3 0 


0 が 動作 不能 位置 に ある と き 、 軸 受 ス リー ブ 1 5 1 1 の ボア 151 2 の 第 1 の 辺 に 接し て 
位置 決め する こと が で きる 。 保持 ピン 1 514( 図 9 8 、1 00、101、 及 び 103) 


ik. 軸受 セ グ メ ント 1 304 を ボア 151 2 の 第 1 の 辺 に 対し て 付 勢 する よう 


に 構成 する 


こと が で き 、 そ れ に よっ て 、 器具 駆動 還 1 300 は 、 例 えば 動作 不能 位置 で 保持 され 、 器 


具 駆 動 歯 車 1 3 0 2 は 、 例 えば 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と の 係 合 か ら 外 れ て 保持 され る 。 
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いく つか の 例示 的 実施 形態 で は 、 保 持 ピ ン 1 5 1 4 は 、 保 持 ピ ン 1 5 1 4 が 軸受 セグ メン 
ト 1 3 0 4 に 対し て 力 を 働か せ て 、 問 具 駆 動 軸 1 300 を 動作 不能 位置 に 向かっ て 移動 さ 
せる よう に 、 ば ね 上 げす る こと が で きる 。 器 具 駆 動 軸 1 300 は 、 保 持 ピ ン 1 5 1 4 に よ 
っ て 働く 力 を 別 の 力 が 克服 し て 、 例 えば 器具 駆動 軸 1 300 を 動作 可能 位置 に 向かっ て 移 
動 さ せ 、 例 えば 器具 駆動 歯車 1 302 が 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 係 合 する まで 、 動 作 不 
能 位置 に 残る こと が で きる 。 
[0102] 

に 図 103 及び 104 を 参照 する と 、 軸 受 セ グ メ ント 1 3 0 4 は 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 
0 が 動作 可能 位置 に ある と き 、 軸 受 ス リー ブ 1 5 1 1 の ボア 1 5 1 2 の 第 2 の 辺 に 接し て 
位置 決め する こと が で きる 。 様々 な 例示 的 実施 形態 で は 、 保 持 ビ ピン 1 51 4( 図 9 8 1 
0 0 、 .. こよ っ て 働く 力 を 克服 し て 、 軸 受 セ グ メ ント 1 3 0 4 が ボア 
ES e ы. こ 接 する よう に 移動 させ 、 そ れ に よっ て 、 器具 駆動 還 1 300 は 、 例 

ага тг グ ギ ヤ 7 6 8 と 人 係 
2.4... 4-22: 1515 
に よっ て 働く 力 を 克服 する 力 を 、 軸 受 セ グ メ ント 1 3 0 4 に 対し て 働か せる こと が で きる 


[0103] 

外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 5 0 0 は 、 第 1 の 組 の 位置 ( 例え ば 、 図 1 0 3 を 参照 ) と 、 
第 2 の 組 の 位置 ( 例え ば 、 図 1 0 1 を 参照 ) と の 間 で 移動 可能 で ある こと が で きる 、 付 夫 
要素 1 520 を 備え る こと が で きる 。 第 2 の 組 の 位置 は せ 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン 
グ 1 5 1 0 に 対し て 第 1 の 組 の 位置 の 遠 位 側 で あり 得る 。 付 勢 有 要素 1 5 2 0 が 第 1 の 組 の 
位置 に ある と き 、 付 勢 要素 1 52 0 は 、 例 えば 、 器 具 駆 動 軸 1 300 を 動作 可能 位置 へ と 
移動 させ る よう に 構成 する こと が で きる 。 付 勢 要素 1 5 2 0 が 第 2 の 組 の 位置 に ある と き 
付 勢 要素 1 52 0 は 、 例 えば 、 如 具 駆動 軸 を 動作 不能 位置 に 戻す と が で きる よう に 
WAHM] 300 を 解放 する こと が で きる 。 

[0104] 

付 勢 要素 1 5 2 0 は 、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 5 0 0 内 で 位置 決め 可能 な 独立 し た 要 
素 で ある こと が で きる 。 付 勢 要 素 1 5 2 0 は 、 例 えば 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1500 内 
で 移動 可能 に 保持 する こと が で き 、 例 えば ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 4 0 と 動作 可能 に 
係 合 可能 で ある こと が で きる 。 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 40 は 付 勢 要 素 1520 を 備 
える こと が で きる 。 い くつ か の 例示 的 実施 形態 で は 、 付 勢 要素 1 520 は 、 例 えば ステ ー 
プル カー トリ ッ ジ 1040 の ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 1250 と 一 体 的 に 形成 する こ 
と が で き 、 付 勢 要 素 1 520 は 、 例 えば ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 4 0 内 で 移動 可能 に 
保持 する こと が で きる 。 か か る 例示 的 実施 形態 で は 、 付 勢 要素 1 5 2 0 は 、 例 えば 、 発 身 
行程 の 間 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1 2 5 0 及び ノノ 又は 発射 部 材 1 2 0 0 が 細長 い チ 
ャ ネル 1020 を 通っ て 移動 する に つれ て 、 細 長い チャ ネル 1020 を 通っ て 移動 する こ 
と が で きる 。 

[0105] 

主 に 図 9 9 を 参照 する と 、 付 勢 要素 1 5 2 0 は 、 付 勢 本 体 1 5 2 2 と 、 付 勢 本 体 1 52 
2 か ら 延 在 す る 脚 体 1 52 6 を 備え る こと が で きる 。 付 勢 本 体 1 5 2 2 は 、 外 科 用 エン ド 
エフ ェ ク タ 1 5 0 0 内 の 器具 駆動 軸 1 3 0 0 の 一 部 分 の 周り に 位置 決め する こと が で きる 
o いく つか の 例示 的 実施 形態 で は 、 付 勢 本 体 1 5 2 2 は 、 付 勢 本 体 1 5 2 2 を 器具 駆動 軸 
1300 の 周り に 位置 決め し た と き 、 付 勢 本 体 1522 と 器具 駆動 軸 1 300 と の 接触 を 
回 避 す る よう に 構成 する こと が で きる 。 付 勢 本 体 1 5 2 iX. 3484, 5 130 
0 の 上 及び 又は 周り で 湾曲 する 輪郭 152 4 を 備え る こと が で きる 。 脚 体 1 5 2 6 は 、 
細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 の 一 部 分 及び / 又 は 器具 駆動 軸 1 300 の どちら か の 側 に 沿っ て 
延 在 する こと が で きる 。 付 勢 要素 1 520 は また 、 少 な く と も 1 つの 延長 部 又は ウェ ッ ジ 
1528 を 備え る こと が で きる 。 本 明細 書 に 記載 する よう に 、 ウ ェ ッ ジ 1 52 8 F. 48 
スリ ー ブ 1 5 1 1 及び ノノ 又は 軸受 セグ メン ト 1 3 0 4 を 移動 可能 に 係 合 し て 、 器 具 駆 動 軸 
を 動作 可能 位置 へ と 移動 させ る こと が で きる 。 付 勢 要 素 1 52 0 は また 、 少 な く と も 1 つ 
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の ば ね 1 5 30 を 備え る こと が で きる 。 ば ね 1 5 3 0 は 、 例 えば 、 初 期 構成 ( K1 01 ) 
と 変形 構成 ( 103) ) と の 間 で 変形 可能 で ある こと が で きる 。 ば ね 1 5 3 0 は 、 力 に よ 
っ て ば ね 1 5 30 が 初期 構成 か ら 変 形 構成 へ と 変形 する まで 、 付 勢 要素 1 52 0 を エン ド 
エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 5 1 0 に 対し て 第 1 の 組 の 位置 で 保持 する こと が で きる 。 ば 
ね 1 5 30 が 初期 構成 か ら 変 形 構成 へ と 移動 する と 、 付 勢 要 素 1 520 は 、 エ ンド エフ ェ 
クタ 駆動 ハウ ジン グ 1 5 1 0 に 対し て 第 2 の 組 の 位置 か ら 第 1 の 組 の 位置 に 移動 する こと 
が で きる 。 
[0106] 

に 図 1 0 1 を 参照 する と 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1040( 図 103) を 細長 い チ 
ャ ネル 1 0 2 0 に 挿入 する 前 、 ば ね 1 5 3 0 は 、 例 えば 初期 構成 で ある こと が で き 、 付 勢 
2 . 保持 ピン 1 5 1 4 は 、 例 え 
ば 、 ボ ア 1 5 1 2 の 第 1 の 辺 に 接し て 軸受 セグ メン ト 1 3 0 4 を 保持 する こと が で きる 。 
か か る 例示 的 実施 形態 で га: 1 51 4 に よっ て 動作 不能 
位置 で 保持 する こと が で きる 。 
[0107] 

次 に 図 103 を 参照 する と 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 40 を 細長 い チ ャ ネル 1 02 
0 内 に 設置 する こと で 、 付 勢 要素 1 52 0 が ば ね 1 5 30 の 力 に 対抗 し て 近 位 側 に 移動 し 
て 第 1 の 組 の 位置 に 至り 、 そ こ で 、 ウ ェ ッ ジ 1 528 が 軸受 スリ ー ブ 1 5 1 1 及び 軸受 セ 
グ メ ント 1 30 4 を 移動 可能 に 係 合 し て 、 問 具 駆 動 軸 1 300 の 軸受 セグ メン ト 1304 
及び 器具 駆動 歯車 1 3 0 2 を 付 勢 し て 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 路 合 係 合 させ る 。 その後 
、 本 明細 書 に 記載 する よう に 発射 駆動 シス テム を 作動 させ る こと に より 、 発 射 部 材 1 2 0 
0 の 発射 が も た ら さ れる 。 い くつ か の 例示 的 実施 形態 で は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 
4 0 の 一 部 分 は 、 付 勢 要素 1 5 2 0 に 直接 接触 し て 、 Шаардах 81 の 組 の 位置 
へ と 移動 させ る よう に 構成 され る 。 他 の 例示 的 実施 形態 で は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 
2 2: 
の 要素 に 接触 し て 、 付 勢 要 素 1 5 2 0 を 第 1 の 組 の 位置 へ と 動作 可能 に 移動 させ る よう に 
成 さ れる 。 更に 他 の 例示 的 実施 形態 で は 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 4 0 は 、 そ れ と 
一 体 的 に 形成 され た 付 勢 要素 1 5 2 0 を 有する 。 

[0108] 
様々 な 例示 的 実施 形態 で は 、 付 勢 要素 1 2 0 は 、 例 えば 、 本 明細 書 に 記載 する よう に 
、 発 射 行程 の 間 、 発 射 部 材 1 2 0 0 及び / 又 は ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 12 5 0 が 、 
АІ 300 に よっ て 細長 い チ ャ ネル 1020 を 通し て 駆動 され る と 、 外 科 用 エン 
ドド エフェクタ 1 50 0 の 細長 い チ ャ ネル 1020 を 通っ て 移動 すす る こと が で きる 。 付 勢 要 
12 2 210. 
一 体 的 に 形成 し 、 且 つ / 又 は それ に 固定 する こと が で きる 。 か か る 例示 的 実施 形態 で は 
、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 1 0 40 が 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 に 最初 に 着座 され る と 、 
ウエ ッ ジ スズ スレッド アセ ング ブリ 1 250 及び 付 勢 要素 1520 を 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ 
1040 及び ググ 又は 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 に 対す る 初期 位置 に 位置 決め する こと が で き 
る 。 付 勢 要素 1 52 0 の 初期 位置 は 、 本 明細 書 に 記載 する よう に 、 付 勢 要素 1 5 2 0 が エ 
ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 51 0 の 軸受 スリ ー ブ 1 5 1 1 を 移動 可能 に 係 合 し て 、 
ЕНЕ І 300 を 動作 可能 位置 へ と 移動 させ る よう な 、 第 1 の 組 の 位置 に 対応 する こ 
と が で きる 。 発射 行程 の 間 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 125 0 及び 付 勢 要素 1 520 
は 、 例 えば 、 初 期 又 は 第 1 の 組 の 位置 か ら 離 れる 方 向 に 移動 させ る こと が で きる 。 付 勢 要 
素 1 5 2 0 は 、 例 えば 第 2 の 組 の 位置 に 移動 する こと が で きる 。 付 勢 要 素 1 5 2 0 が 第 1 
の 組 の 位置 を 越え て 第 2 の 組 の 位置 へ と 移動 する と 、 付 勢 要 素 1 52 0 は 、 エ ンド エフ ェ 
クタ 駆動 ハウ ジン グ 1 5 1 0 の 軸受 スリ ー ブ 1 5 1 1 КЕША І 3 0 0 Z $h 
作 可 能 構 成 で 保持 し な く な る こと が ある 。 付 勢 要 素 1 520 が 第 2 の 組 の 位置 へ と 移動 す 
る と 、 付 勢 要 素 1 5 2 0 は 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 の 器具 駆動 歯車 1 3 0 2 を 第 3 の リン グ 
ギヤ 7 6 8 と 係 合 す る よう に 付 勢 し な いこ と が ある が 、 チ ャ ネル スロ ッ ト 1 02 8 、 ア ン 
ビル スロ ッ ト 1 1 0 3 、 及 び / 又 は ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 の 細長 い ス ロッ ト 1 


Pal 


эк 


10 


20 


30 


40 


50 


(47) JP 6262224 B2 2018. 1. 17 


046 ix. 458  И 1 3 0 0 の 問 具 駆 動 歯 車 1 302 を 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 ERA 
係 合 し た 状態 で 保持 する 発射 配向 で 発射 部 材 1 2 00 を ガイ ド し 、 そ れ に よっ て 、 発 射 
程 の 間 に 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 が 動作 不能 位置 に 戻る の を 防ぐ の に 役立つ 。 

[0109] 

少な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 1 2 0 0 及び 又は 器具 駆動 軸 1 3 0 
0 は 、 発 射 行程 の 間 、 ウ ェ ッ ジス レッ ドア セン ブリ 1250 及び 又は 付 勢 要素 1 52 0 
を 第 2 の 組 の 位置 へ と 駆動 する こと が で きる 。 様々 な 例示 的 実施 形態 で は 、 発 射 行程 が 完 
了 す る と 、 発 射 部 材 1 2 00 は 初期 位置 に 戻る こと が で きる が 、 例 えば 、 付 勢 要 素 1 5 2 
0 を 含む ウェ ッ ジ スレ ッ ド アセ ン ブ リ 1 2 5 0 は 、 第 2 の 組 の 位置 に 残る こと が で きる 。 
発射 部 材 1 2 0 0 は 、 例 えば 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 5 0 0 内 の 近 位 位置 に 戻る こと が 
で き 、 付 勢 要 素 1 52 0 は 、 例 えば 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 1 50 0 内 の 遠 位 位 置 に 残る 
こと が で きる 。 発射 部 材 1 2 00 が 初期 位置 に あり 、 付 勢 要 素 1 5 2 0 が 第 2 の 組 の 位置 
に ある と き 、 器 具 駆 動 軸 1 300 の 軸受 セグ メン ト 1 3 0 4 は 、 器具 駆 動 軸 1 300 が 例 
えば 動作 不能 位置 へ と 移動 し 、 器 具 駆 動 歯車 1 3 0 2 が 移動 し て 、 例 えば 第 3 の リン グ ギ 
ヤ 7 6 8 と の 係 合 が 外れ る よう に 、 軸 受 ス リー プ 1 5 1 1 内 で シフ ト す る こと が で きる 。 
様々 な 例示 的 実施 形態 で は 、 器 具 駆 動 軸 1 3 0 0 は 、 例 えば 、 付 勢 要 素 1 520 が 第 1 の 
組 の 位置 へ と 引き 戻さ れる まで 、 及 び / 又 は 交換 用 の 付 勢 要素 1 520 が 第 1 の 組 の 位置 
に 位置 決め され る まで 、 動 作 不 能 位置 に 残る こと が で きる 。 例え ば 、 使 用 済み の ステ ー プ 
ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 は 、 細 長い チャ ネル 1 020 か ら 除 去 さ れ 、 第 1 の 位置 に 位置 す 
る 付 勢 要 素 1 520 を 備え る こと が で きる 、 交 換 用 の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1 0 40 と 
交換 され る 。 交換 用 の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 1040 が 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 内 で 位 
置 決め され る と 、 そ の 付 勢 要素 1520 は 器具 駆動 歯車 1 302 を シフ ト し て 、 例 えば 第 
3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 係 合 させ 、 例 えば 動作 可能 位置 へ と シフ ト す る 。 か か る 例示 的 実 
施 形 態 で は 、 外 科 用 エン ド エフ ェ ク タ 1500 は 、 細 長い チャ ネル 1 0 2 0 に カー トリ ッ 
ジ 1 0 40 が 着座 され て いな いか 、 又 は 使用 済み カー トリ ッ ジ 1 0 4 0 が 着座 され て いる 
と き に 、 再 発射 され る の を 防ぐ こと が で きる 。 そ れ に 加え て 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ が 
細長 い チ ャ ネル 1 0 1 0 に 適切 に 着座 され て お ら ず 、 そ れ に よっ て 、 付 勢 要 素 152 0 が 
АБАШ ATI 300 を 移動 させ て 第 3 の リン グ ギ ヤ 7 6 8 と 噛合 係 合 させ て いな い 場 合 、 
発射 部 材 1 2 00 を 発射 する こと は で き な い 。 

[0110] 

上 述 し た よう に 、 外 科 用 器具 シス テム は 、 外 科 用 ハウ ジン グ と 、 外科 処置 中 に 使用 する 
た め に 外科 用 ハウ ジン グ に 接続 し 、 次 に 使用 され た 後 で ハウ ジン グ か ら 分 離す る こと が で 
きる 、 交 換 可 能 な エン ド エ フ ェ ク タ アセ ン ブ リ と 、 エ ンド エフ ェ ク タ を 発射 する よう に 構 
成 さ れ た モー タ 及 び プ 又は アク チュ エー タ と を 含む お こと が で きる 。 様々 な 状況 に お いて 、 
外科 医 は 、 外 科 処 置 中 に 使用 する た め 、 い くつ か の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ か ら 選 ぶ 
こと が で きる 。 例え ば 、 外科医 は 最初 に 、 例 えば 約 1 5 ミリメートル (mm) の ステ ー プ 
ルカ ー ト リッ ジ 長 さ を 含 む 患 者 の 組織 を ステ ー プ ル 留 め 及 び 又 は 切開 する よう に 構成 さ 
れ た 、 第 1 の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 選択 し て 、 愚 者 の 組織 に 第 1 の 切り 口 を 作成 
し て も よい 。 か か る 実施 形態 で は 、 患者 の 組織 を 約 1 5mm 切 っ て ステ ー プ ル 留 めす る た 
め に 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ の 約 1 5 mm の 長 さ に 沿っ て 、 駆 動 ね じ に よっ て 切れ 刃 及 
び / 又 は ステ ー プ ル 駆 動 ス レッ ド を 前 進 さ せる こと が で きる 。 外科 医 は 、 次 に 、 約 3 0 m 
m の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 長 さ を 含 むこ と が で きる 、 や は り 愚 者 の 組織 を ステ ー プ ル 留 
め 及 び // 又 は 切開 する よう に 構成 され た 、 第 2 の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 選択 し て 
、 愚 者 の 組織 に 第 2 の 切り 口 を 作成 し て も よい 。 か か る 実施 形態 で は 、 患 者 の 組織 を 約 3 
Omm 切 っ て ステ ー プ ル 留 めす る た め 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ の 約 30mm の 長 さ に 治 
ос, 駆動 ね じ に よっ て 切れ 刃 及 び / 又 は ステ ー プ ル 駆 動 ス レッ ド を 前 進 さ せる こと が で 
きる 。 外科 医 は また 、 例 えば 、 約 45mm の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 長 さ を 含 む 愚 者 の 組 
織 を ステ ー プ ル 留 め 及 び / 又 は 切開 する よう に 構成 され た 、 交換 可 能 な エン ド エ フ ェ ク タ 
を 選択 し て 、 愚 者 の 組織 に 切り 口 を 作成 し て も よい 。 か か る 実施 形態 で は 、 患者 の 組織 を 
約 45mm 切 っ て ステ ー プ ル 嶺 めす る た め 、 ス テー プル カー トリ ッ ジ の 約 4 5 mm の 長 さ 
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に 沿っ て 、 駆動 ね じ に よっ て 切れ 刃 及 び / 又 は ステ ー プ ル 駆 動 ス レッ ド を 前 進 さ せる こと 
が で きる 。 外科医 は また 、 例 えば 、 約 6 0 mm の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 長 さ を 含 む 患 者 
の 組織 を ステ ー プ ル 留 め 及 び グ 又は 切開 する よう に や は り 構 成す る こと が で きる 、 交 換 可 
能 な エン ド エフ ェ ク タ を 選択 し て 、 患 者 の 組織 に 切り 口 を 作成 し て も よい 。 か か る 実施 形 
態 で は 、 患 者 の 組織 を 約 6 0mm 切 っ て ステ ー プ ル 留 めす る た め 、 ス テー プル カー トリ ッ 
ジ の 約 6 0 mm の 長 さ に 沿っ て 、 駆動 ね じ に よっ て 切れ 刃 及 び / 又 は ステ ー プ ル 駆 動 ス レ 
ッ ド を 前 進 さ せる こと が で きる 。 上述 し た エン ド エ フ ェ ク タ の 1 5mm, 30mm, 45 
mm、 及 び / 又 は 6 0 mm の 長 さ は 例示 で ある 。 他 の 長 さ を 使用 する こと が で きる 。 特定 
の 実施 形態 で は 、 例 えば 、 第 1 の エン ド エ フ エク タ は 長 さ ミ を 有する ステ ー プ ルカ ー ト リ 
ッ ジ を 含む こと が で き 、 第 2 の エン ド エ フ ェ ク タ は 約 2 xx の 長 さ を 有する ステ ー プ ルカ 
ー ト リッ ジ を 含む こと が で き 、 第 3 の エン ドド エフェクタ は 約 3 xx の 長 さ を 有する ステ ー 
プル カー トリ ッ ジ を 含む お こと が で き 、 第 4 の エン ド エ フ ェ ク タ は 約 4 xx の 長 さ を 有する 
ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 含む お こと が で きる 。 

[0111] 

異な る 長 さ を 有する 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 利用 する 一 部 の 外科 用 器具 で は 、 異 
な る 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ それ ぞ れ の 駆動 ね じ は 、 関 連 す る 交換 可能 な エン ド エフ 
ェ ク タ の 異な る 長 さ に 適応 する た め に それ ぞ れ の 駆動 ね じ の 長 さ が 異な っ つて も よい 点 を 除 
いて 、 同 一 で あっ て も よい 。 例え ば 、30mm の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 備え る 交換 可 
能 な エン ド エ フ ェ ク タ は 、1 5mm の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 備え る 交換 可能 な エン ド 
エフ ェ ク タ の 駆動 ね じ よ り も 長い 駆動 ね じ を 要する こと が ある 。 し か し な が ら 、 か か る 外 
科 用 器具 シス テム の それ ぞ れ の 例 に お いて 、 よ り 詳 細 に 後述 する 、 同 じ ね じ ビ ピッ チ 及 び / 
又は ね じ リ ー ド を 利用 する それ ぞ れ の 駆動 ね じ は 、 そ れ ぞ れ の エン ド エ フ ェ ク タ を 完全 に 
発射 させ る た め に 、 使 用 され る エン ド エ フ ェ ク タ の 長 さ に 応じ て 、 異 な る 回 数 又は 回 転 数 
で モー タ が 駆動 軸 を 回 転 さ せる こと を 要する こと が ある 。 例え ば 、30 mm の 発射 行程 を 
提供 する 駆動 ね じ は 、1 5mm の 発射 行程 を 提供 する 駆動 ね じ に 比べ て 、 完 全 に 作動 させ 
る た め に は 二 倍 の 回 転 数 を 要する こと が ある 。 か か る 外科 用 器具 シス テム で は 、 外 科 用 ハ 
ウジ ング と 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ と の 間 の 電子 通信 を 利用 し て 、 外 科 用 ハウ ジン グ 
内 の 電動 モー タ が 、 取り付け られ た 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ の 長 さ に 対し て 適正 な 回 
転 数 分 転回 する こと を 担保 する こと が で きる 。 例え ば 、 交換 可能 な エン ドド エフェクタ は 、 
外科 用 器具 シス テム が 取り 付け られ た エン ド エ フ ェ エク タ に 対し て 適正 な 回 転 数 分 モー タ を 
転回 させ る こと が で きる よう に 、 外 科 用 器具 シス テム に よっ て 特定 する こと が で きる 電子 
回 路 を 含ん で も よい 。 上 記 に 加え て 、 又 は その 代わ り に 、 交 換 可 能 な が エン ド エ フ ェ ク タ は 
y ンド エフ ェ エク タ を 完全 に 作動 し て いる と き に それ を 感知 する 、 セ ン サ を 含ん で も よい 
。 か か る 実施 形態 で は 、 セ ン サ は 、 適 切な 信号 を 受け 取る と モー タ を 停止 させ る よう に 構 
成 さ れ た 、 ハ ウジ ング 内 の コン トロ ー ラ と 信号 連通 する こと が で きる 。 そ れ ら の 意図 され 
る 目的 に 適し て いる も の の 、 外 科 用 ハウ ジン グ と 交換 可能 な エン ドド エフェクタ と の 間 の か 
か る 電子 通信 は 、 か か る 外科 用 器具 シス テム の 複雑 さ 及 び / 又 は コス ト を 増加 させ る こと 
が ある 。 

[0112] 

上 記 に 概説 し た よう に 、 異 な る 長 さ を 有する エン ドド エフェクタ を 同じ 外科 用 器具 シス テ 
ム に 使用 する こと が で きる 。 上 述 の 外科 用 器具 シス テム で は 、 異 な る 発射 長 さ を 有する 交 
換 可 能 な エン ド エ フ ェ ク タ は 、 異な る 発射 長 さ に 適応 する よう に 異な る 回 数 分 回 転 す る 駆 
動 ね じ を 含む 。 異な る 駆動 ね じ に 対し て 要する 異な る 回 転 数 に 適応 する た め に 、 駆動 ね じ 
を 駆動 する モー タ は 、 よ り 長 い 発 射 長 さ 又 は より 短い 発射 長 さ の どちら が 必要 で ある か に 
応じ て 、 よ り 長 い 持 続 時 間 若 し く は より 短い 持続 時 間 、 及 び / 又 は より 多い 回 転 数 若 し く 
は より 少な い 回 転 数 で 動作 する 。 後述 する 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 に より 
、 モ ー タ を 備え る 外科 用 器具 シス テム を 、 固 定 又 は 設定 され た 回 転 数 分 転回 し て 、 異 な る 
発射 長 さ を 有する エン ド エ フ ェ ク タ を 作動 させ る よう に 構成 する こと が で きる 。 固定 の 回 
転 数 で モー タ を 動作 させ る こと に よっ て 、 外 科 用 器具 シス テム が エン ド エ フ ェ エク タ の 長 さ 
を 特定 する 必要 性 が 不要 に な る こと が ある 。 後述 する 実施 形態 の それ ぞ れ の エン ド エ フ ェ 
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30 


40 
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クタ は 、 


例え ば 切れ 刃 な ど 、 エ ンド エフェクタ の 作動 部 分 が 、 


(49) 


モー タ の 固定 の 
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回 転 数 で 特 


定 の エン ド エ フ エク タ の 全長 を 移動 で きる よう に する 、 ね じ ビ ピッ チ 及 び グ 又は ね じ リ ー ド 


を 有する 駆動 ね じ を 含む 。 
[0113] 
図 1 05 を 参照 する と 、 


タ 1 7 40 の 切れ 刃 17 30 を 、 矢 印 E 
駆動 ね じ 1 7 0 O z [& 


2, 8 
30 €. Bl 


IDE. 


>. 
た 巻 回 間 の 距離 に 等 し い 量 、 
様々 な 実施 形態 で は 、 
こと が で き 、 第 2 の 駆動 ね じ は 、 


第 1 の 駆動 ね じ は 、 


特定 の 実施 


БСД, KY 


き 、 第 1 の 組 の 特性 は 第 2 の 組 の 特性 と は 異な る も の で あり 得る 。 


[0114] 
次 に 、 図 1 06 A. 


107. 


108A、 及 び 109A を 参照 する と 、 


動 ね じ 上 の ね じ 山 の 巻 回 間 の 距離 は 、 


。 言い 換え る と 、 
又は ね じ リ ー ド を 定め る 駆動 ね じ の 
駆動 する モー タ が 、 固 
使用 され る より 長い 


定 の 回 転 数 分 』 


駆動 ね じ 上 で ね じ 山 が 配置 され る 


AES 


駆動 ね じ 1700 を 第 1 の 方 向 で 回 転 さ せ て 、 エ ンド エフ ェ ク 
に よっ て 示さ れる 遠 位 方 向 で 移動 させ る こと が で 
定 又は 設定 され た 回 数 分 回 転 さ せ て 、 切 れ 刃 1 7 
1 0 5 で 長 さ 工 に よっ て 示さ れる 全 発 射 長 さ を 前 進 さ せる こと が で きる 。 Ë 
ね じ 1 7 00 の それ ぞ れ の 回 転 に 対し て 、 
駆動 ね じ 1 7 0 0 上 の ね じ 山 1708 の ね じ ビ ピッ チ 、 ね じ リ ー ド 、 


駆動 


詳細 に 後述 する よう 
及び 又は 隣接 し 
切れ 刃 17 30 を 矢印 EE の 方 向 で 移動 させ る こと が で きる 。 
第 1 の 発射 長 さ を 定め る 第 1 の 組 の 特性 を 含む 
第 2 の 発射 長 さ を 定め る 第 2 の 組 の 特性 を 含む こ 


coe 


記 に 加え て 、 駆 


駆動 ね じ 上 の ね じ 山 の 角度 に 比例 する こと が で きる 


ЗИ, 


じ よ り も 長い ね じ ピ ッ チ 及び 又は ね じ リ ー ド を 利用 する こと が で きる 。 


動 ね じ 1 7 0 0 は 、 


駆動 ね じ 1 700 ЕК, 


Lv 


駆動 ね じ の ね じ ビ ピッ チ 及 び ノ 
特性 で ある こと が で きる 。 駆動 ね じ 、 
阪 回 する 実施 形態 で は 、 よ り 長い コ 
駆動 ね じ は 、 よ り 短 い エ ンド エフ ェ ク タ で 使用 され る より 短い 駆動 ね 


及び 駆動 ね じ を 
エフ エク ズ ダ で 


図 106A の 駆 


長手 方 向 軸線 1 7 0 1 に 対し て 角度 w で 配置 


され た 一 条 の ね じ 山 A を 含み 、 ね じ 山 A は 、 長 さ X を 有する ね じ ビ ピッ チ 及 び / 又 は ね じ リ 


ー ド を 定め る 。 図 
定 の 実施 形態 で は 、 
山 を 含ん で も よい 。 
[0115] 

107 A は 、 
700” を 示す 。 
00” 
面 図 を 示す 。 様々 な 実施 形態 で は 、 
ね じ は 、 一 条 の ね じ 山 A' XB’ 
山 の 数 を 増加 させ る こと が で きる 。 
じ ШО #% 
る ね じ 山 の 1 つの 巻 回 か ら 同じ ね じ 


図 1 07 B iX, 


106B は 、 駆 動 ね じ 170 
駆動 ね じ 1700 は 、 よ り 


第 1 OAL ША”? 及び 第 2 ORAL ШВ’ 
第 1 OAL ША”? 及び 第 2 OAL ШВ’ 
上 に 互い に 約 1 8 0 “の 位相 外れ で 位置 決め され て いる 、 駆 動 ね じ 1700' の 断 
ЖІ 03430 ША” 及び 第 2 OAL ШВ’ Ë 
を 使 


詳細 に 後述 する よう に 、 


1H す る 駆動 ね じ に 比べ て 、 


I の 次 の 巻 


0 及び 一 条 の ね じ 山 A の 断 


町 図 を 示す 。 特 


一 条 を 超え る ね じ 


を 含む こと が で きる 駆動 ね じ 1 


が 駆動 ね じ 1 7 


を 有する 駆動 


単位 長 さ 当たり の ね じ 
駆動 ね じ が 一 条 を 超え る ね じ 山 を 含む 場合 
回 か ら 第 2 の ね じ 山 の 隣接 し た 巻 回 まで の 距離 は 「 ね じ ビ ピッチ 」 
回 まで の 距離 は 「 ね じ リ ー ド 」 と 呼ば れる 


、 第 1 の ね 
と 呼ば れる 。 あ 


。 一 条 の ね じ 山 を 有する 駆動 ね じ の 場合 、 ね じ ビ ピッ チ 及 び ね じ リー ド は 同じ で ある 。 例え 
ば 、 図 1 07 A を 参照 する と 、 ね じ 山 A' の 巻 回 か ら ね じ 山 B' の 隣接 し た 巻 回 まで の 距 
離 は 、 駆 動 ね じ 1 7 00 の ね じ ビ ピッ チ を 定め る 。 ね じ 山 A "の ある 巻 回 か ら ね じ 山 A' 


の 次 の 巻 回 まで の 距離 は 、 
07 АО 2 41 01700” 
い 。 
っ て 、 ね じ ビ ピッ チ 及 び ね じ リー ド は 
例え ば 、 
回 転 に 対し て 移動 する 長 さ が 決ま る 
[0116] 

図 107A を 参照 する と 、 
t1700’ 
BAIK 


駆動 ね じ 1700" 
DALY - ЕХ’ 
図 106 A 及び 1 06 В жх 45 8 


に 等 し く 、 ね じ ビ ピッ チ ! 


ji 


o 


ЖІ 03430 ША”? 及び 第 2 OAL ШВ’ 
の 長手 方 向 軸線 1 7 0 1 に 対し て 角度 8 で 配置 され る 。 fj EE D は 角度 «より 
図 107A の 駆動 ね じ 1700… 
駆動 ね じ 1 7 00 の ね じ リ ー ド X よ り も 大 きい 。 駆動 ね じ 1700" 


НЛИХУЬХ(12 116, 


の ね りー ドス М, 


の ね じ リ ー ド を 定め る 。 し た が っ て 、 図 1 


ХГ /2 に 等 し 


動 ね じ 1 7 00 は 一 条 の ね じ 山 を 有 し 、 し た が 
駆動 ね じ の ね じ リ ー ド に より 、 
切れ 刃 1 7 3 0 及び / 又 は ステ ー プ ルド ライ バ な どの 発射 部 材 が 、 駆 動 ね じ の 一 


は それ ぞ れ 、 駆 動 ね 


図 1 06A に 示さ れる 
の 一 


回 転 に 対し て 、 
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切れ 刃 は 、 
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駆動 ね じ 1 7 00? に 沿っ た 長 さ X' の 分 移動 する 。 例 えば 、 ね じ リ ー ド ズ " 


は 、 図 1 06 A に 示さ れる 駆動 ね じ 1 7 0 0 の ね じ ピ ッ チ 又は ね じ リ ー ド 於 の 二 借 で ある 


こと が で き 


、 結 果 と し て 、 図 107A の 駆動 ね じ 1 7 0 0 ' と 係 合 さ れ た 切れ 刃 は 、 駆 動 


РА 


81700” の 一 回 転 に 対し て 、 図 1 06A の 駆動 ね じ 1 7 0 0 と 係 合 さ れ た 切れ 刃 の 
場合 の 二 僅 の 距離 を 移動 する こと に な る 。 
[0117] 


図 108A は 、 駆 動 ね じ 1 700’ ' の 長手 方 向 軸線 1 7 0 1 に 対し て 角度 ャ で それ ぞ 


れ 延 在 す る 、 第 1 OAL LWA’? , 982 DAL MUB’? 、 及 び 第 3 の ね じ 山 C” ' % &Ф 


三 


る 、 駆 動 ね じ 1700'" "を 示す 。 図 108B は 、 駆 動 ね じ 1700' ' Ой 


面 図 で あり 、 約 120 “の 位相 外れ で 配置 され た ね じ 山 A′”  、B ' 、 及 び C”" tim 
+, 角度 Y は 図 1 07 A の 角度 8 より も 小さ く 、 図 108A の 駆動 ね じ 1700'"” の ね 
UU—FX' ' は 、 図 107A に 示さ れる 駆動 ね じ 1700′ の ね じ リ ー ド X' より も 大 
きい 。 同様 に 、 図 1 09A は 、 駆 動 ね じ 1700" ' "の 長手 方 向 軸線 々 2 に 対し て 角度 9 
で それ ぞ れ 延 在 す る 、 第 1 OAL MUA??? 、 第 2 の ね じ 山 B"” " 、 第 3 DRL шс’ 
C. 及び 第 4 の ね じ 山 D′ "を 含む こと が で きる 、 駆 動 ね じ 1 700 "を 示す 。 

図 109B は 、 駆 動 ね じ 1700′ "の 断面 図 で あり 、 約 90 "の 位相 外れ で 配置 され 
た ね じ 山 を 示す 。 角度 @ は 角度 より も 小さ く 、 駆 動 ね じ 1700′ ' ' OÚ U — F X 


, , , ik. 


図 108A の 駆動 ね じ 1 700’ より も 大 きい 。 


[0118] 
例示 の 外科 用 器具 シス テム は 、 ハ ウジ ング と 、 固 定 の 回 転 数 分 転回 する よう に 構成 され 
た 、 ハ ウジ ング 内 の モー タ と を 含ん で も よく 、 そ れ に より 、 例 えば 、 接 続 さ れ た 交換 可能 


な エン ド 


フェ クタ の 駆動 ね じ が 3 0 回転 分 転回 され る 。 外科 用 器具 シス テム は 、 複 数 の 


交換 可能 な 外科 用 ステ ー プ ラー エン ド エ フ ェ ク タ を 更に 含む こと が で き 、 エ ンド エフ ェ ク 
タ は それ ぞ れ 、 例 えば 、 駆 動 ね じ に よっ て 駆動 され る 切れ 刃 及 び / 又 は ステ ー プ ルド ライ 
バ を 含む こと が で きる 。 少なくとも 1 つの か か る 実施 形態 で は 、 第 1 の 交換 可能 な エン ド 
エフ ェ ク タ は 、 例 えば 、1 5mm の 長 さ を 有する ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 含む こと が で 
きる 。 М2 A 及 び 2 B に 示さ れる 駆動 ね じ 1 7 00 を 、 第 1 の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク 

に 使用 する こと が で きる 。 ね じ リ ー ド XX は 、 例 えば 0 . 5mm に 設定 する こと が で きる 
の で 、 切 れ 刃 及び / 又 は ステ ー プ ルド ライ バ は 、 駆動 ね じ 1 7 0 0 D30 回 転 で ステ ー プ 
ルカ ー ト リッ ジ の 1 5 mm の 長 さ を 移動 すす る こと が で きる 。 第 2 の 交換 可能 な エン ド エフ 


LZA: 


例え ば 3 0 mm の 長 さ を 有する ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ と 、 例 えば 図 107A 


及び 1 0 7 B に 示さ れる 駆動 ね じ 1 700’ "な どの 駆動 ね じ と を 含む こと が で きる 。 駆 
動 ね じ 1 700’ の ね じ リ ー ド X' は 、 例 えば 1 . 0mm に 設定 する こと が で きる の で 、 
切れ 刃 及 び / 又 は ステ ー プ ルド ライ ブ は 、 駆動 ね じ 1 7 0 0 ' の 30 回 転 で ステ ー プ ルカ 
ー ト リッ ジ の 30 mm の 長 さ を 移動 する こと が で きる 。 同様 に 、 例 えば 45mm の 長 さ を 


有する ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 備え た 、 第 3 の 交換 可能 な エン ドド エフェクタ は 、 例 えば 


1.5mm の ね じ リ ー ド X' НТ 54, 108АЛО1088В0ОШ 301700” 
な どの 駆動 ね じ を 含む こと が で きる の で 、 切 れ 刃 及び グ 又 は ステ ー プ ルド ライ ブ は 、 BE 
動 ね じ 1 7 0 0' ' の 30 回 転 で ステ ー プ ル デ ッ キ の 45mm の 長 さ を 移動 する 。 例え ば 
6 0 mm の 長 さ を 有する ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 備え た 、 第 4 の 交換 可能 な エン ド エ フ 


ェ エク タ は 、 例 えば 2 . 0 mm の ね じ リ ー ド X' ' を 有する 、 図 109A 及 び 109B の 
駆動 ね じ 1 700 ' ' な どの 駆動 ね じ を 含む こと が で きる の で 、 切 れ 刃 及び 又は ステ 
ー プ ルド ライ ブ は 、 駆 動 ね じ 1700'′'′ ' O3 0 回 転 で ステ ー プ ル デ ッ キ の 6 0 m m O 
長 さ を 移 動 す る 。 

[0119] 


区 1 1 0 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 7 4 0 の 残り DS Жж D АТА, МІ O05 の 切れ 


H17 3 0 を 示す 。 切れ 刃 17 30 は 、 駆 動 ね じ 1700 が 通り 抜け る 通路 1732 を 含 
D. 側面 部 分 17 3 6 は 、 通 路 1 7 32 の 内 璧 を 形成 し 、 例 えば 、 駆 動 ね じ 1 700 の ね 
じ 山 1708 を 受け 入れ る よう に 構成 され た 、 溝 1 7 34 な どの 陥 凹 部 を 含む お こと が で き 
る 。 溝 17 34 は 、 駆 動 ね じ 1700 上 の ね じ 山 1708 の 角度 に 対応 する 角度 g で 配向 
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され る 。 例え ば 、 ね じ 山 1708 が 図 1 06A に 示さ れる 角度 に 設定 され た 場合 、 溝 1 
7 34 の 角度 g も 角度 ce に 設定 する こと が で きる 。 そ れ に 対応 し て 、 溝 1 7 3 4 の 角度 g 
は 、 例 えば 、 そ れ と 共に 使用 され る 対応 する 駆動 ね じ の 角度 8、8、 及 び / 又 は Y に 設定 
する こと が で きる 。 

[0120] 

様々 な 実施 形態 で は 、 図 1 1 0 の 分 解 図 に 示さ れる よう に 、 側 面部 分 17 3 6 を 、 切 れ 
为 17 30 の 軸 部 分 17 46 に 画定 され る 窓 1 7 3 8 に 組み 入れ る こと が で きる 。 特定 の 
実施 形態 で は 、 切 れ 刃 1 7 3 0 は 一 体 的 な 側面 部 分 を 備え る こと が で きる 。 少な く と も 1 
つの 実施 形態 で は 、 側 面部 分 は に 画定 され た 通路 1 7 3 2 内 に 形成 する こと が で きる 
、 駆 動 ね じ 1 7 0 0 上 の ね じ 山 1708 の 角度 と 一 致す る 適切 な 溝 角度 を を 備え る こと が 
で きる 。 特定 の 駆動 ね じ に 対し て 適切 な 溝 角度 を を 有する 切れ 刃 1 7 3 0 は 、 多 数 の や り 
方 で 提供 する こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 そ の 還 部 分 17 46 の 窓 17 38 に 組 
み 入 れ ら れる 側面 部 分 1 7 3 6 を 含ま な い 、 汎 用 的 な 切れ 刃 1 7 30 を 提供 する こと が で 
き 、 そ の 場合 、 側 面部 分 1 7 3 6 の 様々 な 組 か ら 側 面部 分 1 7 3 6 の 所 望 の 組 を 選択 し 、 
次 に 汎用 的 な 切れ 刃 1 7 3 0 に 組み 合わ せる こと が で きる よう に 、 側 面部 分 1 7 3 6 DER 
々 な 組 を 提供 する こと が で きる の で 、 か か る アセ ン ブ リ を 特定 の 駆動 ね じ と 共に 使用 する 
こと が で きる 。 例え ば 、 側 面部 分 1 7 3 6 の 第 1 の 組 は 、 切 れ 刃 1 7 3 0 に 組み 合わ され 
る と 、 第 1 の 駆動 ね じ と 共に 使用 され る 切れ 刃 1 7 30 を 構成 する こと が で き 、 側 面部 分 
1 7 3 6 の 第 2 の 組 は 、 切 れ 刃 1 7 3 0 に 組み 合わ され る と 、 第 2 の 駆動 ね じ と 共に 使用 
され る 切れ 刃 1 7 30 を 構成 する こと が で き 、 以 下 も 同様 で ある 。 特定 の 他 の 実施 形態 で 
は 、 切 れ 刃 1 7 3 0 は 、 そ れ と 一 体 的 に 形成 され た 側面 部 分 を 備え る こと が で きる 。 少 な 
< k tl つの か か る 実施 形態 で は 、 例 えば タッ プ を 有する 溝 17 3 4 を 、 特定 の 駆動 ね じ 
1700 の ね じ 山 1708 の 角度 と 一 致す る 角度 g で 、 形 成す る こと が で きる 。 
[0121] 

図 1 1 1 は 、 間 に 配 設 さ れ た 中 間 歯 車 17 2 0 を 介し て 駆動 軸 1 7 50 に 連結 され た 駆 
動 ね じ 1 7 00 を 示す 。 駆動 軸 1750 は モー タ に よっ て 転回 され る 。 上述 し た よう に 
モー タ は 、 固 定 又 は 設定 され た 回 転 数 を 完了 する こと が で き 、 そ の 結果 、 駆 動 還 1750 
は 回 転 R の 固定 の 回 数 分 転回 する こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 駆 動 軸 1 7 50 に 
よっ て 転回 する 回 転 R の 回 数 は 、 モ ー タ に よっ て 転回 する 固定 の 回 転 数 に 等 し く て も よい 
。 代替 実施 形態 で は 、 駆 動 還 1 750 に よっ て 転回 する 回 転 R の 回 数 は 、 モ ー タ に よっ て 
転回 する 固定 の 回 転 数 より も 多い か 、 又 は 少な く て も よい 。 様々 な 実施 形態 で は 、 モ ー タ 
と 駆動 軸 1 7 50 と の 間 に 配 置 さ れ た 1 つ 以 上 の 歯車 に よっ て 、 駆 動 軸 1 7 50 が モー タ 
より も 多い 回 転 又 は 少な い 回 転 を 完了 する こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 駆動 軸 1 
7508, K1 7 50 の 遠 位 端 17 54 を 取り 囲む 、 且 つ / 又 は それ に 取り 付け られ 
た 、 外 スプ ライ ン 歯 車 17 52 を 含む こと が で きる 。 2 2. 7520, МАҢ) 
軸 1750 の 回 転 を 中 間 歯 車 1720 に 伝達 する た め i 間 歯車 1 7 2 0 内 に 画定 され 
た 内 スプ ライ ン 歯 車 1 7 2 4 を 係 合 す る こ 2. “Байж, 少な く と も 1 つの 実施 
月 態 で は 、 中 間 歯 車 1 7 2 0 は 駆動 軸 1750 と 同じ 回 転 R を 完了 する こと が で きる 。 
[0122] 
! 間 歯車 17 2 0 は 、 駆 動 ね じ 1700 の 近 位 端 1702 を 取り 囲む 、 有 且つ っ つっ グ 又は それ 
に 取り 付け られ た 歯車 1 7 1 2 に 係 合 され た 第 2 の 歯車 1 7 2 2 を 含む こと が で きる 。 中 
間 歯 車 1 7 2 0 の 第 2 の 歯車 1 7 2 2 は 第 1 の 直径 D 1 を 定義 し 、 駆 動 ね じ 1700 の 近 
位 端 1 7 0 2 に ある 歯車 1 7 1 2 は 第 2 の 直径 D2 を 定め る 。 第 2 の 直径 D2 は 第 1 O É 
径 D1 と は 異な る こと が で きる 。 ЖІ の 直径 D1 及び 第 2 の 直径 D2 が 異な る と き 、 そ れ 
ら は 1 : 1 以外 の 歯車 比 を 定め る こと が で きる 。 図 1 1 1 に 示さ れる よう に 、 特 定 の 実施 
月 態 で は 、 駆 動 ね じ 1700 が 駆動 軸 1750 及び 中 間 歯 車 1720 に よっ て 転回 され る 
回 転 ド より も 多い 回 転 R' を 完了 する よう に 、 直 径 D1 は 直径 D2 より も 大 きい こと が あ 
り 得る 。 代替 実施 形態 で は 、 駆 動 ね じ 1 7 00 が 駆動 軸 1 7 5 0 及び 中 間 歯 車 1720 に 
よっ て 転回 され る 回 転 R よ り も 少な い 回 転 R' で 転回 する よう に 、 直 径 D1 は 直径 D2 よ 
り も 小さ いこ と が あり 得る 。 
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[0123] 
i 間 歯車 1 7 2 0 の 第 2 の 歯車 1 7 2 2 と 駆動 ね じ 1 700 の 歯車 1 7 1 2 と の 間 の 歯 
車 比 は 、 駆 動 軸 1 7 50 が その 固定 の 回 転 数 を 完了 する と 、 駆 動 ね じ 1 7 00 が 特定 の 回 
転 数 を 完了 する よう に 設定 する こと が で きる 。 中 間 歯 車 1 7 2 2 が 交換 可能 な エン ド エフ 
ェ ク タ アセ ン ブ リ の 一 部 で ある 場合 、 交 換 可 能 な エン ド エ フ ェ ク タ アセ ン ブ リ それ ぞ れ の 
中 間 歯 車 1 7 2 2 と 駆動 ね じ 1 700 と の 間 の 歯車 比 は 、 外 科 用 ハウ ジン グ 内 の モー タ が 
同定 の 回 転 数 分 転回 で きる よう に 設定 する こと が で きる 。 例え ば 、 図 1 1 1 を 参照 する と 
、 駆 動 還 1 7 50 が 所 定 の 3 0 回転 分 転回 し 、 交 換 可 能 な 外科 用 ステ ー プ ラー が 1 5 mm 
の ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ を 含む も の と し て 、 エ ンド エフ ェ ク タ が 0 . 25 mm の ね じ リ 
ー ド を 有する 駆動 ね じ を 含む 場合 、 駆 動 ね じ は 、6 0 回 転 を 完了 し て 、 切 れ 刃 及び / 又 は 
ステ ー プ ルド ライ バ を ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ の 1 5 mm 長 さ 分 前 進 さ せる 。 少な く と も 
1 つの 実施 形態 で は 、 第 2 の 内 歯車 1 7 2 2 が 駆動 ね じ 1700 の 外 歯 車 1712 の 直径 
D2 の 二 倍 の 直径 D1 を 有する よう に 、 中 間 歯 車 17 20 を サイ ズ 決 めす る こと が で きる 
。 そ の 結果 、 駆 動 軸 1 7 50 が 30 回 転 を 完了 する と 、 駆 動 ね じ 1700 は 6O 回転 を 完 
了 す る こと に な る 。 第 2 の 交換 可能 な 外科 用 ステ ー プ ラー が 30mm の ステ ー プ ルカ ー ト 
リッ ジ を 含む 場合 、0 . 2 5mm の ね じ リ ー ド を 有する 駆動 ね じ は 、1 2 0 回 転 を 完了 し 
て 、 切 れ 刃 及び 又は ステ ー プ ルド ライ バ を 30mm の 長 さ 分 前 進 さ せる 。 交 換 可 能 な 外 
科 用 ステ ー プ ラー の 中 間 歯 車 1 7 2 0 は 、 第 2 の 内 歯車 1 7 2 2 が 駆動 ね じ 1700 の 外 
歯車 1 7 1 2 の 直径 D2 の 四 倍 の 直径 D1 を 有する よう に 、 サ イズ 決め する こと が で きる 
。 そ の 結果 、 駆 動 還 1750 が 30 回 転 を 完了 する と 、 駆 動 ね じ 1700 は 12 0 回転 を 
完了 する こと に な る 。 

[0124] 
M1 0 5 に 戻る と 、 特定 の 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 、 例 えば 切れ 刃 1 7 3 0 の 発射 経路 
は 、 直 線 で ある こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 発 射 パ ツ ッ チ は 湾曲 状 及び 又は 曲線 
で ある こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 駆動 ね じ 1 7 0 8 2°. ИА 1 W HHK KO Z x 
は 曲線 の 経路 に 沿っ て 発射 部 材 の 横 方 向 運 動 に 追随 する こと が で きる よう に 、 駆動 ね じ 1 
708 ¿uu MEC 2$#$2 k KTZ., 特定 の 実施 形態 で は 、 発 射 部 材 の 一 部 が 、 例 えば 浴 
H 状 及び // 又 は 曲線 の 経路 に 沿っ て 、 駆動 ね じ 1 7 0 8 に 対し て 横 方 向 で 変位 する 一 方 で 
、 発 射 部 材 の 残り の 部 分 が 駆動 ね じ 1 7 0 8 に 対し て 横 方 向 に 変位 し な いこ と が 可能 に る 
る よう に 、 発射 部 材 は 可 携 性 で ある こと が で きる か 、 又 は 少な く と も 1 ооч PPD # 
含む こと が で きる 。 特定 の 実施 形態 で は 、 発 射 長 さ は 、 正 味 の 変位 全体 に 係わら ず 、 発 射 
部 材 が 発射 経路 に 沿っ て 移動 し た 距離 に よっ て 定義 され て も よい 。 様々 な 他 の 実施 形態 で 
は 、 発 射 長 さ は 、 . 係わら ず 、 発 射 部 材 の 正味 の 変位 全体 に よっ て 定義 され て も 
よい 。 

[0125] 

様々 な 実施 形態 で は 、 異 な る 長 さ を 有する 様々 な 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 含む お 外 
科 用 器具 シス テム と 共に 使用 され る キッ ト が 提供 され て も よい 。 特定 の 実施 形態 で は 、 キ 
ッ ト は 、 異な る 長 さ を 有する 一 連 の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 含ん で も よく 、 外 科 医 
が そこ か ら 、 愚 者 に 対す る 外科 手術 で 使用 する た め に 選ん で も よい 。 キット は また 、 そ れ 
ぞ れ の 長 さ の いく つか の 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 含む お こと が で きる 。 特定 の 実施 形 
態 で は 、 キ ッ ト は 、 特定 の 外科 処置 用 に 予め 定め られ た 、 異 な る 長 さ の 一 連 の 交換 可能 な 
エン ド エフ ェ ク タ を 含ん で も よい 。 例え ば 、 特定 の 外科 処置 は 、 最 初 に 1 5mm の 切開 を 
、 次 に 第 2 の 1 5 mm の 切開 を 、 最 後に 30mm の 切開 を 要求 する こと が ある 。 こ の 外科 
処置 用 の 外科 用 キッ ト は 、 愚者 の 組織 を 切開 し ステ ー プ ブル 留 めす る よう に 構成 され た 、3 
つの 交換 可能 な エン ド エ フ ェ ク タ を 含む お こと が で きる 。 最初 の 2 つの 交換 可能 な エン ド 
フェ クタ は 約 1 5mm の 長 さ を 含む こと が で き 、 第 3 の 交換 可能 な エン ドド エフェクタ は 約 
30mm の 長 さ を 含む こと が で きる 。 

[0126] 
図 1 12 —1 17 は 、 別 の 例示 的 な 急速 脱着 連結 具 構 成 2210 を 中 に 有する 、 別 の 例 
示 的 な 細長 い 軸 アセ ン ブ リ 2 2 0 0 を 示す 。 少な く と も 1 つの 形態 で は 、 急 速 脱着 連結 具 
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構成 2 2 1 0 は 、 上 述 の や り 方 で 第 1 の 駆動 シス テム 350 と イン ター フェ ー ス 接続 する 


よう に 構成 され た 、 管状 歯 車 セ グ メ ント 35 4 を その 上 に заса 8220 ト 2 
аг 上 述 の よう に 、 第 1 の 駆動 シス テム 3 

0 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 2 0 0 及び それ に 動作 可能 に 連結 され た エン ド エ フ ェ ク タ 
cru 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 「LT-LT」 を ате 近 
位 側 外 管 セ グ メ ント 2 2 1 4 は 、 係 止 管 セ グ メ ント 2 220 を その 上 に 受け 入れ る よう に 
構成 され た 、「 ネッ クダ ウン し た 」 遠 位 端 部 分 2 2 1 6 を 有する 。 急速 脱着 構成 2 2 1 0 


は 、 遠 位 側 外 管 部 分 2 2 1 8 が ネッ クダ ウン し た 近 位 端 部 分 2 2 1 9 を 含む 点 を 除い て 、 
上 述 の 遠 位 側 外 管 部 分 2 3 1 に ほぼ 類似 し た 、 遠 位 側 外 管 部 分 2 2 1 8 DERE O x w [ШШ 
結 具 部 材 2 2 1 7 を 更に 含む 。 遠 位 側 の 外側 構成 体 又 は ダブ テー ル 継 手 2 2 2 6 は 、 近 位 
側 外 管 セグ メン ト 2 2 1 4094 2161 に 形成 され た 巡 テ 位 側 の 外側 構成 体 又 は ダ 
ブ テ ー ル 継手 2 2 2 8 を 駆動 し て 係 合 する よう に 構成 され た 、 遠 位 側 外 管 セグ メン ト 2 2 
1 8 の 近 位 端 部 分 2 2 1 9 の 端 部 に 形成 され る 。 

[0127] 
по NN 


に 示さ れる 例示 的 実施 形態 は 、 上 述 の 閉鎖 シス テム 6 7 0 の 例示 的 実 

jv аг 7. 
る 遠 位 側 駆 動 列 アセ ン に 動作 可能 に 連結 する の を 容易 に する よう に 構成 され る 。 例え 
2... 22... 11:10 
210 を 通し て 共に リン ク さ れる よう に 構成 され た 、 第 1 の 近 位 側 閉鎖 ロッツ ド セ グ メン ト 
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шы s 

ント 2 2 4 0 の 形態 の 
く と も 1 つの 例示 的 
端 2 2 3 2 に 形成 さ 
有する 。 同様 に 、 
セグ メン ト 22 3 4 
2 に 形成 され た 第 


第 1 の 近 位 側 閉 鎖 駆動 列 ア セン 
第 1 の 遠 位 側 閉鎖 駆動 列 ア セン 
形態 で は 、 第 1 の 近 位 側 閉鎖 ロッ ド 
れ た 第 1 の 閉鎖 継手 構成 体 又 は ダブ 


ЖІ の 遠 位 側 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 2 
係 合 す る よう に 適合 
82 の 閉鎖 継手 構成 体 双 は ダブ テー ルル 継手 セグ メン ト 2 2 44 を 有する 。 


を 横 方 向 で 摺 動 可能 に 


デメ 8 
ブリ と を 含ん で も よい 。 


ЖІ の 遠 位 側 閉鎖 ロッ ド セグ メ 
即ち 、 
セグ メン ト 2 2 301. ZO f 
テー ル 継 手 セ グ メ ント 2 2 3 4 を 
240 は 、 第 1 の ダブ テー ル 継 手 
され た 、 そ の 近 位 端 2 2 4 


更に 図 1 1 3 を 参照 する と 、 хн 20003, 2 


速 脱着 連結 只 構 成 2 2 1 


0 を 


通し て 共 


に リン ク さ れる よう 


に 構成 され た 、 


第 2 の 近 位 側 閉鎖 ロッ ツ ド セグ メン ト 2 2 


5 0 の 形態 の 第 2 の 近 位 側 閉 鎖 駆動 列 ア セン ブリ と 、 第 2 の 遠 位 側 閉 鎖 ロ ツ ド セグ メン ト 
2 2 6 0 の 形態 の 第 2 OR 人 ブリ と を 含ん で も よい 。 即ち 、 少 な く と 
も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 第 2 の 近 位 側 閉鎖 ロッツ ド セ グ メン ト 2250 は 、 そ の 遠 位 端 2 


2 5 2 に 形成 され た 第 
5. IH BEI. 0844 
継手 セグ メン ト 2 2 
ド セ グ メン ト 2 2 6 
ー ル 閉鎖 継手 セグ メン 
[0128] 

図示 され る 実施 形態 
0 及び 第 2 の 近 位 側 
を 通っ て 延 在 す る 。 
7 を 備え 、 遠 位 側 
備え る 。 近 位 側 回 転 
動作 可能 に 連結 され 
タ 1 0 0 0 に 伝達 す 
駆動 還 セ グ メ ント 3 
上 に 形成 され た 遠 位 
の 近 位 側 駆 動 軸 セグ 
540' は 、 急 速 脱 
駆動 し て 係 合 する よ 
位 端 5 42 ' に 形成 


3 の 閉鎖 継手 構成 体 又は ダブ テー 
の 第 2 の 遠 位 側 閉鎖 ロッ ド セ グ メン 
5 4 を 横 方 向 で 係 合 す る よう に 適 
0 の 近 位 端 2 2 6 2 に 形成 され た 、 

ト 2264 を 有 し て も よい 。 


中 及び 他 の 実施 形態 で は 、 第 1 DE 
閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 2 2 5 0 は 、 
近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380' は 
駆動 軸 セ グ メ ント 540 ' は 遠 位 側 
駆動 列 ア セン ブリ 387  2š j BJ 
る と 、 駆動 軸 ア セン ブリ 388'” は 、 
る よう に 形成 され る 。 少な く と も 1 
8 0 "は 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 
го 
メン ト 3 8 0 に ほぼ 類似 し て いる 。 
плиииз 2 1 0 ealta 
うに 適合 され た 、 近 位 側 構成 体 ダ ブ 
emer pure м, eid 


ル 継 手 セ グ メ ント 2254 を 有 す 
ト 2260 は 、 第 3 の ダブ テー ル 
SSR 遠 位 側 の 第 2 の 閉鎖 ロッ 
第 4 の 閉鎖 継手 構成 価 又 は ダブ テ 


位 側 閉鎖 ロッ ド セグ メン 
近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380" 

近 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ 38 
回 転 駆動 列 ア セン ブリ 548'* を 
回 転 駆動 列 ア セン ブリ 548' に 
回 転 制御 運動 を エン ド エ フ ェ ク 
つの 例示 的 実施 形態 で は 、 近 位 側 
380” О0жЖШ 3817 MED 
270 を 有する 点 を 除い て 、 上 述 
同様 に 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 
側 ダ ブ テ ー ル 駆動 継手 2 270 を 
テー ル 駆 動 継手 2 2 8 0 が その 近 
側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 40 に ほぼ 
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類似 し て いる 。 ЖІ の 遠 位 側 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 2 2 4 0 及び 遠 位 側 の 第 2 の 閉鎖 ロッ 
ド セ グ メン ト 2260 も 、 遠 位 側 駆 動 還 セグ メン ト 540' を 通っ て 延 在 し て も よい 。 
[0129] 

この 例示 的 実施 形態 は また 、 第 3 及び 第 4 の 駆動 ケー ブル 4 3 4 、454 と イン ター フ 
ェ ー ス 接続 する 、 関 節 連 結 継手 2 3 0 0 を 含ん で も よい 。 図 1 1 3 に 見 られ る よう に 、 関 
節 連 結 継手 2 3 0 0 は 、 そ の 遠 位 端 2 3 0 4 に 形成 され た 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 3 0 
6 を 有する 近 位 側 関節 接合 管 2 3 0 2 を 備え る 。 近 位 側 関節 接合 管 2 3 2 は 、 そ こ を 通 
し て ケー ブル 端 部 434A'"、434B'、454A . 454B' を 受け 入れ る 通路 2 
3 0 8 を 含む 。 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 3 1 0 は 、 近 位 側 ボー ル セ グ メン ト 2306 上 
で 移動 可能 に 支持 され る 。 近 位 側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 434A'"、434B〉 、454A 
' |. 454B' は 、 通 路 2 308 を 通っ て 延 在 し て 、 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 31 0 に 
取り 付け られ る 。 近 位 側 関節 接合 管 2 3 0 2 、 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 3 1 0 、 及 び 近 


位 側 ケー ブル セグ メン ト 4 34A'" . 434B’ <. 454A 454B’ は 、 ま と め て 
近 位 側 関節 駆動 列 部 分 2 1 4 と 呼ば れ て も よい 。 
[0130] 


эг. その 近 位 端 2 3 2 2 に 形成 され た 遠 位 側 玉 継 手 セ 
メン ト 2 32 4 を 有する 遠 位 側 関節 接合 管 2 3 2 0 を 備え て も よい 。 遠 位 側 玉 継 手 セ グ 
dum die 近 位 側 玉 継手 セグ メン ト 2 3 0 6 に 形成 され た 第 1 の 近 位 側 構成 体 又 
は ダブ テー ル 継 手 2 307 を 駆動 し て 係 合 す る よう に 適合 され た 、 そ の 上 に 形成 され た 第 
1 の 遠 位 側 構成 体 又 は ダブ テー ル 継 手 2 32 5 を 有 し 、 そ れ に よっ て 、 第 1 O v 27 
=>— 4 F2 3 2 5 が 第 1 の 近 位 側 ダ ブ テ ー ル 継手 2 3 0 7 を 駆動 し て 係 合 する と 、 遠 位 
側 玉 継手 セグ メン ト 2 32 4 及び 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 3 0 6 は 内 部 関節 接合 ボー ル 
アセ ン ブ リ を 形成 する 。 そ れ に 加え て 、 関 節 連 結 継 手 2 3 0 0 は 、 遠 位 側 玉 継 手 セ グ メ ン 
ト 2 3 2 4 上 で 支持 され た 遠 位 側 ボー ル セ グ メン ト 2 3 3 0 を 更に 備え 、 そ の 上 に 形成 さ 
れ た 、 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 3 1 0 上 の 第 2 の 近 位 側 構 成体 又は ダブ テー ル 継 手 2 3 
1 2 を 駆動 し て 係 合 する よう に 適合 され た 第 2 の 遠 位 側 径 生体 又は ダブ テー ル 継 手 2 3 З 
2 を 有する 。 遠 位 側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 444、445、446、447 は 、 遠 位 側 ボ ー 
ル セ グ メン ト 2 340 に 取り 付け られ 、 遠 位 側 関節 接合 管 2 3 2 0 内 の 通路 2 328 を 通 
っ て 延 在 す る 。 近 位 側 玉 継 手 セ グ メ ン 2. 側 玉 継 手 セ グ メ ント 2 32 48 
、 共 に 接合 され る と 、 内 部 関節 接合 ボー ル 上 で 移動 可能 に 軸 支 され る 関節 接合 ボー ル 2 3 
40 を 形成 する 。 遠 位 側 関節 接合 管 2 3 2 0 、 зо H2340, RO xi 
位 側 ケー ブル セグ メン ト 444、445、446、4447 は 、 ま と め て 近 位 側 関節 駆動 
列 ア セン ブリ 2 3 1 6 と 呼ば れ て も よい 。 
[0131] 
図 1 1 5 に 見 られ る よう に 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 2 0 0 の 遠 位 部 分 は 、 追 随 す る 継手 
セグ メン ト が 遠 位 側 連 結 具 2 2 1 7 又は 遠 位 側 外 管 部 分 2 2 1 8 に よっ て 互い に 位置 合わ 
世 立 机 工 保 持 立 机 世 、 人 全体 的 民 2 2 9 0 : 2 2 2 6 、 2 3 3 2 、 2 3 2 5 、 2 2 8 0 2 
2 44、 及 び 2264 と 呼ば れる 、 遠 位 側 ダ ブ テ ー ル 継手 アセ ン ブ リ を 形成 する よう に し 
て 、 組 み 立 て られ て も よい 。 同様 に 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 2 0 0 は 、 近 位 側 連 結 具 部 材 
2 2 1 2 又は 近 位 側 外 管 セグ メン ト 2 2 1 4 が 、 追随 する 継手 セグ メン ト を 互い に 位置 合 
рч сї С, 2%Ikiyic2 292 : 2228. 、 2 3 1 2 、 2 3 0 7 、 2 2 7 0 、2 2 
3 4 、 及 び 2 2 5 4 と し て 指定 され る 、 近 位 側 ダブ テー ル 継 手 ア セン ブリ を 形成 する よう 
に し て 、 組 み 立 て られ て も よい 。 
[01 32] 
ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 は 、 次 の よう に 細長 い 軸 ア セン ブリ 22 0 0 に 動作 可能 に 連 
結 さ れ て も よい 。 取付 け を 始め る た め 、 了 臨床 医 は 、 係 目 管 セグ メン ト 2220 を 、 図 1 1 
5 及び 1 1 6 に 示さ れる 第 1 の 係 止 解除 位置 へ と 移動 させ る 。 そ れ ら の 図面 に 見 られ る よ 
うに 、 係 止 管 セ グ メ ント は 、 そ の 遠 位 端 2 2 2 2 に 形成 され た 当 接 セ グ メ ント 2224 を 
有する 。 係 止 解除 位置 に ある と き 、 当 接 セ グ メ ント 2 2 2 4 は 、 近 位 側 ダブ テー ル 維 手 ア 
セン ブリ 2292 を 越え て 遠 位 側 に 突出 し て 、 遠 位 側 ダブ テー ル 継 手 ア セン ブリ 2290 
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を 近 位 側 ダブ テー ル 継 手 ア セン ブリ 2 2 9 2 に 横 方 向 で 接合 する 当 接 面 を 形成 する 。 即ち 
、 了 臨床 医 は 、 遠 位 側 ダブ テー ルル 継手 アセ ン ブ リ 2 2 9 0 を 近 位 側 ダ ブ テ ー ル 継手 アセ ンプ ブ 
リ 2292 と 横 方 向 で 整列 させ 、 次 に 、 示 位 側 ダ ブ テ ー ル 継手 アセ ン ブ リ 2 2 9 0 が 当 接 
セグ メン ト 2224 に 接触 し 、 そ の 地点 で 対応 する 近 位 側 及び 遠 位 側 継手 セグ メン ト が 同 
時 に 相互 接続 され る まで 、 遠 位 側 ダブ テー ル 継 手 ア セン ブリ 2290 を 近 位 側 ダ ブ テ ー ル 
継手 アセ ン ブ リ 2 292 と 横 方 向 で 係 合 す る よう に 摺 動 さ せ て も よい 。 その後 、 了 臨床 医 は 
、 係 止 管 セグ メン ト 2220 を 、 図 1 1 7 に 示さ れる よう な 第 2 の 係 止 位置 へ と 遠 位 側 に 
移動 させ て も よい 。 そ の 位置 に ある と き 、 係 止 管 セグ メン ト 2 2 2 0 は 、 急 速 脱着 継手 2 
210 を 覆い 、 遠 位 側 ダブ テー ル ア セ ン ブ リ 2290 と 近 位 側 ダ グ ブ テー ル ア セ ン ブ リ 2 2 
9 2 と の 間 の あら ゆる 相対 的 な 横 方 向 移動 を 防ぐ 。 

OT 38:587] 

上 述 の 様々 な 例示 的 実施 形態 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 
し 、 そ れ に よっ て 少な く と も 部 分 的 に 作動 する よう に 構成 され て いる が 、 エ ンド エフ ェ ク 
タ 及び 細長 い 軸 の 構成 要素 は 、 手 持ち 型 の 器具 と 接続 し た 状態 で 効果 的 に 用 いら れ て も よ 
v. 例え ば 、 図 1 18 て 12 0 は 、 上 述 の 様々 な 構成 要素 及び シス テム を 用 いて 、 連 結 さ 
れ た エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 00 を 動作 可能 に 作動 させ て も よい 、 手 持ち 型 の 外科 用 器具 2 
400 を 示す 。 図 1 1 8 —1 2 0 に 示さ れる 例示 的 実施 形態 で は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 
00 を 細長 い 還 アセンブリ 2 40 2 に 連結 する の に 急速 脱着 継手 2 2 1 0 が 用 いら れる 。 
エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 を 関節 継手 7 0 0 の 周り で 関節 接合 する の を 容易 に する た め 、 
細長 い 軸 アセ ン ブ リ 2 402 の 近 位 部 分 は 、 例 示 の 手動 作動 可能 な 関節 駆動 部 2 4 1 0 を 
含む 。 

[0134] 

次 に 図 1 2 1 ~12 3 を 参照 する と 、 少 な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 近 位 側 外 管 セ 
グ メ ント 2 2 1 4 と 近 位 側 駆 動 還 セ グ メ ント 3 80 '" と の 間 で 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 
380” 上 で 移動 可能 に 軸 支 され る 、4 つの 軸線 方 向 に 移動 可能 な 関節 摺 動 部 ( articula 
tion slide) 2 4 1 0 を 含む 。 例 えば 、 関 節 接合 ケー ブル セグ メン ト 434A' は 、 そ こ 
か ら 突 出す る 第 1 の 関節 アク チュ エー タロ ッ ド 2 422 を 有する 第 1 の 関節 摺 動 部 2 4 2 
0 に 取り 付け られ る 。 関節 接合 ケー ブル セグ メン ト 434B'*” は 、 第 1 の 関節 摺 動 部 2 4 
2 0 と は 正反対 に ある 第 2 の 関節 摺 動 部 2 4 3 0 に 取り 付け られ る 。 第 2 の 関節 摺 動 部 2 
430 は 、 そ こ か ら 突 出す る 第 2 の 関節 アク チュ エー タロ ッ ド 2 4 3 2 を 有する 。 関節 接 
合 ケ ー ブ ル セグ メン ト 454A' は 、 そ こ か ら 突 出す る 第 3 の 関節 アク チュ エー タロ ッ ド 
2 442 を 有する 第 3 の 関節 摺 動 部 2 4 4 0 に 取り 付け られ る 。 関節 接合 ケー ブル セグ メ 
ント 45 4B' は 、 第 3 の 関節 摺 動 部 2 4 40 と は 正反対 に ある 第 4 の 関節 摺 動 部 2 4 5 
0 に 取り 付け られ る 。 第 4 の 関節 アク チュ エー タロ ッ ド 2 452 は 第 4 の 関節 摺 動 部 2 4 
5 0 か ら 突 出す る 。 関 節 ア クチ ュ エ ー タ ロッ ド 2 422, 2432. 2442, 2452 
に より 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 に よっ て 、 関 節 摺 動 部 2420、2430、2 4 
40、2 450 に それ ぞ れ 関節 制御 運動 を 加え る の が 容易 に な る 。 

[0135] 

図 1 2 1 に 見 られ る よう に 、 関 節 ア クチ ュ エ ー タ ロッ ド 2 422.2432, 2 442 
、2 452 は 、 近 位 側 外 管 セ グ メ ント 2 4 0 4 上 で 軸 支 され た 、 装 着 ボ ー ル 2 47 0 を É 
動 可能 に 通り 抜け る 。 少な く と も 1 つの 実施 形態 で は 、 装 着 ボ ー ル 2 47 0 は 、 適 切な 締 
結 具 構 成 ( 例え ば 、 溶接 、 接 着 剤 、 ね じ な ど ) に よっ て 共に 取り 付け られ る セグ メン ト の 
月 で 製造 され て も よい 。 図 1 09 に 示さ れる よう に 、 関 節 ア クチ ュ エ ー タ ロッ ド 2 422 
及び 2 4 3 2 は 、 近 位 側 外 管 セ グ メ ント 2 40 4 の スロ ッ ト 2 472 及び 装着 ボー ル 2 4 
7 0 の スロ ッ ト 2 47 4 を 通っ て 延 在 し て 、 関 節 摺 動 部 2 420、2430 が それ に 対し 
て 軸線 方 向 に 移動 で きる よう に し て いる 。 図示 され な い が 、 関 節 ア クチ ュ エ ー タ ロッ ド 2 
442 、2452 は 、 同 様 に 、 近 位 側 外 管 セグ メン ト 2 40 4 及び 装着 ボー ル 2 47 0 の 
スロ ッ ト 2 472、2474 を 通っ て 延 在 す る 。 関節 アク チュ エー タロ ッ ド 2 422, 2 
432、2442、2452 は それ ぞ れ 、 装 着 ボ ー ル 2 47 0 の 対応 する スロ ッ ト 2 47 
2 の 外 に 延 在 し て 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 の 対応 する 装着 スロ ッ ト 2 46 6 内 に 
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動作 可能 に 受け 入れ られ る 。 図 1 2 2 を 参照 され た い 。 
[0136] 

少な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 は 、 例 えば 、 溶 
接 、 接 着 剤 、 ス ナッ プ 機 構 、 ね じ な ど に よっ て 共に 接合 され て 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 
46 0 を 形成 する 、 一 対 の リン グセ グ メ ント 2 480、2490 か ら 人 作製 さ れる 。 リ ング 
セグ メン ト 2 480、2490 は 協 働 し て 、 装 着 ソ ケッ ト 2466 を 形成 する 。 関節 アク 
チュ エー タロ ッ ド は は それぞれ 、 そ の 上 に 形成 され た 装着 ボー ル 2 468 を 有 し 、 そ れ ら は 
それ ぞ れ 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 の 対応 する 装着 ソケット 2 46 6 内 に 移動 可能 
に 受け 入れ られ る よう に 適合 され る 。 

[ 01 37] 

関節 駆動 部 2 4 1 0 の 様々 な 例示 的 実施 形態 は 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 を 作動 
位置 で 保持 する よう に 構成 され た 、 例 示 の 係 止 シ ステ ム 2 486 を 更に 含ん で も よい 。 少 
な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 係 止 シ ステ ム 2 4 8 6 は 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 
0 上 に 形成 され た 複数 の 係 止 フ ラッ プ を 備え る 。 例え ば 、 リ ング セグ メン ト 2480、2 
49 0 は 、 あ る 程度 可 携 性 の ポリ マー 又は ゴム 材料 か ら 作 製 さ れ て も よい 。 リ ング セグ メ 
ント 2 48 0 は 、 中 に 形成 され た 一 連 の 可 携 性 の 近 位 側 係 止 フ ラッ プ 2 48 8 を 有 し 、 リ 
VZtZ*2VvkF2490iX, СО X 07 3x0 up о) BIER IE7 2v 72498 
を 有する 。 そ れ ぞ れ の 係 止 フ ラッ プ 2 3 8 は その 上 に 形成 され た 少な く と も 1 041 
移動 止め 2 38 9 を 有 し 、 そ れ ぞ れ の 係 止 フラ ッ プ 2 3 9 8 は その 上 に 形成 され た 少な く 
と も 1 つの 係 止 移動 止め 2 399 を 有する 。 係 止 移動 止め 2 389、2399 は 、 関 節 接 
合 ボ ー ル を 適所 で 保持 する よう に 、 関 節 接合 ボー ル と の 所 望 の 係 止 摩擦 量 を 確立 する の に 
役立っ て も よい 。 他 の 例示 的 実施 形態 で は 、 係 止 移 動 止 め 2 390、2390 は 、 装 着 ボ 
ー ル 2 4 7 0 の 外周 に 形成 され た 様々 な 係 止 窪み を 噛合 し て 係 合 する よう に 構成 され る 。 
[0138] 
関節 駆動 部 2 4 1 0 の 動作 は 、 図 1 2 2 及び 123 を 参照 する こと に よっ て 理解 する こ 
と が で きる 。 図 1 2 2 は 、 非 関節 接合 位置 に ある 関節 駆動 部 2 4 1 0 を 示す 。 図 1 2 3 で 
は 、 了 臨床 医 が 関節 リン グ ア セ ン ブ リ 2 46 0 を 手動 で 傾斜 させ て 、 関 節 摺 動 部 2 4 2 0 を 
遠 位 方 向 「DD」 で 軸 線 方 向 に 移動 させ 、 そ れ に よっ て 関節 接合 ケー ブル セグ メン ト 4 3 
4A' を 遠 位 側 に 前 進 さ せ て いる 。 関節 リン グ ア セ ン ブ リ 2 46 0 の か か る 移動 は また 、 
関節 摺 動 部 2 4 3 0 の 近 位 方 向 で の 軸線 方 向 移動 を も た らし 、 そ れ に よっ て 最終 的 に 、 関 
節 接合 ケー ブル 4 3 4 B が 近 位 方 向 に 引っ 張ら ちら れる 。 関節 接合 ケー ブル セグ メン ト 4 3 4 
А’. 43487 の か か る 押し 引き に より 、 上 述 し た 形 で 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 000 が 
長手 方 向 ツ ー ル 軸線 「『LT-LT」 に 対し て 関節 接合 され る 。 関 節 接合 の 方 向 を 逆転 させ 
る た め 、 了 臨床 医 は 単に 、 関 節 リ ング アセ ン ブ リ 2 46 0 の 配向 を 逆転 させ 、 そ れ に よっ て 
、 関 節 摺 動 部 2 4 30 を 遠 位 方 向 「DD」 で 移動 させ 、 関 節 摺 動 部 2 4 2 0 を 近 位 方 向 「 
PD 」 で 移動 させ る 。 関節 リン グ ア セ ン ブ リ 2 460 は 、 同 様 に 作動 させ て 、 関 節 接合 ケ 
ー ブ ル セグ メン ト 454A'" ,45487 に 対し て 所 望 の 押し 引き 運動 を 加え て も よい 。 
係 止 移動 止め 2 389、2399 と 装着 ボー ル の 外周 と の 間 に 作 られ る 麻 擦 は 、 エ ンド 
フェ クタ 1000 が 所 望 の 位置 に 関節 接合 され た 後 、 関 節 駆動 部 2 4 1 0 を 適所 で 保持 す 
る の に 役立つ 。 代替 の 例示 的 実施 形態 で は 、 係 止 移動 止 め 2 389、2399 が 装着 ボー 
ル の 対応 する 係 止 窪み に 受け 入れ られ る よう に 位置 決め され る と 、 装 着 ボ ー ル は 適所 で 保 
持 さ れる 。 

[0139] 
図示 され る 例示 的 実施 形態 及び 他 の 実施 形態 で は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 4 0 2 は 、 ハ 
ンド ル ア セ ン ブ リ 2 500 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 。 ハ ンド ル ア セ ンプ ブリ 
2 5 0 0 の 例示 的 実施 形態 は 、 共 に 連結 され て 、 以 下 で 更に 詳細 に 考察 する よう な 様々 な 
駆動 構成 要素 及び シス テム の た め の ハ ウジ ング を 形成 する 、 一 対 の ハン ドル ハウ ジン グセ 
グ メ ント 2502、2504 を 備え る 。 例 えば 、 図 1 18 及 び 1 19 を 参照 され た い 。 ハ 
ンド ル ハ ウジ ング セグ メン ト 2502、2504 は 、 ね じ 、 ス ナッ プ 機 構 、 接 着 剤 な ど に 
よっ て 共に 連結 され て も よい 。 共に 連結 され る と 、 ハ ンド ル セ グ メン ト 2502、250 
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4 は 、 ピ スト ル 把 持 部 分 2 5 0 6 を 含む お ハン ドル アセ ン ブ リ 2 500 を 形成 し て も よい 。 
[0140] 

長手 方 向 ツ ー ル 軸線 「 上 LT= テ LT」 を 中 心 に し た エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 の 選択 的 回 
転 を 容易 に する た め 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 2 4 0 2 は 、 全 体 的 に 2 5 1 0 と し て 指定 され 
る 第 1 の 駆動 シス テム と イン ター フェ ー ス 接続 し て も よい 。 駆動 シス テム 2 5 1 0 は 、 ハ 
ンド ル ア セ ン ブ リ 2 5 0 0 上 で それ に 対し て 回 転 で きる よう に 、 並 びに 係 止 位置 と 係 止 解 
除 位 置 と の 間 で 軸線 方 向 に 移動 で きる よう に し て 回 転 可能 に 支持 され た 、 手 動作 動 可 能 な 
回 転 ノ ズル 2 5 1 2 を 含む 。 

505: 21:34 

外科 用 器具 2 400 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 の アン ビル 1 1 0 0 に 対し て 開放 及 
び 閉 鎖 運 動 を 加え る 、 上 述 し た よう な 閉鎖 シス テム 6 7 0 を 含ん で も よい 。 し か し な が ら 
、 こ の 例示 的 実施 形態 で эг. 
02、250 4 内 で 支持 され た ハン ドル フレ ー ム アセ ン ブ リ 2520 に 旋回 可能 に 装着 さ 
れ た 、 閉 鎖 ト リガ ー2 5 3 0 に よっ て 作動 する 。 Bcc. O 
ー ム アセ ン ブ リ 2 5 2 0 内 で 支持 され た 旋回 ピン 2 5 3 1 に 旋回 可能 に 装着 され た 作動 部 
分 2 5 3 2 を 含む 。 図 1 2 4 を 参照 され た い 。 か か る 例示 的 構成 に より 、 ハ ンド ル ア セ ン 
ブリ 2 5 0 0 の ピス トル 把持 部 分 2 06 に 向かっ て 、 ま た そこ か ら 離 れる 方 向 で 、 旋 回 
し て 移動 する こと が 容易 に な る 。 図 1 2 4 に 見 られ る よう に 、 閉 鎖 ト リガ ー2 5 3 0 は 、 
閉鎖 ワイ ヤ 2 5 3 5 に よっ て 、 第 1 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 6 9 5 に リン ク さ れ 
た 、 閉 鎖 リ ング ク 2534 を 含む し た が っ て 、 閉 鎖 ト リガ ー2 5 30 を ハン ドル アセ ンプ 
リ 2 500 の ピス トル 把持 部 分 2 5 0 6 に 向かっ て 作動 位置 へ と 旋回 させ る こと で 、 義 鎖 
リン ク 2 5 34 及 び 閉 鎖 ワ イヤ 2 5 35 に よっ て 、 第 1 の 旋回 リン ク 及 び 歯 車 ア セン ブリ 
6 95 が 第 1 の 閉鎖 ロッ ド セ グ メン ト 680 を 遠 位 方 向 「 DD」 で 移動 させ て 、 ア ン ビ ル 
を 閉鎖 する 。 

[0142] 

外 科 用 器 具 2 400 は 、 閉 鎖 ト リガ ー を 作動 位置 で 保持 する 、 閉 鎖 ト リガ ー 係 止 シ ステ 
ム 2536 を 更に 含ん で も よい 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 閉 鎖 ト リガ ー 係 止 シ 
ステ ム 2 5 36 は 、 ハ ンド ルフ レー ム ア セ ン ブ リ 2520 に 旋回 可能 に 連結 され た 閉鎖 係 
止 部 材 2 5 3 8 を 含む 。 図 1 2 5 及び 1 2 6 に 見 られ る よう に 、 閉 鎖 係 止 部 材 2538 は 

閉鎖 トリ ガー2 5 3 0 を ピス トル 把持 部 分 2 5 0 6 に 向かっ て 作動 させ る と 、 閉 鎖 リ ン 
ク 2 5 3 2 の 弓 状 部 分 2 5 3 7 の 上 に 乗る よう に 構成 され た 、 そ の 上 に 形成 され た 係 止 ア 
ー ム 2 5 3 9 を 有する 。 閉鎖 トリ ガー2 5 3 0 が 完全 作動 位置 へ と 旋回 され て いる と 、 係 
止 ア ー ム 2 5 3 9 は 、 閉 鎖 リ ンク 2 5 3 2 の 端 部 の 後方 に 落ち 込み 、 閉 鎖 ト リガ ー2 5 3 
0 が その 非 作動 位置 に 戻る の を 防ぐ 。 し た が っ て 、 ア ン ビ ル 1 1 0 0 が その 閉鎖 位置 で 係 
止 さ れる 。 閉鎖 トリ ガー2 5 3 0 が その 非 作動 位置 に 戻り 、 そ れ に よっ て アン ビル が 閉鎖 
位置 か ら 開 放 位 置 へ と 移動 する の を 可能 に する た め 、 了 臨床 医 は 単に 、 係 止 ア ー ム 2539 
が 閉鎖 リン ク 2 5 3 2 の 端 部 を 係 腕 し 、 そ れ に よっ て 閉鎖 リン ク 2 5 3 2 が 非 作動 位置 へ 
と 移動 で きる よう に な る まで 、 閉 鎖 係 止 部 材 2 538 を 旋回 させ る 。 

[0143] 

閉鎖 トリ ガー2 5 3 2 は 、 閉 鎖 戻し シス テム 2 5 4 0 に よっ て 非 作動 位置 へ と 戻さ れる 
。 例え ば 、 図 1 2 4 に 見 られ る よう に 、 閉 鎖 ト リガ ー 戻 し シス テム 2 5 40 の 1 つの 例示 
的 形態 は 、 閉 鎖 ト リガ ー ヨ ー ク 2 5 4 4 に よっ て 閉鎖 リン ク 2 5 3 4 に リン ク さ れ た 、 閉 
4» 57-14 8 25429340, 閉鎖 トリ ガー 摺 動 部 材 2 5 42 は 、 ハ ンド ルフ レー 
ム ア セ ン ブ リ 2 520 の 摺 動 キ ャ ビ テ ィ 2522 内 で 摺 動 可能 に 支持 され る 。 閉鎖 トリ ガ 
一 戻し ば ね 2 5 4 6 は 、 摺 動 キ ャ ビ テ ィ 2 5 2 0 内 で 位置 決め され て 、 閉 鎖 ト リガ ー 摺 動 
部 材 2 5 4 2 に 対し て 付 勢 力 を 加え る 。 し た が っ て 、 臨 床 医 が 閉鎖 トリ ガー2530 を 作 
動 さ せる と 、 閉 鎖 ト リガ ー ヨ ー ク 2 5 44 は 、 閉 鎖 ト リガ ー 摺 動 部材 2 5 42 を 遠 位 方 向 
「 DD」 で 移動 させ て 、 閉 鎖 ト リガ ー 戻 し ば ね 2 546 を 圧縮 する 。 閉鎖 トリ ガー 係 止 シ 
ステ ム 2536 が 係 脱 さ れ 、 閉 鎖 ト リガ ー2 5 30 が 解除 され る と 、 閉 鎖 ト リガ ー 戻 し ば 
ね 2 5 46 が 閉鎖 トリ ガー 摺 動 部 材 2 5 42 を 近 位 方 向 「 PD」 で 移動 させ 、 そ れ に よっ 
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て 閉鎖 トリ ガー2 5 30 が 開始 時 の 非 作動 位置 へ と 旋回 され る 。 
[0144] 

外 科 用 器 具 2 400 は また 、 上 述 の 様々 な 例示 の 駆動 還 ア セン ブリ の いずれ か を 用 いる 
こと が で きる 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 外 科 用 器具 2 4 0 0 は 、 近 位 側 駆動 軸 
アセ ン ブ リ 380 '′ に 対し て 回 転 制御 運動 を 加え る た め 、 第 2 の 駆動 シス テム 2550 を 
H い る 。 図 1 28 を 参照 され た い 。 第 2 の 駆動 シス テム 2 5 5 0 は 、 ビ スト ル 把 持 部 分 2 
5 0 6 内 で 動作 可能 に 支持 され た モー タ ア セン ブリ 2552 を 含ん で も よい 。 モ ー タ アセ 
ン ブ リ 2 5 5 2 は 、 ハ ンド ル ア セ ン ブ リ 2500 に 除去 可能 に 取り 付け られ た 電池 パッ ク 
255 4 に よっ て 電力 供給 され て も よく 、 又 は 交流 電流 源 に よっ て 電力 供給 され て も よい 
。 第 2 の 駆動 歯車 2 556 は 、 モ ー タ アセ ン ブ リ 2552 の 駆動 還 2555 に 動作 可能 に 
連結 され る 。 第 2 の 駆動 歯車 2 5 6 は 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ の 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 3 
80" に 取り 付け られ た 、 第 2 の 回 転 被 動 歯車 2 558 と 噛合 係 合 する よう に 支持 され る 
。 少な く と も 1 つの 形態 で は 、 例 えば 、 第 2 の 駆動 歯車 2 5 6 は また 、 図 128 で 矢印 
「U」 に よっ て 表 さ れる 方 向 で 、 モ ー タ 駆動 軸 2555 上 で モー タ ア セン ブリ 2552 に 
対し て 軸線 方 向 に 移動 可能 で ある 。 付 勢 部 材 、 例 えば コイ ル ば ね 2 5 6 0 又は 類似 の 部 材 
は 、 第 2 の 駆動 歯車 2556 と モー タ ハ ウジ ング 2 553 と の 間 で 位置 決め され 、 モ ー タ 
駆動 二 2 5 5 5 上 の 第 2 の 駆動 歯車 2 556 を 付 勢 し て 、 第 2 の 被 動 歯車 2 5 5 8 上 の 第 
1 の 歯車 セグ の メント 2559 と 喘 合 係 合 させ る の に 役立つ 。 

[0145] 

第 2 の 駆動 シス テム 2 5 50 は 、 ハ ンド ルフ レー ム ア セ ン ブ リ 252 0 に 移動 可能 に 、 
例え ば 旋回 可能 に 取り 付け られ た 、 発 射 ト リガ ー ア セン ブリ 2 570 を 更に 含ん で も よい 
。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 例 えば 、 発 射 ト リガ ー ア セン ブリ 2 5 7 0 は 、 モ ー 
タ ア セン ブリ 2 552 と 電気 的 に 連通 する と 共に 、 作 動 さ せる と 、 モ ー タ アセ ン ブ リ 2 5 
5 2 に よっ て 第 1 の 回 転 駆動 運動 を 第 2 の 被 動 歯車 2 5 5 8 に 加え る 、 対 応 す る スイ ッ チ 
接点 ( 図示 な し ) と 協 働 す る 第 1 の 回 転 駆動 トリ ガー2 5 7 2 を 含む それに 加え て 、 
発射 トリ ガー アセ ン ブ リ 2 5 7 0 は 、 第 1 の 回 転 駆動 トリ ガー に 対し て 旋回 する 、 撤 回 駆 
リガ ー2 57 4 を 更に 含む 。 撤 回 駆動 トリ ガー2 57 4 は 、 モ ー タ アセ ンプ リ 255 
と 電気 的 に 連通 する と 共に 、 作 動 さ せる と 、 モ ー タ アセ ン ブ リ 2 5 5 2 に よっ て 第 2 の 
転 駆動 運動 を 第 2 の 被 動 歯車 2 5 8 に 加え る 、 ス イッ チン ノ 接 点 ( 図示 な し ) と 動作 可 
に イン ター フェ ー ス 接続 する 。 ЖІ の 回 転 駆 動 運 動 に より 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ 、 及 び エ 
バエ フェ クタ の 問 具 駆動 軸 の 回 転 が も た ら さ れ て 、 発 射 部 材 が エン ドド エフェクタ 1 0 0 
内 で 遠 位 側 へ と 移動 する 。 対照 的 に 、 第 2 の 回 転 駆動 運動 は 、 第 1 の 回 転 駆動 運動 の 反 
対 で あり 、 最 終 的 に は 駆動 軸 ア セン ブリ 及び 器具 駆動 軸 を 回 転 方 向 で 回 転 さ せ 、 そ れ に よ 
り 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 内 に お ける 発射 部 材 の 近 位 側 へ の 移動 又は 撤回 が も た ら さ 
れる 。 

[0146] 

図示 され る 実施 形態 は また 、 閉 鎖 ト リガ ー 作 動 部 分 2 5 3 2 に 旋回 可能 に 取り 付け られ 
る と 共に 、 安 全部 材 2 580 が 発射 トリ ガー アセ ン ブ リ 2570 の 旋回 移動 を 物理 的 に 防 
ぐ 第 1 の 「 安全 」 位置 と 、 了 臨床 医 が 発射 トリ ガー アセ ン ブ リ 2 570 を 自由 に 旋回 させ る 
こと が で きる 第 2 の 「 オフ 」 位置 と の 間 で 選択 的 に 旋回 可能 で ある 、 手 動作 動 可能 な 安全 
部 材 2 5 8 0 を 含む 。 図 1 2 4 に 見 られ る よう に 、 第 1 の 窪み 2 5 8 2 は 、 安 全部 材 2 5 
8 0 の 第 1 の 位置 に 対応 し て 、 閉 鎖 ト リガ ー 作 動 部 分 2 5 3 2 に 設け られ る 。 安全 部 材 2 
580 が 第 1 の 位置 に ある と き 、 安 全部 材 2 5 8 0 上 の 移動 止め ( 図示 な し ) は 第 1 DE 
み 2 582 内 に 受け 入れ られ る 。 第 2 の 窪み 2 58 4 も 、 安 全部 材 2 5 8 0 の 第 2 の 位置 
に 対応 し て 、 閉 鎖 ト リガ ー 作 動 部 分 2 5 3 2 に 設け られ る 。 安全 部 材 2580 が 第 2 の 位 
置 に ある と き 、 安 全部 材 2 5 8 0 上 の 移動 止め は 第 2 の 窪み 2 582 内 に 受け 入れ られ る 
[0147] 

少な く と も いく つか の 例示 的 形態 で は 、 外 科 用 器具 2 40 0 は 、 モ ー タ アセ ン ブ リ 2 5 
5 2 が 故障 する か 電池 電力 が 喪失 又は 中 断 さ れ た 場合 に 、 逆 回 転 運動 を 近 位 側 駆動 還 セ グ 
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メン ト 380 7 に 対し て 機械 的 に 加え る 、 全 体 的 に 2 590 と し て 指定 され る 、 機 械 的 に 
作動 可能 な 逆転 シス テム を 含ん で も よい 。 か か る 機械 的 逆転 シス テム 2 5 9 0 は また 、 例 


えば 、 モ ー タ の 電力 の み で 駆動 軸 構 成 要 素 が 逆 回 転 す る の を 防ぐ よう な 形 で 、 近 位 側 駆動 


軸 セ グ メ ント 380 ' に 動作 可能 に 連結 され た 駆動 軸 シ ステ ム 構 成 要 素 が 動か な く な る か 
又は 別 の 形 で 固まっ た と き に 特に 有用 な こと が ある 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 
機械 的 に 作動 可能 な 逆転 シス テム 2 5 9 0 は 、 第 2 の 被 動 歯 車 2 5 5 8 の 第 2 の 歯車 セグ 


メン ト 2562 と 噛合 係 合 し て いる 、 


ハン ドル フレ ー ム アセ ン ブ リ 2 5 2 0 上 に 形成 され 


た 軸 2524A 上 に 回 転 可 能 に 装着 され た 、 逆 転 装 置 2592 を 含む 。 図 1 2 6 を 参照 さ 
れ た い 。 し た が っ て 、 第 2 の 被 動 歯 車 2 55 8 が 駆動 軸 ア セン ブリ の 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ 


0148] 
様々 な 例示 的 形態 で は 、 機 械 的 逆 』 


ント 3807 ' を 回 転 さ せる と 、 逆 転 装 置 2592 は 軸 2524A 上 で 自由 に 回 転 する 。 
[ 


ix A2 5 9 0 は 、 レ バー アー ム 2 5 9 6 の 形態 


の 手動 作動 可能 な ドラ イ バ 2 5 9 4 を 更に 含む 。 図 129 及び 1 3 0 に 見 られ る よう に 、 
レバ ー ア ー ム 2 59 6 は 、 中 を 通る 細長 い ス ロッ ト 2598 を 有する ヨー ク 部 分 2597 
を 含む 。 軸 2524A は スロ ッ ト 2598A を 通っ て 延 在 し 、 ハ ンド ル ハ ウジ ング アセ ン 


ブリ 2 5 2 0 上 に 形成 され た 第 2 の 反対 側 の 軸 2 5 9 8 B は 、 他 方 の 細長 い ス ロッ ト を 通 


っ て 延 在 し て 、 そ れ に 対し て レバ ー ア ー ム 2 596 を 移動 可能 に 固着 する 。 そ れ に 加え て 
、 レ バー アー ム 2 59 6 は 、 逆 転 装置 259 2 を 噛合 係 合 す る こと が で きる 、 そ の 上 に 形 
成 さ れ た アク チュ エー タフ ィ ン 2 59 7 を 有する 。 臨床 医 が 実質 的 な 力 を 働か せ て レバ ー 
アー ム 2 596 を 作動 させ る まで 、 そ れ を 非 作 動 状 態 で 保つ 、 移 動 止め 又は 干渉 が 存在 す 
る 。 こ れ に よっ て 、 反 転 さ せ た 場 合 に 過失 に よっ て 起動 され な いよ うに な る 。 他 の 実施 形 
態 は 、 ば ね を 用 いて 、 レ バー アー ム を 非 作動 状態 へ と 付 勢 し て も よい 。 機械 的 逆転 シス テ 
ム 2 5 9 0 の 様々 な 例示 的 実施 形態 は 、 ハ ンド ルフ レー ム ア セ ン ブ リ 252 0 内 で 移動 可 
能 に 軸 支 され た 、 ナ イフ 撤回 ボタ ン 2 6 0 0 を 更に 含む 。 図 1 2 9 及び 1 3 0 に 見 られ る 
よう に 、 ナ イフ 撤回 ボタ ン 2 6 0 0 は 、 第 2 О EIE 2 5 5 6 の 頂部 を 係 合 する よう に 


E 


成 さ れ た 係 脱 フ ラッ プ 2 6 0 2 を 含む 。 ナ イフ 撤回 ボタ ン 2 6 00 IX, 、 ナ イフ 撤回 ば ね 


2 6 0 4 に よっ て 係 脱 位 置 へ と 付 勢 され る 。 係 脱 位置 に ある と き 、 係 脱 フ ラッ プ 2602 
が 付 勢 され て 、 第 2 の 駆動 歯車 2 5 5 6 と の 係 合 が 外れ る 。 し た が っ て 、 了 臨床 医 が 、 ナ イ 
フ 撤 回 ボタ ン 2 600 を 押し 下げ る こと に よっ て 、 機 械 的 逆転 シス テム 2 5 9 0 を 始動 さ 
せよ うと する まで 、 第 2 の 駆動 歯車 2 5 5 6 は 、 第 2 の 被 動 歯車 2 5 5 8 の 第 1 の 歯車 セ 
グ メ ント 2559 と 噛合 係 合 し て いる 。 


[0149] 


臨床 医 が 逆 回 転 駆動 運動 を 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380' に 加え た いと き 、 了 臨床 医 は 
、 ナ イフ 撤回 ボタ ン 2 6 0 0 を 押し 下げ て 、 第 2 の 被 動 歯 車 2 5 5 8 上 の 第 1 の 歯車 セグ 
メン ト 2559 を 第 2 の 駆動 歯車 2 5 5 6 か ら 係 腕 する 。 その後 、 臨 床 医 は 、 旋 回 的 な ラ 
チェ ッ ト 運動 を 手動 作動 可能 な が ドライバ 2 5 9 4 に 加え 始め 、 そ れ に よっ て その 上 の 歯車 
フィ ン 2 59 7 に 逆転 装置 259 2 を 駆動 させ る 。 逆転 装置 2 5 9 2 は 、 第 2 の 被 動 歯車 
2 5 5 8 上 の 第 2 の 歯車 セグ メン ト 256 2 と 噛合 係 合 し て いる 。 手動 作動 可 能 な ドラ イ 
バ 2 5 9 4 を 引き 続き 徐々 に 動か すこ と で 、 第 2 の 歯車 セグ メン ト 2 56 2 に 対し て 、 ま 
た 最終 的 に は 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 '′ に 対し て 逆 回 転 駆動 運動 が 加え られ る 。 臨 
床 医 は 、 関 連 す る エン ド エフェクタ 構成 要素 ( 1 つ 以 上 ) を 完全 に 解除 する か 又は 逆転 さ 
せる の に 必要 な 回 数 、 ド ライ バ 2 5 9 4 を 徐々 に 動か し 続け る こと が ある 。 一 旦 所 所 望 の 
閣 回 転 運動 量 が 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 ' に 加え られ て いる と 、 了 臨床 医 は 、 ナ イフ 
撤回 ボタ ン 2 6 0 0 及び ドラ イ バ 2 5 9 4 を それ ら 個 々 の 開始 又は 非 作動 位置 へ と 解除 し 
、 そ こ で 、 フ ィ ン 2 5 9 7 は 逆 回 転 装置 2 5 9 2 と の 係 合 か ら 外 れ 、 第 2 の 駆動 歯車 2 5 
5 6 は 第 2 の 被 動 歯車 2 5 5 8 上 の 第 1 の 歯車 セグ メン ト 2559 と 再び 噛合 係 合 する 。 


[0150] 


外科 用 器具 2 400 は また 、 詳 細 に 上 述 し た よう な 回 転 伝達 装置 7 5 0 を 含む エン ド 
| 


フェ クタ 1 0 0 0 と 共に 用 いる こと が で きる 。 ЕЖО442(., ИУ vL 7) ЖІ の 
軸線 方 向 位置 に ある と き 、 そ れ に 加え られ る 回 転 運動 に よっ て 、 ンド エフェクタ 1 0 0 
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0 全体 が 、 関 節 継 手 7 0 0 の 遠 位 側 の 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 「『LT-LT」 を 中 心 に し て 回 
転 す る 。 駆動 軸 ア セン ブリ が 第 2 の 位置 に ある と き 、 そ れ に 加え られ る 回 転 運動 に よっ て 
『 具 駆動 軸 が 回 転 し 、 そ れ に よっ て 最終 的 に 、 発 射 部 材 が エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 内 で 
作動 する 。 
[0151] 

外 科 用 器 具 2 40 0 は 、 軸 歯車 37 6 を 移動 させ て 第 1 の 回 転 被 動 歯車 3 7 4 と 噛合 係 
合 さ せ た り 係 脱 し た りす る 、 近 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 380 ' を 選択 的 に 軸線 方 向 に シフ 
ト す る シフ トシ ステ ム 2 6 1 0 を 用 いて も よい 。 例え ば 、 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 
' は ハン ドル フレ ー ム アセ ン ブ リ 252 0 内 で 移動 可能 に 支持 され 、 そ れ に よっ て 近 位 側 
駆動 還 セ グ メ ント 380 7" が 軸線 方 向 に 移動 し 、 中 で 回 転 し て も よい 。 少な く と も 1 つの 
例示 的 形態 で は 、 シ フト シス テム 2 6 1 0 は 、 ハ ンド ルフ レー ム ア セ ン ブ リ 2520 に よ 
っ て 摺 動 可 能 に 支持 され た 、 シ フタ ー ヨ ー ク 2 6 1 2 を 更に 含む 。 図 1 2 4 及び 1 2 7 を 
参照 され た い 。 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380 '” は 、 そ の 上 に 一 対 の カラ ー386( 図 1 
2-4 及び 1 Еа を 有する の で 、 ハ ンド ルフ レー ム ア セ ン ブ リ 2520 上 で シ 
フタ ー ヨ ー ク 2 6 1 2 を シフ ト さ せる こと は 近 位 側 駆 動 軸 セグ メン ト 380' の 軸線 方 向 
移動 を も た ら す 。 少な く と も 1 つの 形態 で は 、 シ フト シス テム 2 6 1 0 は 、 シ フタ ー ヨ ー 
ク 2 6 1 2 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する と 共に 、 ハ ンド ル ア セ ン ブ リ 2500 
の ハン ドル ハウ ジン グセ グ メ ント 2504 の スロ ッ ト 2505 を 通っ て 延 在 す る 、 シ フタ 
ー ボ タン アセ ン ブ リ 2 6 1 4 を 更に 含む 。 図 1 35 及び 1 36 を 参照 され た い 。 シフター 
ば ね 2 6 1 6 は 、 近 位 側 駆 動 軸 セグ メン ト 380' を 係 合 す る よう に し て 、 ハ ンド ルフレ 
ー ム アセ ン ブ リ 252 0 に 装着 され る 。 図 1 2 7 及び 1 3 4 を 参照 され た い 。 ば ね 2 6 1 
бїї, 駆動 還 アセ ン ブ リ の 回 転 に よっ て エン ド エ フ ェ ク タ 1 0 0 0 が 関節 継手 7 0 0 に 対 
し て 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 「LT-LT」 を 中 心 に し て 回 転 す る ( 図 6 7 に 示さ れる ) 、 図 
1 3 5 に 示さ れる 第 1 の 軸線 方 向 位置 と 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ の 回 転 が エ ンド エフ ェ ク タ 内 
の 発射 部 材 の 軸線 方 向 移動 を も た ら す ( 図 6 6 に 示さ れる ) 、 図 1 3 6 に 示さ れる 第 2 の 
位置 と の 間 で 、 シ フタ ー ボ タン アセ ン ブ リ 2 6 1 4 が 白 動 可能 に 位置 決め され る と 、 可 聴 
クリ ッ ク 音 及び 触感 の フィ ー ド バッ ク を 了 臨床 医 に 提供 する の に 役立つ 。 し た が っ て 、 か か 
る 構成 に より 、 了 臨床 医 が 、 ハ ンド ル ア セ ン ブ リ 2500 を 保持 し た まま 、 シ フタ ー ボ タン 
アセ ンプ ブリ 261 4 を 簡単 に 摺 動 可 能 に 位置 決め する こと が で きる 。 

[0152] 

МІ 37 ~1 47 は 、 例 示 的 な 一 実施 形態 で は 、 以 下 で 考察 する 違い を 除い て 上 述 の 関 
節 継手 / 0 0 と ほぼ 同一 で ある 、 係 止 可能 な 関節 継手 2 7 0 0 を 示す 。 例示 的 な 一 実施 形 
態 で は 、 関 節 継 手 2 7 0 0 は 、 関 節 係 止 シ ステ ム 2 7 1 0 に よっ て 係 止 及 び 係 止 解除 され 
る 。 関節 継手 2 7 0 0 は 、 遠 位 側 外 管 部 分 2 3 1 の 遠 位 端 2 3 3 に 取り 付け られ 、 中 に 近 
位 側 ボー ル ソ ケ ッ ト 7 0 4 を 画定 する 、 近 位 側 ソケット 管 7 02 を 含む 。 図 1 37 を 参照 
され た い 。 中 間 関 節 接合 管 セ グ メ ント 7 1 2 に 取り 付け られ た 近 位 側 ボ ー ル 部 材 7 0 6 は 
、 近 位 側 ソ ケッ ト 管 7 0 2 内 の 近 位 側 ボー ル ソ ケ ッ ト 7 0 4 内 に 移動 可能 に 着座 され る 。 
図 1 3 7 に 見 られ る よう に 、 近 位 側 ボ ー ル 部 材 7 0 6 は 、 遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 540 
が 中 を 通っ て 延 在 で きる よう に する 、 中 央 の 駆動 通路 708 を 有する 。 そ れ に 加え て 、 近 
位 側 ボー ル 部 材 7 6 は 、 遠 位 側 ケー ブル セグ メン ト 444、445、446、447 が 
中 を 通る の を 容易 に する 、4 つの 関節 接合 通路 7 1 0 の 中 に 有する 。 図 1 3 7 に 更に 見 ら 
れる よう に 、 中 間 関 節 接合 管 セ グ メ ント 7 1 2 は 中 に 形成 され た 中 間 ボ ー ル ソケット 7 1 
4 を 有する 。 中 間 ボ ポ ボール ソケット 7 1 4 は 、 エ ンド エフ エク タコ ネ ク タ 管 7 2 0 上 に 形成 
され た エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 を 中 で 移動 可能 に 支持 する よう に 構成 され る 。 ЖМ 
側 ケ ー ブ ル セグ メン ト 444、445、446、447 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 
2 内 に 形成 され た ケー ブル 通路 7 2 4 を 通っ て 延 在 し 、 エ ンド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 内 
の 対応 する 通路 7 2 8 内 に 受け 入れ られ た 突起 7 2 6 に よっ て そこ に 取り 付け られ る 。 遠 
位 側 ケー ブル セグ メン ト 444、445、446、447 を エン ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 
2 に 取り 付け る た め 、 他 の 取付 け 構 成 が 用 いら れ て も よい 。 

[0153] 
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図 1 3 7 に 見 られ る よう に 、 関 節 係 止 シ ステ ム 2 7 1 0 の 1 つの 例示 的 形態 は 、 細 長い 
軸 ア セン ブリ の 遠 位 側 外 管 部 分 2 3 1 及び 近 位 側 ソ ケッ ト 管 7 0 2 を 通っ て 延 在 す る 、 係 
止 ワ イヤ 又は 部 材 2 7 1 2 を 含む 。 係 止 ワ イヤ 2 7 1 2 は 、 ハ ンド ル 部 分 2 500( 図 1 
に 全体 的 に 破線 で 表 さ れる ) 内 で 動作 可能 に 支持 され た 伝達 ディ スク 2 7 2 2 に 取り 
а о 
0 内 に 形成 され た ボス 2 T 2 6 に 連結 され た 、 ス ピン ドル 軸 2 7 2 4 上 に 装着 され る 。 ア 
クチ ュ エ ー タ ケー ブル 又は ワイ ヤ 2 7 3 0 は 、 伝 達 デ ィ ス ク 2 7 2 2 CMY КОБ. FH 
床 医 に よっ て 手動 で 作動 させ て ( 即ち 、 押 すか 又は 引く ) も よい 。 外科 用 器具 が ロボ ッ ト 
シス テム に 取り 付け られ る 他 の 実施 形態 で は 、 ア クチ ュ エ ー タ ケー ブル 2 7 3 0 は 、 ロ ボ 
ッ ト シ ステ ム か ら の 制御 運動 を 受け 入れ て 、 伝 達 デ イィ スク 2 722 を 作動 させ る よう に 構 
成 さ れ て も よい 。 
[0154] 
図 1 4 3 ~1 46 ЯБ44451,4581(2741271240, ОЖМ 271517 
成 さ れ た 一 対 の 係 止 解 除 ウ ェ ッ ジ 2 7 1 4 、2 7 1 6 を 有する 。 ЖІ の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 
271 4 は 、 中 間 関 節 接合 管 7 1 2 上 で 軸 支 され た 遠 位 側 係 止 リ ング 2 7 4 0 の 端 部 2 7 
42. 27 44 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され る 。 図 1 4 3 に 示 

され る よう な その 通常 の 「 係 止 」 状 態 で は 、 硝 位 側 係 止 リ ング 2 7 4 0 は 、 中 間 関 節 接 合 
管 7 1 2 に 対し て 円 周 方 向 に 延び る 係 止 又は 圧搾 力 を 加え て 、 中 間 関 節 接合 管 7 1 2 を エ 
ンド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 に 押し 付け て それ が ソケット 7 1 4 内 で 移動 する の を 防ぐ 。 
図 1 43 ~1 46 に 見 られ る よう に 、 遼 位 側 係 止 リ ング 27 4 0 の 端 部 27 42、27 4 
4 は テー パ 状 で あっ て 、 第 1 の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 2 7 1 4 を 間 に 受 け 入 れる よう に 構成 さ 
NE ЧУЖЕ ХУ 字形 の 開口 部 2 7 46 を 、 そ れ ら の 間 に 画 定 す る 。 

[0155] 

M1 43 ~1 46 に 更に 見 られ る よう に 、 第 2 の 係 止 ウ ェ ッ ジ 2 7 1 6 は 、 近 位 側 ソ ケ 
ッ ト #7 0 2 上 で 軸 支 され た 近 位 側 係 止 リ ング 2750 の 端 部 27 52、2754 と イン 
ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され る 。 図 1 4 3 に 示さ れる よう な その 通常 の 「 iJ 
状態 で は 、 近 位 側 係 止 リ ング 2 7 4 5 O は 、 近 位 側 ソケット 管 7 0 2 に 対し て 円 周 方 向 に 
延び る 係 止 又は 圧搾 力 を 加え て 、 近 位 側 ソケット 管 7 0 2 を 近 位 側 ボー ル 部 材 7 06 に 押 
し 付け て それ が 近 位 側 ボ ー ル ソケット 7 0 4 内 で 移動 する の を 防ぐ 。 図 1 4 3 ~1 4 6 に 
見 られ る よう に 、 近 位 側 係 止 リ ング 2 7 5 0 の 端 部 2 7 52 、2754 は テー パ 状 で あっ 
て 、 第 2 の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 2 7 1 6 を 間 に 受 け 入 れる よう に 構成 され た 円 雛形 又は V 
月 の 開口 部 2 7 56 を 、 そ れ ら の 間 に 画 定 す る 。 

[0156] 

関節 係 止 シ ステ ム 2 7 1 0 の 作動 に よっ て 関節 継手 2 7 0 0 が 係 止 解除 され る と 、 エ ン 
ド エ フ ェ ク タ 1 00 は 、 送 倍 作 カテ プル や セグ メン ド 444. 445. 446. 4477 
作動 させ る こと に よっ て 、 上 述 し た 様々 な 形 で 選択 的 に 関節 接合 され て も よい 。 ERIE 
シス テム 2 7 1 0 の 作動 は 、 図 1 38、139、 及 び 143~ て 146 を 参照 し て 理解 され 
て も よい 。 図 1 4 3 は 、 遠 位 側 及び 近 位 側 係 止 リン グ 2 7 40、2750 に 対す る 第 1 及 
び 第 2 の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 2 7 1 4 、2 7 1 6 の 位置 を 示す 。 そ の 状態 の と き 、 係 止 リ ン 
グ 2 7 40 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 が ソケット 7 1 4 内 で 移動 する の を 防ぎ 、 
係 止 リ ング 2 7 5 0 は 、 近 位 側 ボ ー ル 部 材 7 0 6 が ソケット 7 0 4 内 で 移動 する の を 防ぐ 
。 関節 継手 2 7 0 0 を 係 止 解除 する た め 、 作 動 ケ ー ブ ル 2 7 2 6 が 近 位 方 向 「PD」 で 引 
っ 張ら れ 、 そ れ に よっ て 最終 的 に 、 係 止 ワ イヤ 2 7 1 2 が 図 1 4 4 に 示さ れる 位置 まで 遠 
位 方 向 「 DD」 で 押さ れる 。 図 1 4 4 に 見 られ る よう に 、 第 1 の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 2 7 1 

4 は 、 遠 位 側 係 止 リ ング 2 7 4 0 の 端 部 2 7 42、2744 間 で 遠 位 側 に 移動 し て リン グ 
2740 を 拡張 させ て いて 、 中 間 関 節 接合 管 7 1 2 に 加え られ る 圧搾 力 を 緩和 し て 、 エ ン 
ド エ フ ェ ク タ ボー ル 7 2 2 が ソケット 7 1 4 内 で 移動 で きる よう に な っ て いる 。 同様 に 
第 2 の 係 止 解除 ウェ ッ ジ 2 7 1 6 は 、 近 位 側 係 止 リ ング 2 7 50 の 端 部 2752、275 
4 間 で 遠 位 側 に 移動 し て リン グ 2 7 50 を 拡張 させ て いて 、 近 位 側 ソケット 管 7 1 2 に 対 
する 圧搾 力 を 緩和 し て 、 近 位 側 ボー ル 部 材 7 0 6 が ソケット 7 0 4 内 で 移動 で きる よう に 
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な っ て いる 。 そ の 係 止 解除 位置 で は 、 関節 接合 シス テム は 、 上 述 し た 形 で 遠 位 側 ケー ブル 
セグ メン ト 444、445、446、447 に 対し て 作動 運動 を 加え て 、 図 1 3 8 及び 1 
39 に 示さ れる よう に 、 ンド エフ ェ ク タ 1 000 を 関節 接合 する よう に 作動 し て も よい 
。 例え ば 、 図 1 43 及び 1 44 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 が 図 1 3 8 に 示さ れる 位置 
へ と 関節 接合 され て いる と き の 、 第 1 及び 第 2 の 係 止 ウ ェ ッ ジ 27 1 4、2716 の 位置 
を 示す 。 同様 に 、 図 1 45、1 46 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 が 図 1 2 9 に 示さ れる 
位置 へ と 関節 接合 され て いる と き の 、 第 1 及び 第 2 の 係 止 ウ ェ ッ ジ 2 7 1 4 27160 
位置 を 示す 。 一 旦 了 臨床 医 が エン ド エ フ ェ ク タ を 所 望 の 位置 へ と 関節 接合 する と 、 了 臨床 医 ( 
又は ロボ ッ ト システム) は 、 作 動 ケ ー ブ ル に 対し て 押す 運動 を 加え て 、 伝 達 デ ィ ス ク 2 7 
2 2 を 回 転 さ せる と 共に 係 止 ワイ ヤ 2712 を 図 1 4 3 、1 4 5 に 示さ れる 位置 へ と 移動 
し 、 そ れ に よっ て 、 係 止 リ ング 2 7 40、2750 が 反っ て それ ら の 締付け 又は 係 止 位置 
に 至 つ て 、 エ ンド エフ ェ ク タ 1 0 0 0 を その 係 止 位置 で 保持 する こと が で きる 。 
[0157] 

図 1 48 ~1 5 6 は 、1 つの 例示 的 形態 で は 、 以 下 で 考察 する 違い を 除い て エン ド エフ 
ェ ク タ 1 0 0 0 と ほぼ 同一 で ある 、 別 の エン ド エフ ェ ク タ の 実施 形態 を 示す 。 エ ンド エフ 
ェ ク タ 2 8 0 0 は 、 回 転 閉鎖 運動 を 加え る こと に よっ て 開閉 され る アン ビル アセ ン ブ リ 2 
8 1 0 を 含む アン ビル アセ ン ブ リ 2 8 1 0 は 、 開放 位置 ( 図 1 48 及 び 149 ) と 閉鎖 
位置 ( 図 1 50 —1 53) と の 間 で 選択 的 に 移動 させ る た め 、 細 長い チャ ネル 2 8 3 0 上 
で 旋回 可能 に 支持 され る 。 細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 は 、 以 下 で 考察 する 違い を 除い て 、 上 
述 し た 細長 い チ ャ ネル 1 0 2 0 と ほぼ 同一 で あっ て も よい 。 例え ば 、 図 示さ れる 実施 形態 
で は 、 細 長い チャ ネル 2 8 3 0 は 、 上 述 し た よう な リン グ 状 の 軸受 7 3 4 に よっ て エン ド 
エフ ェ ク タ コネ クタ 管 7 2 0 に 連結 され て も よい 、 そ の 上 に 形成 され た エン ド エ フ ェ ク タ 
コネ クタ ハウ ジン グ 2 8 3 2 を 有する 。 図 1 48 に 見 られ る よう に 、 エ ンド エフ ェ ク タ コ 
ネ ク タ ハ ウジ ング 2 8 3 2 1. Hey v Z) 2 8 6 0 の 中 で 動作 可能 に 支持 する 。 
[0158] 

加 1 48 及び 1 49 に 見 られ る よう に 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 2 8 1 0 は 、 細 長い チャ ネ 
ル 2 8 3 0 に 形成 され た 対応 する トラ ニオ ンス ロッ ト 28 1 4 内 に 移動 可能 に 受け 入れ ら 
れる 、 一 対 の アン ビル トラ ニオ ン 2 8 1 2 ( 1 つの トラ ニオ ン の み が 図 1 4 8 に 見 られ る 
) を 含む 。 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 2 8 1 0 の 下面 は 、 発 射 部 材 1 2 00′ 上 の アン ビル 旋回 
ピン 1 2 01? と 旋回 係 合 する よう に 、 そ の 上 に 形成 され た アン ビル 開放 傾斜 面 ( anvil 
open ranp) 2816 を 更に 有する 。 348 412007: は 、 言 及 す る 違い を 除い て 、 上 
述 の 発射 部 材 12 00 と ほぼ 同一 で あっ て も よい 。 そ れ に 加え て 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 2 
810 は 、 以 下 で より 詳細 に 考察 する よう に 、 回 転 伝 達 ア セン ブリ 286 0 か ら の 回 転 閑 
鎖 運 動 を 受け 入れ る 、 回 転 閉鎖 軸 2 9 1 0 と 動作 可能 に 係 合 する よう に 構成 され た 、 閉 鎖 
ピン 2 8 1 8 を 更に 含む 。 発射 部 材 1 200’ は 、 外 科 用 ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ ( 図示 
な し ) を 中 で 支持 する よう に 構成 され た 細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 内 で 回 転 可能 に 支持 され 
7-. m EL BE И 1300 上 で 回 転 可能 に 軸 支 され る 。 問 具 駆 動 軸 1 300 は 、 そ の 上 に 形 
成 さ れ た 、 ンド エフ ェ エク タコ ネ ク タ ハ ウジ ング 2 8 32 内 に 形成 され た 軸受 スリ ー ブ 2 
8 3 4 内 で 回 転 可能 に 支持 され る 軸受 セグ メン ト 1 30 4 を 有する 。 

[0159] 

例示 的 な 図示 され る 実施 形態 で は 、 回 転 伝達 アセ ン ブ リ 2 8 6 0 は 、 細 長い 軸 ア セン ブ 
リ を 通っ て 長手 方 向 で 延 在 し て 、 ツ ー ル 装着 部 分 (エン ド エ フ ェ ク タ 2 8 0 0 が ロボ ッ ト 
シス テム に よっ て 電力 供給 され る 場合 ) と 、 又 は ハン ドル アセ ン ブ リ の 発射 トリ ガー( > 
ンド エフ ェ ク タ 2 8 0 0 が 手動 操作 され る 場合 ) と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 

回 転 駆動 軸 2 8 7 0 を 含む 。 関節 継手 を 用 いる それ ら の 実施 形態 の 場合 、 関 節 継手 7 0 
0 を 通っ て 延 在 す る 回 転 駆動 軸 2 8 7 0 の 一 部 は 、 本 明細 書 に 開示 する 可 携 性 の 駆動 軸 ア 
セン ブリ の いずれ か を 備え て も よい 。 関節 継手 が 用 いら れ な い 場 合 、 回 転 駆動 軸 は 隊 性 で 
あっ て も よい 。 図 1 48 及び 1 49 に 最も 著しく 見 られ る よう に 、 回 転 駆動 軸 2870 は 
、 そ の 上 に 形成 され る か 又は それ に 取り 付け られ た 回 転 駆動 ヘッド 287 2 を 有 し 、 ヘ ッ 
ド は その 上 に 形成 され た 第 1 の リン グ ギ ヤ 2 8 7 4 を 有する 。 そ れ に 加え て 、 回 転 駆動 へ 
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ッ ド 2872 は 、 回 転 駆動 還 2 8 8 0 に 取り 付け られ た シフ ター 歯車 2 8 8 2 と 選択 的 に 
噛合 係 合 する 、 そ の 上 に 形成 され た 第 2 の リン グ ギ ヤ 287 6 を 更に 有する 。 
[0160] 

シフ ター 軸 2 8 8 0 は 、 上 述 の 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ の うち いずれ か 1 つ を 備え て も よ 
く 、 細 長い 軸 ア セン ブリ を 通っ て 延 在 し て 、 ツ ー ル 装着 部 分 30 0 ( エン ド エ フ ェ ク タ 2 
800 が ロボ ッ ト シ ステ ム に よっ て 駆動 され る 場合 ) 又は ハン ドル アセ ン ブ リ ( ンド 
フェ クタ が 手動 操作 され る 場合 ) と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 。 い ずれ の 場合 
も 、 シ フタ ー 軸 2 8 0 0 は 、 以 下 で 更に 詳細 に 考察 する よう に 、 長 手 方 向 の シフ ト 運動 を 
受け 入れ て 、 シ フタ ー 歯 車 2 8 8 2 を 回 転 駆 動 ヘ ハッ ド 287 2 内 で 長手 方 向 に シフ ト す る 
と 共に 、 回 転 駆動 運動 を 受け 入れ て 、 シ フタ ー 歯 車 2 8 2 を 回 転 さ せる よう に 構成 され 
る 
[ 
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0161] 

図 1 48 及び 1 49 に 更に 見 られ る よう に 、 回 転 伝 達 ア セン ブリ 286 0 は 、 本 体 2 8 
92 を 有する 伝達 歯車 アセ ン ブ リ 2 89 0 を 更に 含み 、 そ の 一 部 分 は 回 転 駆動 ヘッ ド 2 8 
7 2 の キャ ビ テ ィ 2872 内 で 回 転 可能 に 支持 され る 。 本 体 2 8 9 2 は 、 エ ンド エフ ェ ク 
タコ ネ ク タ ハ ウジ ング 2 8 32 の 隔壁 2 8 3 6 に 形成 され た スピ ンド ル 装 着 穴 2 8 3 8 を 
通 つ て 回 転 可能 に 延 在 す る 、 ス ピン ドル 2 8 9 4 を 有する 。 本 体 2 8 9 2 は 、 回 転 シ フタ 
一 軸 2880 上 の シフ ター 歯車 2 8 2 と 選択 的 に 噛合 係 合 す る 、 中 に 形成 され た シフ タ 
ー リ ング ギヤ 2 896 を 更に 有する 。 伝 達 歯車 2 9 0 0 は 、 本 体 2 8 9 2 か ら 突 出す る 伝 
達 歯 車 ス ピン ドル 2 9 02 に 装着 され 、 隔壁 2 8 3 6 の 弓 状 ス ロッ ト 2 8 4 0 AK F4 BJ 
能 に 受け 入れ られ る 。 図 1 5 5 及び 1 5 6 を 参照 され た い 。 伝達 歯車 2 9 0 0 は 、 回 転 駆 
動 ヘ ハッ ド 2 8 7 2 内 に 形成 され た 第 1 の リン グ ギ ヤ 2 8 7 4 と 噛合 係 合 し て いる 。 図 1 5 
3 ~1 5 6 に 見 られ る よう に 、 弓 状 ス ロッ ト 2 8 40 は 、 中 に 突出 する 中 央 に 配 設 さ れ た 
可 携 性 の 移動 止め 2 8 4 2 を 有する 。 移動 止め 2 8 42 は 、 図 1 5 5 に 示さ れる よう に 、 
弓 状 ス ロッ ト 2 8 40 に 隣接 し て 形成 され た 、 移 動 止め 逃がし スロ ッ ト 2846 に よっ て 
用 成 さ れ た ウェ ブ 2 8 4 4 上 に 形成 され る 。 

[0162] 

回 転 閉鎖 軸 2 9 1 0 15. 82 8 36 の 対応 する 開口 部 を 通し て 回 転 可 能 に 支持 され た 
、 軸 受 部 分 2 9 1 2 を 有する 。 回 転 閉鎖 軸 2 9 1 0 は 、 伝 達 歯車 2 9 0 0 と 選択 的 に 噛合 
係 合 する よう に 構成 され た 、 閉鎖 駆 動 歯車 2 9 1 4 を 更に 有する 。 器具 駆動 軸 1 300 は 
また 、 伝 達 歯 車 2 9 00 と 選択 的 に 噛合 係 合 する よう に 構成 され た 、 器 具 駆 動 歯車 1 3 0 
2 を 有する 。 

[0163] 

ンド エフ ェ ク タ 2 8 0 0 の 動作 に つい て 、 図 1 48~ て 155 を 参照 し て 以下 に 説明 す 
る 。 図 1 48 及び 1 49 は 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 2 81 0 が 開放 位置 に ある エン ド エ フ ェ 
クタ 2 8 0 0 を 示す 。 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 2810 を 図 1 5 0 に 示さ れる 閉鎖 位置 へ と 移 
動 す る ため 、 シ フタ ー 軸 2880 は 、 シ フタ ー 歯 車 2 8 8 2 が 本 体 2 8 9 2 内 の シフ ター 
リン グ ギ ヤ 289 6 と 噛合 係 合 す る よう に 配置 され る 。 シ フタ ー 軸 2880 を 回 転 さ せる 
こと に よっ て 、 本 体 2 892 を 回 転 さ せ て 、 伝 達 歯車 2 9 0 0 が 閉鎖 軸 2 9 1 0 上 の 閉鎖 
駆動 歯車 2 9 1 4 と 噛合 係 合 する よう に し て も よい 。 図 15 3 を 参照 され た い 。 そ の 位置 
に ある と き 、 人 係 止 移動 止め 2 8 4 2 は 、 伝 達 歯 車 ス ビン ドル 2 9 0 2 を その 位置 で 保持 す 
る 。 その 後 、 回 転 駆動 軸 2 8 7 0 を 回 転 さ せ て 伝達 歯車 2 9 00 に 回 転 運動 を 加え 、 そ れ 
に よっ て 最終 的 に 閉鎖 二 2910 が 回 転 す る 。 閉鎖 軸 2910 を 回 転 さ せる と 、 ア ン ビ ル 
アセ ン ブ リ 2 8 1 0 上 の 閉鎖 ピン 2 8 1 8 と 係 合 し て いる 回 転 ス ピン ドル 部 分 2 9 1 6 に 
より 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 2 810 が 近 位 側 に 移動 し て 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 2 8 1 0 が 
発射 部 材 1 2 00 ' の アン ビル 旋回 ピン 1 2 01? 上 で 旋回 する 。 か か る 作用 に よっ て 、 
アン ビル アセ ン ブ リ 2 8 1 0 が 図 1 5 0 に 示さ れる 閉鎖 位置 へ と 旋回 する 。 了 臨床 医 が 、 発 
射 部 材 1 2 00' を 細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 の 下方 へ と 遠 位 側 に 駆動 し た いと き 、 シ フタ 
— #2 8 8 0 を 再び 回 転 さ せ て 、 伝 達 歯車 スピ ンド ル 2 902 を 図 1 5 4 に 示さ れる 位置 
へ と 旋回 させ る 。 や は り 、 係 止 移 動 止 め 2 8 4 2 は 伝達 歯車 スピ ンド ル 2 9 0 2 を その 位 
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置 で 保持 する 。 TOR, 
歯車 1 3 2 に 回 転 運動 を 
発射 部 材 1 200° 
回 転 す る こと に より 、 
、 発 射 部 材 1 200° 


が 、 


00 
dic 4e 2-8 TO に よ 
、 発 射 部 材 1 2 0 0” 
を エン ド エフ ェ ク タ 2 8 0 
転 さ せ て 、 伝 達 歯 車 2 9 0 


回 転 駆 動 軸 2 8 7 0 を 
加え る 。 жа І 3 0 0 が 
は 遠 位 方 向 「 
発射 部 材 1200… 


が 撤回 され て 


(64) 


回 転 さ せ て 


は 近 位 方 向 「 P 
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. HREM И 1300 上 の 伝達 
一 方 向 で 回 転 す る こと に より 、 


DD 」 で 駆動 され る 。 器具 駆動 軸 1 3 0 0 が 反対 方 向 で 


D」 で 撤回 され る 。 し た が っ て 


細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 に 装着 され た ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ 
内 の ステ ー プ ル を 切断 し 発射 する よう に 構成 され た 、 そ れ ら の 適用 例 で は 、 発 射 部 材 1 2 


が 細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 内 に お ける その 最 遠 位 位 置 ま 


o C == El BE ШІ 300 に 加え 
図 1 5 0 に 示さ れる そ 
0 か ら 解 放す る た め 、 了 臨床 
0 を 閉鎖 駆動 還 2 9 1 0 EO BK 


させ る 。 その 後 、 回 転 駆動 軸 2 8 7 0 に よっ て 伝達 歯車 2 


て 、 閉 鎖 駆 動 軸 2 9 10 が 駆動 スピ ンド ル 2 9 1 6 を 回 転 


セン ブリ 2 8 1 0 が 遠 位 側 に 移動 し 、 図 1 48 及び 1 4 9 


る 。 臨床 医 が エン ド エ フ ェ 
に し て 回 転 さ せ た い と き 、 
うに 、 シ フタ ー 歯 車 2 8 8 


クタ 2 8 0 0 全体 を 長手 方 向 ツ 
シフ ター 軸 が 長手 方 向 で シフ ト 
2 が 、 回 転 駆動 ヘッ ド 2872 


医 は 、 


で 駆動 され た 後 、 回 転 駆動 
られ る 回 転 駆動 運動 が 逆転 し て 
の 開始 位置 へ と 戻る 。 標的 組織 
シフ ター 軸 2 8 00 を 再び 回 
動 歯 車 2 91 4 と 再び 噛合 係 合 
9 0 0 に 逆 回 転 運 動 が 加え られ 
させ 、 そ れ に よっ て アン ビル ア 
に 示さ れる 開放 位置 へ と 旋回 す 
ー ル 軸線 「 上 エーLT」 を 中 心 
され て 、 図 1 5 2 に 示さ れる よ 
上 の 第 2 の リン グ ギ ヤ 2 8 7 6 


及び 伝達 歯車 本 体 2 8 9 2 上 の シフ ター リン グ ギ ヤ 2896 と 同時 に 噛合 係 合 する 。 そ の 


後 、 回 転 駆動 軸 2 880 を 回 転 さ せる こと に よっ て 、 エ ンド エフ ェ ク タ 2 8 0 0 が 、 
方 向 ツ ー ル 軸線 「 工 エーLT」 を 中 心 に し て エン ド エ フ ェ 
回 転 する 。 
[0164] 
図 1 57 ~1 7 0 は 、 
閉 す る 、 別 の エン ド エ フ ェ ク タ の 実施 形態 30 00 を 示す 
は 、 開 放 位 置 ( [ 168 及び 169) と 閉鎖 位置 ( 図 1 5 


間 で 選択 的 に 移動 させ る た 
い チ ャ ネル 3 0 3 0 は 、 


駆動 ハウ ジン グ 1 010 に 
は また 、 上 述 し た よう な リ 
34 に 連結 され て も よい 。 
1 010 は 、 上 述 し た よう 


[0165] 

図 1 6 0 に 見 られ る よう 
に 形成 され た 対応 する トラ 
の アン ビル トラ ニオ ン 3 0 
ァ ン ビル アセ ンプ ブリ 2 81 
係 合 する よう に 、 そ の 上 に 
8 を 参照 され た い 。 
0 と ほぼ 同一 で あっ て も よ 


発射 部 材 3 1 0 0 Ж, 


め 、 細 長い チャ ネル 3030 上 


連結 され て も よい 。 エ ンド エフ 
ング 状 の 軸受 7 3 4 に よっ て 、 


長手 
クタ コネ クタ 管 7 2 0 に 対し て 


引っ 張り タイ プ の 運動 を 用 いて アン ビル アセ ン ブ リ 3010 を 開 


a アンビル アセ ンプ ブリ 301 0 
7 、160、 及 び 170) と の 
で 移動 可能 に 支持 され る 。 細長 


以下 で 考察 する 違い を 除い て 、 上 述 し た 細長 い チ ャ ネル 1 020 
と ほぼ 同一 で あっ て も よい 。 細長 い チ ャ ネル 30 3 0 は 、 上 述 し た 形 で 


ンド エフェクタ 
ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 
エン ド エ フ ェ エク タコ ネ ク タ 管 7 


МІ 5 7 に 見 られ る よう に 、 
に 、 駆動 構成 7 4 8 KO {д 


に 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 3 0 1 
ニオ ンス ロッ ト 30 32 内 に 移 
1 2 (1 つの トラ ニオ ン の み が 
0 の 下面 は 、 発 射 部 材 31 00 
形成 され た アン ビル 開放 切欠 き 
言及 する 違い を 
示さ れる 実施 形態 で は 、 


v, 区 | 


アン ビル トラ ニオ ン 3012 に 付 勢 力 を 加え る よう に 構成 
を 更に 含む 。 アン ビル ば ね 3 0 5 0 の 1 つの 形態 が 図 1 5 
れる よう に 、 


ン 3 0 1 2 上 に 載る よう に 
い 。 それに 加え て 、 図 15 
され た 、 細 長い チャ ネル 3 
支持 する よう に 
ГОР 


構成 され た 、 


9 に 更に 見 られ る よう に 、 ア ン 
0 3 0 上 に 形成 され た 対応 する 


適合 され た 、2 つの 装着 ルー プ 30 5 4 を 有する 。 
以下 で 更に 詳細 に 考察 する よう に 、 


アン ビル ば ね 3 0 


ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ ジン グ 
達 装 置 7 5 0 を 支持 し て も よい 


0 は 、 細 長い チャ ネル 3 0 3 0 
動 可 能 に 受け 入れ られ る 、 一 対 
図 1 6 0 に 見 られ る ) “аф, 

上 の 上 部 フィ ン 1 2 0 8 と 旋回 
30 1 6 を 更に 有する 。 図 1 6 
除い て 、 上述 の 発射 部 材 1 2 0 
エン ド エフェクタ 3000 は 、 

され た 、 ア ン ビ ル ば ね 305 0 
9 に 示さ れる 。 そ の 図面 に 見 ら 


ァ ン ビル ば ね 3050 は 、 人 金属 ワイ ヤ か ら 作 製 さ れ 、 ア ン ビ ルト ラニ オン が 
それ ら 個々 の トラ ニオ ンス ロッ ト 3032 内 に 受け 入れ られ て いる と 、 


アン ビル トラ ニオ 


2 つの 対向 する ば ね アー ム 3052 を 有 し て も よ 


ビル ば ね 3 0 5 0 は 、 中 に 形成 
ば ね ピン 30 3 4 を 移動 可能 に 
図 1 58 を 参照 され た 
50 は 、 細 長い チャ ネル 30 3 
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0 内 に お いて ば ね ピン 3 0 3 4 上 で 旋回 する よう に 構成 され る 。 図 1 5 8 に 最も 著しく 見 
られ る よう に 、 細 長い チャ ネル の それ ぞ れ の 側壁 の 一 部 分 830 3 5 は 、 ア ン ビ ル ば ね 3 0 
50 の 移動 に 対す る 遊び を 提供 する よう に 奥まっ て いる 。 

[0166] 
図 1 57 及び 160< て 170 に 見 られ る よう に 、 エ ンド エフ ェ ク タ 3 0 0 0 は 、 細 長い 
チャ ネル 3 0 3 0 上 で 選択 的 に 長手 方 向 移動 する よう に その 上 で 移動 可能 に 支持 され た 、 
閉鎖 管 30 6 0 を 更に 含む 。 閉鎖 管 3 0 6 0 の 長手 方 向 移動 を 容易 に する た め 、 図 157 
及び 1 6 0 て 1 7 0 に 示さ れる 実施 形態 は 、 閉 鎖 管 30 3 0 に 旋回 可能 に ビン 止め され る 
又は 別 の 形 で 取り 付け られ た 、 リ ンク 機構 アー ム 3072 に よっ て 閉鎖 管 30 6 0 に リ 
ンク され た 閉鎖 ソレ ノイ ド 307 0 を 含む お ソレノイド を 作動 させ る と 、 リ ンク 機構 ア 
ム 3072 が 遠 位 方 向 で 駆動 され て 、 閉 鎖 管 3060 を 細長 い チ ャ ネル 30 3 0 の 端 部 で 
遠 位 側 に 駆動 する 。 閉鎖 管 30 6 0 が 人 遠 位 側 に 移動 する と 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ 301 0 
が 閉鎖 位置 へ と 旋回 する 。 代替 実施 形態 で は 、 ソ レノ イド は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 駆動 ハウ 
ジン グ 1 0 1 0 の 遠 位 端 に 装着 され た 環状 ソレ ノイ ド を 備え て も よい 。 閉鎖 管 は 、 環 状 ソ 
レノ イド に よっ て 磁気 的 に 吸引 及び 反発 し て 、 閉 鎖 管 の 長手 方 向 移動 を も た ら す こと が で 
きる 、 金 属 材料 か ら 作製 され る 。 

[0167] 

少な く と も 1 つの 形態 で は 、 エ ンド エフ ェ ク タ 3 0 6 0 は 、 標 的 組織 上 で 閉鎖 され た と 
き 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 30 1 0 を 適所 で 係 止 し て 保持 する 、 独 自 の アン ビル 係 止 シ ステ 
ム 3080 を 更に 含む 。 1 つの 形態 で は 、 図 1 5 7 に 見 られ る よう に 、 ア ン ビ ル 係 止 シ ス 
テム 3080 は 、 細 長い チャ ネル 3 0 3 0 に 形成 され た 対応 する 係 止 バー 窓 3 0 3 6 内 に 
端 部 が 受け 入れ られ る よう に し て 、 細 長い チャ ネル 3030 を 横断 方 向 に 横切っ て 延 在 す 
る 、 ア ン ビ ル 係 止 バ ー3082 を 含む 。 図 1 58 を 参照 され た い 。 図 1 6 1 を 参照 する と 
閉鎖 管 30 6 0 が その 最 遠 位 の 「 閉鎖 」 位置 に ある と き 、 係 止 バ ー3 0 8 2 の 端 部 は 
係 止 バ ー 窓 3 0 36 を 通っ て 横 方 向 で 外 に 突出 し 、 413060 оше шх сш 
し て 、 そ れ が 近 位 側 に 移動 し て 適所 か ら 外 れる の を 防ぐ 。 係 止 バ パー3082 は 、 ンド 
フェ クタ 駆動 ハウ ジン グ 1 0 1 0 内 で 支持 され た ソレ ノイ ド 接点 307 6 を 係 合 する よう 
に 構成 され る 。 ソ レノ イド 接点 3076 は 、 ソ レノ イド 3070 を 制御 する 制御 シス テム 
に 布 線 さ れる 。 制御 シス テム は 、 い ずれ の 場合 で あっ て も 、 ロ ボッ トシ ステ ム 又 は ハン ド 
ル ア セ ンプ ブリ 内 の 電池 若しくは 他 の 電力 源 の どちら か に よっ て 供給 され る 、 電 力 源 を 含む 
[0168] 

発射 部 材 3 1 0 0 は 、 外 科 用 ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ ( 図示 な し ) を 中 で 支持 する よう 
に 構成 され た 細長 い チ ャ ネル 2 8 3 0 内 で 回 転 可能 に 支持 され た 、 НІ 300 E 
で 回 転 可能 に 軸 支 され る 。 器具 駆動 軸 1 300 は 、 そ の 上 に 形成 され た 、 エ ンド エフ ェ ク 
е сои а / O 
れる と 共に 、 上述 し た 形 で 回 転 伝達 装置 7 50 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 
軸受 セグ メン ト 1 30 4 を 有する 。 ЖА І 3 0 0 が 一 方 向 で 回 転 す る こと に より 、 
発射 部 材 31 00 が 細長 い チ ャ ネル 3030 を 通し て 遠 位 側 に 駆動 され 、 器 具 駆 動 軸 1 3 
0 0 が 反対 の 回 転 方 向 で 回 転 す る こと に より 、 発 射 部 材 1200” ”' が 近 位 方 向 「PD」 
で 撤回 され る 。 図 1 57 及び 1 6 0 て 1 7 0 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 3 1 00 は 、 以 
下 で 更に 詳細 に 考察 する よう に 、 係 止 バ ー3 0 82 を 係 合 する よう に 構成 され た 作動 バー 
3102 を 有する 。 

[0169] 

アン ビル 係 止 シス テム 3080 は 、 閉 鎖 管 3060 が その 最 遠 位 位置 へ と 移動 し て お り 
閉鎖 管 30 6 0 の 遠 位 端 が アン ビル アセ ンプ ブリ 3 0 1 0 上 に 形成 され た アン ビル レッ ジ 
3013 と 接触 し て いる と 、 ア ン ビ ル を 選択 的 に 引っ 張っ て 閉鎖 管 30 60 と 割込み 係 止 
係 合 さ せる 、 ア ン ビ ル 引 張り アセ ンプ ブリ 38090 を 更に 含む 。1 つの 形態 で は 、 ア ン ビ ル 
引張 り ア セン ブリ 3090 は 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 30 1 0 の 近 位 端 に 取り 付け られ 、 い 
ずれ の 場合 で あっ て も 、 細 長い 軸 ア セン ブリ を 通っ て ツー ル 装 着 部 分 又は ハン ド ル ア セ ン 
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ブリ へ と 近 位 側 に 突出 する 、 一対 の アン ビル 引張 り ケ ー ブ ル 3 0 9 2 を 含む 。 引張 り ケ ー 
ブル 30 9 2 は 、 Ro ブリ 上 の アク チュ エー タメ カニ ズム に 取り 付け られ る か 
хагалаад саат а 
テム の 1 つ に 連結 され て も よい 。 

[0170] 

ンド エフ ェ ク タ 3000 の 動作 に つい て 、 次 に 記載 する 。 図 1 68 及び 169 は 、 開 
放 位置 に ある アン ビル アセ ン ブ リ 30 1 0 を 示す 。 図 168 は 、 新 し い ス テー プル カー ト 
リッ ジ ( 図示 な し ) が 細長 い チ ャ ネル 3 0 3 0 内 に 装着 され て も よい 、 最 近 位 位 置 に ある 
発射 部 材 3 1 0 0 を 示す 。 閉鎖 管 30 6 0 も その 最近 位 の 非 作動 位置 に ある 。 ま た 、 図 1 
6 7 に 見 られ る よう に 、 発 射 部 材 31 0 0 が その 最近 位 位置 に ある と き 、 人 作動 バー3 1 0 
2 は 係 止 バ ー を 付 勢 し て 、 ソ レノ イド 接点 3 07 6 と 係 合 させ て お り 、 そ れ に よっ て ソレ 
ノイ ド を 次 の 閉鎖 手順 の た め に 始動 させ る こと が で きる 。 し た が っ て 、 閉鎖 プ ロ セ ス を 始 
め る に は 、 回 転 駆動 還 7 52 を 作動 させ て 、 発 射 部 材 3100 を 図 1 6 9 に 示さ れる その 
開始 位置 へ と 移動 させ る 。 そ の 位置 に ある と き 、 作 動 バ ー3 1 0 2 は 、 係 止 バ パー3082 
が 移動 し て ソレ ノイ ド 接 点 307 6 と の 係 合 か ら 外 れる こと が 十分 で きる よう に 、 近 位 方 
向 で 移動 し て お り 、 そ れ に より 、 電 力 が ソレ ノイ ド 制御 回 路 に 供給 され る と 、 ソ レノ イド 
リン ク 3072 が 延長 され る 。 次 に 、 自 動 で 、 又 は ハン ドル アセ ンプ ブリ 内 の スイ ッ チ 若 し 
< は 他 の 制御 メカ ニズム を 通し て 、 ソ レノ イド 307 0 に 対し て 制御 電力 が 加え られ 、 そ 
れ に より 、 閉 鎖 管 3 0 6 0 の 遠 位 端 が アン ビル アセ ン ブ リ 3010 上 の レッ ジ 3013 に 
接触 する まで 、 閉 鎖 管 30 60 が 遠 位 側 に 移動 し て 、 図 1 6 2 に 示さ れる よう に 、 ア ン ビ 
ル ア セ ン ブ リ が 旋回 し て 発射 部 材 1 200 ' ' 上 で 閉鎖 され る 。 そ の 図面 に 見 られ る よう 
に 、 係 止 バ ー3082 は 、 閉 鎖 管 3060 が 近 位 方 向 で 移動 する の を 防ぐ よう に 位置 決め 
され る 。 そ の 位置 に ある と き 、 了 臨床 医 は 次 に 、 引 張り ケー ブル 3092 に 張力 を 加え て 、 

アン ビル アセ ン ブ リ 30 1 0 の 近 位 端 を 引っ 張っ て 閉鎖 管 ほ 30 6 0 と 割込み 係 合 させ て 、 

アン ビル アセ ン ブ リ 3010 を 閉鎖 位置 で 係 止 す る 。 その後 、 発 射 部 材 1200' は 、 
エン ド エ フ ェ ク タ 3 0 0 0 内 で 締め 付け られ た 組織 を 通し て 遠 位 方 向 で 駆動 され て も よい 
。 一 互 発射 プロ セス は 完了 され て いる 。 器具 駆動 軸 は 反対 方 向 で 回 転 し て 、 発 射 部 材 31 
00 が その 開始 位置 へ と 戻さ れ て 、 作 動 バ ー3102 は 再び 係 止 バー3082 に 接触 し て 
、 そ れ を 屈曲 し て ソレ ノイ ド 接点 3076 と 接触 させ 、 係 止 バ ー3082 の 端 部 を 細長 い 
チャ ネル 30 30 の 窓 3036 に 引き 込ん で いる 。 そ の 位置 に ある と き 、 ソ レノ イド 制御 
シス テム に 電力 が 供給 され る と 、 ソ レノ イド 307 0 は 、 閉 鎖 管 3060 を 図 167 及び 
1 6 8 に 示さ れる その 開始 又は 開放 位置 へ と 近 位 方 向 で 撤回 する 。 閉鎖 管 8 0 6 0 が 近 位 
側 に 移動 し て 、 ア ン ビ ル ア セ ン ブ リ 3 0 1 0 と の 係 合 が 外れ る と 、 ア ン ビ ル ば ね 3050 
は 、 ア ン ビ ルト ラニ オン 3012 に 対し て 付 勢 力 を 加え て 、 ア ン ビ ル ア セ ンプ ブリ を 図 1 6 
8 に 示さ れる 開放 位置 へ と 付 勢 する 。 

[0171] 

図 1 7 1 —1 7 8 は 、 別 の 例示 的 な 急速 脱着 連結 具 構 成 32 10 を 中 に 有する 、 別 の 例 
示 的 な 細長 い 軸 アセ ン ブ リ 32 0 0 を 示す 。 少な く と も 1 つの 形態 で は 、 例 えば 、 急 速 脱 
着 連結 具 構 成 3 2 1 0 は 、 近 位 側 外 管 セ グ メ ント 3 2 1 4 の 形態 の 近 位 側 連 結 具 部 材 3 2 
1 2 を 含み 、 そ の セグ メン ト は 、1 つの 構成 で は 、 デ バイ ス が ロボ ッ ト 制御 され る と き 
上 述 の 形 で 第 1 の 駆動 シス テム 350 と イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され た 、 管 
状 歯車 セグ メン ト 35 4 を その 上 に 有 し て も よい 。 し か し な が ら 、 別 の 実施 形態 で は 、 近 
位 側 外 管 セ グ メ ント 3 2 1 4 は 、 上 述 の 形 で ハン ドル アセ ン ブ リ に 装着 され た 、 手 動作 動 
可能 な 回 転 ノ ズル 2 5 1 2 と イン ター フェ ー ス 接続 し て も よい 。 上 述 の よう に 、 ロ ボッ ト 
制御 の 適用 例 に お ける 第 1 の 駆動 シス テム 3 5 0 、 又 は 手持 ち 型 の 構成 に お ける 回 転 ノ ズ 
№2512 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 32 0 0 及び それ に 動作 可能 に 連結 され た エン ド エフ 
ェ ク タ を 、 長 手 方 向 ツ ー ル 軸線 「 上 エーLT」 を 中 心 に し て 回 転 さ せる の に 役立つ 。 図 1 
7 1 を 参照 され た い 。 近 位 側 外 管 セ グ メ ント 3 2 1 4 は 、 係 止 カ ラー を その 上 に 受け 入れ 
る よう に 構成 され た 、「 ネッ クダ ウン し た 」 遠 位 端 部 分 3 2 1 6 を 有する 。 

[0172] 
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トド で 考察 する 違い を 除い て 上 述 の 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ン 
0.2... 


転 及 び 軸 線 方 向 制御 運動 を 受け 入れ る よう に 


38077 26840, 図示 され る 実施 形態 は 、 
れ て も よく 、 本 明細 書 に 記載 する 様々 な 形 で 関節 制御 駆 


ケー ブル 4 3 4 及び 45 4 を 含ん で も よい 。 


(67) 


го 


$ 


近 


関節 接合 ケー ブル 端 部 4 3 4 A. 
する 。 それぞれ の 関節 接合 ケー ブル 端 部 4 3 4A 


メン ト 3 2 1 4 内 に 提供 され て 、 
454B に 対す る 軸線 方 向 の 支持 を 提 人 
.434B,4544, 45 4B IX, ЖА 


る 近 位 側 関節 通路 3 2 2 2 を 通っ て 延 在 す る 。 


454A, 


4 は 、 人 金属 又は ポリ マー 
2. 
近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380' ' iX. x 
動 可能 に 受け 入れ られ る 。 駆動 軸 接 続 ク リ 


454B は 、 対 応 す る 関節 通路 3 2 2 2 内 で 指 動 する よう に 
< こ 取り付け られ た 近 位 側 関節 クリ ッ プ 322 4 を 更に 
材料 か ら 作製 さ れ て も よく 、 
一 対 の 可 携 性 クリ ッ プ アー ム 3226 を それ ぞ れ 有する 。 同様 に 
y 側 充 
ッ プ 32 40 が その 上 に ある 。 


態 で は 、 駆 動 軸 接 続 ク リッ プ 32 4 0 は 、 


! 央 
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で は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ 3200 は 、 以 
ト 380 と ほぼ 同一 で あっ て も よ 
ブリ か ら の 回 
近 位 側 駆 動 還 セグメント 
E 述 し た よう な 関節 継手 7 0 0 と 共に 使用 さ 
動 部 に 連結 され て も よい 関節 接合 
填 材 料 3 2 2 0 は 、 近 位 側 外 管 セ グ 
434B、454A、 


成 さ れ て も よい 、 


位 側 充 


填 材 料 3 2 2 0 を 通し て 設け られ た 対応 す 
関節 接合 ケー ブル 端 部 434A、434B 
< こ 構成 され た 、 そ 


有する 。 近 位 側 関節 クリ ッ プ 3 2 
締結 具 押 さえ 32 2 8 が その 上 に 


貫 材 料 3 2 2 0 内 の 軸 通 路 3 2 30 に 


移 
1 つの 例示 的 形 
の 管状 コネ クタ 部 分 3 2 42 及び その 上 の 


2 —O H|JËSšIEZ2 U Y Zy — A 32 44 を 有 し て 形成 され 、 ク リッ プア ー ム は それ ぞ れ 、 そ 


の 上 に 締結 具 押 さえ 3248 を 有する 。 
[0173] 
加 171、172、 
ik. жу 7 ху 
いて 、 上 述 の 遠 位 側 外 管 部 分 2 3 1 に ほ 
態 の 遠 位 側 連 結 具 部 材 3 2 5 0 を 更に 含む 。 
に 開示 する 様々 な タイ プ の エン ド 
する 違い を 除い て 、 上 述 し た 遠 位 側 駆動 
遠 位 側 駆動 還 セ グ メ ント 540 ' ' を 含む 。 
メン ト 3252 Wiz #1 
du Loup TNE 
ZF 444. 445. 446. 
召 、 对 应 才 召 束 位 侧 半 节 通 路 3 2 62 を 通 
ブル セグ メン ト 444、445、446、 


支柱 
持 し て 係 合 され る よう 
位 側 充填 材料 3 2 6 0 内 の 遠 位 
軸 差 込み 支柱 
いよ うに 、 遠 位 側 駆動 還 セ グ メ ン 
遠 位 側 関節 差込み 支柱 3 2 7 0 
を 示す 。 Xš v M BK 


540” 


具 押 さえ 32 48 に よっ て 駆動 軸 接 続 ク 
成 さ れる 。 
[0174] 

図 1 7 1 —1 7 8 に 見 られ る よう に 、 
管 セ グ メ ン 


よう に 、 係 止 カ ラー3 2 9 0 の 1 つの 形態 ! 


及び 1 7 6 ~17 8 に 
ト 3252 が ネッ クダ ウン し た 近 位 端 部 分 3 2 5 4 を 含む 点 を 除 
まほ ぼ 類似 し た 、 


更 


x 


フェ クタ 1 0 0 0 に 
軸 セ グ メ ント 5406 


ж 


され て 、 遠 位 側 関 節 接合 ケー ブル セグ メン ト 444、 
対す る 軸線 方 向 の 支持 を 提供 する 。 それぞれ の 遠 位 側 関節 
447 15. RMAN 
H2 C #EfE &„ NENORMA 
447 は 、 対 応 す る 近 位 側 関節 
4 の クリ ッ プ アー ム 3226 間 で 摺 動 す る よう に 
側 関節 差込み 支柱 ( bayonet post) 3 2 т 0 を 更に 有する 。 そ れ ぞ れ の 遠 
AD у ТОЛ ЛЛ а C даны o Eod 
に 構成 され る 。 同様 に 、 
軸 通 路 3 2 6 4 
3280 は 、 遠 位 側 関節 差込み 支柱 3 2 7 0 を 越え て 近 位 側 に 突 


, 


に 対す る 遠 位 側 駆 
動 軸 差 込み 支柱 3 2 8 0 は 、 対 応 す る クリ ッ プ アー ム 3 2 4 4 上 の 締結 
リッ プ 3 2 4 0 上 で 保持 し て 係 合 され る よう に 


例示 の 急速 
5 2 P dE p атады 5 А 
、 軸 線 方 向 に 移動 可能 な 係 止 カ ラー329 0 を 更に 含む 。 


£. 


外 管 セ グ の メン ト 32 5 4 それぞれ の ネッ クダ ウ 


に 見 られ る よう に 、 人 急速 脱着 構成 3 2 1 0 


遠 位 側 外 管 セ グ の メン ト 3252 DE 
位 側 外 管 セグ メン ト 32 52 は 、 本 明細 書 
22. れ 、 以 下 で 言及 
ま ぼ 類 似 し て いて も よい 、 

a sss ELA 
445, 4 
接合 ケー ブル セ 
填 材 料 3 2 6 0 を 通っ て 設け られ 
間 関 節 接合 ケー 
クリ ッ プ 32 2 
けけ られ た 遠 位 
y 側 関節 差込み 
こよ っ て 保 
遠 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 540' ik, x 
に 移動 可能 に 受け 入れ られ る 177777 
だ 出し て も よ 
の 近 位 端 に 取り 付け られ る 。 図 1 7 2 は 、 
動 軸 差込み 支柱 3 2 8 0 ( 破線 ) の 位置 


їр 


位 ІҢ 75 Jù 


構成 され た 、 そ れ に 取り 


mh 


т 


脱着 連結 具 構 成 32 1 0 3, Jf 2 


図 1 7 4 に 最も 著しく 見 られ る 
近 位 側 外 管 セグ メン ト 3 2 1 4 ROH 
ン 部 分 3 2 1 6 、3 2 5 4 БТС ІС 
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受け 入れ られ る よう に 
リー プ 3.292 。 ブリッジ 32 9 51 
リッ ジ 3295 は 、 遠 位 側 外 管 セ グ メ ン 


サイ ズ 決 め さ れ た 、 
に よっ て 中 央 の 係 止 本 体 32 9 4 に 


( 68) 


外側 係 止 スリ ー ブ 32 9 2 を 含む 。 


ト 3254 の ネッ クダ ウン 部 分 32 5 4 に ある 遠 
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外側 係 止 ス 
こ 連 結 さ れる 。 ブ 


位 側 ス ロッ ト 3255 、 並 びに 遠 位 側 外 管 セグ メン ト 32520 の ネッ クダ ウン し た 近 位 端 


部 分 3 2 5 4 内 に 
ウン 部 分 32 1 6 
、 近 位 側 外 管 セ グ メ ン 


名 動 可 能 に 受け 入れ られ た 、 


ト 321 4 の ネッ クダ ウン 


近 位 側 外 管 セグ メン ト 32 1 4 の ネッ クダ 
に ある 近 位 側 ス ロッ ト 32 17 を 通っ て 摺 動 す る よう 


に 構成 され 、 ま た 
部 分 3 2 1 6 内 へ と 摺 動 可能 に 延 在 し て 


も よい 。 図 17 4 に 更に 見 られ る よう に 、 


ッ プ を 受け 入れ る 複数 の 通路 3 2 9 6 を 有する 。 
位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 5 40° ° を 移動 可能 に 中 に 
有する 。 

[ 0175] 


例示 の 急速 脱着 連結 具 構 成 3 2 1 0 の 使用 に 
び 1 72 を 参照 する と 、 


クダ ウ 
は 近 位 側 駆動 軸 コ ネ ク タ ク リッ プ 3240 E 
列 さ れる 。 CDE. ЖМС ЖИН М3З250 
れ て 、 遠 位 側 駆動 軸 差 込み 支 村 3 2 8 0 が 
終 的 に は 


合 さ れる 。 か か る 作用 に より 、 ま た 、 
が 、 図 1 7 6 に 示さ れる よう に 、 
3228 に よっ て 保持 係 合 され る 。 遠 位 側 駆動 軸 差 込み 支柱 


! 央 の f 


つい て 、 
遠 位 側 連 結 具 部 材 3 2 5 0 は 近 位 側 連 結 具 部 材 3 2 1 2 と 軸線 方 
向 に 整列 され 、 そ れ に よっ て 、 ブ リッ ジ 3295 は 近 位 側 外 管 セ グ メ ン 
ン 部 分 32 1 6 の スロ ッ ト 32 1 7 их, xq BJ 
に ある 
は 近 位 側 連 結 具 部 材 3 2 1 2 と 当 接 係 合 さ 
i 央 の 管状 セグ メン ト 32 1 4 
近 位 側 駆動 軸 コ ネ ク タ ク リッ プ 32 40 上 に ある 締結 具 押 さえ 3248 と 保持 係 
それ ぞ れ の 遠 位 側 関節 差込み コネ クタ 支柱 32 7 0 
近 位 側 関節 コネ クタ クリ ッ プ 3 2 2 4 上 の 締結 具 押 さえ 


止 本 体 3 2 9 4 は 、 関 節 支 柱 及び クリ 
同様 に 央 の 係 目 本体 32 9 4 Ж. ж 
受け 入れ る 中 央 駆動 軸 通 路 3 2 9 8 を 


次 に 記載 する 。 最初 に 図 1 7 1 及 


ト 3 2 1 4 の ネッ 
動 軸 差込み 支柱 3 2 8 0 
i 央 の 管状 コネ クタ 部 分 3 2 42 と 整 


Ра 


に 滑り 込み 、 最 


3280 が クリ ッ プ アー ム 3 


244 の 間 に 挿 入 さ れる と 、 ク リッ プア ー ム 32 4 4 は 、 締 結 具 押 さえ 3248 が 支柱 3 


280 上 の 肩 部 3 2 8 1 を 係 合 する まで 、 外 側 に 
様 に 、 遠 位 側 差込み 支柱 3 2 7 0 の それ ぞ れ が 、 
6 の 間 に 挿 入 さ れる と 、 
0 上 の 肩 部 3 2 7 1 を 係 合 する まで 外側 に 屈 
が 近 位 側 駆動 軸 セ グ メ ント 380'"" 
F444. 445. 446. 
A、454B に 


防ぎ 、 そ れ に よっ て 遠 位 側 
遠 位 側 連 結 具 部 材 32 5 0 
側 係 止 ス リー ブ 392 を 図 175 及 び 176 
部 材 32 50 、32 12 を 引き 離す 。 対向 する 


3212 
位 側 駆動 軸 差 込み 支柱 及び 

[ 0176] 

非 限 定 例 

1 つの 例示 的 形態 は 、 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 


ー ル は 、 オ ペレ ー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可 
させ る よう に 構成 され た 、 


コネ クタ アー ム 3226 は 、 締 結 具 押 さえ 3228 が 支柱 
1945, — H x fv Ш + 2 < 
に 接続 され 、 遠 位 
447 が 関節 接合 ケー ブル 端 部 4 3 4A、 
それ ぞ れ 接続 され て いる と 、 ユ ー 
図 1 7 7 及び 1 7 8 に 示さ れる 位置 まで 近 位 側 に 
央 の 係 止 本 体 32 9 4 は 、 ク リッ プア ー ム 32 44、 
連結 具 部 材 3 2 50 を 近 位 側 連結 具 部 材 32 1 3 | 
を 近 位 側 連 結 具 部 材 3 2 1 2 か ら 分 離す る た め 、 ユ ー ザ は 、 外 

に 示さ れる 位置 まで 移動 し 、 そ の 後 、 具 


п Жу» YATA DÎ 


ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 。 


ー ル 駆動 アセ ン 


シス テム を 含む 。 駆動 還 ア セン 


少な く と も 1 O O Pi 7R HY JÉ f 
制御 で 発生 し た 出力 運動 を ロボ ポット シス テム か ら 受 け 入れ る た め 、 ロボ ッ ト シ ステ ム の ツ 
ブリ の 対応 する 部 分 と イン ター Ман bacs 
ブリ は 、 駆動 シ ステ ム と 動作 可能 に イ 


屈曲 する こと が 認識 され る で あろ う 。 Ы 
それ ら の 対応 する コネ クタ アー ム 32 2 
307 
ト 5 40 
側 関 節 接合 ケー ブル セグ メン 
434B. 454 
ザ は 次 に 、 外 側 係 止 ス リー ブ 3292 を 
摺 動 さ せ て も よい 。 その 位置 に ある と き 
3266 が 外側 に 屈曲 する の を 
こ 係 止 する 。 


連結 具 


軸線 方 向 分 離 運動 が 連結 具 部 材 3250、 
に 加え られ る と 、 ク リッ プア ー ム 3244 及 び 3226 が 屈曲 し て 、 そ れ ぞ れ 人 遠 
遠 位 側 関節 差込み 支柱 と の 係 合 か ら 外 れる こと が で きる 。 


使用 され る 外科 用 ツー ル を 備え 、 そ の ツ 


能 で あっ て 出力 運動 を ロボ ッ ト 制御 で 発生 
о 5 E 連結 され た ツー 
で は 、 外 科 用 ツー ル は 、 ロ ボッ ト 


< 構成 され た 、 БАШ 
ンタ ー フ ェ ー ス 接続 


し 、 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 を 駆動 シス テム か ら 受 け 入 れる と 共に 、 8 9 76 


ン ブ リ と 動作 可能 に イン ター フェ 


A 接続 する 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 制御 運動 を A 
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る よう に 構成 され る 。 手動 作動 可能 な 制御 シス テム は 、 駆 動 還 ア セン ブリ と 動作 可能 に イ 
ンタ ー フ ェ ー ス 接続 し て 、 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 駆動 軸 ア セン ブリ に 選択 的 に 加え る 
KOTTE] 

別 の 一 般 的 な 例示 的 形態 と 関連 し て 、 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル 
が 提供 され 、 そ の ツー ル は 、 オ ペレ ー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 、 ツ ー ル 駆 
動 ア セン ブリ 上 で 支持 され た 少な く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 に 対し て 少な く と も 1 
つの 回 転出 力 運 動 を 提供 する よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 
可能 に 連結 され た ツー ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 外 科 
H ツ ー ル は 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 含み 、 そ の エン ド エ フ ェ ク タ は 、 加 えら れる 制御 運 
動 に 応じ て 少な く と も 1 つの 他 の 構成 要素 部 分 に 対す る 第 1 及び 第 2 の 位置 の 間 で 選択 的 
こ 移動 可能 で ある 、 少なくとも 1 つの 構成 要素 部 分 を 備え る 。 細長 い 軸 ア セン ブリ は 、 外 
科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 動作 可能 に 連結 され 、 少 な く と も 1 つの 選択 的 に 移動 可能 な 構成 
要素 部 分 と 移動 可能 に 連通 し て いる 、 少 な く と も 1 つの 歯車 被 動 部 分 を 備え る 。 ツ ー ル 装 
着 部 分 は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ に 動作 可能 に 連結 され 、 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ に 連結 され 
る と それ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され る 。 少な く と も 1 つの 例 
示 的 形態 は ツー ル 装 着 部 分 を さら に 備え 、 そ の ツー ル 装 着 部 分 は 、 ツ ー ル 装着 部 分 上 で 回 
転 可能 に 支持 され 、 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 少な く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 の うち 
対応 する 1 つと 駆動 係 合 し て 、 対 応 す る 回 転出 力 運 動 を そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 さ 
れ た 、 被 駆動 要素 を 備え る 。 駆動 シス テム は 、 被 駆動 要素 と 動作 可能 に 係 合 し て お り 、 そ 
れ に 対し て ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 作動 運動 を 加え て 、 少 な く と も 1 つの 歯車 被 動 部 分 の 
うち 対応 する 1 つ に よっ て 少な く と も 1 つの 制御 運動 を 選択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 に 加 
える 。 手動 作動 可能 な 送 転 シ ステ ム は 、 細 長い 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー 
ス 接 続 し て 、 そ れ に 対し て 手動 で 発生 し た 制御 運動 を 選択 的 に 加え る 。 

[0178] 

別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 に よれ ば 、 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル が 
提供 され 、 そ の ツー ル は 、 オ ペレ ー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 回 転出 力 運動 
を ロボ ッ ト 制御 で 発生 させ る よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 
可能 に 連結 され た ツー ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 外 科 
H ツ ー ル は 、 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を ロボ ッ ト シ ステ ム か ら 受 け 入 れる た 
め 、 ロ ボッ トシ ステ ム の ツー ル 駆 動 ア セン ブリ の 対応 する 部 分 と イン ター フェ ー ス 接続 す 
る よう に 構成 され た 、 回 転 駆動 シス テム を 備え る 。 回 転 駆動 還 ア セン ブリ は 、 回 転 駆動 シ 
ステ ム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を 回 
転 駆動 シス テム か ら 受 け 入 れる と 共に 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ と イン ター フェ ー ス 接続 す 
る 外科 用 エン ド エフェクタ に 動作 可能 に 回 転 駆 


m 


Pal 


動 運動 を 加え る よう に 構成 され る 。 手 動作 
動 可能 な 逆転 シス テム は 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 
、 手 動 で 発生 し た 回 転 駆動 運動 を 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に 選択 的 に 加え る 。 

[0179] 

別 の 例示 的 形態 は 、 遠 位 端 を 有する と 共に 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 を 定め る 細長 い 軸 アセ ン 
ブリ を 含む 外科 用 ステ ー プ ル 留 め デ バイ ス を 備え る 。 デ バイ ス は 、 外 科 用 ステ ー プ ルカ ー 
トリ ッ ジ を 中 で 動作 可能 に 支持 する よう に 構成 され た 部 分 を 含む 細長 い チ ャ ネル アセ ン ブ 
り リ を 備え る エン ド エ フ ェ ク タ を 更に 含む お 。 アンビル は 、 細 長い チャ ネル アセ ンプ ブリ に 対し 
て 移動 可能 に 支持 され る 。 外科 用 ステ ー プ ル 留 め デ バイ ス は 、 細 長い チャ ネル アセ ン ブ リ 
を 細長 い 還 ア セン ブリ の 遠 位 端 に 連結 し て 、 細 長い チャ ネル アセ ン ブ リ が 細長 い 軸 ア セン 
ブリ の 遠 位 端 に 対し て 長手 方 向 ツ ー ル 軸線 を 中 心 に し て 選択 的 に 回 転 す る の を 容易 に する 
、 回 転 継手 を 更に 備え る 。 

[0180] 

別 の 例示 的 形態 は 、 外 科 用 器具 の 第 1 の 部 分 を 外科 用 器具 の 第 2 の 部 分 に 連結 する 、 回 
転 支持 継手 アセ ン ブ リ を 備え る 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 回 転 支持 継手 アセ ン 
ブリ は 、 第 1 の 部 分 内 の 第 1 の 環状 軌道 輪 と 、 第 2 の 部 分 内 に あっ て 、 第 2 の 部 分 が 第 1 


の 部 分 と 接合 され る と 第 1 の 環状 軌道 輪 と ほぼ 位置 
の 環状 軌道 輪 と を 備え る 。 
輸 内 で 支持 され る 。 


( 70) 


リン グ 状 の 軸受 は 、 位 置 


[0181] 
別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 と 関連 し て 、 外 科 用 エン 
アセ ン ブ リ に 連結 する 、 回 転 支持 継手 チア センブリ が 


タ 部 分 を 備え る 。 


用 態 で は 、 回 転 支 持 継 手 


アァ セン ブリ は 、 外 科 用 エン 
状 軌道 輪 は コネ クタ 部 分 


ї 


第 1 の 環 


長い 軸 上 に 設け られ 、 円 筒 杖 の コネ クタ 部 分 が ソ ケ 


円 筒 状 の コネ クタ 部 分 を 


1 に 受け 入れ る よう に サ 
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合わ せ さ れる よう に 構成 され た 、 第 2 
合わ せ さ れ た 第 1 及び 第 2 の 環状 軌道 


ド エ フ ェ ク タ を 外科 用 器具 の 細長 い 還 
提供 され る 。 少な く と も 1 つの 例示 的 
ド エ フ ェ ク タ 上 に ある 円 筒 状 の コネ ク 
の 周辺 に 設け られ る 。 ソ ケッ ト は 、 細 
ッ ト に 対し て 自由 に 回 転 で きる よう に 
イズ 決め され る 。 第 2 の 環状 軌道 輪 は 


、 ソ ケッ ト の 内 壁 に 設け られ 、 円 筒 状 の コネ クタ 部 分 が ソケット 内 に 受け 入れ られ る と 、 


ЖІ の 環状 軌道 輪 と ほぼ 位置 合わ せ さ れる よう に 構成 され る ЖШ. 
連通 し て ソケット 内 に 設け られ る 。 自由 端 を 有する リン グ 状 の 軸受 部 材 は 、 窓 を 通し て 第 


1 及び 第 2 の 位置 合わ せ さ れ た 環状 軌道 輪 に 挿入 可 


[0182] 


別 の 例示 的 な 


分 に 回 転 可能 に 連結 する 方 法 が 提供 され る 。 
軌道 輪 を 第 1 の 部 分 に 


を 含む 。 方法 は 、 


部 分 を 第 2 の 部 分 に 挿入 する こと と 、 


般 的 形態 と 関連 し て 、 外 科 用 器具 
様々 な 
Ж 46255, 2 の 環状 
第 1 及び 第 2 の 環状 軌道 輪 が ほぼ 
位置 合わ せ さ 


グ 状 の 軸受 を 挿入 する こと と を 更に 含む 。 


[0183] 


第 2 の 環状 軌道 輪 と 


能 で ある 。 


の 第 1 の 部 分 を 外科 用 器具 の 第 2 の 部 
例示 的 形態 で は 、 方 法 は 、 第 1 の 環状 
軌道 輪 を 第 2 の 部 分 に 形成 する こと と 
立 置 合わ せ さ れる よう に し て 、 第 1 の 
れ た 第 1 及び 第 2 の 環状 軌道 輪 に リン 


別 の 例示 的 形態 は 、 相 互 接続 され て 可 携 性 の 中 空 管 を 形成 する 複数 の 移動 可能 に 噛み 合 


う 継 手 セ グ メ ント を 含む 外科 用 
東部 材 は 、 複 数 の 移動 可能 に 噛み 合う 継手 セグ メン 


き 具 の た め の 駆 動 軸 


、 噛み 合う 継手 セグ メン ト を 移動 可能 に 噛み 合う 係 
ン ブ リ の 屈曲 を 容易 に する 。 


[0184] 


別 の 一 般 的 な 例示 的 


朋 態 に よれ ば 、 レ ー ザ ー に よ 


アセ ン ブ リ を 備え る 。 可 携 性 の 補助 拘 
ト と 柔軟 な 拘束 係 合 状態 で 設置 され て 
合 状態 で 保持 する と 共に 、 駆 動 軸 ア セ 


DUC. 


空 管 に 切り 込ま れ た 複数 の 移動 


可能 に 噛み 合う 継手 セグ メン ト を 含み 、 速 位 端 及び 近 位 端 を 有する 、 外科 用 器具 の た め の 


複合 駆動 


うう 継手 セ グ メ ント と 柔軟 な 拘束 係 合 状態 に あっ て 、 


噛み 合う 係 合 状 態 で 保持 する と 共に 、 駆 動 軸 アセ ン 
[0185] 
さら に 別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 に よれ ば 、 複 数 の 


ント を 含み 、 


少な く と も いく つか の 継手 セグ メン ト が 、 
れ た ボー ルコ ネ ク タ 部 分 を 備え る 、 外 科 
ソケット 部 分 は 、 隣 接し た 継手 セグ メン ト の ボー ルコ ネ ク タ 部 分 を 


器具 の た 


軸 ア セン ブリ が 提供 され る 。 可 携 性 の 補助 拘束 部 材 は 、 複 数 の 移動 可能 に 噛み 合 


噛み 合う 継手 セグ メン ト を 移動 可能 に 
ブリ の 屈曲 を 容易 に する 。 


移動 可能 に 相互 接続 され た 継手 セグ メ 
6 つの ほぼ 弓 状 の 表面 か ら 形 成 さ 
め の 駆 動 還 ア セン ブリ が 提供 され る 。 
に 移動 可能 に 受け 入 


れる よう に サイ ズ 決 め さ れ る 。 中 空 の 通路 は 、 そ れ ぞ れ の ボー ルコ ネ ク タ 部 分 を 通っ て 延 


[0186] 


在 し て 、 駆 動 二 アセ ンプ ブリ を 通る 通路 を 形成 する 。 駆動 軸 ア セン ブリ は 、 
に 相互 接続 され た 継手 セグ メン ト と 和 柔軟 な 拘束 係 合 状態 で 
移動 可能 に 相互 接続 され た 係 合 状態 で 
する 、 可 携 性 の 補助 拘束 部 材 を 更に 


RETE L ж 
含ん で も よい 。 
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える 。 


ト を 移動 可能 に 


様々 な 例示 的 実施 形態 で は 、 方 法 は 、 中 空 の 軸 を 
に 相互 接続 され た 継手 セグ メン ト を レー ザー に よっ て 中 
方 法 は 、 補 助 拘束 部 材 を 中 空 の 


軸 上 に 設置 し て 、 移 
除 合 状態 で 保持 する 


目 互 接続 され た 


易 に する こと を 更に 含む 。 


複数 の 移動 可能 
設置 され て 、 継 手 セ グ メ ント を 
駆動 軸 ア セン ブリ の 屈曲 を 容易 に 


に 
Sun. 


駆動 軸 ア セン ブリ を 形成 する 方 法 を 備 
提供 する こと と 、 複 数 の 移動 可能 
空 の 軸 に 切り 込む こと と を 含む 。 
能 に 相互 接続 され た 継手 セグ メン 
駆動 還 ア セン ブリ の 屈曲 を 容 


動 可 
と 共に 、 
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[0187] 
別 の 例示 的 形態 と 関連 し て 、 外 科 用 器具 の た め の 可 携 性 の 駆動 還 ア セン ブリ を 形成 する 
方 法 が 提供 され る 。 少な く と も 1 つの 例示 的 実施 形態 で は 、 方法 は 、 中 空 の 軸 を 提供 する 
こと と 、 複 数 の 移動 可能 に 相互 接続 され た 継手 セグ メン ト を レー ザー に よっ て 中 空 の 軸 に 
切り 込む こと と を 含む お それぞれ の 継手 セグ メン ト は 一 対 の 対向 する 突起 を 備え 、 そ れ ぞ 
れ の 突起 は 、 テ ー パ 状 の 内 忌部 分 を 有する 対応 する ソケット 内 に 受け 入れ られ る テー パ 状 
の 外周 部 分 を 有 し 、 テ ー パ 状 の 内 壁 部 分 は 、 対 応 す る 突起 の テー パ 状 の 外周 部 分 と 協 働 し 
て 、 対 応 す る 突起 を 中 で 移動 可能 に 保持 する 。 

[0188] 
別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 は 、 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 動作 可能 に 連結 され た 、 外 科 用 
* 具 の た め の 回 転 駆動 構成 を 備え る 。 1 つの 例示 的 形態 で は 、 回 転 駆動 構成 は 、 回 転 駆動 
運動 を 発生 させ る よう に 構成 され た 回 転 駆動 シス テム を 含む 。 駆動 軸 ア セン ブリ は 、 回 転 
駆動 シス テム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 第 1 の 位置 と 第 2 の 位置 と の 間 で 選 
択 的 に 軸線 方 向 に 移動 可能 で ある 。 回 転 伝達 装置 は 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ 及び 外科 用 エン ド 
エフ ェ ク タ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 そ れ に より 、 駆 動 還 ア セン ブリ が 第 1 
の 軸線 方 向 位 置 に ある と き 、 回 転 駆動 運動 の うち 1 つ を 回 転 駆 動 シ ステ ム に よっ て 駆動 軸 
アセ ン ブ リ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝達 装置 が 第 1 の 回 転 制御 運動 を 外科 用 エン ド 
フェ クタ に 加え 、 駆動 還 アセ ン ブ リ が 第 2 の 軸線 方 向 位置 に ある と き 、 回 転 駆動 運動 を 回 
転 駆動 シス テム に よっ て 駆動 還 ア セン ブリ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝達 装置 が 第 2 の 
回 転 制御 運動 を 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 加え る 。 

[0189] 
別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 と 関連 し て 、 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル 
が 提供 され 、 そ の ツー ル は 、 オ ペレ ー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 、 出 力 運 動 
を 発生 させ る よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され 
た ツー ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む お 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 で は 、 外 科 用 ツー ル は 、 ロ 
ボッ トシ ステ ム の 一 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され た 、 ツ ー 
ル 装 着 部 分 を 備え る 。 回 転 駆動 シス テム は 、 ツ ー ル 装着 部 分 に よっ て 動作 可能 に 支持 され 
、 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ と イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 そ こ か ら 対 応 す る 出力 運動 を 受け 
入れ る 。 細長 い 軸 アセ ン ブ リ は 、 ツ ー ル 装着 部 分 か ら 動 作 可能 に 延 在 し 、 回 転 駆 動 シ ステ 
ム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 駆動 還 ア セン ブリ を 含む 。 駆動 還 ア セン ブリ は 
、 第 1 の 位置 と 第 2 の 位置 と の 間 で 選択 的 に 軸線 方 向 に 移動 可能 で ある 。 外科 用 ツー ル は 
、 細 長い 還 ア セン ブリ に 対し て 選択 的 に 回 転 す る よう に それ に 回 転 可能 に 連結 され た 、 外 
科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 更に 備え る 。 回 転 伝達 装置 は 、 駆 動 還 アセ ン ブ リ 及び 外科 用 エン 
ドド エフェクタ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 そ れ に より 、 駆 動 還 ア セン ブリ が 第 
1 の 軸線 方 向 位 置 に ある と き 、 回 転 駆動 運動 の うち 1 つ を 回 転 駆動 シス テム に よっ て 駆 動 
軸 ア セン ブリ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝達 装置 が 第 1 の 回 転 制 御 運動 を 外科 用 エン ド 
エフ ェ ク タ に 加え 、 駆動 還 ア セン ブリ が 第 2 の 軸線 方 向 位置 に ある と き 、 回 転 駆動 運動 を 
回 転 駆動 シス テム に よっ て 駆動 軸 ア セン ブリ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝達 装置 が 第 2 
の 回 転 制御 運動 を 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 加え る 。 

[0190] 

更に 別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 と 関連 し て 、 ハ ンド ル ア セ ン ブ リ と 、 ハ ンド ル ア セ ン 
に よっ て 動作 可能 に 支持 され た 駆動 モー タ と を 備え る 、 外 科 用 器具 が 提供 され る 。 細 ] 
軸 ア セン ブリ は 、 ハ ンド ル ア セ ン ブ リ か ら 動 作 可 能 に 延 在 し 、 駆 動 モ ー タ と 動作 可能 
ンタ ー フ ェ ー ス 接続 する と 共に 、 第 1 の 位置 と 第 2 の 位置 と の 間 で 選択 的 に 軸線 方 向 
動 可 能 で ある 、 駆動 還 アセ ン ブ リ を 含む 。 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ は 、 細 長い 軸 ア セン 
リ に 対し て 選択 的 に 回 転 す る よう に 、 そ れ に 対し て 回 転 可能 に 連結 され る 。 回 転 伝達 装置 
ik. 駆動 軸 アセ ン ブ リ 及び 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 
、 そ れ に より 、 駆 動 軸 ア セン ブリ が 第 1 の 軸線 方 向 位 置 に ある と き 、 回 転 駆動 運動 を 駆動 
モー タ に よっ て 駆動 還 ア セン ブリ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝達 装置 が 第 1 の 回 転 制御 
運動 を 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 加え 、 駆 動 還 アセンブリ が 第 2 の 軸線 方 向 位置 に ある と 
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き 、 回 転 駆動 運動 を 駆動 モー タ に よっ て 駆動 還 ア セン ブリ に 加え る こと に よっ て 、 回 転 伝 
達 装 置 が 第 2 の 回 転 制御 運動 を 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 加え る 。 
[ 


様々 な 例示 的 実施 形態 は また 、 複 数 の 離散 的 な 軸線 方 向 位置 の 間 で 移動 可能 で ある 回 転 
駆動 還 ア セン ブリ に よっ て 電力 供給 され る 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ を 含む 外科 用 器具 の た 
め の 差 動 固 定 シ ステ ム を 備え る 。 少な く と も 1 つの 形態 で は 、 差 動 固定 シス テム は 、 離 散 
的 な 軸線 方 向 位 置 の それ ぞ れ 1 つ に 対応 する 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ 上 の 少な く と も 1 O 
の 保持 形成 物 を 備え る 。 少な く と も 1 つの 係 止 部 材 は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ を 構成 体 と 
関連 付け られ た 離散 的 な 軸線 方 向 位置 へ と 移動 させ た と き 、 少 な く と も 1 つの 保持 形成 物 
と 保持 係 合 する よう に 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 対し て 動作 可能 に 支持 され る 。 
[0192] 

別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 と 関連 し て 、 第 1 の 軸線 方 向 位置 と 第 2 の 軸線 方 向 位置 と の 間 
で 移動 可能 で ある 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に よっ て 電力 供給 され る 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ 
を 含む 外科 用 器具 の た め の 差 動 固定 シス テム が 提供 され る 。 少な く と も 1 つの 例示 的 形態 
で は 、 差 動 固定 シス テム は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ 及び 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ と 動作 可 
能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 差 動 ハ ウジ ング を 備え る 。 少な く と も 1 つの ば ね 付 勢 さ 
れ た 係 止 部 材 は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ が 第 1 の 軸線 方 向 位 置 に ある と き は 、 回 転 駆動 軸 
アセ ン ブ リ の 第 1 の 部 分 を 保持 係 合 す る 、 差 動 ハ ウジ ング に よっ て 動作 可能 に 支持 され 、 
少な く と も 1 つの ば ね 付 勢 され た 係 止 部 材 は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ が 第 2 の 軸線 方 向 位 
置 に ある と き は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ の 第 2 の 部 分 を 保持 係 合 す る よう に 更に 構成 され 


る 。 
[ 0 


193] 
さら に 別 の 例示 的 な 一 般 的 形態 と 関連 し て 、 第 1 の 軸線 方 向 位 置 と 第 2 の 軸線 方 向 位置 
と の 間 で 移動 可能 で ある 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に よっ て 電力 供給 され る 外科 用 エン ド エフ 
ェ ク タ を 含む 外科 用 器具 の た め の 差 動 固定 シス テム が 提供 され る 。 少な く と も 1 つの 例示 
的 形態 で は 、 差 動 固 定 シ ステ ム は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ 及び 外科 用 エン ド エ フ ェ ク タ と 
動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 差 動 ハ ウジ ング を 備え る 。 少な く と も 1 つの ば ね 
部 材 は 、 回 転 駆動 還 ア セン ブリ の 一 部 分 に 設け られ 、 そ れ ぞ れ の ば ね 部 材 は 、 回 転 駆動 軸 
アセ ン ブ リ の 第 1 の 軸線 方 向 位置 に 対応 する 第 1 の 保持 位置 と 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ の 
第 2 の 軸線 方 向 位 置 に 対応 する 第 2 の 保持 位置 と を 定め る 。 係 止 部 材 は 、 差 動 ハ ウジ ング 
に よっ て 動作 可能 に 支持 され 、 少 な く と も 1 つの ば ね 部 材 の それ ぞ れ と 保持 係 合 され る よ 
うに 少な く と も 1 つの ば ね 部 材 の それ ぞ れ に 対応 し 、 そ れ に よっ て 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブ 
リ が 第 1 の 軸線 方 向 位置 に ある と き 、 係 止 部 材 は 対応 する ば ね 部 材 を 第 1 の 保持 位置 で 保 
持 係 合 し 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ が 第 2 の 軸線 方 向 位 置 に ある と き 、 係 止 部 材 は 対応 する 
ば ね 部 材 を 第 2 の 保持 位置 で 保持 係 合 す る 。 

[0194] 

様々 な 他 の 例示 的 実施 形態 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ と 、 回 転 及 び 軸 線 方 向 制御 運動 源 に 動 
作 可 能 に 連結 され た 近 位 側 回 転 駆 動 列 アセ ン ブ リ と を 含む 外科 用 器具 を 備え る 。 近 位 側 回 
転 駆動 列 ア セン ブリ は 、 軸 線 方 向 制御 運動 が 加え られ る の に 応じ て 長手 方 向 で シフ ト 可能 
で ある 。 外科 用 器具 は 、 ンド エフェクタ に 動作 可能 に 連結 され て 回 転 制 御 運 動 を 加え る 
、 遠 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ を 更に 含む 。 近 位 側 軸線 方 向 駆動 列 ア セン ブリ は 、 別 の 軸 
線 方 向 制御 運動 源 に 動作 可能 に 連結 され る 。 遠 位 側 軸線 方 向 駆 l 


動 列 アセ ン ブ リ は 、 軸 線 方 
向 制御 運動 を 加え る よう に エン ド エ フ ェ ク タ に 動作 可能 に 連結 され る 。 問 具 は 、 近 位 側 回 
転 駆動 列 ア セン ブリ を 遠 位 側 回 転 駆動 列 ア セン ブリ に 、 且 つ 近 位 側 軸線 方 向 駆動 多 ア セン 
ブリ を 遠 位 側 軸線 方 向 駆動 列 ア セン ブリ に 、 同 時 に 取付 け 、 ま た 分 離す る 、 連 結構 成 を 更 
に 備え る 。 

【0195】 

別 の 一 般 的 態様 と 関連 し て 、 エ ンド エフ ェ ク タ に 対し て 複数 の 制御 運動 を 加え る よう に 
き 成 され た 複数 の 遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ を 含む エン ド エ フ ェ ク タ を 、 販 動 運 動 源 と 連通 
する 対応 する 近 位 側 駆 動 列 アセ ン ブ リ に 取り 付け る 、 連 結構 成 が 提供 され る 。 1 つの 例示 
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的 形態 で は 、 連 結構 成 は 、 そ れ ぞ れ の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ の 遠 位 端 に ある 近 位 側 取付 
け 構 成体 と 、 そ れ ぞ れ の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ を 中 で 動作 可能 に 支持 し 、 そ れ に よっ て 
その 上 に ある 近 位 側 取付 け 構 成体 が ほぼ 連結 整列 され た 状態 で 保持 され る よう に 構成 され 
た 、 近 位 側 連 結 具 部 材 と を 備え る 。 遠 位 側 取付 け 構 成体 は 、 そ れ ぞ れ の 硝 位 側 駆動 列 アセ 
ン ブ リ の 近 位 端 に 設け られ る 。 それぞれ の 遠 位 側 取付 け 構 成体 は 、 連 結 係 合 さ せ た と き に 
、 対 応 す る 近 位 側 駆動 列 の 遠 位 端 に ある 近 位 側 取付 け 構 成体 を 動作 可能 に 係 合 す る よう に 
構成 され る 。 遠 位 側 連 結 具 部 材 は 、 エ ンド エフ ェ ク タ に 動作 可能 に 連結 され 、 そ れ ぞ れ の 
遠 位 側 駆動 列 を 中 で 動作 可能 に 支持 し て 、 遠 位 側 取付 け 構 成体 を その 上 で 、 ほ ば ぼ ば 連結 整列 
され た 状態 で 保持 する よう に 構成 され る 。 係 止 カ ラー は 、 遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ が 対応 
する 近 位 側 駆 動 別 アセ ン ブ リ か ら 切 り 離 され て も よい 係 止 解除 位置 、 及 び 遠 位 側 駆動 列 ア 
セン ブリ が それ ら の 対応 する 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ と 連結 係 合 され て 保持 され る 係 止 位 
置か ら 移 動 可能 で ある 。 

[0196] 

別 の 一 般 的 態様 と 関連 し て 、 加 えら れる 駆動 運動 に 応じ て 外科 的 行為 を 行う よう に 構成 
され た エン ド エフ ェ ク タ を 含む 外科 用 器具 が 提供 され る 。 器具 の 例示 的 形態 は 、 駆 動 運 動 
源 と 、 駆 動 運動 源 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 そ こ か ら 対 応 す る 第 1 の 駆動 
運動 を 受け 入れ る 、 第 1 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ と を 更に 含む 。 第 2 の 近 位 側 駆動 列 ア 
セン ブリ は 、 駆 動 運動 源 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 対 応 す る 第 2 の 駆動 運 
動 を そこ か ら 受け 入れ る 。 БІ の 遠 位 側 駆 動 列 アセ ンプ ブリ は 、 エ ンド エフ ェ ク タ と 動作 可 
能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 第 1 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ に 動作 可能 に 連結 され る と 
、 そ こ か ら 対 応 す る 第 1 の 駆動 運動 を 受け 入れ る よう に 構成 され る 。 第 2 の 遠 位 側 駆動 列 
アセン ブリ は 、 エ ンド エフェクタ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し 、 第 2 の 近 位 側 駆 
動 列 アセ ン ブ リ に 動作 可能 に 連結 され る と 、 そ こ か ら 対 応 す る 第 2 の 駆動 運動 を 受け 入れ 
る よう に 構成 され る 。 器具 は 、 第 1 及び 第 2 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ を 中 で 動作 可能 に 
支持 する 第 1 の 連結 部 材 を 含む 連結 構成 を 更に 備え る 。 連結 構成 は 、 第 1 及び 第 2 ORAN 
側 駆動 列 ア セン ブリ を 中 で 動作 可能 に 支持 する と 共に 、 第 1 の 連結 部 材 と 軸線 方 向 に 整列 
する よう に 構成 され た 、 第 2 の 連結 部 材 を 更に 含み 、 そ れ に より 、 第 2 の 連結 部 材 が 第 1 
の 連結 部 材 と 軸線 方 向 に 整列 され る と 、 第 1 の 遠 位 側 駆 動 列 アセ ン ブ リ が 第 1 の 近 位 側 駆 
動 列 アセ ン ブ リ と 軸線 方 向 に 整列 し て それ と 動作 可能 に 係 合 し 、 第 2 の 遠 位 側 駆動 列 ア セ 
ン ブ リ が 第 2 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ と 軸線 方 向 に 整 別 し て それ と 動作 可能 に 係 合 する 
。 係 止 カ ラー は 、 第 1 及び 第 2 の 連結 部 材 の 一 方 で 移動 可能 に 軸 支 され 、 第 1 及び 第 2 の 
遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ が それ ぞ れ 第 1 及び 第 2 の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ か ら 分 離 可 能 
で ある 係 止 解除 位置 と 、 第 1 及び 第 2 の 遠 位 側 駆動 列 ア セン ブリ が それ ぞ れ 第 1 及び 第 2 
の 近 位 側 駆動 列 ア セン ブリ と 動作 可能 に 係 合 し た 状態 で 保持 され る 係 止 位置 と の 間 で 移動 
する よう に 構成 され る 。 

[0197] 

別 の 一 般 的 態様 に よれ ば 、 外 科 用 器具 の 発射 部 材 を 動作 可能 に 受け 入れ る 経路 を 中 に 画 
定 す る カー トリ ッ ジ 本 体 を 含む 外科 用 カー トリ ッ ジ が 提供 され る 。 外 科 用 カー トリ ッ ジ は 

カー トリ ッ ジ 本 体内 で 動作 可能 に 支持 され る と 共に 、 発 射 部 材 を 駆動 し て 接触 させ た と 
、 発 射 部 材 が 経路 と 整列 され な い 動 作 不能 構成 か ら 、 発 射 部 材 が 経路 と 整列 され る 動 
構成 へ と 、 発 射 部 材 を 移動 させ る よう に 構成 され た 、 整列 部 材 を 更に 含む 。 
0198] 
さら に 別 の 一 般 的 態様 に よれ ば 、 外 科 用 器具 の た め の エ ンド エフ ェ ク タ が 提供 され る 。 
少な く と も 1 つの 形態 で は 、 エ ンド エフ ェ エク タ は 、 ス ロッ ト と 、 ス ロッ ト に 隣接 し た ロッ 
クア ウト 切欠 き と を 有する 、 支 持 部 材 を 備え る 。 エ ンド エフ ェ ク タ は 、 動 作 不 能 構 成 と 動 
作 可 能 構成 と の 間 で 移動 可能 な 発射 部 材 を 更に 備え 、 発 射 部 材 は 、 動 作 可 能 構成 の と き 、 
スロ ッ ト と 整列 され る と 共に スロ ッ ト 内 で 並 進 す る よう に 構成 され 、 ま た 発射 部 材 は 、 動 
作 不 能 構成 の と き 、 ロ ッ ク ア ウト 切欠 き と 係 合 さ れる と 共に スロ ッ ト と 整列 し な い 。 
[0199] 

別 の 例示 的 実施 形態 は 、 カ ー ト リッ ジ を 中 で 除去 可能 に 支持 する よう に 構成 され た 細長 


m 


Pa 


(74) 


い チ ャ ネル を 含む 外科 用 
ー ト リッ ジ 本体 と 、 


『 具 を 備え る 。 


体内 で 移動 可能 に 支持 され た 整列 部 材 と を 備え る 。 外科 用 器具 は また 、 
ү, 
НА, 発射 部 材 は 、 発 射 部 材 が カー トリ ッ ジ 本 体内 の 整列 部 材 と 動 
置か ら 終 了 位置 へ と 移動 する こと は で き な い 。 


と 開始 位置 と 終了 位置 と の 間 で 移動 する よう 
され た 、 発 射 部 材 を 
作 可 能 に 係 合 し て いな い 限 り , 
[0200] 

別 の 例示 的 実施 形態 は 、 外 科 


开始 


ГСЖІ の 位置 か ら 第 2 の 位置 へ と 移動 する よう に 、 


器具 の た め の エ ンド エフ ェ ク タ を 備え る 。 
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少な く と も 1 つの 形態 で は 、 カ ー ト リッ ジ は 、 カ 


カー トリ ッ ジ 本 
作動 運動 を 加え る 
細長 い チ ャ ネル に 対し て 動作 可能 に 支持 


少な く と も 1 


つの 形態 で は 、 エ ンド エフ ェ ク タ は 、 カ ー ト リッ ジ を 中 で 除去 可能 に 支持 する よう に 構成 
され た 細長 い チ ャ ネル を 備え る 。 発射 部 材 は 、 


細長 い チ ャ ネル に 対し て 動 
加え る と 、 開始 及び 終了 位置 の 間 で 発射 
合 し て いる 。 器具 駆動 軸 は 、 
作 不能 位置 か ら 、 


作 可 能 に 支持 され る 。 問 具 駆 動 還 は 、 
部 材 を 移動 させ る た め 、 発 射 部 材 と 動作 可能 に 係 
器 只 駆動 軸 が 駆動 構成 と の 動作 可能 な 係 合 か ら 外 れ て いる 動 
『 具 駆動 還 が 駆動 構成 と 動作 可能 に 係 合 し て いる 動作 可能 位置 へ と 移動 


開始 及び 終了 位置 の 間 で 移動 する よう に 、 
駆動 構成 か ら 作動 運動 を 


可能 で ある 。 エ ンド エフェクタ は 、 問 具 駆 動 還 と 接触 する よう に 移動 可能 に 支持 され て 、 
カー トリ ッ ジ を 細長 い チ ャ ネル 内 に 設置 する と 、 器 具 駆 動 軸 を 動作 不能 位置 か ら 動作 可能 


位置 へ と 移動 させ る 、 整 列 部 材 を 更に 備え る 
[0201] 
別 の 例示 的 実施 形態 は 、 細 長い チャ ネル と 
カー トリ ッ ジ と を 備え る 、 外 科 用 器具 を 含む 
する よう に 、 細 長い チャ ネル に 対し て 動 
ら 作動 運動 を 加え る と 、 
動作 可能 に 係 合 し て いる 。 器具 駆動 軸 は 、 
外れ て いる 動作 不能 位置 か ら 、 
位置 へ と 移動 可能 で ある 。 外科 
れ て 、 カ ー ト リッ ジ を 細長 い チ ャ ネル 内 に 
作 可 能 位置 へ と 移動 させ る 、 
[0202] 


整列 部 材 を 更に 


o 


作 可 能 に 支持 され る 。 問 具 駆 動 還 は 、 駆 動 
開始 及び 終了 位置 の 間 で 発射 部 材 を 移動 させ る た め 、 発 射 部 材 と 
器具 駆動 軸 が 駆動 4 
益 具 駆 動 較 が 駆動 構成 と 動作 可能 に 係 合 し て いる 動作 可能 
JH. ITI 
設置 する と 、 和 装具 駆動 還 を 動作 不能 位置 か ら 動 


ІН 


本 明細 書 に 開示 され て いる 装置 は 、 単 回 使 


又は 複数 回 使 


H の 後に 廃棄 する よう 
月 する よう 設計 する こと が で きる 


細長 い チ ャ ネル 内 で 除去 可能 に 支持 され た 
発射 部 材 は 、 開 始 及 び 終 了 位 置 の 間 で 移動 
成 か 


成 と の 動作 可能 な 係 合 か ら 


K 動 還 と 接触 する よう に 移動 可能 に 支持 さ 


える 。 


設計 する こと が で き 、 
。 し か し な が ら 、 い ずれ の 場合 も 、 装 置 は 


少な く と も 1 回 の 使用 後 、 
分 解 段階 、 
の 段階 の 組み 合わ せ が 含 まれ る 。 詳細 に は 、 


g 使 


定 の 部 材 の 洗浄 及び 又は 交換 に 際 し 、 
の 直前 に 手術 チー ム に よっ て 再び 付け て か ら 
者 は 、 デ バイ ス の 再 調整 に 、 解 体 、 


再 調整 され た 装置 は 、 全 て 、 本 出願 の 範囲 
[0203] 


1H の た め に 再 調 
その 後 の 洗浄 段階 又は 特定 の 部 品 の 交換 段階 、 
装置 は 、 分 解 可能 で あり 、 
特定 の 部 品 又 は 部 材 を 、 任 意 の 組み 合わ せ で 選択 的 に 交換 又は 取り 外す こと が で きる 。 


洗浄 交換 、 及 び 再 組み 立て の た め の 種 々 の 技術 を 使 
H で きる こと を 理解 する で あろ う 。 こ の よう な 技術 の 使用 、 及 びそ の 結果 と し て 得 ら れる 
内 に ある 。 


整 さ れ 得 る 。 こ うし た 再 調整 に は 、 装 置 の 
及び その 後 の 再 組立 段階 の 任意 
装置 の 任意 の 数 の 
特 


装置 を 再 調整 施設 に お いて 、 あ る い は 、 外 科 手 術 


その 後 の 使用 に 供する こと が で きる 。 当 業 


特定 の 開示 され る 例示 的 実施 形態 と 関連 し て 、 本 発明 に つい て 本 明細 書 に 記載 し て きた 
が 、 そ れ ら の 例示 的 実施 形態 に 対し て 多く の 修正 及び 変形 を 実施 する こと が で きる 。 例え 


ば 、 異 な る タイ プ の エン ド エ フ ェ エク タ が 採用 され 得る 。 ま た 、 
154455. 
この よう な 改変 及び 変形 を 全て 有効 範囲 と する も の で ある 。 


いて 材料 が 開示 され た が 、 他 の 材料 が 使 
範囲 」 は 、 
【0204】 


報 又は 他 の 開示 物 も 、 組 み 込 ま 


特定 の コン ポー ネン ト に つ 
以上 の 説明 及び 以下 の 「 特許 請求 の 


全体 又は 部 分 に お いて 、 本 明細 書 に 参照 に より 組み 込ま れる と 称 さ れる いずれ の 特許 公 
れ た 事物 が 現行 の 定義 、 


記載 、 又 は 本 開示 に 記載 され て い 


る 他 の 開示 物 と 矛盾 し な い 男 囲 で の み 本 明細 書 に 組み 込ま れる 。 こ の よう に 及び 必要 な 範 


Ш 


囲 で 、 本 明細 書 に 明瞭 に 記載 され て いる 開示 は 、 


参照 に より 本 明細 書 に 組み 込ん だ 任意 の 
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矛盾 する 事物 に 取っ て 代わ る 
る が 、 上 既存 の 定義 、 
容 、 又 は それ ら の 部 分 は 、 援 
な い 範 囲 で の み 援 用 する も の 
[0205] 

( 実施 の 態様 

(1) オペ レー タ か ら の 入 
させ る よう に 構成 され た 、 ロ 
ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 、 前 


前 記 ロ ボッ トシ ステ ム の 前 
接続 し て 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 
、 駆 動 シ ステ ム と 、 

前 記 駆 動 シ ステ ム と 動作 可 
前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 
動 軸 アセ ン ブ リ と 動作 可能 に 


動 を 加え る よう に 構成 され た 、 


前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ と 動 


動 を 前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 
、 外 科 用 ツー ル 。 
(2) 前 記 駆 動 シ ステ ム が 


前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 伝達 
1 の も の を 第 1 の 方 向 に 加え 
で 発生 し た 出力 運動 の うち 第 


( 75) 


も の と する 。 本 明細 書 に 参照 に よ 
見 解 、 又 は 本 明細 書 に 記載 され た 他 の 開示 内 容 と 矛盾 する すべ て の 内 
H さ れ た 内 容 と 既存 の 開示 内 容 と の 間 に あ く まで 矛盾 が 生じ 


と する 。 


カカ に よっ て 動作 可能 で あっ て 出力 運動 を ロボ ッ ト 制御 で 発生 
ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト (C HJ 
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り 援用 する も の と され て い 


作 可 能 に 連結 され た ツー 


記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル で あっ て 


記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 対応 する 部 分 と イン ター フェ ー ス 
で 発生 し た 出力 運動 を そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 され た 


能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 駒 


出力 運動 を 前 記 駆 動 シ ステ ム か ら 受 け 入 れる と 共に 、 


動 還 ア セン ブリ で あっ て 、 
ВУ аи ВХ 


ンタ ー フ ェ ー ス 接続 する 外科 用 


ンド 


フェ クタ に 制御 運 


駆動 還 ア セン ブリ と 、 
作 可 能 


に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 手 動 で 発生 し た 制御 運 
選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可 能 な 制御 シス テム と 、 


を 備え る 


、 前記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 日 
し て 、 
る よう に 本 


WX 机 、 


H 力 運動 の うち 第 1 の も の を 


前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に よっ て 前 記 制 御 運動 の うち 第 
前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 
2 の も の を 前 記 駆 動 還 ア セン ブリ に 伝達 し て 、 


前 記 ロ ボッ ト 制御 
前 記 駆 動 軸 ア 


セン ブリ に よっ て 前 記 制 御 運 動 の うち 第 2 の も の を 前 記 第 1 の 方 向 と は 反対 の 第 2 の 方 向 


に 加え る よう に 更に 構成 され 


、 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 が 、 


前 記 駆 動 軸 ア センブリ に 


前 記 第 2 の 方 向 に 加え られ る 、 実 施 態 様 1 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
、 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ 上 で 支持 され た 対応 する 回 転 可 


(95) 前 記 駆 動 シ ステ ム が 
能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イ 
運動 を そこ か ら 受 け 入 れる よ 
前 記 対 応 す る 
車 と 、 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 
前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 と 
うに 、 前 記 駆 動 還 アセン ブリ 
手動 作動 制御 シス テム が 前 記 
、 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 
させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 駆 
歯車 と 、 を 備え る 、 実 施 態 様 
(4) 前記 手動 作動 可能 な 
前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 
前 記 逆 転 歯車 と 選 
ラチ ェ ッ ト 歯車 の 手動 作動 に 
EIRG CENSOR ITEY 
(5) 前 記 ラ チェ ッ ト 歯車 
択 的 に 旋回 移動 する よう に 装 
記 作 動 位 置 へ と 旋回 され る と 
LC. 


H 
H 


° 


[0206] 


ンタ ー フ ェ ー ス 接続 し て 、 
うに 構成 され 、 


前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 
前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 


し た 出力 


回 転 可 能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ 


Z 接続 する 、 


Br 


回 転 駆動 


合 し て いる 、 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 、 


噛合 係 合 し 、 ま た その 


第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 


』 記 第 1 の 


1 に 記載 の 外科 
制御 シス テム が 、 
噛合 係 合 し て いる 逆転 歯車 と 、 


dj» == №, 


的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯車 で あっ て 、 


回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 
動 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 に 加え る 、 


歯 合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 
に 移動 可能 に 装着 され た 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 で あっ て 、 


前 記 
選択 的 に 動作 可能 に 係 合 可能 で あっ て 


第 2 の 回 転 被 動 


前 記 


よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 逆 転 歯車 に 加え る 


F 歯車 と 、 
が 、 
着 さ れ 、 そ れ に より 、 


を 備え る 、 実 施 態 様 3 に 記載 の 外科 
作動 位置 と 非 作動 位置 と の 間 で 前 記 逆 転 歯車 に 対し て 選 
前 記 逆 転 歯車 が 前 記 非 作動 位置 か ら 前 


ツー ル 。 


、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 軸線 方 向 に 付 勢 


前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 と の 噛合 係 合 か ら 外 す 、 実 施 態 様 4 に 記載 の 外科 用 ツー ル 
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(6) 前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 
ェ ー ス 接続 する と 共に 、 前 記 駆 動 還 アセ ン 


( 76) 
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前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ と 動作 可能 に イン ター フ 


ブリ ! 


pun 


こ 加 えら れる 前 記 第 1 及び 第 2 の 制御 運動 


に 移動 可能 に 反応 する 発射 要素 を 備え る 、 実 施 態 様 1 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


(7) 前記 第 1 及び 第 2 の 制御 運動 を 前 記 駆動 軸 ア セン ブリ に 加え る と 、 前 記 発 射 要素 
が 、 開 始 位置 と 終了 位置 と の 間 で 移動 可能 で ある 、 実 施 態 様 6 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 


(8) 前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 


開放 位置 と 閉鎖 位置 と の 間 で 選択 的 に 移動 可能 な アン ビル と 、 
前 記 ア ン ビ ル 及 び ロ ボッ トシ ステ ム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する アン ビル 義 


鎖 シ ステ ム で あっ て 、 


っ て 前 記 ア ン ビ ルル 閉鎖 シ ステ ム に 加え られ る と 、 


ル 閉 鎖 シ ステ ム と 、 


前 記 ア ン ビ ル に 隣接 し て 動作 可能 に 支持 され 、 複 数 の 外科 


外科 用 ステ ー プ ルカ ー ト リッ ジ と 、 を 備え 
組織 切断 部 分 と 、 

ラー 
( 9) 
始 位置 か ら 
える と 、 前 
載 の 外科 
(10) 


mm 


ジル 


運動 を 前 記 駆 動 軸 アセ ン 
開始 位置 へ と 、 


する 、 実 施 態様 8 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
[0207] 
(11) オペ レー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 、 


支持 され た 少な く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 に 対し て 少な く と も 1 つの 回 転出 力 運 動 
ロボ ッ ト シ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され た 
前 記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル 


を 提供 する よう に 構成 され た 、 
前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ を 含む 、 
で あっ て 、 

選択 的 に 移動 可能 で ある 少な く と も 1 つ 
タ で あっ て 、 前 記 少 な く と も 1 つの 構成 要 
分 に 加え られ る 制御 運動 に 応じ て 、 


DWG AS. 


前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ に 動作 可能 に 連結 され 、 


前 記 外 科 
構成 要素 部 分 に 対し て 第 1 及び 第 2 の 位置 の 間 で 選 


他 の ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 出力 運動 が 前 記 ロ ボッ トシ ステ ム に よ 


開放 及び 閉鎖 制御 運動 を 加え る 、 ア ン ビ 


H ス テー プル を 中 で 支持 する 


、 前 記 発 射 部 材 が 、 


記 第 2 の 制御 運動 を 前 記 駆 動 還 アセ ン 
記 発 射 部 材 が 前 記 終 了 位置 か ら 前 記 開 始 位置 へ と 駆動 され る 、 実 施 態 様 8 に 記 


前 記 第 1 の 制御 運動 を 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ に 加え る こと に より 、 
材 が 前 記 開 始 位置 か ら 前 記 終 了 位 置 に 向かっ て 第 1 の 軸線 方 向 に 移動 し 、 
ブリ に 加え る こと に より 、 
前 記 第 1 の 方 向 と は 反対 の 第 2 の 方 向 に 移動 し 、 
運動 を 前 記 駆 動 軸 アセンブリ に 加え る こと に より 、 


o 


ル 駆 動 ス レッ ド と 、 を 備え る 、 実 施 態 様 7 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
前 記 第 1 の 制御 運動 を 前 記 駆 動 軸 アセ ン 
前 記 終了 位置 へ と 駆動 され 、 前 


ブリ に 加え る と 、 前 記 発 射 部 材 が 前 記 開 


ブリ に 加 


前 記 発 射 部 
前 記 第 2 の 制御 
前 記 発射 部 材 が 前 記 終 了 位置 か ら 前 記 
前 記 手 動 で 発生 し た 制御 
前 記 発 射 部 材 が 前 記 第 2 の 方 向 に 移動 


ツー ル 駆 動 ア セン ブリ 上 で 


成 要 素 部 分 を 備え る 外科 用 エン ド エ フ ェ ク 


素 部 分 が 、 


前記 選択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 部 


H エ ンド エフ ェ ク タ の 少な く と も 1 つの 他 の 


的 に 移動 可能 で ある 、 外 科 用 エン ド 


前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ の 前 


記 少 な く と も 1 つの 選択 的 に 移動 可能 な 構成 要素 部 分 と 動作 可能 に 連通 し て いる 少な く と 


も 1 つの 歯車 被 動 部 分 を 備え る 、 


前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ に 動 


ХЭЛ 


前 記 ツ ー ル 装着 部 分 上 で 回 転 可能 に 支持 され 、 


れ 、 


細長 い 軸 アセ ン ブ リ と 、 
作 可 能 に 連結 さ 
る と それ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する よう に 構成 され た 、 


前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ に 連結 され 
ツー ル 装 着 部 分 で あ 


前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 前 記 少 な 


く と も 1 つの 回 転 可能 な 本 体 部 分 の うち 対応 する 1 つと 駆動 係 合 し て 、 そ こ か ら 対 応 す る 


回 転出 力 運動 を 受け 入れ る よう に 構成 され た 、 


前 記 科 駆動 要素 と 動作 可能 に 係 合 し て 
動 運動 を 加え て 、 前 記 少 な が く と も 1 つの 歯 


BU, 
车 被 


被 駆動 要素 と 、 


それ に 対し て ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 作 
動 部 分 の うち 対応 する 1 つ に よっ て 少な く 


と も 1 つの 制御 運動 を 前 記 選 択 的 に 移動 可 
える 、 ツ ー ル 装着 部 分 と 、 を 備え 、 


能 な 構成 要素 に 加え る 、 


駆動 シス テム と 、 を 備 


前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 そ れ に 対し て 手動 で 
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発生 し た 制御 運動 を 選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可 能 な 逆転 シス テム を 更に 備え る 、 外 科 用 
S espe, 
(12) 前 記 駆 動 シ ステ ム が 、 

前 記 被 駆動 要素 と 駆動 係 合 し て いる 回 転 駆動 歯車 と 、 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 と 、 

前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 と 噛合 係 合 し 、 ま た その 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 
うに 、 前 記 細 長い 軸 ア セン ブリ の 前 記 回 転 駆動 軸 部 分 に 移動 可能 に 装着 され た 第 2 の 回 転 
被 動 歯 事 で あっ て 、 前 記 手 動作 動 逆 転 シ ステ ム が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 選択 的 に 動作 
可能 に 係 合 可能 で あっ て 、 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 車 と の 噛合 係 
合 か ら 外 れる よう に 移動 させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 に 
加え る 、 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 、 を 備え る 、 実 施 態様 1 1 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
(13) 前記 手動 作動 可能 な 逆転 シス テム が 、 

前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 逆転 歯車 と 、 

前 記 逆 転 歯 車 と 選択 的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯 車 で あっ て 、 前 記 

ラチ ェ ッ ト 歯車 の 手動 作動 に よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 制御 運動 を 前 記 逆 転 歯 車 に 加え る 
よう に な っ て いる 、 ラ チェ ッ ト 歯 車 と 、 を 備え る 、 実 施 態様 1 2 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 
(14) 前 記 ラ チェ ッ ト 歯 車 が 、 作 動 位置 と 非 作 動 位置 と の 間 で 前 記 逆 転 歯 車 に 対し て 
選択 的 に 旋回 移動 する よう に 装着 され 、 そ れ に より 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 非 作動 位置 か ら 
前 記 作 動 位置 へ と 旋回 され る と 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 を 軸線 方 向 に 付 
勢 し て 、 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯 事 と の 噛合 係 合 か ら 外 す 、 実 施 態様 1 3 に 記載 の 外科 用 ツ 
ー ル 。 
(15) オペ レー タ か ら の 入力 に よっ て 動作 可能 で あっ て 回 転出 力 運 動 を ロボ ッ ト 制御 
で 発生 させ る よう に 構成 され た 、 ロ ボッ トシ ステ ム の 制御 ユニ ッ ト に 動作 可能 に 連結 され 
た ツー ル 駆 動 ア セン ブリ を 含む 、 前 記 ロ ボッ トシ ステ ム と 共に 使用 され る 外科 用 ツー ル で 
あっ て 、 

前 記 ロ ボッ トシ ステ ム の 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ の 対応 する 部 分 と イン ター フェ ー ス 
接続 し て 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を そこ か ら 受 け 入 れる よう に 構成 さ 
れ た 、 回 転 駆動 シス テム と 、 

前 記 回 転 駆動 シス テム と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 回 転 駆動 還 アセンブリ で 
あっ て 、 前記 ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 を 前 記 回 転 駆動 シス テム か ら 受 け 入 れ 
る と 共に 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 外科 用 エン 
ドド エフェクタ に 回 転 駆動 運動 を 加え る よう に 構成 され た 、 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ と 、 

前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 手 動 で 発生 し た 回 
転 駆動 運動 を 前 記 回 転 駆動 軸 ア セン ブリ に 選択 的 に 加え る 、 手 動作 動 可能 な 逆転 シス テム 
と 、 を 備え る 、 外 科 用 ツー ル 。 

[0208] 

(16) 前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 前 記 ロ ボッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 の うち 第 
1 の も の を 前 記 駆 動 還 アセ ン ブ リ に 伝達 し て 、 前 記 駆 動 軸 ア セン ブリ に よっ て 前 記 回 転 駆 
動 運 動 の うち 第 1 の も の を 第 1 の 回 転 方 向 に 加え る よう に 構成 され 、 前 記 駆 動 シ ステ ム が 
. 前記 ロボ ッ ト 制御 で 発生 し た 回 転出 力 運 動 の うち 第 2 の も の を 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブ 
リ に 伝達 し て 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に よっ て 前 記 回 転 駆動 運動 の うち 第 2 の も の を 
、 前記 第 1 の 回 転 方 向 と は 反対 の 第 2 の 回 転 方 向 に 加え る よう に 更に 構成 され 、 前 記 手 動 
で 発生 し た 制御 運動 が 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 前 記 第 2 の 回 転 方 向 に 加え られ る 、 
実施 態様 1 5 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 

CIT) 前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 前 記 ツ ー ル 駆動 アセ ン ブ リ 上 で 支持 され た 対応 する 
回 転 可能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 し て 、 前 記 回 転出 力 運 動 を そこ か 
ら 受 け 入 れる よう に 構成 され 、 前 記 回 転 駆動 シス テム が 、 

前 記 対 応 す る 回 転 可能 な 本 体 部 分 と 動作 可能 に イン ター フェ ー ス 接続 する 、 回 転 駆動 
жу. 

前 記 回 転 駆動 歯車 と 噛合 係 合 し て いる 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 、 
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Er 
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前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と 噛合 係 合 し 、 ま た その 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 移動 する よ 
うに 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 移動 可能 に 装着 され た 第 2 の 回 転 被 動 歯車 で あっ て 、 
前 記 手 動作 動 逆転 シス テム が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 と 選択 的 に 動作 可能 に 係 合 可能 で あ 
っ て 、 前記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 前 記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 れる よう に 
移動 させ 、 前 記 手 動 で 発生 し た 回 転 駆動 運動 を 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 に 加え る 、 第 2 の 
回 転 被 動 歯車 と 、 を 備え る 、 実 施 態 様 15 に 記載 の 外科 用 ツー ル 。 

(18) 前 記 手 動作 動 可 能 な 逆転 シス テム が 、 

前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯 車 と 噛合 係 合 し て いる 逆転 歯車 と 、 

前 記 逆 転 歯車 と 選択 的 に 噛合 係 合 する よう に 支持 され た ラチ ェ ッ ト 歯車 で あっ て 、 前 記 

ラチ ェ ッ ト 歯 車 の 手動 作動 に よっ て 前 記 手 動 で 発生 し た 回 転 駆動 運動 を 前記 逆 転 歯 車 に 加 
える よう に な っ て いる 、 ラ チェ ッ ト 歯車 と 、 を 備え る 、 実 施 態 様 1 7 に 記載 の 外科 用 ツー 
ル 。 
(19) 前 記 ラ チェ ッ ト 歯車 が 、 作 動 位 置 と 非 作 動 位置 と の 間 で 前 記 逆 転 歯車 に 対し て 
選択 的 に 旋回 移動 する よう に 装着 され 、 そ れ に より 、 前 記 逆 転 歯 車 が 前 記 非 作動 位置 か ら 
前 記 作 動 位 置 へ と 旋回 され る と 、 前 記 逆 転 歯車 が 前 記 第 2 の 回 転 被 動 歯車 を 軸線 方 向 に 付 
BUT. 前記 第 1 の 回 転 被 動 歯車 と の 噛合 係 合 か ら 外 す 、 実 施 態 様 1 8 に 記載 の 外科 用 ツ 
= Jl, 
(20) 前 記 外 科 用 エン ド エ フ ェ ク タ が 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ と 動作 可能 に イン 
ター フェ ー ス 接続 する と 共に 、 前 記 回 転 駆動 還 ア セン ブリ に 加え られ る 前 記 第 1 及び 第 2 
の 回 転 駆動 運動 に 移動 可能 に 反応 する 発射 要素 を 備え る 、 実 施 区 様 1 5 に 記載 の 外科 用 ツ 
ー ル 。 
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